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忍者、勇者パーティーから追放されます




　彼に家族はいない。

　愛情を込めてつけられた名前もない。

　里ではフォンと呼ばれていたが、それも師匠の死に伴い、襲名しただけ。名付け親も、過去もない。あるのは里での修行の日々と、命を懸けた闘いの日々だ。

　とある事情で帰る場所をなくしてから、彼は里からずっと遠く離れたギルディアの街の、冒険者たちがたむろする総合案内所、いわゆる『冒険者ギルド』で、自分を雇ってくれるパーティーを探した。

　幸い、勤め先はすぐに見つかった。しかも、勇者がリーダーというではないか。

　勇者。剣術と魔法、双方を使いこなし、一部の村落では崇められるほど希少な職業。その域に達するのはごくわずかの才覚ある者のみといわれる存在。

　他人に奉仕することを至上の喜びとしていた彼は、一年以上、どんな命令にも従い、あらゆる手を尽くし、パーティーに貢献してきた。

「――なんだって？」

　だから、信じられなかった。

「二度も言わせるなよ。お前はクビだ、フォン」

　彼――フォンは、自分がパーティーからはずされるなんて思ってもいなかった。

　彼の詳細を記そう。十七歳、男性。ショートヘアで、目は比較的大きめ。パーカーとポケットがたくさんついた濃い色のカーゴパンツ、底の厚い革靴を履き、革製のベルトには小物入れをいくつも提げている。細身だが筋肉質。口もとを隠す長いバンダナが目立つ。

　そんな彼に、とある森の開けたところでクビを宣告したのは、誰あろう勇者にしてパーティーのリーダー、クラーク。フォンの眼前で腕を組んでふんぞり返る、逆立った銀髪が特徴のハンサムガイだ。

　クラークと彼の仲間たち、そしてフォンのそばには、今しがた打ちのめしたばかりの巨大な怪物が転がっている。血にまみれ、すでに事切れたそれは、この世界では一般的に見られる『魔物』と呼ばれる存在である。

　クラークが率いる勇者パーティーは、こういった魔物の討伐も含めた様々な依頼をこなしていた。ギルディアの街一帯で彼を知らない者はいないほど有名だった。

　そんな名誉あるパーティーに加入させてもらえるのだから、フォンは里にいた頃よりずっと、どれほど苦しくても自分の体に鞭打って、仲間のために身を粉にしてきた。

　必死に働いてきた、結果がこれだ。フォンがリーダーに抗議するのは、当然だった。

「な、なんで!?　僕はずっと、パーティーのために……」

「荷物持ちと地図作り、雑務だけだろ？　戦闘でなにか、役に立ったか？」

　しかし、フォンは言葉を詰まらせてしまった。

　勇者パーティーの戦闘力は高い。特にクラークの剣技は特筆すべきで、正直なところ、フォンが戦闘に介入しなくても十分だった。だから、彼は裏方に徹したのだ。

「魔物の弱点を大声で叫んだり、しょぼい罠を仕掛けたりが、か？　一年も働かせてやっても、それ以上のことをなにもしなかったじゃねえか」

「だけど、一年間がんばってきた！　僕はみんなのために！」

　たしかに、フォンの働きは前述した通り、裏方と呼べる地味なものだった。だからといってまったく役に立たなかったわけではないと、彼は自負していた。

　どうにか自分の功績を伝えようとするが、クラークはもう、話を半分も聞いていない。ただただフォンを見下し、彼の必死さを鼻で笑うばかりだ。

「いいんだよ、そういうのは……大事なのは結果じゃねえか。第一、アサシンだっていうから加入させたってのに、俺たちのうしろに隠れて雑用をこなしているだけだっただろ？」

　フォンは、アサシン――陰に隠れて討つ者という名目でパーティーに加入した。

　ところが、クラークからすれば、いざ実戦となると魔物を仕留めもせずに陰でずっとこそこそ、うろうろするばかり。役に立っているのか、ただそこにいるだけなのかもわからない、フォンのそんなさまが、勇者は気に入らなかったようだ。

　しかし、彼の言うところの雑用こそが、真の価値を持つと、フォンは思っていた。だから、彼は食い下がった。

「でも……」

　そんな反論すら、もはやパーティーは認めなかった。

「ああ、もう！　男のくせにうじうじと、みっともない！　あんたはクビって言われたんだから、ごねてないでおとなしく従ったらどうなの！」

　フォンにきつい言葉をぶつけるのは、武闘家のサラ。筋肉質の体つきと目の覚めるような赤色のショートヘアが特徴。二十歳はたちの彼女は男よりも気の強い性格で、軟弱な者を嫌う。

　彼女の言葉に続き、別の方向からフォンをなじる声がぶつけられる。

「そうそう、フォンってば地味だし、ダサいし！　せっかくクラークってイケメンがいるのにさ、パーティーの印象が悪くなっちゃうじゃん！」

　子供特有の明るい表情と声でフォンを小馬鹿にするのは、剣士のジャスミン。パーティーでは一番幼い、赤紫のツインテールが特徴の少女。十五歳とパーティー内では最年少で、背丈は低いが、華麗な二刀流剣術で敵を切り刻むのを得意とする。

　ふたりとも、クラークに心酔しており、フォンをただの雑務役としか思っておらず、勇者の言うことならなんでも信じ込んでしまう。きっと、フォンをクビにすると陰で相談していたときも、ふたつ返事でイエスと言ったのだろう。

　三人に睨にらまれても、フォンはあきらめなかった。まだ、ここに残る理由があるからだ。

「……マリィ、僕は……」

　彼の隣に立つ、マリィこそがその理由だ。彼女は、フォンにとって心のよりどころだった。

　杖を背負った、小柄で栗毛の地味な、魔法使いの女の子。サラたちと違って弱気な性格だが、フォンとは一番話す機会が多かった。なにかにつけて彼に文句をぶつけるほかのメンバーと違い、マリィだけは彼と心を通わせていた。

　恋人同士ではなかったが、友情以上のものを通わせていた。

　――そう思っていたのは、きっとフォンだけだ。

「……ごめんなさい、フォン」

　マリィは頭を少しだけ下げて、そそくさとフォンの隣を去った。そして彼女が駆け寄ったのは、クラークのもとだった。

　今度こそ、フォンの顔から希望が消えた。彼がそんな表情を見せるのを待っていたかのように、マリィは口を開いた。

「私、フォンがいなくても大丈夫よ……クラークのそばにいられればいい。彼の隣にいるのが一番落ち着くから……本当に、ごめんなさい」

「よしよし、マリィ。今まであんな奴の相手をさせられて、つらかったよな。彼から君を引き離せなかった俺にも、責任はある」

「……そんな……」

　クラークに篭ろう絡らくされたのではない。彼女は自らの意思で、勇者の隣を選んだのだ。

　フォンから希望が失われたのを見たクラークが、サラとジャスミンに近寄るよう手招きすると、ふたりは懐いた犬のように寄ってきた。

　片や、女の子三人をはべらせる勇者。片や、味方のいないフォン。

「……どうするんだ、フォン？　今ならまだ、パーティーから出ていくだけでいい。でも、これ以上駄々をこねるなら、俺も容赦しないぞ」

「クラーク、やるならあたしがやるよ。この陰気な顔に、前々から苛ついてたしね」

「それなら私も！　クラーク兄ちゃん、こいつをボコボコにしたら、褒めてくれる？」

「おいおい、そんなことしたらかわいそうだろ？　戦闘力ゼロに近いんだからさ、いじめになっちまうぜ」

「兄ちゃんやっさしー！　だいすきー！」

「ったく、甘いねえ、クラークは。そういうところも、あたしが惚れ込んだところさ」

　クラークがなにを言っても、サラとジャスミンは彼に抱きつき、愛情を示す。

　こんな芝居を見せられて――心なしかクラークたちの芝居を微笑ましく眺めるマリィを見て、どれだけ心苦しくても、フォンはパーティーに残れないと決断するしかなかった。

「……わかった。従うよ」

　フォンが喉の奥から絞り出した声を、クラークはどうでもいいといった様子で聞いた。

「おう、悪りいな……おいおいサラ、キスは駄目だって、みんなが見てるだろ、ははっ！」

　だから、フォンを追い出すのも、手で払うだけだった。クラークとしては、仲間たちといちゃつくのに夢中で、もうフォンなど見ていなかった。

　あふれ出しそうな涙をこらえ、フォンは背を向け、開けた原っぱから木々の間を抜けるように去っていった。マリィがクラークのうしろから手を回すのを見ていたら、きっと頭がどうにかなっていただろう。

　フォンの足取りは幽鬼のようで、まだ勇者たちの声が聞こえるはずの距離にいるのに、五感はまともに働かず、ただひびの入った心が壊れゆく音が頭の中にこだまするばかりだ。

　これからどうしようか、どうすればいいのか。彼の頭の中は、それでいっぱいだった。
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「つまり、あのパーティーをクビになったショックで、一日寝込んでいたと……」

「そうなんだ。僕はもう、どうすればいいやら……」

　翌日、フォンは冒険者ギルドの窓口で、受付係の女性に慰められていた。

　クビにされた当日、フォンはあまりの精神的ダメージで、ほかの宿で一日寝込んでいた。どうにか多少なりとも傷が癒えた彼は、冒険者にパーティーへの加入などを斡旋してくれるギルドに、助けを求めてきたのだ。

　受付カウンターでうなだれるフォンを勇気づけるように、受付係は言った。

「大丈夫ですよ！　フォンさん、聞けば体力に自信があるらしいじゃないですか！　アサシンもそんなにおかしな職業ではないですし、新しいパーティーからのスカウトはすぐですよ！」

　受付係が笑顔で励ましてくれるのが、フォンにとっては少しうしろめたかった。

　なぜなら――彼はアサシンではないからだ。

　フォンの正体は、『忍者』である。

　忍ぶ者と書いて、忍者。決して世の表側には出ず、陰から平穏を守り、圧倒的な力で邪悪を闇の底に沈める守護者。掟を遵守し、決してひけらかさないが、『忍術』と呼ばれる、彼が持つ奇々怪々にして超自然的な力は、並の冒険者では太刀打ちできないほど強力である。

　では、どうしてそんな強力無比な少年がひとりで冒険者ギルドにいるのか。それはフォンが勇者パーティーから追放されてしまい、居場所がなくなってしまったからだ。

　彼がいた故郷は、もうどこにもない。数多くいた仲間もいなくなり、ひとり残されてしまったフォンは、誰かに仕えるという己の存在意義をまっとうしようと、ギルドにやって来て、クラークに出会った。

　偉大なる勇者の称号を持つ者なら、きっと奉公のしがいがある。

　そう思い、クラークのもとで働かせてくださいと頼み込み――今に至るのだ。

　フォンが自らの職業について虚偽の申告をしたのは、当然忍者の存在を隠すためだ。もっとも、忍者であると正直に言ったところで、おかしな奴だと思われるだけだ。そうなると尊敬されるどこか、下手をすればギルドへの登録すらままならなかっただろう。

　第一、それこそ掟に背く行いではないか。

　しかし、こうなれば忍者であると開き直った方がいいか。いや、そんなはずはない。

　頭をよぎった雑念を忘れるように、顔をわずかに上げて、フォンは聞いた。

「どこかから、スカウトの依頼はあった？」

　少しばかりの沈黙。要するに、雑務ができるだけでは、雇い主など存在しないのだ。

「……だよね」

「果報は寝て待て、ですよ！　それじゃあ私はこれで、別のお仕事があるのでーっ！」

　逃げるようにして去っていった受付係の女性を恨めしそうに眺めながら、フォンは飲んだくれのようにカウンターにへばりつく。彼の信条は、常に主を支えることだというのに、その主がいない自分に、どれほどの価値があるだろうか。

（くそう、忍者は誰かに仕えてこそなのに……ソロでの活動なんて、なんの意味も……）

　ひとりでも決して活動できないわけではないが、ちっとも意味を見いだせない。

　このままひたすら、現れもしない主を待ち続けるだけの生涯を送るのかと、フォンが悲観的になりつつあったとき、彼の背中を誰かが叩いた。

「――ねえ、ちょっといい？」

「え？」

　振り返ったフォンの目に映ったのは、ひとりの女性だった。

　フォンと同年代か、少し年上の女性。オレンジがかった金色のロングヘア。瞳の色もぱっと明るい金色。フード付きの袖なしジャケットと細めの淡い色のズボン、へそを露出したインナーを着用しており、口もとに長いマフラーを巻いている。

　背中に弓と矢筒を背負っていて、背丈はフォンより少し低めだ。そんな彼女は、快活な性格であると直感できるような明るい声で、彼に言った。

「噂で聞いてたんだけどさ、君、勇者パーティーを昨日クビになったんだって？」

「そ、そうだけど……」

「つまり、今は完全フリーってわけだよね。ちょうどいいや、そこに座って話さない？　大丈夫、悪い話じゃないからさ」

「う、うん……」

　言われるがまま、フォンは近くのテーブルに、彼女と向かい合って座った。肘をついた彼女は、一枚の書類をテーブルに置き、ペンを指で回しながら話し始めた。

「まずは自己紹介しよっか。私はクロエ・ディフォーレン。年は十九。職業は弓使い。ソロで魔物を狩って、生計を立ててるんだ」

「えっと、僕はフォン。職業はアサシンで、特に生なり業わいらしいものはないけど……強いて言うなら、誰かに仕えるとか、従うとかが得意かも」

「アサシンね。仕えるっていうと、具体的になにができるの？」

「道案内とか、ちょっとした雑務とか。表立ってなにかをするのは苦手だね」

「道案内？　アサシンらしくないね……じゃあ、荷物持ちとかは？」

「まあ、得意かな」

　自分を誇示しないフォンを見て、クロエの中で、彼の評価はあっという間に固まった。

（自己肯定感の低い、元勇者パーティーの荷物持ち。うん、最近荷物がかさ張ってきたし、言いくるめれば、使い勝手のいい雑用係くらいにはなってくれるかも！）

　クロエは、仲間を探しているわけではなかった。基本的に単身で活動している以上、自分の行動を阻害せず、言いなりになってくれる相手が欲しかっただけだ。

　幸い、フォンはあらゆる条件に合致した。だから、クロエの答えは決まっていた。

「よし、決まり。フォン、私に雇われてみない？」

「クロエさん、僕を雇ってくれるんですか!?」

「さん、なんてつけなくていいよ。敬語もいらないしね。私の荷物持ちと簡単な手伝いさえしてくれれば、報酬も出すし、なんなら食事だってつけるよ」

「ぜ、ぜひ！　どんなことでもするから！」

　フォンは願ったり叶ったりと言いたげな、うれしそうな表情で承諾した。クロエの腹黒い計画などには、ちっとも気づいていない。

（ちょろいちょろい。仲間ってほどの相手はいらないんだけど、これくらいの奴なら大歓迎ね。いざとなれば、『おとり』くらいにはなりそうだし）

　クロエがずっと手にしていたのは、ギルドへの申請用書類。彼女は指先でペンを遊ばせながら、記入事項を目で追って確かめていく。

「よーし、契約成立。そんじゃ早速書き込んで、と、おっと」

　ちょうどよい荷物持ちが見つかった喜びからか、クロエはついうっかり、回していたペンを落としてしまった。

「……え？」

　彼女はペンを落とした、はずだった。クロエは間違いなく、自分の手からペンが離れて、小さな音を立てて床に落ちたと思った。

　だが、彼女が持っていたそれは、すぐ目の前に突き出されたフォンの手の中に収まっていた。

　クロエがペンから目を離したのは、ほんの一瞬だった。

　フォンが体を動かした様子なんてなかったのに、まばたきを一回する間に、彼はいつの間にか屈み、ペンを掴つかみ、クロエに渡す仕草まで見せていた。

　ほとんど一瞬と言ってもいいほどの間に、その一連の動作をしたとでもいうのだろうか。

「落としたよ、クロエ」

　きっと偶然、フォンのもとに落ちたのだ。クロエはそう思うことにして、ペンを受け取った。

「あ、うん、ありがと……今、拾ったの？」

「落ちそうになったから。それがどうかしたの？」

「別に、なんでも。そういえばさ、今日からいきなり依頼を受けても大丈夫？」

　咄嗟に、クロエは話題を変えた。

　さっきのおかしな出来事を忘れるべきだと、反射的に思ったのだ。あんな速さで動ける人間など存在しない、きっとペンはたまたまフォンの手にすっぽり収まったのだと思うことにした。

　フォンはというと、彼女を疑いはしなかった。

「うん、大歓迎だよ！　クロエの役に立ってみせるから！」

「ふふっ、期待してるよ」

　話はとんとん拍子で進み、クロエはさらりと書類に必要事項を記入して、ふたりで席を立った。そして、それをカウンターの向こうに立つ受付係の女性に手渡した。

「お、よかったじゃないですか、フォンさん！　パーティーに参加できたみたいですね！」

　ひとりではないフォンを見て、受付係もどこか安心したようだ。

「おかげさまで！　それでクロエ、受ける依頼って決まってるのかな？」

「まあね。受付さん、この『タスクウルフの牙一対の納品依頼』を、受注でお願い」

「かしこまりです！」

　カウンターのうしろには、書類が山ほど貼りつけられた巨大なボードがある。そのうちの一枚をクロエが指さすと、受付係は紙を引っぺがし、少し離れたところで処理を始めた。

　顎に指をあてがうフォンは、これから狩る魔物について考えていた。

「タスクウルフ……山林地帯の奥にしか生息しない、黒くて凶暴な狼だね。群れで生活するから、人数が少ないパーティーじゃあ返り討ちに遭うことが多いって聞くけど」

「一対多数の戦いなら、私が慣れてるよ。君は荷物持ちをしてくれればいいから」

　フォンが知る限り、タスクウルフは狩るのが難しい魔物だ。だが、クロエがこう言っている以上、彼女に背負われた巨大な弓と矢筒は、伊だ達てではないのだろう。

「わかった。でも、やってほしいことがあるならなんでも言って！　僕はできる限りのことをして、クロエの恩に報いるからさ！」

　クロエは笑顔でうなずいていたが、内心では彼にさほど期待していなかった。なんでも言ってくれという彼に、依頼の遂行に貢献できるほどの技能があるとは思ってない。ほどよい報酬で、馬車馬のごとく働いてくれればいいのだから。

（アサシンっていうけど、これじゃ召使いだよね。まあ、使いやすくていいけど）

　都合のいい仲間が手に入った喜びを内心に隠しているクロエに、受付係の女性が近づいてきた。その手には、巨大な赤い判が押された、依頼用の書類。

「はい、受注は完了しました！　納品までの期限は三日間となっていますので、期限を超えてしまわないように注意してくださいね！」

　クロエは書類を受付係から受け取ると、フォンに言った。

「はーい。それじゃ、近くの万よろず屋やで準備に取りかかろっか、フォン」

「よーし、やるぞーっ！」

　空回りに思えるほど気合の入った声で、フォンは言った。

『誰かのために尽くすのだ。死してなお、忠君の精神を忘れることなかれ』

　そして、忍者の掟のひとつを思い出すのだった。
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　フォンとクロエがギルドを出てしばらくしてから、別のパーティーが依頼を受けていた。

　受付係から書類を受け取ったのは、クラークたち勇者パーティーだ。フォンをクビにした彼らの門出となるのだ。

「お待たせしました、それでは『ツインヘッドブル一頭の討伐依頼』、受注完了です。納品までの期限は四日ですが、いつもの調子なら一日で帰ってこられるかもですね！」

　初戦を勇名で飾るのに選ばれた依頼は、ツインヘッドブルの討伐。荒れ地にすむ、ふたつの頭を持つ巨大な人食い猪いのしし。強力な敵だが、勇者にとっては敵ではない。これまでがそうだったのだから、クラークも仲間たちも当然そう思っている。

「もちろんだ。新しいメンバー、パトリスを加えたパーティーに、敵なんかいねえさ」

　しかも今は、フォンよりもずっと有能な、新たなメンバーが加入しているのだ。

　彼の隣にちょこんと立つのは、まとった分厚い鋼の鎧に似合わないほど縮こまった、おとなしい印象の少女だった。

　鎧を着込んだブロンドのグラマラスな彼女の名は、パトリス。フォンをクビにしたクラークがスカウトした冒険者だ。彼女自身は冒険の経験はさほどないが、盾役として戦闘に貢献できると勇者は踏んだのだ。

　もっとも、かわいい女の子をはべらせたいという、クラークの願望がないとも言いきれないが。

「クラーク様、期待してもらえるのはうれしいのですが、私はあまり実戦経験がなく……」

　自信に満ちたクラークの言葉とは対照的に、パトリスはどこか不安げだ。

「そのときは、あたしたちがフォローするさ。待ちに待ったナイトだ、あの荷物持ちよりは守る価値があるってもんだ！」

「私もー！　魔物なんてばしばしやっつけちゃうぞーっ！」

　荷物持ちよりもずっと有能な仲間を加え、誰もがやる気を見せる中、クラークは自分のそばにいるマリィが、暗い顔をしているのに気づいた。

「よし、それじゃあ早速行こうか……どうした、マリィ？」

「う、ううん、なんでも……」

　心配させまいとするマリィの肩を、クラークは優しく抱いて、ささやいた。

「……フォンのことなら、遅かれ早かれこうなる運命だった。マリィがフォンを突き放したと思うのなら逆だ、フォンが君を縛ってたんだ。気に病む必要はないぜ」

「……ありがとう、クラーク……！」

　フォンを忘れ、クラークに愛されることを選んだマリィ。ハーレムのようなパーティーでこれからも無双していくと信じて疑わないクラークと、彼を信奉する仲間たち。

　彼らは気づいていない。

　フォンが――忍者がいないのが、どれほどの悪夢をもたらすのかを。
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「ここがタスクウルフの生息地ね」

「うん、結構危ない魔物もいるらしいから、気をつけないと」

　依頼を受けたその日の昼間、太陽が少し真上を過ぎる頃には、フォンとクロエはギルディアの北部にある山林地帯に来ていた。

　街からはそう遠くないが、多くの魔物が住んでいるため、人はあまり近寄らない区域としても知られている。冒険者や迷い込んだ者の死亡率も高い。

　数歩先を行くクロエはちっとも荷物を背負っていない。一方、彼女の少しうしろを歩くフォンは自分の身長ほどもある、ふたり分の荷物が詰まった大きな黒いリュックを背負わされている。それでも彼は顔色ひとつ変えず、文句も言わない。

（これだけ荷物を持たせても、疲れてないなんて。結構いい拾い物をしたかも！）

　クロエは思わずこぼれた笑みを隠すようにして、前方にある林に視線を移す。

　そうしてふたりは、林の中へと足を踏み入れた。うっそうと木々が茂ったこの地域でまずやるべきことは、タスクウルフの足跡や、獣の毛、糞ふんを見つけること。それを追って、狼の位置を把握するのだ。

　しばらくまっすぐ歩いて、クロエは立ち止まり、フォンに言った。

「そんじゃ、辺りを調べて、タスクウルフの手がかりを見つけて……」

「ああ、手がかりならもう見つかってるよ、クロエ」

「お、やるじゃん！　だったらさっさと――」

　さっさと見つけよう、と言葉を続けようとしたクロエだったが、フォンの『もう見つかっている』という言葉に引っかかってしまった。

「――えっ？」

　思わず、クロエは聞き返した。

　フォンを見ると、彼はじっと、二、三歩先の地面を見ていた。雑草や小石、やや湿った地面があるだけのように見えるが、まるでフォンにだけ、違うなにかが見えているようだ。

「このにおい、草食動物の腸だ。この辺りまで来て狩りをして、その場で捕らえたんだ。時間はたぶん今朝の明け方、血は乾いてるけど、においは残ってる」

　淡々と言い放つフォンだが、クロエには信じられない。

「それ、本気？　私だってソロで活動してる弓使いでさ、五感には相当自信があるんだけど、そんなのちっとも感じないよ？」

「でも、風の通りを感じるから、進む方向はこっちで合ってる。この方角は木が傷ついてるね……タスクウルフは小回りが利かないから、細い木や枝をなぎ倒しながら獲物をまっすぐ追いかけるんだ。だから、木が少なかったり、木が削られてる方向が、魔物の通り道だよ」

「木が少ない？　風を感じる？　なにを言ってるの？」

「ちょっと待って。今、確かめてくる」

「なにを――」

　クロエがフォンにそう聞こうとするより先に、フォンは近くの一番太い木の幹を登った。といっても、手足を使ってしがみついて登るのではなく、二本の足で、幹に対して体を垂直にし、その姿勢のまま走ったのだ。

　さすがのクロエも、唖然とした。自分も体力には自信があり、木を登るのは造作もない。だが、木を走って登りきることなど、とてもできそうにない。

　ぽかんとするクロエを置いて、フォンは荷物を背負ったまま、木のてっぺんにたどり着いた。その先端に悠然と立ち、彼は周囲を見回す。予想通り、これから進む方角は山に面しており、木々が少ない。勘があたったフォンは木のてっぺんから、クロエの前に飛び降りた。

「うん、予想通りだ！　ここからまっすぐ進もう！」

「え、あ、そ、そうだね」

　そうして、フォンが歩き出した。クロエも彼について歩き出す。

「後で地図も作っておくよ、だいたいの地理は把握したし！」

「い、今ので!?」

　フォンが木に登ったのは、わずかな時間だ。それだけで、山林地帯を把握したのか。

「これでも遅い方だ。師匠がいたら、さっきの半分の時間で地理を読まないと怒られてるよ」

「師匠って？　というか、前のパーティーと、ここに来たことはある？」

「師匠は、僕にいろんなことを教えてくれた人。パーティーとここに来たのは、何度か。でも、雑務に追われて全体を見たことはなかったな、そういえば」

　クロエの中に、ある予感がよぎる。

（フォンは――相当な量の荷物を背負っているはずなのに、呼吸をひとつも乱さず、常に周囲の気配を捉えているフォンは、ただの荷物持ちじゃあ、ない？）

　彼女の勘が正しければ、基礎的な身体能力は、自分よりもフォンの方が上だ。

　彼の謎にクロエが興味を抱く中、ふと、彼が立ち止まった。

「どうしたの、フォン？」

　クロエが聞くと、フォンは腰のベルトに提げた小物入れを手にして、答えた。

「だいぶ歩いたから、街に戻るときのための目印を置こうと思って。もしかして、そんなのいらないかな？」

「う、ううん？　あるとうれしい、かな？」

「わかった！　じゃあ、ちょっとこれを、ここに……」

　近くの木陰にしゃがみ込んだフォンが、小物入れを軽く振ると、蓋ふたが開き、赤、黄、青、緑、紫の粒がいくつも出てきた。彼はそれを、色ごとに分けて、木の下に並べた。

「それ、なに？」

　クロエが不思議そうな顔をして尋ねると、フォンは振り返り、豆より小さな粒を見せながら言った。

「『五色米』っていう、穀物の種に色を塗ったものだよ。置き方によって暗号文を伝えるんだ。もっとも、今は使い道が違うけど」

　五色の穀物を並べたフォンは、小物入れを片づける。

　色のついた種を不思議そうに眺めるクロエの言葉を待たず、さらにフォンは続ける。

「穀物にはツブシサザンカって植物で色づけがしてあるんだ。来た道の目印になるし、仮に風で飛んでも、鼻をつくつんとしたにおいが何日も残るから僕は追える。なんてことない、ただの道しるべだよ」

　さも当然のように言ったフォンを見るクロエの目は、もう彼を、都合のいい荷物持ちとは認識していなかった。今や彼は、頼りになるとはいえ謎が多すぎる、異質の存在だ。信頼感と畏怖が混じった奇妙な感情を、彼女は抱かずにはいられなかった。

　そのクロエの表情から、フォンは別の意思を感じ取ったのか、慌てて手を振った。

「あ、ごめん、でしゃばっちゃって。今までみんなの役に立てなかったから、つい……」

「大丈夫、怒ってないよ。それより、そんなにいろんなことができるのに、どうして勇者パーティーでは活躍できなかったの？」

「みんな、力業でどうにかしちゃったし、実際それでうまくいってたしね。僕が地形を把握して地図を作っても誰も興味を持たなかったし、魔物の巣や危険なところに移動しないように誘導しようとしても、あんまり話は聞いてくれなかった。クラークにとって、戦い以外はすべて雑務だからね」

　クラークからすれば、きっとフォンは完全な裏方だと、クロエは思った。しかし、この裏方がいなければパーティーは機能しなくなる。代用が利いても、彼以上のスペックの冒険者を探すのは難しいはずだ。

　身体能力、洞察力。特にずば抜けているのは判断力で、トップクラスのアサシンでも、彼ほどの技能を持ち合わせていないだろう。はっきり言って、裏方にするには惜しい人材だ。

　これだけの才覚を持つフォンとは、いったい何者なのか。クロエの興味が、言葉となって口から出た。

「……ねえ、フォン。歩きながらでいいから、聞いてもいい？」

「うん、なんでも！」

　笑顔で返すフォンに、クロエは聞いた。

「――あなた、本当は何者なの？」

　わずかに、フォンは言葉に詰まった。

　本当のことを話すべきか。

　自分の正体、アサシンではない真の自分を告げるべきか少しだけ迷ってから、彼は答えた。

「……アサシンだよ、ただのね」

「……そっか」

　クロエは、それ以上言及する気にはなれなかった。好奇心はぬぐいきれなかったが、何かとんでもない事実を聞いてしまう、そんな気がしてならなかったのだ。

「って、なにしてるの？」

　代わりにクロエが問うと、フォンはペンを動かす手を止め、彼女に紙を手渡した。

「地図を作ってるんだ、忘れないうちに……っと、できたよ」

　彼女の手の上に広げられた地図には、方角や距離、地面の起伏、獣の巣、魔物の通り道などが記されていた。即席で作り上げたとは思えないほど精巧だ。

　クロエは長年の勘で魔物の位置を把握したり、危険を察知したりできるが、これがあればもっと効率よく動けるようになるだろう。

「すっご……ほぼ完成してるね、この地図」

「師匠ならもっとうまく描いてたよ。これじゃあ、クビになるのも当然だね、ははっ」

「そんなことないと思うけどなあ。誰にでもできることじゃないよ、これ」

　クロエはそう言ったが、きっとフォンにとっては、これでも力不足なのだろう。

「いや、クラークのもとにいるためには、これじゃ駄目だったんだ。もっともっと己を磨く必要があったのに、それを怠った僕の責任だ」

　そう言って自嘲気味に笑うフォンの肩を、クロエは叩いた。

「――自分をそんなに悪く言うものじゃないと思うよ、フォン」

　彼女にとって、彼はただの荷物持ちではなくなっていた。

　単純な技能だけでなく、少しだけ、クロエはフォンを放っておけなくなっていたのだ。

「勇者のパーティーじゃあどうだったか知らないけど、私はすっごく助かってるから。自分に自信を持って、ね？」

　この言葉に一番驚いていたのは、クロエ本人だった。

（って、荷物持ちになにを言ってんだか、私ってば）

　複雑な感情を抱く彼女に対して、フォンは少しだけ力ない笑顔で返した。

「……ありがとう、そう言ってもらえると……ん？」

　礼を言い終えるよりも先に、フォンは気づいた。

　彼がじっと目を凝らしたそのずっと先に、大きな鳥がいた。

「……クロエ、あれ、見える？」

「あれって……うん、見えるよ。弓使いの視力は伊達じゃないからね」

　フォンが指さした先を見て、クロエはうなずいた。

　はるか向こうの岩の上に、鳥が一羽、佇んでいる。フォンほどの大きさのそれは、くちばしが異様にねじれている鷹たかで、鋭い目でこちらをたしかに睨んでいた。

「相手もこっちを見てるね。ドリルホーク、螺ら旋せん状のくちばしで獲物の肉を貫く魔物だ。殺気も感じるし、放っておいたら襲ってくるかもしれないね」

　フォンたちが隙を見せると、向こうは飛んでくる。

　クロエがフォンを見ると、彼の眉間にはわずかにしわが寄っていた。彼の様子からすると対処は難しいのかもしれない。そう思いつつ、クロエはフォンに尋ねてみる。

「この距離から、あの魔物をやれる？」

「迎撃はできるけど……この距離だと、こっちから仕掛けるのはちょっと難しいかも」

「だったら、私の出番だね。見てて」

　クロエはにやりと笑うと、背負った巨大な弓をしならせ、矢筒から矢を一本抜き、つがえる。ドリルホークも、こちらの動きに気づいて翼を揺らしたが、もう遅い。

　――ひゅん。

　クロエが指を離すと同時に、矢は空を切って放たれた。

　ドリルホークが空を飛ぼうと岩から離れるより先に、矢尻が鷹の瞳に吸い込まれるように突き刺さった。眼球をえぐり抜かれた鷹は、たちまち絶命し、岩の下にすべり落ちた。

　一発で確実に仕留めるクロエの矢の腕前は、フォンを上回っていた。彼自身もそう確信した。

「お見事」

　フォンがそう言うと、弓をしまいながら、クロエがいっそう微笑む。

「弓は私の専売特許だからね。目の届く範囲でも、見えてないところでもなんでもござれ。百発百中で射貫いてみせるよ」

「すごいなあ、ソロで活動できるだけあるね」

「そりゃそうだよ、ひとりで仕事をやっていくには必須のスキルだし――」

　クロエの顔が、急に驚愕でゆがんだ。

　彼女の実力に感心するフォンのすぐそばにある、葉がしなだれた木の枝の隙間から、縞模様の蛇が顔を覗のぞかせているのだ。しかも、あきらかに彼の喉もとに噛みつこうとしている。

「フォン、危ないっ！」

　蛇の動きが速すぎる。クロエは助けようにも手が届かない。

　いよいよ蛇が鎌首をもたげ、フォンに襲いかかろうとした時。

「――っと」

　パーカーの袖から黒い刃物を取り出したフォンは、蛇の方を一瞥すらせずにその頭を突き刺し、木に縫いつけた。

　頭を串刺しにされた蛇は、しばらくのたうっていたが、やがておとなしくなった。成人男性の腕ほどの太さがある蛇の気配は、彼にはすでに見透かされていたのだ。

「お見事。その武器は？」

「『苦く無ない』っていって、掘くっ削さく用なんだけど、こうして使えるんだ。それにしてもオオシマヘビか。食用だね……うん、日も落ちてきたから、もう少し進んだら野宿にしようか？」

　黒い刃物――苦無と呼ばれた武器を袖にしまって、フォンは言った。いつの間にか太陽はだいぶ傾いていて、これ以上無謀に進むと、思わぬ弊害が起きそうでもある。

「そうだね、思ってた以上に歩いてるし、お腹もすいたしね」

　クロエが返事をすると、フォンはどこからか取り出した袋に蛇を入れて、ふたりはまた歩き出した。

　フォンは途中、一度か二度立ち止まって五色米を置いてから進んだ。彼は相変わらず、足もとを見たり、鼻をひくひくと動かしたりして、クロエの前を歩いている。今や彼は荷物持ちではなく、先導役だ。

「フォン、どう？　タスクウルフの巣には近づいてる？」

「足跡やにおいからして、順調に近づいてはいるよ。でも、ここまで暗くなってきたら、歩いて進むとリスクの方が大きくなるし、野宿にした方がいいね」

　周囲も暗く、見えづらくなったといっていいだろう。ふたりは木々に囲まれた、開けた場所を野宿地とした。近くに小川が流れており、野宿をするにはうってつけだ。

　幸い、辺りには腰を据えるのにほどよい大きさの倒木があった。そこにふたりは座り、フォンは適当な囲いを作ると、下ろしたリュックの中から筒のようなものを取り出した。

　クロエからするとなにをしているのかさっぱりだったが、彼が何度か筒を上下に動かしたり、振ったりしていると、あっという間に火がついた。周囲の折れた木や枝を拾って組み上げたところに筒を近づけると、たちまち焚火ができあがった。

「うわ、火をつけるの早くない!?　魔法じゃないよね!?」

「打うち竹たけって言って、簡単に火を起こせるアイテムだよ。さっき倒した蛇をこうして串に刺して、たれを塗って焼けば……」

　話しながら、フォンは蛇の頭を切ってさばいて串を刺し、荷物から取り出した焦げ茶色のたれをはけで塗り、火で炙あぶって焼いていく。たれのいい香りが鼻腔をくすぐり、クロエがそわそわし始めた頃、フォンは火から串を離した。

「……できた。『カバヤキ』って料理だよ……はい、クロエ、どうぞ」

「ありがと、いただきます」

　串を手渡されたクロエは蛇の串焼きにかぶりついた。普段万屋で売っているまずい携行食料を流し込むように食べるので、そう期待もしなかったのだが、今日ばかりは違った。

「おいしーっ！　なにこれ、たれがすっごくおいしいよ！」

　串焼きを頬張るクロエの目が輝いた。

　山林や荒れ地を探索したときの野営で、これだけおいしいものを食べた記憶がクロエにはない。皮の端、たれの一滴までもったいないと言わんばかりに、クロエはガツガツと食べていく。

「カバヤキって、師匠の得意料理だよ。本当は魚介類を蒸したりして作るらしいんだけど、今回は即席で、蛇のカバヤキってことで」

　実のところ、フォンが言う料理はもっと違う作り方なのだ。それっぽい味付けをして――見よう見まねでやってみたが案外食べられた、というだけである。

　なので本物は、もっとおいしいのだ。だからフォンはどうすればおいしく作れるだろうか、死した師匠はなにをしていただろうかと、今も考えていた。

「いやいや、蛇でも十分おいしい……フォン、食べないの？」

　穀物にありつく齧げっ歯し類るいのように、せわしなく口をもぐもぐと動かしてカバヤキを食べるクロエだったが、フォンの手もとに同じものがないのに気づいた。

　彼はというと、三つ目の小物入れから取り出した、土色の、なにかをこねたような小さな団子を口に含み、言った。

「僕はこれで十分。そんなに量があるわけでもないし、クロエが全部食べて」

　ぱちぱちと焚火が揺らめく中、クロエは思った。

　彼はきっと、遠慮しているわけではない。生まれてからずっと、今に至るまで、これが常識だと刷り込まれてきたのだ。自分は影同然の人間で、人に仕えなければ価値がなく、同じ飯にありつくことすらおこがましいのだと。

　フォンはそう信じ込んでいたから、勇者たちに必死に貢献し、魔物討伐をお膳立てすることで彼らに尽くした。その結果、無下にされたというのだから、彼の心境たるや、想像に難くない。

　ここでもし、クロエがカバヤキを食えと言えば、彼は命令通り食べるだろう。ただ、それはあくまで命令であり、フォンの意思ではないし、彼は対等な立場であると考えないだろう。

　ちょっと世話の焼ける弟の面倒を見るように、カバヤキを突き出し、クロエは言った。

「フォンも食べるといいのに」

「……僕はいいよ」

「そう言わずにさ、一緒に食べようよ。フォンにも味わってほしいの。駄目？」

　彼女のはにかんだ笑顔と、言葉の意図が伝わらないほど、彼も鈍感ではなかった。

「……ありがとう、クロエ」

　カバヤキを受け取った彼は、ひと口かじって、それをクロエに返した。まずくはないのだろうが、きっとフォンにとっては、これが最大限の譲歩なのだ。

　再度それを受け取って、クロエが話す。

「そんなに気を張らないでよ、主従関係なんてないし、第一ガラじゃないし、ね？」

　クロエは彼との関係性を改めて確認した。最初は利用してやろうと思っていたとは、もちろん言わなかった。

「……うん。ごめん、どうしても、誰かに仕えるんだって気持ちが心にあって……」

「それが駄目なんじゃないかな。私といるときくらい、羽を伸ばしたっていいと思う。ここまでしてもらっちゃ、私が遠慮しちゃうよ」

　クロエにとって、誰かと食事をとるのは新鮮だった。

　基本的に自分以外の人間は、自分の足を引っ張るか、自分の敵になるかのどちらかしかいないと思っていたクロエ。そんな彼女にとって、従順すぎるフォンの存在は、どう受け止めてよいものか、難しくもあった。だからこそ、今はとりあえず、ちょっとずつ伸び伸びと過ごせるようになればいいのだとも思った。

　ふとクロエが辺りを見渡すと、日はすっかり沈んでいた。獣の気配は感じ取れるが、火のおかげで寄ってこない。カバヤキをちょっとずつかじり合いながら、ふたりはたわいもない話で、距離を縮め合う。

「それより、さっきの球は？」

「ん？　あれは兵ひょう糧ろう丸がんっていって、携帯食だよ。栄養補給に最適だけど、食べる？」

　わずかに深まった仲を示すように、フォンが手のひらにのせたそれを、クロエが掴み、ひと口。

「……にっがぁ……」

　薬草を思いきり噛んだときよりずっと渋い顔をするクロエを見て、フォンは思わず笑った。

　笑ったな、とクロエは小突いてやろうかと思ったが、笑うことすら御されていたのではないかと思うと、今は彼の感情を優先したい気分になった。

　カバヤキがなくなり、食事が済んでも、焚火が消えるまでふたりの話は続いた。
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　フォンとクロエがギルディア北部の山林地帯でタスクウルフを探していた頃、クラークたち勇者パーティーも、同様に依頼をこなそうとしていた。

　目あては、巨大な人食い猪、ツインヘッドブル。いつもなら歩いているだけで遭遇し、力業で簡単にやっつけられる魔物。それをたった一頭討伐するだけなのだから、あくびが出るほど簡単な依頼である。

　クラークたちにとってこんな簡単な依頼を受けた理由は、パトリスにある。まだ魔物の討伐に慣れていない彼女に経験を積ませるのが主な目的なのだ。

　ところが、実際にはそううまくいかず、ある異常事態が発生していた。

「……どういうことだよ、魔物が見つからねえじゃねえか……！」

　苛立つクラークが言う通り。強い風と砂が吹く荒れ地をどれほど歩いても、岩場をどれだけ登っても、魔物が見つからないのだ。

　正確にいえば、小型の魔物は何度か出てきた。しかし、肝心のツインヘッドブルがちっとも姿を現さない。大きさからして、ちらりとでも見えればすぐにわかるのだが、尻尾すら見あたらない。仲間たちの苛立ちも、だんだん強まってくる。

「おかしいじゃん、こんなに歩いても見つからないなんて！　いつもなら適当に歩いてたって向こうから出てくるのに！」

　最初は元気な様子で魔物を探していたジャスミンは、すでに口を尖とがらせている。

「しかもさっきから、なんか同じところばっかり歩いてなーいー？」

　疲れた顔を見せるジャスミンがそう言うが、クラークが否定した。

「そんなはずねえだろ、俺たちは……」

「……ううん、ジャスミンの言う通り。あれ、見て」

　マリィが指さした目の前にある岩場は、紛れもなく、クラークが愚痴をこぼす前に通ったのと同じ場所だ。

「……さっき見たぞ、あの岩場！　あたしたち、同じところをぐるぐる歩いてたのかよ！」

「あーもう、むかつく！　このっ――痛だっ！」

　わめくサラ以上にストレスがたまっていたジャスミンは、近くの砂場に生えた草を蹴飛ばした。しかし、それは尖った葉で、彼女の脛すねにひと筋の切り傷ができた。

「ジャスミンさん、大丈夫ですか!?」

　うずくまる剣士に、パトリスが歩み寄って、荷物の中から取り出した軟なん膏こうを塗る。

「痛だぁ……もう、なんなのさ、この荒れ地！　魔物は見つかんないし、トゲトゲした草とか木とかばっかりだし、同じような景色ばっかりだし！」

　実のところ、ここまでのトラブルはすべて、フォンがいれば回避できたものばかりだ。

　迅速な状況判断による地形の把握と地図の作成、魔物の痕跡探しと追跡、危険な草木の識別と、苛立ちや不和のはけ口――。あらゆる点で、フォンは大きく貢献していたのだが、彼を失ってなお、彼女たちはそれに気づかない。

　そんな中、とうとう足を止めたのはクラークだった。

「落ち着けよ、みんな。焦っても仕方ない、とりあえずここで休憩しよう」

　彼の言い分はもっともだ。自分たちは今、これまで一度だって遭遇したことのないような事態に直面していて、しかも危機と呼べる。ならば、いったん冷静になるべきだ。

　クラークの言うことには従うのか、さっき通った岩場で五人は休憩することにした。各々が荷物から携帯食料を取り出し、もそもそと無言で食む。同じくまずい食事をとるクラークに、マリィが寄ってきて、声をかけた。

「クラーク、なにかおかしいわ。今までこんなこと、一度もなかった」

「ああ、わかってる、俺もわかってるよ。理由はさっぱりだけど、これまでのようにうまくいかねえ……俺たちが思うよりも、難しい依頼なのかもな」

　思ったよりも状況を重く受け止めるクラークとは違い、ほかの面々は現状の不満を口にするばかり。特にジャスミンは、子供特有の癇かん癪しゃくまであるから、始末が悪い。

「――かー、ぺっぺっ！　なにこれ、超まずいじゃん！」

「どうしたの、ジャスミン？」

「こんな携帯食料、食べらんないよ！　いつものはもっとましな味だったよ！　いつもと同じのが食べたい、たーべーたーいーっ！」

「ジャスミン、ワガママ言うなよ。フォンがいないから――」

　フォンがいないから、食事も作れない。クラークがそう言おうとしたが、運命がそれを邪魔するかのように、額に血管を浮かび上がらせたサラがつぶやいた。

「――そんなに文句言うなら、食べなきゃいいだろ。ぎゃあぎゃあわめくなよ」

　冷たいひと言を聞き逃すほど、ジャスミンも甘くはなかった。

「……なにさ、ガミガミババア」

「なんだってぇ!?」

　もとより血気盛んなサラと、勝ち気なジャスミンが、たまりにたまったストレスをぶつけ合うように胸倉を掴み合い、わめきだす。当然、喧けん嘩かなど放っておけるはずがなく、パトリスとマリィが割って入る。

「お、落ち着いてください、ふたりとも！　こんなところで喧嘩なんて！」

　パトリスが必死になだめようとするが、今度は彼女に言葉の槍が向けられる。

「うっさい！　新人が先輩に口出しするなよ！」

　もはや、サラとジャスミンの感情は冷静とはほど遠いところにいた。

　加えて、彼女たちの騒ぎ声は十分な危険性をはらんでいた。こんな山奥で騒ぎ立てれば、魔物を呼び寄せてしまうと知っているからこそ、マリィはいっそう焦った。

「やめてよ、魔物が声に気づいて、来ちゃうかもしれないのに！」

「だったら歓迎だっての！　来たらぶっ殺してやる！」

　マリィがそこまで言っても、ふたりは落ち着こうとはしなかったし、できなかった。

　一方、いくら美少女が集まっているとはいえ、クラークももはや限界だった。

「お前ら、いい加減に――」

　のそりと立ち上がり、『馬鹿女ども』に一喝してやろうとしたとき。

「ブオオオオオォォォッ！」

　クラークたちが休憩しているすぐそばの岩の向こうから、耳をつんざく咆ほう哮こうが轟とどろき、その主が岩場に突進してきた。

　巨大な牙を携えたふたつの頭を持つ、家屋よりも大きい栗毛の猪。紛れもなく、ツインヘッドブルだ。なにやら相当殺気立っているようで、鼻息が煙のように立っている。

「こいつ、ツインヘッドブルか！」

　武器を構えた勇者たち五人を前にしても、敵はまるでひるまなかった。それどころか、縄張りを荒らした人間を踏みつけ、食い散らかしてやるといわんばかりに、突進の勢いを強める。

「お、大きい……本当にこんな魔物を倒すんですか!?」

　初戦でとんでもない相手と鉢合わせ、半ばパニックになるパトリス。

　そんな彼女を差し置いて、サラとジャスミンが突っ込む。

「ビビってる暇なんてないよ、新入り！　ナイトならしっかり仕事してよね！」

「ちょうどいい、来たんならぶっつぶしてやる、おらぁ！」

　まずは、突進をひらりとかわして、すれ違いざまに跳びかかったサラの右ストレート。多くの敵は、これで脳をつぶされる。

　だが、今回は違った。

「う、ぐあぁっ!?」

　そのツインヘッドブルの頭は鉄のように硬く、殴ったサラの拳が割れそうなくらいに傷んだ。敵の反撃を受けないように、彼女は後退する。

「なっ……どうなってんだ、こいつの体！　めちゃくちゃに硬てえぞ！」

「ババアは下がってたらー？　私の剣なら、こんな豚、ミンチにしちゃうもんね！」

　今度はジャスミンが、背負った一対の剣を抜いて、敵の体をめちゃくちゃに切りつけた。これもまた、いつもなら魔物を肉塊に変えてしまうのだが。

「……あ、あれっ？　おかしいな、なんで？」

　ジャスミンの額から、汗が噴き出した。ツインヘッドブルの全身を覆うように生えた体毛、その一本一本が鎧であるかのように、ジャスミンの剣をはじき返したのだ。

　それはクラークも同様で、勇者の剣技を披露しているのに、ちっとも傷がつかない。

「どういうことだよ、俺の剣も通じねえぞ！　こいつら、弱点はどこだよ!?」

　弱点。勇者の声で、ふと、誰もが思い出した。

「弱点っていつも、どうやって探してくれてたんだっけ……？」

　ジャスミンがぼそりとつぶやいた言葉で、パトリスを除いた四人が違和感の正体に気づいた。

　攻撃を叩き込むべく敵に向かっていくとき、いつも誰かが「どこを狙えばいいのか」を教えてくれた。そのおかげで、敵をたやすく倒せてきたのだ。

「たまに言ってくれてただろ、おい！　目を狙えだとか、足を狙えとか、弱点を教えてくれてたよな!?」

　そういえば、そうだ。クラークたちが戦っていると、いつもどこかから弱点を教えてくれる声が聞こえてきて、その通りに攻撃すれば魔物は倒れた。

　ツインヘッドブルのような、硬い毛皮を持っている魔物にも、弱点は必ずあるとか言っていたような気がしたが、クラークは思い返そうとはしなかった。代わりに口を開いたのは、マリィだった。

「……もしかして」

　マリィが答えを言う前に、クラークが彼女を呼んだ。

「クソッ、もういい！　マリィ、俺とお前の魔法でまとめて焼いてやるぞ！」

「う、うん！　火炎ファイヤー……」

　ふたりが両手に炎をため込み、ツインヘッドブルにぶつけようとするが。

「ブモオオォォ！」

　明後日あさっての方向から聞こえてきた唸うなり声と、突進音によって炎がかき消されてしまった。

　マリィたちは咄嗟に回避したおかげで怪け我がはなかったが、目の前の光景に呆然とした。なんと、一頭でも苦戦しているツインヘッドブルが、もう一頭いるのだ。

　二頭は息を合わせ、片方がクラークとマリィ、もう片方がサラとジャスミン、パトリスを狙う。無駄のない動きを前に、勇者は完全に防戦一方だ。

「お、おいおいおい、どうなってるんだ！　なんでもう一頭、来やがったんだ！」

「まさか、つがいだったの!?　私たちが気づかなかっただけで、ここも縄張り!?」

　彼女たちでは気づけなかっただろう。慎重なフォンであったなら、岩場の陰に隠れた糞や、においから通り道であるのに気づけたかもしれない。

「誰でもいいから弱点を探れないのか!?　パトリス、あいつらの弱点がわかるか!?」

「む、無理です！　私はナイトですし、そもそもそんなに簡単に見つかるものではありません！　魔物の生態をずっと調べている、その道の達人でもないと……きゃああ！」

　代わりに加入したパトリスに、そんな技能はないのだ。

　すべては、手遅れなのだ。戦闘役ふたりがツインヘッドブルに叩きのめされているのも、仕方ないのだ。

「うがあああ!?」

「ちょ、痛だい、痛だいいい！　やめろ、この馬鹿猪いいぃ！」

「サラ、ジャスミン！　パトリス、なにやってんだ！　ナイトなら防ぼう御ぎょを……」

　クラークは叫んだ。襲われている仲間も助けない、ナイトはどこにいるのかと。

「う、うう、ううう……！」

　果たして、ナイトは戦場の中央にいた。

　さっきまではどうにか己を奮い立たせていたが、今は眼前に迫る魔物に対する恐怖で動けなくなり、縮こまっている。

　いくら所有する鎧や盾の質がよくても、彼があわよくばハーレムの一員に加えようと企てるほどの美人でも、戦力にはならなかった。なにより、実戦経験のなさが、冒険者になって間もない彼女の恐怖の許容値を小さくしたのだ。

「……ビビって動けねえって、どういう訳だ、パトリスぅ！」

　とうとう激高したクラークが怒鳴り散らすが、パトリスは震えるばかりで動かない。どんどん追いつめられ、撤退の機会すら失いそうだと判断したマリィが、勇者に進言する。

「クラーク、ここは、ここは退きましょう。パトリスがああなってるし、このまま戦っても、勝てっこない！」

「なんだとぉ!?　こんな猪相手に、勇者が逃げ出すってのかぁ!?」

「じゃないと、サラとジャスミンが死んじゃうわ！」

　プライドか、仲間の命か。依頼の失敗か、仲間の死か。

　クラークは悩んだ。どちらを選ぶべきか一目瞭然だというのに、彼の思考能力は鈍りきっていた。それでも、蹄ひづめで殴られるサラの悲鳴を聞いて、ついに彼は決心した。

「……クソ、クソクソクソォッ！　お前ら、いったん退くぞ！」

　撤退を選んだ。彼らにとって恥であり、失望であるが、それでも選んだ。

　もっとも、ツインヘッドブルの方は逃がすつもりはないだろう。背を向ける一行を逃さんといわんばかりに、鼻を鳴らし、追撃を繰り出してくる。

　だが、今はとにかく逃げるしかない。クラークが、サラに怒鳴る。

「サラ、パトリスを引きずってこい！」

「な、なに言って……」

「言う通りにしやがれ！　さっさとしろぉ！」

　いつもの、クラークに陶酔した目はどこへ行ったのか。

「ちぃ、あんたが一番、怪我してないってのによ……！」

　クラークを呪い殺しかねないくらい睨みつけながら、パトリスを引きずるサラ。

　半泣きでどたどたと走るジャスミン、フォンの不在とその弊害に気づきつつあるマリィ、気づいてはいるが、絶対に認めないクラーク。

　全員が砂まみれ、傷だらけ、心は棘とげだらけ。もう、依頼を遂行できる状態ではなかった。

　パトリスの初陣は、敗走と呼ぶのにふさわしい、ぶざまな結果となった。
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「……ん……」

　クロエは、目を覚ました。

　自分が寝ていたのだと気づき、思いきり起き上がった。普段ならちゃんと獣けもの除よけの罠を張ってから寝るのに、どうしてこんな間抜けなことをしたのか。

　運がよかったと安堵する彼女だが、すぐに運の問題ではないと知った。

「おはよう、クロエ。朝ごはんのスープ、もうすぐできるから」

　フォンだ。

　先に起きていた彼が、火を焚いて、つり下げた小さな鍋の中身をかき混ぜていた。よく見ると、自分が寝転がっていたところには、やわらかい草が敷きつめられている。

　辺りを見回しても、罠らしいものはない。つまり、罠代わりの見張りがいたわけだ。

「……見張ってくれてたの？」

　クロエに問われ、フォンはうなずいた。

「一応ね。火を絶やさなかったから獣は近づかなかったけど」

「ひと晩中？」

「寝てても気配は感じ取れるけど、念のためにね。はい、どうぞ」

　夜が明けるまでずっと、フォンは眠りこけてしまったクロエを守るべく、見張りを続けていてくれたのだ。フォンが鍋からすくい、カップに入れて彼女に手渡したのは、どこかで仕留めたらしい鳥のスープだ。

　ひと口すすって、クロエは思った。たった一日でフォンに甘えてしまっている。

　もしかすると、フォンに対等な相手が必要だったように、自分にもそんな相手が必要だったのかもしれない。もうひと口すすって、クロエは言った。

「……ごめんね、ひと晩中見張りなんかさせて」

「気にしなくていいよ、五日間眠らなくても動けるような訓練をさせられたこともあったし。あと、一週間飲まず食わずでも生きていけるようにもね」

「あはは！　なにそれ、ほんとに？」

「冗談に聞こえるだろ？　本当なんだ、途中で一秒でも寝たらやり直しさ」

「私なら、そんな訓練は途中でギブアップしちゃうなあ」

　たわいもない話をしながら、朝食の時間は過ぎていった。

　それからは、準備を整えて、タスクウルフの捜索が続いた。

　フォンが様々なアイテムについて話しながら――。

「これは昨日使った苦無、こっちは小刀、ナイフみたいなものかな。あとは手首の下に鉤かぎ爪づめ、足首に巻いたゲートルの裏とかにも……これ、あんまり言っちゃいけないんだけどね」

「大丈夫。理由は知らないけど、誰にも言わないから」

　お互いに協力して、昼食の材料になる獣を、矢と手裏剣で仕留めながら――。

「ふふーん、どお？　私の矢、いつも通りの百発百中……なにそれ？」

「これ？　手裏剣っていって、ただの投とう擲てき武器……要するに、敵に向かって投げつける武器なんだ。よかったらひとつ、いる？」

「うん、いるっ！　『シュリケン』なんて聞いたことないけど、フォンって珍しいものばかり持ってるんだね」

　いつの間にか、ふたりの関係は完全に変わっていた。フォンは荷物持ちではなくなんでもできる探索者に、クロエは彼を都合よく使う冒険者から彼の理解者に、気づかずとも変わっていった。

　そんなこんなで、ふたりが山林の奥まで来たとき、フォンが足を止めた。

「クロエ、あったよ。タスクウルフの足跡、まだ新しいのが」

　彼の言う通り、そこには四足歩行と思われる何者かの足跡があった。クロエも生物の後を追う仕事をしている以上、フォンの言葉が正しく、また彼が言わんとしている事柄も先読みできた。

「足跡は、ここからまっすぐ、僕たちから見て正面に向かっていってる……静かに、音を立てずついていかないとね」

　フォンがうなずいた。ここからは文字通り、抜き足、差し足だ。

　狼に限らず、犬型で鼻のきく生物は警戒心が強い。ゆっくりと近寄らなければ捕まえられないし、最悪の場合は不意打ちもあり得る。

　足跡は近くの草むらに続いていた。なにかが通った後のように、一部だけが大きくわかれている。これは恐らく、タスクウルフの通り道だろう。ならば、自分たちと同じように、相手にとっても射程圏内である。

「あの草むらの奥だね。フォン、いつでも攻撃できるようにしとくね」

「うん、僕もそうする」

　弓を構え、中腰で前進するクロエ。フォンもまた、苦無を手にして、草むらに近づく。

　そうしてふたりが、こっそり草むらをかき分けると、そこには予想通りの光景があった。

「……やっぱり、タスクウルフの巣だ……！」

　クロエの言う通り、そこは十匹以上の、黒い毛の狼がいた。まだ幼い子供もいれば、フォンと同じくらいの体躯の大人までいる。いずれも、口もとに一対の巨大な牙を携えている。この牙が、タスクウルフの名の由来だ。

　そんな彼らは、フォンとクロエの存在に気づいたようだ。唸り声をあげ、一部の母親らしきタスクウルフが子の盾になり、何匹もの雄が牙をむき出しにして、こちらを睨んでいる。

「いけない、こんなにも早く感知されるなんて！　フォン、撃つよ！」

　クロエが弓をつがえたが、フォンの対応は違った。

「……家族を守るため、だ。不要な戦いは避けるようにするか」

　彼は静かにつぶやくと、武器を腰のベルトに挟んで、ゆっくりと巣に向かって歩き出した。

「ちょっと、フォン、正気!?」

　驚くクロエが彼の服の裾を掴もうとするが、彼女の手を擦り抜け、彼はタスクウルフの前に出た。しかも、完全に無防備で。

　彼女は狼ではないが、ひとりで魔物を討伐した経験はいくらでもある。彼女の経験則からして、今のフォンのように不用意に躍り出れば、絶対に敵とみなされる。そして敵の仲間が余計な考えを起こさないように、見せしめとして敵を食い散らかす。

　今、間違いなくその敵にあたるのはフォンだ。

「大丈夫だよ、クロエ。弓を下ろして」

「でも……！」

「こっちが殺しに来たんじゃないと教えないと、意味がない。必要最低限の犠牲で事をなすのも、僕のやり方だから、ね？」

　振り返ったフォンが笑顔を見せたので、クロエは渋々だが、武器をしまった。

　フォンはもう一度正面を見据え、唸るタスクウルフたちの前に立ち、じっと彼らを見た。彼らにとって、棒立ちしている人間は格好の獲物にしか感じられなかった。なんであれ、目の前の人間は平穏を乱した敵であり、襲わない理由はない――はずだった。

　不意に、狼たちは、フォンと目を合わせていると、喉首を掴まれているような気分になった。そんなのは気のせいだと思いたいが、彼らは自身がまともだと悟った。

　異常なのは、フォンだ。

　彼の目から、全身から放たれる覇気、とでも呼ぶべきか。

　温和な顔をしている彼の顔を見た途端、タスクウルフたちは悟った。えも言われぬ空気をまとったこの人間に、自分たちは絶対に勝てない。フォンは澄んだ目をしているのに、彼の体から放たれる圧倒的な格の違いを、彼らは知ってしまった。

　フォンに戦う意志はない。だが、彼の要求を無視して襲いかかればどうなるか。

　クロエだけでなく、まるでタスクウルフの雄も、雌も、子も、誰もがそれに気づいているような雰囲気だ。狼たちがおののく中、クロエだけはフォンの狙いを察した。

（まさか、身にまとう覇気だけでタスクウルフたちを屈服させるつもり!?）

　普通に考えれば、できるはずがない。

　だが、タスクウルフたちは、フォンの体から漏れ出すエネルギーを感じ取っただけで、フォンの方が、実力が上だと理解してしまった。

　その差が、天地がひっくり返っても埋まらないと悟ったのだ。

　少しばかりの間、フォンとタスクウルフの、無言の時間が続いた。

　そして、フォン以外のすべてが沈黙に包まれる中、ついにタスクウルフが折れた。

「……嘘」

　最も大きいタスクウルフ――その長と思しき狼が、ゆっくりと前に出てきた。

　そして、フォンの前で、首をたれたのだ。一匹とて邪魔をしないその行為はつまり、なにかが起きる前に自分の首ひとつで許してほしいという、タスクウルフの敗北宣言でもあった。

　圧倒的な力の差。フォンの未知の力に、タスクウルフは屈した。殺すならばせめて自分をと、野生の動物が、抵抗ではなく自己犠牲を選んだということに、クロエは息をのんだ。

　ただ、フォンは彼らを殺すのが目的ではない。

「……わかった」

　次の瞬間、フォンは目にも留まらぬ速さで、長の首筋になにかを撃ち込んだ。タスクウルフはわずかに目を見開くと、その場にぐったりと倒れ込んでしまった。ほかのタスクウルフたちは長の死を予期していたからか、なにも言わないが、人間側は違う。

「フォン、殺さないんじゃないの!?」

　思わず立ち上がったクロエの言葉に、彼女を見ないまま、フォンは答える。

「ちょっと薬で眠らせただけ。牙は必要だから、それだけ持って帰るよ」

　そう言いながら、フォンは手首をしならせる。すると、パーカーの奥から、小さな鋸のこぎりが出てきた。彼は長の口を開き、長い牙に鋸をあてがうと、ギコギコとそれを削り始めた。

　ほかのタスクウルフは、ほえもしないし、唸りもしない。ただ、ずっと、フォンの行為を見守っている。







[image: ]







「ねえ、どうして殺さないの？」

　クロエは聞いた。聞かずにはいられなかった。フォンは、鋸をひく手を止めない。

「彼らは、子を守るために僕の前に立った。僕たちの命を奪うためじゃない。だったら、退くべきは僕たちだ……けど、こちらにも退けない理由がある」

　やけに達観した考えだと、クロエは思った。思わざるを得なかった。

「彼らは犠牲を選んで、仲間はそれに従った。だったら僕は、彼らの勇気に敬意を表するべきだ。彼らが命を持っていけと言うならそうするけど、そうは言っていない」

「どうしてわかるの？」

「彼らが僕の行為を止めないから。誇りよりも命を選んだ証拠だよ……よし、できた」

　鋸をしまったフォンの手には、大きな二本の牙が握られていた。彼はそれをリュックに入れると、じっと彼らを見つめながら、言った。

「君たちの長は死んでいない、じきに目を覚ます。ありがとう、待っていてくれて」

　言葉は通じないだろうが、意図は通じたのか、タスクウルフはゆっくりと身を引いた。フォンもまた、彼らに背を向け、クロエに歩み寄った。

　もう、先ほどのような覇気はどこにもなかった。代わりに、ついさっきまでずっと一緒だったフォンがそこにいて、さも当然であるかのように、今度は彼が、クロエの肩を叩いた。

「よし、必要な物は揃そろった。帰ろっか」

「え、あ、うん……」

　タスクウルフたちのまなざしを背に受けながら、ふたりは歩く。

　クロエは彼の奇怪さを改めて学び、ずっと腹の底に潜んでいた疑問を、もう一度口にした。

「フォン……もう一度聞かせて。あなたはいったい、何者？」

　彼女の隣を歩いていたフォンは、以前に問われたときと同じように、また足を止めた。

　一度目は真実を告げなかったが、今の彼にとって、クロエは忠誠を誓った相手ではなく、共に歩める存在だ。そんな彼女に、嘘をいつまでもつき続けるわけにはいかない。たとえ掟に背くとしてもだ。

　少しだけ目をつむってから開いたフォンは、クロエに向き直って言った。

「僕は忍者。この世界で最後の、忍者だよ」

　聞き慣れない言葉を聞いて、クロエは首をかしげた。

「忍者って、なに？　職業のことなら、フォンはアサシンじゃないの？」

「アサシンは表向きの職業だよ。忍者について話すなら、少し長い話になるけど、歩きながら教えてもいいかな？」

　クロエがうなずくと、フォンはゆっくり歩きながら、語りだした。

「忍者は本来、世に平定をもたらすべく陰で動く存在。王や主君に仕えて、はびこる悪を水面下で滅する存在だよ。といっても、今はそんなことをしなきゃいけないほど世の中が乱れているわけでもないしね」

　忍者という存在は、クロエには偉大な集団に思えた。王に仕える専属の暗殺集団にだ。フォンの正体がそれだというならば、人間離れした動きや雰囲気にもうなずける。

「要するに、悪党専門の殺し屋、って感じ？　なんだかすごく聞こえるんだけど……」

「そんなことないさ。今の忍者は僕ひとりだし、称するなら人助け集団みたいなものだ。昔はみんな、黒装束だったらしいし」

「黒装束……そんな格好じゃ、忍者って呼べないんじゃない？」

「時代に迎合した結果だよ。黒装束の男が歩いてたら、それこそ怪しまれるしね。口もとのバンダナを名残にしてるくらいかな」

　黒いバンダナを引っ張ってから、フォンはさっきとは別の小物入れを開き、ペンと紙を取り出す。ふたりの会話と足音以外は聞こえない静かな林の中を歩きながら、ふたりは話を続ける。

「フォンのその力は、忍者が使える技ってこと？」

「技というか、修行で得た技能かな。忍者が真に強い理由は、忍術にあるからね」

「忍術？」

　クロエが聞き返すと、フォンが彼女を見ないままうなずく。

「忍者が使う特殊能力だよ。魔法使いが使う魔法のように、超自然的な力を操る、忍者を忍者たらしめる力だ」

　忍術がどのような力なのかを詳しく聞いてみたかったクロエだが、あまり多くの情報を取り入れると頭がパンクしてしまいそうだったので、疑問は心の中に留めておいた。

「忍術はともかく、地図の作成だとか、蛇を一撃で仕留めたりだとかは、忍者なら誰だってできる。クロエも、修行すればすぐ使えるようになるよ」

「修行って、どんな？」

「身構えるほどじゃないよ。一か月丸裸でジャングルで生活したり、両手足を縛られたまま滝たき壺つぼに落とされて、そこから脱出したり、一日中刃物の攻撃を避け続けたり、五十五種類の拷問に耐えたりとか、それを五、六年くらい……興味あるかな、ひょっとして？」

「……ううん、遠慮しとく」

　そんな修行をしたらどうなるか、クロエは想像せずとも予想がついた。

　最初の修行で亡なき骸がらになった自分が頭に浮かび、身震いしたクロエをよそに、フォンは紙になにかをずっと書き留めながら、首をかしげた。

「そう？　とにかく今、この世には僕しか忍者がいない。だから僕はこう解釈してる――忍者とは誰かを助け、尽くす人だって。僕の師匠がそうだったからね」

「師匠って、さっき言ってた人？」

「うん、二代目『フォン』だ。僕は彼から襲名した、三代目『フォン』だよ」

　ずっと名乗っていた名前が本名ですらないことに、クロエは驚いた。

「……ふうん。じゃあ、本名は？」

　フォンは、首を横に振った。

「ないよ。僕には名前はない。修行を重ねた日々以外の過去もない。誰かとの血のつながりもない。忍者にはどれも、不要だからね」

　フォンが、ただの荷物持ちではないことはクロエにも予測できていたが、修行以外の過去までもが黒く塗りつぶされているとは思わなかった。

　忍者とはなにか、クロエにはだいたいわかった。誰かに仕え、陰に隠れ、常にうしろに立つ存在。ほとんどがフォンにあてはまるが、彼が存在しないと言い張る〝過去〟が、彼の人格形成に大きく影響しているのではないかと、クロエは思った。

　異様なまでに人の役に立とうと躍起になり、自分を卑下する、そのあり方に。

「……複雑な事情が、あるんだね」

　クロエの言葉を最後に、双方はしゃべらなくなった。

　フォンもきっと、忍者についての説明はこれくらいで十分だと思ったのか、必要以上に語ろうとはしなかった。沈黙も苦ではないようで、ただ静かに歩いていた。

　一方で、クロエはなにかを心に決めたような表情をしていた。




　牙を持ち帰るべく帰路に就いたふたりは、その日のうちに街には戻れなかった。

　一日かけて進んだ道でも、戻るのに一日以上かかるケースは少なくない。日数的に、依頼の期限には間に合いそうだが、その前に話すべきだと、クロエは思った。

「……あのさ、フォン」

　焚火を囲みながら、クロエは言った。火の上にはどこかで狩猟してきた鳥の丸焼きが、骨だけになって残っていた。

「どうしたの、クロエ？　もしかして、食事の量が足りなかった？」

「ううん、そうじゃなくて。私さ、フォンに謝らないといけないことがあるの」

「……？」

　首をかしげるフォンに、少し恥ずかしそうに、クロエが言った。

「ごめんね。私はフォンを道具としてしか見てなかった」

　当初の予定を――話すつもりがなかった真意を、クロエはフォンに教えた。

「私、本当はフォンを利用するつもりだった。雇ってあげるってのも最初だけで、たぶんこうして、ちゃんと話し合わない限り、私はどこかでフォンをまたクビにしたし、きっといざってときには見捨ててたと思う」

「僕はかまわないよ。危機の際には殿しんがりを務めるのも、忍者の使命だ」

「私も、最初はフォンをそんなふうに使うつもりだった。けど、今は違う」

　雑用係が欲しかったクロエからすれば、フォンは勝手がいいだけでなく、実力もあり、忠実だ。クロエは、適当なことを言ってごまかせば、騙しきれると思っていた。

　フォンをそんな間抜けな人間としてしか、彼女は見ていなかった。

　だが、二日が経った今、彼女の中での、フォンの評価は変わっていた。

　クロエはフォンの中に、単なる使い勝手のよさだけでなく、同時に危うさも感じ取っていた。もし、自分がこのまま彼を捨ててしまうと、彼はどこに行ってしまうのだろうとクロエは思った。どこにも行けず、信条だけを秘め、ただ擦り減っていくフォンの姿が頭に浮かび、彼女の胸が痛んだ。

「今は違うって、どうして？」

　首をかしげたフォンは、クロエに尋ねた。

「少しだけど、フォンのことを知れたから。力があるとかじゃなくて、なんて言ったらいいんだろう、フォンってさ、ほっとけないのよね、なんとなく」

「クロエ、言いたいことがさっぱりなんだけど」

「だよねー……うん、やっぱり、グダグダした言い方は私らしくないや」

　これだけいろいろと話したが、クロエの結論は最初から決まっている。頭を乱暴にかいてから、クロエは彼に向き直り、言った。

「フォン、私と組んで。雇うとか、上下関係じゃなくて、私の仲間になってほしいの」

「……！」

　大きく目を見開いたフォンに、彼女は付け加えるように続ける。

「あ、無理にってわけじゃないからね？　ついでに言っとくと、命令ってわけでも……」

　言ってしまった言葉を引っ込めようとするかのように、クロエは慌てて修正文を付け足していくが、フォンにはわかっていた。

　クロエの言う、仲間になりたいという言葉に嘘はない。フォンも同じく、彼女と共に冒険を続けたいと思っていたし、忍者の掟に背くのだとしても、彼女に伝えたいことが山ほどあった。

「……謝る必要があるのは、僕の方だよ。僕はクロエに、いろんなことを隠してた。忍者としての力、出自もそうだけど、正直に言うと、もっといろんなことを隠してる」

　彼はまだ、掟を守っているからこそクロエに伝えられないことがたくさんある。

「誰だって隠し事はある。私もね」

「勇者パーティーからクビにされた僕だ、周囲の目も冷たい」

「私、他人の目とか気にしないから」

「けど――」

　言い訳をするフォンに、クロエは首を横に振って告げた。

「他人とか、誰かとかじゃない。フォンがどうしたいかを、聞かせて」

　これまでのことではない。クロエはこれからのことを聞いているのだ。

　フォンは迷った。迷い、頭をひねり、くるりと首を一回転させ、言った。

「……クロエ、君といた二日間、僕はとても楽しかった。誰かに仕えていた間、こんな感情を抱いたことはない。僕は……まだ、君といたい」

　ようやく、フォンは自分の素直な気持ちを伝えた。

　主従でなく、対等な、本当のパーティーでいたいと。

「じゃ、パーティー結成ね。よろしく、フォン」

　クロエはにっこりと笑って、彼に手を伸ばした。

「よろしく、クロエ」

　フォンもまた、にっこりと笑って、クロエと握手をした。

　ぱちぱちと音を鳴らす焚火の揺らめきが、ふたりの新たなる旅立ちを祝っているようだった。










忍者、女戦士と出会います




　一夜が明け、翌日の夕方の手前になって、フォンとクロエはギルディアの街に戻ってきていた。

　街の中央の冒険者ギルドは、依頼された品を納品する場所でもある。見るからに冒険者らしくない、ローブや燕えん尾び服ふくをまとった人が出入りしているのは、納品された物の見定めをするケースが多いからだ。

　今回、タスクウルフの牙を納品するのも、同じケースだ。フォンがカウンターの上になにかを包んだ布を置き、クロエが開いた。

　布の中から出てきた牙を見て、受付係の女性が感嘆の声を漏らした。

「……これは、すごいですねえ……」

「うん、私もそう思う。こんなに綺麗で大きなタスクウルフの牙、そうそうないよね。これって、追加報酬とか、出たりしないかな？」

「ちょっと相談してみましょうか？　ちょうど今、依頼人さんが来てますし」

　クロエがうなずくと、受付係は布ごと、ロビーの裏の商談用テーブルへと牙を持っていった。立派な牙を見た白髪の老人は大喜びして、フォンたちを見て身振り手振りではしゃぐと、何度もうなずいた。

　そうして、彼女がとたとたと戻ってきて、笑顔で告げた。

「ふたりとも、ラッキーですよ！　依頼人さんは大喜びで、通常の報酬に、さらに銀貨五枚を上乗せしてくれるみたいですよ！」

　銀貨五枚にはフォンとクロエ、ふたり分の朝食付きの並の宿、五泊分の価値がある。フォンたちは顔を見合わせて、喜んだ。

「お、やった！　言ってみるもんだね、フォン！」

「これで次の活動資金は心配しなくてよさそうだ」

　フォンもクロエも、対等な関係で喜びを分かち合っている。この二日間でたくさんの心を通わせたこともあり、クロエの顔も自然と綻ほころんだ。

「よかったですね、フォンさん。いい仲間ができたみたいで」

　受付係の女性が微笑むと、フォンがはにかんだ。

「僕もそう思うよ。クロエに会えてよかった」

「私もだよ。さーて、予定外の収入も入ったし、今日の宿を決めてから、依頼達成兼パーティー結成の祝杯でもあげよっか！」

　この辺りには、酒場が多い。フォンも、酒は嫌いな方ではない。

「クロエ、お酒は飲めるの？」

「あったりまえよー！　そういうフォンこそ、見たところ下げ戸こっぽいけど、大丈夫なの？」

「僕は酔わないように訓練されてるから、大丈夫だよ。大ジョッキ五十杯分のレッドビールならしらふでいられるようには……」

「あー、はいはい、忍者と常人を比べた私が悪かったですよっと――」

　クロエがまたもや、忍者のハイスペックに半ばあきれて肩をすくめた。

　それと同時に、ギルドの扉が大きな音と共に、乱暴に開かれた。ギルド中に響いた音で、フォンたちは振り返った。

　扉がはずれてしまうのではないかと思うほど強い力で開いた入り口から、ゆっくりと入ってきたのは、ぼろぼろになった、五人組のパーティー。

　いずれも悲惨なありさまだが、先頭のふたり――銀髪の男と魔法使いらしい少女は傷だらけだが冷静なようで、無言で受付カウンターに向かって歩いていく。

　剣士らしい子供は泣きべそをかいているし、ナイトは呆然として、まだ正気を取り戻せていないようだ。武闘家の女性は苛立ちを隠しきれないのか、床や近くの椅子を乱暴に蹴り上げる。

　カウンターからそそくさと離れたクロエは、フォンに耳打ちした。

「……あれって……」

　フォンは、というよりここにいる全員が、彼らのことを知っていた。

「クラーク……」

　勇者パーティーと、クラークだった。こんなひどいさまを見たことがない受付係は、なにがあったのかと思い、カウンター越しに彼らに近寄った。

「あの、クラークさん、これは……？」

　そんな彼女の前で、クラークは不快さを隠さず、これ以上ないくらい渋い顔で、ぼそっと言った。

「……依頼はリタイアだ。処理しとけ」

　まさか、勇者パーティーが依頼をリタイアするなど――。

　強力無比なドラゴンや、聖職者ですら逃げ出すような邪悪な悪魔が相手ならまだしも、ツインヘッドブル相手に逃げ帰ってくるなんて――。

予想外の結果に、周囲がざわめきだす。

「おいおい、勇者パーティーがリタイア？　今まで一度もなかったぜ、そんなの」

「ツインヘッドブルっつっても、そこまで強いもんかね……？」

　みんなは失敗した点ばかりを見ていたが、クロエとフォンは違った。まるで準備不足の素人のような無惨なやられ方は、無敵とすら謳うたわれた勇者パーティーとは思えない。

「どう見てもおかしいよ、あの様子。全員傷だらけで、あのナイトなんか憔しょう悴すいして、動くのすらままならないみたい。回復薬――ポーションのひとつも、持っていかなかったのかな」

「きっと準備不足だったんだよ。それにしても……」

　陰惨たる敗北者の集まりに、フォンは歩み寄って声をかけた。

「クラーク、いったいどうしたんだ？　なんでこんなことに、みんなひどい怪我を負って……」

　いくら理不尽にクビにしたとしても、彼らもフォンと同じ冒険者だ。これだけひどい目に遭っているのは、なにか事情があるのだろうと、フォンは心から心配していた。

　だが、フォンに話しかけられたクラークとサラは、鬼のような形相で彼を睨んだ。

「――テメェが仕組んだからだろうが！　俺たちが失敗するように！」

「そうだよ、あたしたちになにを隠してんだ！　この裏切り者！」

　彼らは、あんまりな言い訳をフォンにぶつけた。

「僕が、失敗、させた？」

　フォンは、クラークの言っている意味が理解できなかった。依頼に失敗したのは、フォンがそうなるよう仕組んだからだと、彼らは言いがかりをつけているのだ。

「そうだよ、お前がいなくなった途端にこれだ！　お前、俺に隠れてなにか細工をしてたんだろ！　依頼が失敗するように、俺たちへの腹いせに！」

「荒れ地で何度も迷ったのも、あんたのせいでしょ！　なにをしたのか、言いなさいよ！」

「やっぱり……やっぱり、そこのクズが邪魔してたんだ！　私、そんな気がしてたんだよね！　兄ちゃんと私たちの邪魔ばっかりしてるね！」

　クラークが、サラが、さらにはジャスミンまでもが罵倒する。疲ひ労ろう困こん憊ぱいのパトリスと、彼に対してうしろめたさがあるマリィは、なにも言わない。ただ、なにもしないだけで、助けてもくれない。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられ、フォンは戸惑った。

　怒りを含ませて怒鳴り、じりじりと詰め寄る三人に、困惑するフォンが言った。

「ま、待って！　僕はなにもしてないよ！　失敗したのはたぶん、注意力と準備の――」

　しかし、クラークは自分が実力者だと確信している。フォンが至極真っ当なことを言っているとしても、絶対に認めないし、ほかの四人もそうだ。

「そんなわけねえだろうが！　俺は勇者、俺たちは最強のパーティーなんだぞ!?　新人のパトリスをこんな目に遭わせやがって、人間のクズが！」

「彼女の才能を見初めたのはわかる、だったらもっと簡単な依頼から――」

「この期に及んで言い訳すんな！　人でなし、ゴミ、最低野郎！」

　ジャスミンが手を振ってわめき、フォンの悪口をぶつけていると、ついにクロエが切れた。

「――最低でゴミで人でなしでクズなのは、そっちでしょ」

　ずい、と踏み出し、フォンの前に立った彼女は、たとえ目の前の相手が怪我人であろうとも、発言によっては弓を構えかねないほどの怒りに満ちていた。

　何者だ、とクラークが問う前に、クロエが口を開いた。

「私はクロエ、フォンとパーティーを組んでる。彼と組んでまだ三日だけどさ、私、わかったよ。はっきり言って、彼の実力は並じゃないし、雑務で使いつぶしていいものじゃない。フォンがなにかを仕組んだって？　単純に、自分たちの実力がないだけでしょ」

「なにを言って……」

「大方、あんたはフォンの恩恵に気づけなかっただけじゃないの？　フォンがどれだけ無能のサポートをしてくれてたか、覚えてる奴はいるの？」

　誰も答えない。フォンがなにをしてくれていたかなど、誰も、なにもわかっていない。

「……やっぱり。貢献してくれたのも知らないんじゃ、悪口を言う資格なんてないね」

「フォンは、その……」

　唯一、彼がなにをしてくれていたか少しだけ心あたりのあるマリィが反論しようとしたが、先にクラークが怒鳴り散らした。

「こいつは荷物持ち以外なにもしてねえよ！　だから無能なんだよ！」

「あっそ。じゃあ、勇者様一行は無能よりもずっとひどい『サイテーの奴ら』だね。フォンが今までどれだけがんばってきてくれたのかにも気づけない連中だもんね」

　クロエが煽ると、傷だらけなのにもかかわらず、サラとジャスミンが躍り出た。サラが拳を握り、ジャスミンが剣の柄に手をかけているのを見ると、どう考えても戦いを始めるつもりだ。

「弓使い風情が、調子に乗りやがって……武闘家に逆らうとどうなるか教えてやる！」

「私もやってやる！　なんでもいいから切り刻みたい気分なの！」

　クロエはともかく、目を血走らせて、とにかく怒りをぶつけたいと言わんばかりの態度の勇者パーティーを見る周囲の目は、好奇に満ちている。

　勇者といえば、いつも冷静で、仲間たちとは和わ気きあいあいとしていて、仕事は確実にこなす。

　ギルドの冒険者や受付のスタッフたちは、ここに来てからずっとそんな勇者しか見てこなかった。だからこそ、ギルドにいるすべての人々は、サラとジャスミンの豹ひょう変へんぶりに驚き、こそこそとささやき合った。

「おいおい、あれが勇者パーティーかよ。荒れすぎだろ」

「いくら苛立ってるって言ったって、ありゃあなあ……」

　あきらかに、マイナスイメージをもたらしている。マリィはパトリスを近くの椅子に座らせて、慌ててクラークを含めた三人の気持ちを抑えようとする。

「やめて、サラ、ジャスミン！　喧嘩するより先に、みんなの治療を……」

「クロエもよしてくれ！　僕は気にしてない、気にしてないから！」

　フォンもクロエを制する。

「フォンがよくても、私はよくない。勇者パーティーだなんてふんぞり返って、フォンをこんな奴らが無能扱いしてたのが許せない！」

「お前、勇者に向かってそんなことを言って、タダで済むと思うなよ！」

　ぎろりとクロエを睨んだクラークの怒声に応じるように、サラの怒りも頂点に達した。

「無能に無能って言ってなにが悪いんだよ、あぁ!?」

　とうとう、サラが近くのテーブルを蹴り上げた。

　がたんという音と共に、そこに座っていた人の食事ごと、テーブルがひっくり返った。騒然とするギルドの中で、とある人のそれがひとつ、ふいになった。

　マントを羽織って、フードをかぶったその人物は、ゆっくりと立ち上がり、サラの肩に手をかけた。そして、低めだがたしかに女性のものだとわかる声で、底から響くように言った。

「……お前、サーシャの食事、壊したな」

　サラは振り返り、拳を構え、必要なら殴ってやるつもりでいたのだが――。

「は？　なんだよあんたは、邪魔すん――ぶごっ」

　彼女が言い終わる前に、フードをかぶった女性の拳が顔面に突き刺さった。

　サラを殴り飛ばした女性は、沈黙する一同の前をすたすたと歩いて、マントの中をまさぐって取り出した銅貨を何枚か、カウンターに置いた。

「食事代と、テーブルの修理費」

「あ、はい……」

　そして、さも何事もなかったかのようにギルドを出ていこうとしたが、鼻から流れ出る血を押さえながら、よろよろと立ち上がったサラが、背を向けた女性に怒鳴った。

「ま、待ちなよ、あんた！　勇者パーティーのサラ、このあたしに手を上げておいて、このまま帰すと思ってんの!?」

「彼女の言う通りだ。誰だか知らないが、仲間を殴られて黙っちゃおかねえぞ」

　剣を抜く準備をするクラークにもそう言われ、彼女は立ち止まった。ゆっくりと振り返り、女性はフードを脱いだ。

　長い髪をゴムで縛ったポニーテール。防ぼう塵じん用ようの大きなぼろ切れのような布をマントにして身にまとっている。両手足に巻いているのは、ゲートルだろうか。

　背中になにやら巨大な棒状のものを背負っており、身長はフォンより頭ひとつ分ほど大きい。美人ではあるが、狂戦士にも思える彼女は、敵を睨みつけながら、淡々と言った。

「お前、サーシャの食事の邪魔をした。一族の掟、食べ物を粗末にする奴、罰せられる」

「なにを言ってやがる、一族だと!?」

「サーシャは、トレイル一族のサーシャ。誇り高い戦士。お前は戦士の食事を汚した。これ以上文句あるなら、外に出て、サーシャ、お前たちと殺し合う」

　どうやら、彼女はどこかの部族の出身らしい。食事が貴ばれ、決闘をして、死をもって罪をあがなわなければならないほど野蛮な部族であると察し、クロエとフォンはクラークたちとの喧嘩をいったん脇にどかして、彼らからそっと距離を置いた。

「どこかの部族なんだろうけど、関わらない方がよさそうだね、ありゃ」

　クロエの言い分は正しかった。

　喧嘩を売られたサラは、ジャスミンですら冷静さを取り戻しているというのに、鼻血を拭いてファイティングポーズをとった。

「上等だ、やってやる！　むしゃくしゃしてるんだよ、今のあたしは！」

「挑戦、受ける。けど、お前、サーシャに勝てない」

　不動のサーシャに対し、サラはずかずかと歩み寄り、拳を叩き込もうとした。

「どうだか！　あたしの武術は洗練されてる、両手を縛られたって並の魔物相手なら簡単に――っぶ!?」

　しかし、マントの中に隠れていたサーシャの拳が、先にサラに叩き込まれた。もんどり打つサラに、サーシャが指の関節を鳴らしながら、ゆっくりと近づく。

「サーシャ、言った。殺し合う、お前は受けた。覚悟しろ」

「ま、待って……」

　今さら及び腰になるサラだが、手遅れだ。サーシャの目は、確実に殺すと言っている。

　ここまでくると、しゃれにならない。危険を感じたマリィが、仲間に助けを求めた。

「サラ――誰か、あの人を止めて！　このままじゃサラが死んでしまうわ！」

「止めてっつったって、サラで駄目なら、負傷してる俺たちじゃ……」

　クラークやジャスミンは、武器に手をかけてこそいるが、介入する気にはなれないらしい。凶暴な敵を相手にして、自分たちがひどい目に遭う姿を想像してしまったのだ。

　仲間に見捨てられ、周りの人も恐怖で近寄らず、このままだとサラは殴り殺される。サーシャもそのつもりで、右腕を振りかぶり、サラの顔面を叩きつぶそうとした。

　だが、振り上げた腕は、ぐっと掴まれた。

「……？」

　いつの間にか、クロエの隣から姿を消したフォンが、サーシャの腕を掴んでいたのだ。

「ちょっと、フォン!?」

　驚くクロエをよそに、フォンはサーシャをなだめるように言った。

「サラは負けを認めてる。トレイルさん、これ以上の戦いは不要だよ」

「お前、誰？」

「フォン、ただのフォンだよ」

　サーシャの怒りは、今やサラではなく、戦いに割って入ったフォンに向けられていた。

「……フォン。お前、サーシャの戦い、止めた。戦士への侮辱、決闘の掟に背いた」

　フォンの手を振り払ったサーシャは、彼の目を見て告げた。

「宣戦布告だ。お前、この女の代わりに、サーシャと戦え。それでこの女、許す」

「わかった。だから彼女は――」

「外に出ろ」

　彼の言葉を最後まで聞かずに、サーシャは外に出ていった。冒険者ギルドの前は大きな広場になっている。彼女はそこで、決着をつけようとしているのだ。

　サラの周りにクラークたちが駆け寄るのを見ながら、フォンは外に向かって歩き出す。それについていくクロエは、とことんあきれた表情で、彼に話しかける。

「私なら逃げるけどね、フォン。どう考えたって厄介事の極みだよ、これ」

「駄目だよ、今逃げたら、トレイルさんは本当にサラを殺すまでやる。掟だって言ってたし、きっと彼女はそれを遵守するよ……僕みたいにね」

「……もう、お人よしなんだから、ほんとに」

　フォンの優しさにあきれながらも、クロエは彼についていくことを決めた。




　外に出たフォンを待っていたのは、背負っていた武器を右手に握りしめたサーシャと、喧嘩が起きると聞いて集まってきた野次馬だった。中には、さっきまでギルドで一連の流れを見ていた者までいる。

　フォンのうしろを歩くクロエはまず、サーシャが握っている、黒く長いハンマーのような武器に目を見張った。

　あきらかに鋼鉄製のそれは、彼女の背丈ほど大きく、太い先端にいくつもの棘がついている。メイスと呼ばれる武器だと、クロエは知っていた。そんなものをサーシャが乱暴に振り回しているのを見て、クロエは、フォンに小声で警告した。

「……あんなでっかいメイスを、軽々と……フォン、気をつけて」

　ありがとう、と小さな声で言ってから、フォンはサーシャと向かい合った。

　彼女がメイスで地面を軽く叩いただけで、その先端がぶつかった小石が砕けた。力も入れていないのにたやすく石を壊す武器は、どれほどの破壊力を秘めているのか。

「お前、決闘受けた。死ぬまで戦う、一族の掟」

「死ぬまでは駄目だよ、負けを認めるまでにしよう。僕が――」

　かつてのフォンのように、掟に縛られるサーシャが、彼の言い分を聞くはずがない。

「サーシャ、お前の話、聞かないっ！」

　先手必勝とばかりにフォンに走り寄り、彼の体目がけてメイスがなぎ払われた。

　クロエはてっきり、彼がさっと避けるものだと思ったが、なんとメイスはフォンの横腹に直撃した。周りから歓声が湧き上がり、クロエの目が大きく見開く。

「フォン!?」

　サーシャもまた、手ごたえから、フォンの肉体を壊したと確信したのだが――。

「たわいない、この程度……っ!?」

　だが、サーシャの確信は間違っていた。

　サーシャのメイス、その棘に突き刺さっていたのは、フォンの胴回りと同じくらいの丸太。いったい、いつから持っていたのか、いつの間にすり替わったのか。
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　振り下ろされたメイスの先に乗って、それを押さえ込んでいたフォンの声が疑問に答えた。

「『変わり身の術』。瞬時に攻撃の対象をすり替えて、あたかも攻撃が命中したかのように見せかける忍術だ。トレイルさんの打撃は鋭くて強いけど、それじゃあ忍者には勝てない」

　フォンはさもやられたかのように振る舞い、ここにいた全員の目を欺あざむいてみせた。

「サーシャ、騙されない！　そんな技、子供騙しっ！」

　サーシャは破れかぶれで、フォンを乗せたままその場でメイスを振り回した。彼はメイスの先端からひらりと跳躍し、宙を舞いながら着地した。

「たしかにそうかもね。これはあくまで、『低級忍術』だから」

　地に足をつけても砂埃ひとつ立てないフォンは、猛牛のごとく唸るサーシャを見据えた。

「あなたほどのパワーの持ち主なら、この程度の忍術は通用しなそうだ……なら、悪いけど使わせてもらうよ、本当の忍術を！」

　サーシャがメイスを再び振り上げるよりも先に、彼は腰に提げたポーチを開き、中から黄色い表紙の巻物を取り出した。

　それを縛っている紐ひもが解かれると、まるで見えない誰かが引っ張っているかのように、巻物がフォンの前で開かれていく。中に記されているのは、誰も見たことがないような複雑な文字と文様の羅列だ。

　重力に逆らった状態で漂う巻物の端に、フォンは親指をあてがった。そして、反対側の端まで一気に指をなぞらせると、彼の手のひらから金色の光がほとばしった。

「また、くだらないまねをっ！」

　ひとりでに閉じ、ポーチに戻っていく巻物を見たサーシャは、フォンに向かって突進した。

　だが、フォンはサーシャの突進を避けようとはしなかった。両手のひらに雷のような光をため込んだ彼は、衆人の驚きに満ちた目を無視して、迫りくるサーシャの前で手を思いきり叩いた。

「うわああぁっ!?」

　次の瞬間、辺り一帯をすさまじい閃せん光こうが照らした。ただの光ではなく、思わずサーシャが突進をやめ、空いた手で目を覆い、動けなくなるほどの光だ。

　目を閉じたのは彼女だけにとどまらず、クロエや、周囲の野次馬も同様だった。

（すごい光……まさか、あれも忍術なの!?　これじゃあ魔法、いや、それ以上だよ!?）

　クロエが驚愕するほどの力を放ったフォンは、手を何度か振って光の名残を消し去り、少しまいったと言いたげな様子でつぶやく。

「雷らい遁とん『閃せん光こう照しょう』。強烈な光で目をくらませる『上級忍術』だけど、少し目立ちすぎたかな？」

上級忍術。そこにいる誰も、言葉の意味は理解できなかった。

　もっとも、目をごしごしとこするサーシャは、理解する気もなかった。

「ナメているのか、サーシャを、このぉっ！」

　殺気に満ちた打撃が襲い掛かるが、今度はもう、フォンは忍術を使わなかった。

　まるでメイスの攻撃がどこにくるかを知っているかのように、一撃、二撃、三撃と、彼は攻撃を紙一重で避けるのだ。

（こいつ、殴っても殴っても、あたらない！）

　あたらないとわかっていても、サーシャは攻撃の手を緩めない。

「うおおぉっ！」

　ただ、サーシャは力任せに攻撃することに必死で、とっくに自分の集中力が切れていることに気づいていなかった。

　気づいたのは、フォンだった。

「早い、けど――甘い」

「な……！」

　フォンはパーカーの内側から、鎖が底についた手鎌を取り出した。そして、分銅のついた鎖の部分をサーシャのメイス目がけて投げつけたのだ。鎖は見事に柄に絡まり、メイスをサーシャの手から奪い取った。

　サーシャは自分が焦っていたのを、ようやく理解した。フォンは手際よく鎖を引いて、重いメイスをたぐり寄せた。

「忍具・鎖鎌。技術さえあれば、どんな重さの武器をも奪う……僕は今、あなたの武器を握っている。まだ、続けるの？」

　誰もが、フォンの実力に驚愕していた。

　この辺りでフォンを知っている連中は、彼が単に勇者パーティーの荷物持ちで、真面目で優しいがそれ以外に取り柄がないと思い込んでいた。

　それがどうだ。目にも留まらぬ速さの技を披露し、圧倒的なパワーを持つサーシャの攻撃をいなし、その上武器を奪い取るとは。あれが本当に、フォンなのかと、誰もが驚きを隠せないでいる。

「あれが、忍術……フォンの忍者としての力……」

　忍者の力を再確認するクロエ。一方でサーシャは、まだ戦う意志を消し去ってはいなかった。

「――サーシャを、馬鹿に、するなっ！」

　メイスに頼らず、丸腰のサーシャはフォンに殴りかかった。

　ならばとばかりに、フォンは鎖鎌とメイスを捨て、軽く拳を構えた。そして、サーシャが繰り出した拳をなでるようにして払い、かわしてみせた。

「忍者の動きは、柔だ。あなたは剛。柔よく剛を制す、乱暴な攻撃は優れた技の前では無意味……忍者の教えだ」

「トレイル一族、みんな戦士！　乱暴、当然！　サーシャ、トレイル一族で一番、力強い！　だから、お前にも負けない！」

　サーシャはそう言うが、必死で攻撃する彼女に対し、かわし続けるフォンは息切れひとつしていない。

　あらゆる攻撃を、最低限の動きで無力化している。このままいけば、サーシャがフォンの頭を砕き割るより先に、彼女のスタミナが尽きてしまうだろう。

「それはかなわない。あなたの動きはすべて読んだ。もうわかってるんじゃないかな、変わり身の術の前じゃ、あなたの攻撃はなんの意味もなさないって」

　それでも彼女は、あきらめない。戦いの、トレイル一族の掟に従って――。

「トレイル一族、あきらめる奴、いない！　サーシャ、最後のひとりでも、あきらめ……」

　掟と戦いがすべてであるサーシャは、体中に力を込めようとして――。

「……へにゃあ」

　突如、妙な声と共に、その場に倒れ込んでしまった。

　うつぶせになって、ちっとも動かない。細身だが屈強な体つきが、急に軟体動物になってしまったかのようだ。

「……えっ？」

　呆気にとられるフォンの前で、サーシャが顔を地に伏せたまま、言った。

「……腹、減った。サーシャ、動けない」

　その場にいた全員が、すってんころりと転びかけた。

　サーシャがどれだけ戦闘でカロリーを消費するのかは知らないが、彼女は完全に動けないようだった。彼女にとって、食事はそれだけ大事なことなのだ。ならば、ギルドで料理の入った皿をひっくり返されて、あれだけ怒ったのにもうなずける。

　戦いが決着したと判断して、クロエがギルドの入り口からフォンに駆け寄ってきた。

「フォン、大丈夫？」

「僕は大丈夫、怪我もないしね。けど……」

　うつぶせのまま、わずかにも動かない、サーシャのくぐもった声が聞こえた。

「サーシャ、負けた。お前、勝った。殺せ」

　戦いの決着は、死をもって。いかにも戦闘民族らしい考えだが、フォンは違う。掟や忍者のあり方の意識が変わっても、フォンにとってなにより大事なのは、他者の命だ。

「……さっきも言ったけど、僕はあなたに攻撃しない。決闘を受けたのも、力をこんなことに使ってほしくないって思って、つい割り込んだだけなんだ」

「負けたサーシャ、どうなる。生き恥、さらす」

「生きるか死ぬかなんて、依頼か忍者の生きざまだけで十分だ。トレイルさん、だっけ、お腹がすいて動けないんだよね？」

　少しだけサーシャの頭が動き、うなずいたものと見て、フォンは話を続けた。

「だったら、こうしよう。あなたは負けたんじゃない、お腹がすいて一時休戦しただけだ」

　要するに、戦いを終わらせていないとフォンは言っているのだ。

　たしかにこれなら、サーシャは戦いに負けていない。フォンは勝ってもいない。戦いは継続中で、いついかなるときでも再開すればいい。サーシャは偶然生き残っただけである。

　フォンの意図に気づいたサーシャの声は、震えていた。

「……サーシャ、情けを受けた。掟だと、斬首の刑」

「僕だってそうだよ、掟に背いたら油の入った釜で茹でられた。ほら、立てる？」

「いやいや、斬首とか釜茹でとか大げさでしょ……冗談、だよね？」

　発言に突っ込むクロエと、ゆっくりと肩にサーシャの体重をのせ、彼女を起こしたフォンだったが、明後日あさっての方向から鋭い声がかけられた。

「――ちょっと待った。フォン、そいつは置いていけよ」

　まだ手あてを受けていないクラークたちが、ギルドの入り口から彼らを睨んでいた。

　中には鼻のあたりに血のこびりついたサラや、歯ぎしりするジャスミンもいる。パトリスはまだ椅子に座っているのか、顔を出していない。フォンはため息をついて、言った。

「クラーク、まだ診療所に行ってなかったの？　そのくらいの怪我ならすぐに治してくれるよ。明日の朝にはよくなるだろうし、早めに仕事を再開できるように……」

「テメェはもう俺たちのパーティーじゃねえ、説教なんかすんじゃねえよ！」

　クラークは周囲がどくくらいの怒声を、フォンに浴びせる。

「それより、俺の言ったこと、聞こえたよな？　そいつはサラをぶん殴ったんだ、俺たちのところでけじめをつけさせてもらうぜ」

　どかどかとサーシャに向かって歩いてくるクラークを見て、あきらかな殺意を感じ取ったクロエは、瞬時に弓を出して矢をつがえた。そこまでしてようやく、クラークは止まったが、隙を見せれば襲いかかってくるだろうと、フォンも、クロエも察していた。

「動かないで。だいたい、けじめなんてよく言えたわね。あんたのとこの武闘家がやられたのだって、そっちが暴れたのが原因でしょ」

「うっさい！　さっさとその女を渡せ！」

　わめくサラのうしろで、マリィだけが、フォンに不安な目を向ける。

「フォン……」

　だが、彼女以外は怒りに満ちあふれている。戦闘するにしても、リスクは大きそうだ。

「どうする？　あいつら全員、そこの子を生かして帰す気はなさそうだけど」

　フォンはクロエの問いに、ためらわずに答えた。

「だったら、忍者流のやり方で――」

「さっきからなんだよ、忍者の教えだとか、忍者の動きだとか！　訳のわからねえことを言ってごまかそうったってそうはいかねえぞ、つべこべ言わずに女を渡しやがれ！」

「それはできないね。これから、僕たちは逃げるから」

「逃げるだとぉ!?　ナメてんじゃねえぞ、無理やりにでも――」

　クラークの反応をいっさい待たず、フォンが手首をひねらせると、パーカーの袖から今度は灰色の球が出てきた。どれだけ詰め込んでいるのかと、クロエが聞くよりも先に。

「――煙けむり玉だま！」

　フォンが勢いよく球を地面に叩きつけ、そこから灰色の煙が辺り一面に解き放たれた。

　その煙の勢いは相当なもので、クラークたちはあっという間に視界を奪われた。サーシャを手に入れるどころではなく、彼らはただ、慌てふためくばかり。

「どわっ!?　なんだ、なんだこの煙は!?」

「なんにも見えない、見えないよぉ！」

「クソ、フォンは、あいつらはどこに……」

　さんざんあたふたした末に、煙は晴れた。しかし、フォン一行はどこにもいなかった。

　三人も、メイスも、鎖鎌もない。クラークは、子供騙しのような手口に引っかかった自分自身に腹が立った。

「ちぃ……！」

　歯ぎしりをするクラークをなだめるように、マリィが彼に寄り添い、言った。

「クラーク、もう放っておきましょう。明日も依頼が受けられるように、今は診療所に行った方がいいと思うわ」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの仲間も、同意見のようだった。今魔法による治癒を受ければ、明日も戦える。フォンとどちらを優先するべきか、明白だった。

「……このままで済むと思うなよ、フォン……！」




　日も暮れて、街の酒場に明かりが灯る。

　冒険者ギルドから離れたとある酒場にも、人がたむろしていた。その中に、煙玉でクラーク一行から逃れたフォンとクロエ、サーシャはいた。

　三人で円形のテーブルを囲み、ジョッキをひとつずつ手にしている、一見ありふれた光景だ。

「がふっ、がふがふ！　もぐ、はふはふっ！」

　山のように積まれた肉料理を、片端からサーシャが平らげていく姿だけは、酒場においては少し異質だった。

　食事に没頭するサーシャはすさまじい量を、すさまじい速度で食べ進んでいく。

　彼女の隣には、空になった皿が大小合わせて、少なくとも十枚は積まれている。筋肉質とはいえ、比較的細身な彼女のどこに、それほどの量の料理が入っていくのか、謎だ。

「よく食べるなあ、トレイルさん」

「……私のおごりってこと、忘れてないでしょうね」

　微笑ましく見守るフォンと、げんなりした様子で言うクロエに、サーシャが答えた。

「はぐ、もぐ……サーシャ、助かった。お前らのおかげ、ありがとう」

「はいはい、どういたしまして。あなた、トレイルだっけ？　この辺りで見ない顔だけど、どこから来たの？」

　手にした骨付きチキンを骨ごと噛み砕き、サーシャは答えた。

「サーシャでいい。サーシャ、北のトレイル一族の最後の生き残り。魔物を狩る一族。この辺り、強い魔物、多いから来た」

「つまり、冒険者の中でも、魔物を狩る専門ってわけね」

　魔物の討伐が専門である冒険者は、そう珍しくない。薬草や鉱石、危険な魔物の素材を探すよりも、獲物を殺す方が得意な者を〝魔物討伐の専門〟と呼ぶのならば、の話だが。

　彼女が特殊なのは、人間に対しても、過剰なまでに攻撃的な面だ。

「さっき冒険者ギルドの前で戦った相手は、人間だろう？　魔物じゃないのに、なぜ命まで奪おうとしたんだい？」

　フォンが問う。

「トレイル一族、敵意を向けた奴、許さない。一度戦った相手、どちらかが死ぬまで戦う。サーシャ、一族の最後のひとり。掟を守る、サーシャの誇り」

　サーシャの返事は、さも当然であるかのようだった。

　聞くところによると二十二歳になる彼女にとって、戦いに、正義も悪も、弱者も強者もない。ただ戦い、負けたものが死ぬ。そして死ぬまで続けるのが、サーシャの誇り、トレイル一族の掟なのだ。

「お前も、サーシャの敵。今日は助けてくれた、感謝する。けど、決着はつける」

　じろりと睨んだサーシャに対して、フォンはどうしても自分に彼女を重ねてしまった。掟を守ることに誇りというよりは、掟に縛られ、己の幸せを捨てかけていた自分に。

「……誇りとか、掟よりも大事なものも、あるんじゃないかな」

「ない。生まれた地の誇り、生き死により大事」

「僕もそうだった、忍者の誇りだけを糧に生きようと、影に徹した。けど、クロエと一緒にいて、それだけがすべてじゃないって気づけたんだ。だから――」

　フォンの話を遮り、サーシャがぴしゃりと言った。

「お前、強い。あの男たちより強い」

「え？」

「その力、どうして使わない？」

　サーシャは、彼をクラークより強いと判断した。

しかし、その目に浮かんでいるのは尊敬ではなく、ある種の侮蔑だった。どうしてもがくのかと、選ばれた道を進まないのかと、サーシャは本気で問いかけていた。

「力、戦うためにある。お前、誇りと力、生まれ持った掟、全部揃ってる。お前、サーシャより気高く生きられる。けど、お前、そうしない。サーシャ、お前がわからない」

「……僕も、まだわからないことだらけだ。でもひとつだけわかってることがある――道は、ひとつじゃない」

　フォンは、こう言い返すので精いっぱいだった。

　今の方が満たされているのは確かだ。けど、忍者としてずっと生きてきて、さっきみたいな忍術の使い方が正しいのか。己のために使うのが正しいのか、彼はまだ迷っていた。

　そんな彼を見て、サーシャは関心を少し失ったようだった。

「お前、変な奴。サーシャ、満腹、帰る」

　彼女は手もとにあったステーキを乱暴にかじり、テーブルにもたれかからせていた巨大なメイスを担ぎ上げると、それを背負って酒場を出ていった。

「あ、ちょっと……行っちゃった」

「……」

　残されたフォンに、クロエはジョッキの中身――レッドビールを飲みながら言った。

「フォン、生き方は誰にも強制されない。きみが忍者の里でどんな生き方を強要されたのか知らないけど、そっちを選ぶのも、別の道を選ぶのも、きみの自由」

　クロエには、妙な出自はない。奇妙な掟も風習もないからこそ、フォンの理解者になれた。

「なにができるかじゃない、なにをしたいかだよ」

　彼女は微笑みかけ、フォンを勇気づけた。

「……ありがとう、クロエ」

「どういたしまして。ところで、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「いいよ、僕で答えられることならなんでも」

　フォンがクロエの質問を快諾すると、彼女はまるで他人の耳に入っては困る内容を問うときのように、ずい、と彼に顔を寄せた。そして、口もとを隠し、静かに聞いた。

「……今日さ、丸太を身代わりにしてサーシャの攻撃を避けたでしょ？　それに、巻物の中からすごい光も出したし……あれって、全部忍術なの？」

　クロエからすれば、昼間に見せた技はすべて、フォンの重大な秘密だと思えた。だからこそ、彼が人に聞こえるような声で話さなくても済むよう、ひそひそと聞いたのだ。

　ところが、フォンはきょとんとした顔を見せてから、小さく笑った。

「うん、忍術だよ。正確に言うと、変わり身の術は低級忍術で、トレイルさんの目をくらませたのは上級忍術だ」

　フォンから顔を離してきょとんとするクロエに、彼は話を続ける。

「低級忍術は道具を使って火や光を起こしたり、鍛えた体で特殊な技術を用いたりして発動させる忍術だ。火を使えば『火か遁とん』、風を起こせば『風ふう遁とん』といった感じで、属性に応じて呼び名も変わる。簡単な装置や仕掛けの作り方を覚えれば、誰にでも使えるよ」

「誰でもって、私でも？」

「正しい使い方を覚えればね。忍者のまね事をして体の一部がなくなったり、死んだりした人は結構いたから、あまりお勧めしないけど」

「……うん、やめとく」

　クロエが忍術の会得をあっさりあきらめたのを見て、フォンはちょっぴり意地悪く微笑んだ。

「その方がいいかもね。それで、上級忍術だけど、こっちはちょっと特殊なんだ」

　フォンは腰に提げた複数のポーチの中から、巻物を取り出した。

　昼間に使った黄色い表紙のものだけでなく、赤や青、黒など、合わせて四つ。明言されたわけではないが、手のひらより少し大きいサイズの巻物はもっとたくさんの種類があるのだろう、とクロエは思った。

　フォンがテーブルの上の皿をどかし、四つの巻物をその上に置いた。そして、そのうちのひとつを広げると、そこに記された複雑怪奇な文字が、赤くじんわりと光った。

「……これは？」

　クロエの問いに、フォンは巻物の文面を親指でなぞらずに答えた。

「この巻物には、忍者の『忍にん気き』が込められてるんだ」

「忍気？」

「忍者が体内に秘める生命エネルギーのことさ。魔法使いが『マナ』と呼ばれる特殊な力を使って魔法を使うように、瞑想などで集中力を養い、自然と一体化することでその力を使うことができるようになるんだよ」

「瞑想かぁ……体を鍛えたりとか、そういう修行じゃないんだね」

「精神を鍛え、自然と己のつながりを見いだすことが大事だからね。でも、忍気を理解するだけじゃあれだけの力は使えない。忍気は指先から放出され、イメージによって炎や水、雷の姿を持つけど、持続できる時間はとても短いんだ」

　巻物を閉じたフォンは、それを紐で縛り、クロエの前で軽く振った。

「だから、この巻物が必要なんだ。忍者は忍気を使って巻物に文字や文様を書き込んで、書物として保存する。巻物に記された力を発動させるには、忍気を放った指で文面をなぞらないといけない。忍者にだけ巻物が使える、セーフティロックのようなものだ」

「巻物を開いてなぞれば、火とか雷が飛び出てくるってこと!?　サーシャと戦ったときみたいに光が出せるの!?」

「忍者が使えばね。といっても、あの雷らい遁とん『閃光照』はかなり力を抑えたものだったけど」

　巻物をポーチにしまったフォン。その姿を見て、クロエの想像が膨らんでいく。

　炎を巻き起こし、大雨を降らせて、竜巻で敵を吹き飛ばし、雷を落として魔物を仕留める。そんな芸当ができるなら、忍者が強力無比な存在だと説明されても納得できる。

　だが、それと同じくらい気になることもあり、クロエが口を開いた。

「聞いておいてなんだけど、そんなことを話しちゃってもいいの？　きっと、忍者の中でも重要な秘密なんでしょ？」

　昨日の夜、忍者の掟について聞いたクロエは、フォンに無理やり話させてしまったのではないかと思った。しかし、彼はちょっぴりおどけた様子ではにかむだけだった。

「たしかに、あんまり見せびらかすものでもないけどね……クロエだけ、特別だよ」

　彼を見て安心したクロエは、にっと笑った。

「ありがとね、フォン！　さーて、謎も解けたし、今晩は飲み明かすよーっ！」

　ジョッキを持ち上げたクロエをよそに、フォンは忍者らしからぬ自分の行動と、秘密を人に伝えることを選んだ意志に内心、複雑な気持ちを抱いていた。

　自分が選んだ道では、こんな話があたり前になる。それは、本当に正しいのか。

　だが、そんな悩みは、クロエとの酒の席で頭の隅に押しやられていった。
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　一方、すっかり満腹になったサーシャは、自分の宿泊している宿に帰る途中、マントの下から小さなノートを取り出し、目を通した。

　このノートは、彼女のビンゴブック――賞金首手帳だ。多くの魔物の名が連ねられ、そのほとんどが、赤い線でつぶされている。依頼を受けて、倒した魔物なのだ。残っているのは、ただひとつだけ。

（この辺りの魔物、だいたい始末した。サーシャ、満足）

　自分の力を誇示できたことに喜ぶサーシャだが、彼女の使命は、まだ果たせていない。

（あとは、『ゴブリン』……西部の洞窟、群れ、つくってる）

　彼女は、ビンゴブックの最後の行に記されたゴブリンの名前を見つめた。ずる賢い亜人の魔物で、小さくてすばしっこく、常に群れで行動している。

　サーシャが今回、ギルドを介さずに、依頼としてではなく個人的な事情で相手にしようとしているゴブリンは、少し事情が違った。

（人的被害、甚大。行商人、被害。発生から日数が経ってる、でも討伐されてない。こいつら、普通じゃない）

　人が襲われる被害が出た場合、大抵の魔物はその日のうちにでも駆逐される。特にゴブリン程度なら、何人かの冒険者を駆り出して、虐殺に近い形で処理してしまう。

　しかし、このゴブリンはおかしい。被害が起きてから相当な日数が経っているのに、まだ討伐されていない。冒険者ギルドで聞いたところによると、討伐に出たきり帰ってこない冒険者もいるらしい。

　ならば、サーシャの出番だ。人的被害や街が困っていることなどどうでもいいが、魔物を殲せん滅めつし、トレイル一族の歴史に名を深く刻むのにはうってつけの相手だ。

（依頼なんて関係ない、サーシャ、ひとりで狩る。そしたら、今度こそ、フォンと決着つける）

　ここにいるのも、意外と退屈しないものだと、サーシャは思った。
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　サーシャがゴブリンに狙いを定めて、ビンゴブックをめくっていた頃。

「……そのゴブリンの群れを、まだ誰も討伐してねえのか？」

「そうなんですよ、依頼を受ける人もすっかり減っちゃって……」

　診療所から帰ってきたクラークたち勇者パーティーが、ギルドで受付係と話していた。

　いずれも怪我はかなり回復したようで、サラとジャスミンはガーゼをあちこちに貼ってはいるものの、調子はよさそうだ。パトリスも元気を取り戻したらしい。

　明日も問題なく案件をこなせそうだと判断した一行は、なにかしらの依頼を受けに来た。そこで、依頼が発生してから何日も経っているのに、いまだに討伐されていないゴブリンの群れの存在を知ったのだ。

　ツインヘッドブル討伐の失敗を、なるべく早く帳消しにしたいと考えていたクラークにとっては、ちょうどいい依頼でもあった。

「そうか、だったら俺たちが引き受けようか？」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　夕方の苛立ちはどこへいったのか、すっかり落ち着いて、勇者然としたクラークがそう言うと、受付係は喜んだ。

「お前らも、かまわないよな？」

「いいね、復帰の肩慣らしにはうってつけだよ、ゴブリンなんてのは」

「ストレスもたまってたし、切り刻んでやろっと！」

「うん、私もそれがいいと思う」

　各々が答えていく中、パトリスだけは、どうにもまだ渋っているようだ。

「わ、私は……また、迷惑をかけてしまうのではないかと……」

　どうやら、ツインヘッドブルとの戦いをまだ引きずっているようだ。クラークはそんな彼女に歩み寄り、頭をなでて言った。

「大丈夫だよ、いきなり難しい依頼を受けた俺にも責任はある。今回のゴブリン討伐から慣れていけばいいさ、な？」

「あ、ありがとうございます……！」

　とはいえ、実際のところ、あの魔物には勉強させられた。

　ポーションが足りなかった可能性はある。そのために、冷静になって指示を下せなかったのかもしれない。今度こそ準備を怠らず、勇者パーティーの強さを示す機会をふいにしないようにしなければならない。

　なにより、フォンがいないから依頼をこなせなかった、などと言われないように。そして、忍者などというよくわからない職業よりも、勇者こそが勝っていると証明できるように――クラークは強くそう思った。

「よし、それじゃあ明日、早朝に準備して、出発するとしよう！」

　勇者のかけ声で、仲間たちは力強くうなずいた。

　クラークの考えは正しい。しっかりと準備をすれば、失敗はない。

　ただし、それは彼らがなにを準備すればいいかを知っていればの話だ。適当にポーションをいくつか持っていくだけを、準備とはいわない。

　根本的な問題を見落とした彼らは、意気揚々と冒険者ギルドを出た。
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「うぅ、頭が痛い……」

「あんな時間まで飲んでるからだよ、ほら、これ」

　朝まで飲んだその日、宿からギルドに向かう大通りを平然と歩くフォンと、赤ら顔でふらふらと歩くクロエの姿があった。どう見ても、クロエは二日酔いで完全にまいっている。

　忍者から手渡されたどす黒い団子をクロエが口に含むと、顔色がたちまち悪くなった。

「フォンだって一緒に飲んでたのに……うぇ、苦がぁ……」

「解毒の兵ひょう糧ろう丸がんだから、苦いのは仕方ないよ。それに前にも言ったけど、僕は酔わない体にされてるから。クロエと話すのが楽しかったから、つい飲みすぎちゃって、ごめんね」

「ヒョウロウガンって、何種類あるの……あ、あれって」

　苦さのあまりクロエが顔をしかめていると、向こうから見慣れた顔の女性が歩いてきた。

　サーシャだ。相変わらず巨大なメイスを背負って、冷たい目で、ふたりを睨んでいる。

「お前たち、なにしてる？」

「サーシャこそ、なにをしてるの？」

「依頼で、魔物の討伐。街の近くの洞窟に、ゴブリンの群れがいる。サーシャ、そいつらをつぶしに行く。今日もほかの奴ら、行ったけど、帰ってこない。人を襲う、食う、あたり前のゴブリン。行った奴ら、きっとろくな準備してない」

「帰ってこないって……ゴブリンが、そんなに危険かな？」

　クロエからすれば、ゴブリンなどとるに足らない。

　いくら人を襲う、食うといわれても、ゴブリン単体の戦闘力はかなり低い。多くの場合、冒険者に蹂じゅう躙りんされるのが常識だと認識しているクロエには、とても信じられなかった。

「ゴブリンなのに、討伐されてない、危険の証。サーシャ、狩る。一族の名、上がる」

　サーシャほどの実力者が『危険』だと言うほどの相手。そんなに危ない魔物だとわかっているのに、先に出発したパーティーはともかく、彼女をひとりで挑ませてはいけないとフォンは思った。

「……そんなに危険な相手なら、僕たちにもなにか、手伝えることが……」

　だが、彼の提案は、サーシャからすれば余計である。サーシャはメイスを背から下ろすと、まるで侮辱されたかのように明確な怒りをフォンに突きつけた。

「余計なことするな。サーシャ、怒る。サーシャ、他人と組まない。ひとりが一番強い」

　フォンとサーシャの考えは、真逆だった。誰かと共にいることを望む者と、誰かの存在を拒む者。協力し合えないのは、フォンにもわかっていた。

「……そっか」

　フォンがあきらめたのを見て、サーシャもメイスを担いだ。

「帰ってきたら、お前、サーシャと戦う。覚えておけ」

　サーシャは、フォンに対する感情がまだ怒りに支配されているのをあらわにして、立ち去っていった。きっと、あの足でそのまま、洞窟へと向かうのだろう。

　サーシャとフォンは、やはりどうにも、簡単にはわかり合えない。

「ほっといていいんじゃない、フォン？　どっか、ほかのパーティーも討伐に行ってるみたいだし、あれだけ強かったら簡単にやっつけちゃうでしょ……あー、頭痛い」

　やや落ち込んだ様子のフォンをクロエが慰めた。自分は今にも兵糧丸を吐き出しそうな顔をしているというのに。

「そうだよね、きっと。じゃ、僕たちも依頼を受けに行こうか」

　クロエなりの慰めを受けて、フォンも少しだけ、元気を取り戻したようだった。

「うん、そだね……それにしても……うぅ、ヒョウロウガンで、口の中がくさい……」

　ふたりは、もそもそと歩き出した。

　途中で何度かクロエが吐きそうになったのを、フォンが介抱した。彼が忍者の英知を結集させてつくった薬のおかげで、だいぶましになった。

　とはいえ、アルコールをすっかり抜くには、もう少し時間がかかりそうだ。

　そんなわけで、冒険者ギルドに着いたときには昼を回っていた。

　フォンはいつも通り扉を開き、受付のカウンターに向かった。

「すみません、今日も依頼を――」

「あーっ！　フォンさん、クロエさん、大変です！　大変なことが起きてるんです！」

　いきなり叫んだ受付係の女性の声にふたりは驚かされた。

「急に叫ばないで、頭に響いちゃうからぁ」

　特に、頭がまだ痛むクロエはそう呻うめいたが、受付係は気にも留めず、話を続ける。

「それどころじゃないんですよ、クラークさんたちが帰ってこないんです！　早朝から街の西にある近くの洞窟に行ったんですけど、昼を過ぎて、まだ帰ってこなくて！」

「そんなの、ちょっと時間がかかってるだけでしょ。どうせもうじき戻るって」

　興奮気味に話す受付係とは対照的に、クロエは面倒くさそうに答えた。

「だとしても、なんだか不安で……例の洞窟のゴブリン討伐依頼だし……」

　例の洞窟。さっきのサーシャの話がフォンの脳裏をよぎった。

「……っ！」

　帰ってこない勇者。何度も冒険者を退けたゴブリン。まさかと思いつつも、フォンの中では確信に変わっていた。だから、彼は真剣に、クロエに聞いた。

「クロエ、あとどれくらいで酔いがさめそう？」

「酔いをさますのは時間がかかるけど、それがどしたの？」

「嫌な予感がするんだ。サーシャの言ってたゴブリンの討伐依頼と、クラークたちが受けた依頼……同じだとすれば、まだ討伐できていない、危険なゴブリンだ」

「それでー……？」

　ゴブリンがどんな武器を使うか。

　面と向かってゴブリンと戦うのが――しかも、これまで何度も冒険者を撤退に追い込んでいるゴブリンと戦うのがどれほど危険なのかを、果たしてクラークが、サーシャが知っているのだろうかと、フォンは思ったのだ。

「――行こう、クロエ。僕の勘があたっているとしたら、みんなに危機が迫ってる」

　最悪の事態を防ぐべく、最も人の命を尊ぶ男は、クロエの目を見て言った。
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　フォンとクロエが街を出発するための準備にいそしむ、少し前。

　街の西部、林の奥にある薄暗い洞窟では、クラーク率いる勇者パーティーが、細い洞窟の入り口から半ばまで進んだところで小粒の魔物を殺して回っていた。

　目あてのゴブリンを殺す前の、肩慣らしといったところである。

「よーし、ここら一帯の魔物はあらかた殺したな！」

　剣を振るうクラークを含め、誰もが完治していなかった。

　だとしても、この辺りの魔物程度では彼らの敵にならない。マリィの魔法で簡単に焼かれ、ジャスミンの剣に切り刻まれ、サラに殴り飛ばされる程度の、貧弱な魔物しかいない。

「リハビリみたいなもんだとは思ってたけどさ、まさかこんなに手ごたえがないなんて。これならもっと強い奴でもよかったかもなあ！」

　クモやトカゲのような魔物を殴り飛ばしながら、サラが笑った。

「ポーションだって、あんなに持ってこなくてよかったかもじゃん！」

　ジャスミンもまた、一対の剣で魔物を真っぷたつにして、サラに同意する。

　ふたりは余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの様子だが、パトリスだけはまだ、大きな盾を振るう姿に不慣れさが見え隠れする。とはいえ、仕事はできているようだ。

「どうかしら、パトリス？　防御役には慣れた？」

「は、はい！　敵の攻撃を防ぐのには、だいぶ慣れました！」

　マリィの問いに、パトリスが笑顔で返した。

「パトリスの盾は高級な鋼はがねでできてるし、技術を手に入れればあっという間に強くなってくれるな。これなら、俺たちパーティーの盾役としてもっと……」

　クラークの理想通りに、パーティーは完成しつつある。

　やはり荷物持ちなど不要だったのだ、自分たちの失敗は、誰にでも起こりうることなのだと、クラークの頭の中で記憶がすり替えられたとき――彼の視界の端に、妙な生き物が映った。

　小さな体。醜悪な顔と長い鼻。飛び出た腹に、禿はげた頭。

「……いたぜ、ゴブリンだ！」

　クラークが叫ぶと、ゴブリンは勇者たちに気づいたようで、声をあげて逃げ出した。

　こんな相手が強いとは、とうてい思えない。サラもジャスミンも、同じ考えだった。

「よっしゃー！　私が一番乗りだーっ！」

　言うが早いか、ジャスミンは逃げるゴブリンを追いかけた。

「あ、おい待てよ！　あたしもぶっ飛ばしてやるぜ！」

　続いて、サラも敵目がけて駆け出そうとしたが、クラークやマリィだけは冷静だった。ふたりは気持ちがはやるサラとジャスミンの肩を掴み、言った。

「みんな、落ち着いて！　パトリスを先頭にして、念には念を入れておきましょう」

「ああ、マリィの言う通りだ。あいつは細道に逃げ込んでいったから、パトリスを先頭にして、確実に仕留めていこう」

　クラークがうなずき、サラたちは命令に従った。ゴブリンが逃げ込んだのは、洞窟の中の細い穴。周りにはほかにも大きな穴があったが、ゴブリンが逃げたのはそこだ。

　パトリスを先頭に、穴に入っていく。ジャスミン、サラ、マリィ、最後にクラークの順番で、いっそう薄暗い穴をどんどん進んでいく。外界の光のおかげで、まったく視界が遮られることはなかったが、それでも不気味な穴だ。

「ずいぶんと細い穴だな、奥になにがあるんだ？」

「なんでもいいじゃん、横から攻撃されないんだし！　よーし、さっさとゴブリンをやっつけて、自慢してやるぞー！」

　怖いもの知らずな態度で前進する勇者パーティーは、なにも警戒していない。というより、相手がただのゴブリンだと思っている以上、警戒する理由もない。

「そうだな、前の奴らは知らねえが、俺たちならゴブリンくらい――」

　クラークがうなずき、細い穴の奥でゴブリンを倒すのだと意気込んだときだった。

「――え？」

　彼の左肩を、鋭い刃物がかすめていた。

　衣服が破れ、血が滲にじみ出す。刃は剣ではなく、槍のものだ。

　はっとクラークが振り返ると、細穴の入り口から顔を覗かせた別のゴブリンが、手にした槍を彼に向かって突き出していた。

「う、ぐああぁッ!?」

　勇者の叫び声で、パーティー全員が異常事態に気づいた。誰もが背後から迫るゴブリンを見た。最低でも四匹はいる。そのいずれもが木製の盾を持っている。

「クラーク!?　そんな、ゴブリンがうしろから!?」

「しかもあいつら、盾なんか持ってやがる！　倒してきた人間から奪ったってのか！」

　サラの叫び声に応じるように、今度は正面からも、ゴブリンが這はい出てきた。同じように武装して、槍を掲げて、パーティーよりもずっと多い数で。

「ま、マリィさん！　前からも、前からもあんなに、ゴブリンが来ました！」

　細い穴の前後から、勇者パーティーを挟み撃ちにするような形で現れたゴブリン。紛れもなく、これは罠だ。

「……まさか、罠？　クラーク、私たちはどうすれば……」

「とにかく退け！　俺たちの正面に敵が集まってるんだ、さっきの場所まで戻るぞ！」

　乱暴に剣を振り回すクラークの刃から逃れるべく、ゴブリンは入り口から退いた。その隙をついた一行がどうにか開けたところまで戻ってくると、細い穴以外にも、ほかの穴からもゴブリンが現れた。間違いなく、これは群れと呼んでいいだろう。

　だとしても、たかだかゴブリン。盾で防御し、魔法を放てば、難しい敵ではない。

「パニックになるんじゃねえよ、全員で固まって行動すれば問題ないぜ！　俺とマリィが魔法で、こんな奴ら……う？」

「クラーク？　どうしたの、急に？」

　がくりと、クラークが膝をついた。剣を握る手が弱々しく、心もとなくなっていく。よく見ると、ゴブリンの持っている槍の先端が、淡い黄色の液体で濡れている。

「……体に、力が入らねえ……痺しびれてやがる、こいつら、ゴブリンの野郎……！」

　にやりと、ゴブリンが笑った気がした。毒にも気づかない間抜けが餌としてやって来たのだと。

「痺れ毒を、武器に塗ってやがるのか!?　お前ら、気をつけろ！」

「ま、まさかこいつら、全員武器に毒を!?　武装までして……!?」

　クラークたちは、心底ぞっとした。

　何人も冒険者を仕留めてきたゴブリンは、やはりただものではなかったのだ。これまでも体を痺れさせる毒で動きを止め、手にした武器で外敵を仕留めてきたのだと理解し、クラークは怖気が止まらなかった。

　一行の中で、もはや滝のような汗を流していない者はいない。

「やばい、やばいよ、これ……！」

　ジャスミンだけでなく、パーティーの全員がどうにか逃げ道を模索していたが、視界のあらゆるところにゴブリンが立っている。襲ってくるまで、抜け出すことはできないだろう。

　気づいたときには、一行は囲まれていた。

　マリィが火の玉を放ち、ゴブリンを威嚇するが、それだけでは囲いに穴を開けられない。仲間も痺れ毒を受けないように、距離をとって戦わざるを得なくなっている。

　そんな状況であれば、対応は決まっている。

「みんな、クラークを守って！　洞窟から出られるように、移動しながら！」

　マリィの指示は的確だった。負傷した人員を囲い、隙を見せないように迅速に移動しながら、洞窟の外に出る。洞窟の外に出れば、きっとゴブリンは追ってこなくなるはず。

　それがなにを意味するか、全員が直感していた――撤退だ。もうそれしかない。

　しかし、痺れて半身も動かないクラークだけが、マリィの言葉に反対した。

「逃げるってのか、ゴブリンから!?　こんなときのために、ポーションを持ってきたんだろ！　解毒薬のひとつやふたつ……」

　クラークが、辛うじて動く首でぐるりとみんなを見た。誰も、目を合わせようとしなかった。

「……まさか、誰も？」

　彼は信じられないと言いたげな顔をしていたが、これに関しては運が悪かった。解毒の薬を持ち合わせているフォンがいれば、どうにでもなったのだが、まさかゴブリンが毒を使うなどとは、誰も想像できなかったのだ。

　最悪の事態に陥っていると、とうとうクラークですら理解せざるを得なくなったとき、ゴブリンたちがついに攻勢に出た。囲いを維持したまま、魔物がいっせいに襲いかかってきた。

「だって、誰もゴブリンが毒を使うなんて思ってなかっただろ！　ポーションだけあればどうにかなるって、痛でええ！――」

　言い訳をするサラは、ついに槍の一撃をもらった。痺れるまで、そう時間はかからない。

「サラ！　パトリス、敵の攻撃を防いで！」

「やってます！　で、でも、あまりにも数が多くて、このままじゃ……！」

　パトリスは盾で仲間への攻撃をうまく防御している方だ。だが、それもいつまで続くやら。ゴブリンの囲いはどんどん小さくなっていくばかりだ。

　唯一脱出できる可能性があるのは、ジャスミンだけ。小柄な彼女は、ぴょん、とゴブリンの頭上を飛び越えて外に出られた。

　これで、反撃の機会がつくれる。そう思った四人だったが、予想は裏切られた。

「……ご、ごめんね、みんな！　これはちょっと、さすがにまずいから、ごめんねーっ！」

　なんとジャスミンは、敗色濃厚――死すら予想できる状況を前にして、逃走を選んだ。軽く謝り、彼女はわずかな囲いの隙間を縫うように飛び出すと、洞窟の出口へと走り去っていった。

「ジャスミン！　テメェ、どこ行きやがるんだあぁ！」

　クラークはもう、叫ぶことしかできない。彼を含め、四人には抵抗の手段がほぼない。

「えい、この……駄目です、こんなの相手にしきれない……きゃああ！」

　パトリスは盾を槍ではじき落とされる。

「ひ、ひいっ！　クラーク、助けて！　クラーク！」

　マリィは魔法を発動する隙を突かれ、ゴブリンに組み敷かれる。

「ちきしょう、こっちに来るなぁ！　この、このっ、ゴブリンのくせにいぃ！」

「う、ううぐう……」

　クラークが剣をぶざまに振り回すだけで、サラはもうほとんど動かない。このパーティーが行き着く先は、間違いなく死だ。希望など微み塵じんもない、失望だけが待っている死。

　誰もが後悔しながら、絶望しながら、同時に目を閉じた――。

「――お前たち、サーシャの邪魔っ！」

　真っ先に声を聞き、変化を感じたのは、マリィだった。

　彼女を組み敷いていたゴブリンが、巨大なメイスによって顔をつぶされ、放り投げられたのだ。ほかのゴブリンも同様に、振り回されたメイスの餌食となっていく。

　そんなことをやってのけるのは、彼女たちの記憶では、ひとりしかいない。

「あなたは、あのときの！」

　サーシャだ。マントを翻し、メイスを構えたサーシャが、洞窟にやって来たのだ。

　乱入した彼女のおかげで、ゴブリンの囲いが一部壊れた。そこを通り抜ければ脱出できるだろうと踏んで、サーシャはゴブリンのいない方角を指さし、言った。

「サーシャ、こいつら、倒す。お前、仲間連れて、洞窟、出ていけ」

「あ、ありがとう、ありがとうござ……」

「早く行け！」

「は、はい！　パトリス、サラを連れてきて！　私はクラークを引っ張っていく！」

　サーシャに急かされ、パトリスは近くのサラを担いだ。マリィは、クラークを担げるほどの力がなかったので、彼を必死に引きずった。

「よ、よせよ！　引きずるなよ、折角の服が……」

「そんなこと言ってる場合じゃないから！」

　互いに文句を言いつつも、囲いの隙間――ゴブリンのいないところを通り抜け、一行は逃げきれた。ゴブリンもまた、戦うべき相手は勇者パーティーではなく、サーシャだと認識したようだった。

（数、多い。でも、サーシャ、数の多い敵の相手、慣れてる！）

　何十匹もいるゴブリンだが、うまくやれば十分に相手はできる。サーシャはすべての魔物をつぶしてやるつもりだったが、彼女が武器を振ろうとした途端、ゴブリンたちは彼女から距離をとった。

「……退いていく？」

　その理由は、すぐにわかった。ゴブリンは、強い相手と戦うつもりはない。

　一番大きな穴から、ぬっと這い出てきたそれを見て、サーシャの額に汗が流れた。

「こいつ、強い」

　自分を倒そうとする魔物の脅威を前に、サーシャは初めて、自身の危機を感じた。
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「ふう、ふう……ここまで来れば、大丈夫かな」

「くそ、体が動かねえ、呼吸もつれえ……！」

　マリィを先頭とした勇者パーティーは、ようやく、洞窟の外まで戻ってこられた。

　麻痺で二名ほど動けなくなっており、体力に自信のないマリィとパトリスが彼らを運ぶ羽目になったので、すっかり疲労困憊だ。泣き言を言って呻くクラークと、言葉を紡ぐ気力もないサラを岩場の辺りに寝かせて、ようやくふたりはその場に座り込んだ。

　すると、聞き覚えのある声が、近くの岩場の上から聞こえてきた。

「あ、生きてたんだ！　うん、わ、私は帰ってくるって信じてたよ！」

　パーティーを置いて真っ先に逃げ出した、ジャスミンだ。顔中に流れる汗を隠そうともせず、さも仲間として健闘したかのように振る舞う彼女に、全員が怒った。

「ジャスミン！　よくも逃げやがったな、クソガキがぁ！」

　クラークは眼球が飛び出しかねない勢いでジャスミンを睨み、怒鳴りつけた。

「よくも私たちを捨てていったね、ジャスミン！」

　動けないはずのサラでさえ怒鳴り散らすの見て、ジャスミンは少し焦ったようだった。

「ごめんごめん、でもさ、あの状況じゃ死ぬかもしれないじゃん？　私のかわいさに免じて許してほしいな、なんてっ！」

　ジャスミンは最年少であることを言い訳にして、かわいさだけで許してもらおうと、身をくねった。謝っているようで謝っていないのが丸わかりだ。

「みんなを見捨てたのに、そんな言い分を……！」

　パトリスは温厚さを捨てて怒るが、クラークはもう、どうでもいいようだった。

「……もういい、それよりせめてポーションでも飲まねえと……」

　クラークたちはポーションしか持っていない。体力の回復はできるが、解毒をしなければ体は動かせない。ずっとここに寝転んでいるわけにもいかず、毒を受けていない者が、早急に街に戻らないといけない。

「ポーションじゃ回復しかできないし、早く解毒薬を街から持ってこないと！」

　ポーションには体力回復の効果はあるが、解毒効果はない。

　まだ動けるメンバーがギルディアの街まで急いで向かい、薬を取ってこなければならないこの状況では、無傷のジャスミンだけが唯一の望みだった。

「だったらさっさと持ってこい、マリィ、パトリス！　あとそこのガキもだ！」

「ガキって、ひどい言い方じゃん、兄ちゃん。そこのババアと一緒にさ、ここで死んじゃうって時に言葉は選ばないとねえ？」

「だ、だ、誰がババアだ、ガキぃ……！」

　こんな緊急事態にまで喧嘩をしているような連中では、よほどの幸運が訪れない限り、解毒薬を持ってこられるのはずっと先だろう――。

「――クラーク！」

　しかし、クラークは幸運だった。

　サーシャを追ってきたフォンとクロエが、勇者パーティーの面々を見つけて叫んだ。

「……フォン！」

　クラークたちにとっては、まさしく砂漠のオアシスのような存在だ。ただ、このオアシスには、死し屍し累るい々るいのさまを見て嫌な顔をする女性がついているが。

「うわ、ひどいやられ方だね。フォン、これって……」

「痺れ毒だ、下半身が痙けい攣れんして動けなくなってる。全員分の解毒剤はあるから、じっとしてて。それよりも、サーシャを見なかった？」

　フォンの質問を受けて、全員が怪け訝げんな顔をする。

「昨日騒動を起こした、女戦士だよ。ここに来てるはずだけど――」

「俺たちを逃がしてくれたけど、まだ洞窟の中だよ！　そんなの、どうでもいいだろ！」

　クラークにとってはどうでもいい。ただそれだけだ。

「……そんなの？」

　フォンの目が丸くなり、クラークの言葉で状況を把握したクロエの表情が険しくなった。そんなふたりの心境などまるで無視して、クラークたちは口々にわめき始めた。

「お前ら、俺たちを助けに来たんだろ!?　さっさと解毒薬をよこせ、介護も頼むぜ！　そうしたらいったん退いて、依頼達成期限の間にもう一度戻ってくるからよ！」

「フォン、早く薬をちょうだい。みんな動けなくて困ってるの」

　クラークは、自分を含めた面々を逃がしてくれたサーシャへの恩を感じないのか。

「ねえ、私たち、元仲間じゃん。あの女より、私の命の方が価値があるでしょ？　それに私の方がずっとかわいいし！」

　ジャスミンはそう言うが、命の価値にかわいさの順位など関係があるはずがない。

　フォンの表情が心配から、あきれに近いものに変わっていく。

「お願いします。私たちが依頼を達成できるように、お願いします！」

　彼らの中ではまだましな感性を持っているパトリスの必死な懇願ですら、結局は自分本位な頼みにすぎないと、フォンだけでなくクロエも察した。

「だいたい、あの女は放っておいたっていいだろ！　あんなヤバいゴブリンにひとりで囲まれてるんだ、どうせ死ぬんだよ！　いい加減薬を……」

　自分を助けてくれた相手は、いずれにしても死ぬと決めつけている。なのに、自分の命は惜しいとわめき散らす。

　クラークの身勝手さを見て、とうとうフォンは小さくため息をついた。

　彼は一度静かに目を閉じ、ゆっくりと開いて、背負ったリュックの中から複数の粉薬を取り出した。いずれも紫色の粉末で、彼はそれをマリィの前に置いてから言った。

「……薬は置いてくよ。好きに使ってくれてかまわない」

　クラークは、理解できなかった。自分たちの要求は、薬と介抱、そして再び戦えるように状況を整えること。薬だけを置いていけなど、ひと言も言っていない。

「置いてく？　お前、なに言ってんだ？」

「兄ちゃんの言ってること、理解できてないの？　私たちを助けてって言ったんだけど！」

「こんなときまで使えねえのかよ！」

　クラークのみならず、サラ、ジャスミンも、自分たちの言う通りに動かないフォンへの怒りを爆発させる。彼をパーティーから追放したときのように、暴言をぶつける。

　唇を真一文字に結んだフォンは返事をしなかった。

「フォン、冗談はやめて！　私たちを街へ連れていって！」

　フォンはかつて友情以上の感情を寄せていたマリィの声すら無視して、クラークたちにゆっくりと背を向けた。彼女の声は、もう届かない。

「ふざけんじゃねえぞ、フォン！　俺を誰だと思ってんだ、勇者クラーク……」

　そこまで言って、彼は黙った。

　振り向いたフォンの、今まで一度も見たことがないほど強固な意志をたたえた瞳と、視線が合ったのだ。あっという間に黙り込んだ面々の前で、フォンは自分の中の感情を必死に抑え込むようにして、声を絞り出した。

「――義を忘れるな。恩ある命を軽んじるな。生への敬意を払え。どれも忍者の掟だ」

　フォンが大事だと思う事柄。いや、人として大事な事柄。

「それに、師匠が教えてくれたんだ。どんなことがあっても人を殺すな、自分が人を守る人間であるために、『人じん不ふ殺さつ』の誓いを守れと」

　彼の師匠から教わった、最も大事な言葉。

　殺すな、だけではない。死なないよう、守れという言葉。

　彼らはすべてを気にも留めず、無視して、己の保身だけを選んだ。こんな連中をかばって、サーシャが今命を落とすかもしれないのだと思うと、いても立ってもいられなかった。

　この期に及んで自分本位な五人を見ていると、ふざけるな、とすら思いつつあった。

「僕はその掟と誓いに従ってきたし、これからもきっと従う。だからこそ、人の命を軽んじることだけは、絶対に許せない――僕がかつて、君たちの仲間だったとしても！」

　クラークを睨んだフォンの目には、確かな正しさと勇気、わずかな怒りがあった。正義の炎が、いつもは穏やかな彼の心で燃えているのが、たしかにわかった。

「うっ……！」

　思わず、クラークはたじろいだ。今まで一度も見たことがない、正義の怒りをまとったフォンに気け圧おされてしまったのだ。

　ほかの面々も同じだった。無自覚な悪意を秘めたマリィ、暴虐的なサラ、無知の妄信者パトリス、幼く邪悪なジャスミン。いずれも、もうフォンの中では、名状しがたいほど邪悪だった。

　なぜ、どうしてここまで人の命を放っておけるのかとフォンが思うほど、感情のたががはずれそうになっていく。

　このまま怒りに身を任せれば、袖の下の苦無を引き抜いてしまいそうだった。

「どうせ死ぬ？　命の価値？　本気で言ってるのか、君たちは――」

　そんな意志の揺らぎに気づいたクロエが、彼の手を握った。

　フォンは、クロエの目を見た。正しさを塗りつぶす怒りの感情が、ゆっくりと平静さを保っていくのに気づいた。クロエがいなければ、きっと彼が後悔する末路が待っていただろう。

「よしなよ、フォン。言ってもわからない連中だし、時間の無駄だよ」

　そう言われ、フォンはうなずいた。クロエの言葉は正しく、クラークたちにかまっている間に、サーシャがどうにかなってしまうかもしれないのだ。

　落ち着いた彼は、これ以上勇者パーティーの誰と話していても時間の無駄になると思い、洞窟に向かって歩き出そうとした。

「行っても死ぬだけだぜ、フォン！　間抜け野郎め！」

　一命をとりとめたというのに、クラークの口から出てくるのは、暴言だ。

　今度はクロエの血管が切れそうだった。

「あいつ、頭に矢を撃ち込んでやろうか」

「クロエ、ゴブリンの数を考えれば、矢は一本も無駄にできないよ」

「わかってる、ちょっとしたジョークだよ。でも、次にあいつらがわめいたら撃つからね」

　フォンがいさめて、ようやくふたりは歩き出した。

　なのに、まだ彼らに駆け寄ってくる者がいた。

「ちょ、ちょっと待って、待ってよ！」

　唯一無事だった、ジャスミンだ。貼りつけた笑顔を見せつける彼女に対して、振り返ったクロエの表情はどこまでも冷たかった。

「なにか用？」

「ね、ね、もしかしてふたりとも、すっごく強かったりする？」

「それがどうかした？」

「私さ、人を見る目はあるつもりなんだよね！　勇者についてるより、そっちと一緒にいた方がいいことありそうだし……かわいい私を、パーティーに入れてほしいなぁ？」

　厚顔無恥の極み。かわいこぶってはいるが、その腹の中は黒いどころでは済まされない。あまりにも下げ衆すすぎる行動に、クロエは思わず、笑うしかなかった。

「……ふふっ」

　ただ、笑ったからといって、何事も肯定の合図とは限らない。

「い、いいの!?　ありがとうお姉さん、わた――ぶぎゅるうっ!?」

　ぱっと顔が明るくなったジャスミンの顔面に、クロエが振りかぶった弓による打撃が命中したからだ。鼻がへし折れるような音と共に、ジャスミンはその場に転がった。

　彼女はクロエが最も嫌う性格の持ち主なのだから、この対応は当然ともいえる。痙けい攣れんして動かないジャスミンに向かって、唾を吐きかねない顔で、彼女は吐き捨てるように言った。

「次話しかけたら、頭を射貫くから」

　そうして、足早に駆け出したふたりのうち、フォンが申し訳なさそうにこぼした。

「……ごめん、クロエ」

「気にしないで。フォンにこれ以上、あんな顔をさせたくないから」

「わかってる、感情はちゃんと抑制するよ。忍者として最低限のことすらできなくなった自分が恥ずかしいよ、本当に」

「怒りは誰だって覚えるものだよ。それより、作戦はどうする？」

　フォンはクロエの方を見て、ここに来るまでに話していたことを反はん芻すうするように答えた。

「ここに来る途中で話した通り、数が多いと踏んで、クロエにさっき渡したものを使ってほしい。相手を攪かく乱らんして、その間にサーシャを助けて、脱出する」

　クロエの腰には、フォンの小物入れが提げられていた。中に入っているのは、赤い筒がいくつかと、フォンが使っていた携帯着火装置、打竹。

「これだね、オッケー。フォンの動きも、予定通りに？」

　攪乱と集団に対する撃下はこれで十分。あとは、サーシャの救出だ。

「うん――潜入と暗殺は、忍者の本領だ」

　フォンにとっては――決して口にしなかったが、朝飯前であった。
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「……う……」

　どれくらい、気を失っていただろうか。

　サーシャは目を覚ますと、自分のマントが剥はぎ取られ、両手足を縛られ、座らされているのに気づいた。体中が痛む上に、うまく動けない。

　きっと、ゴブリンが武器に仕込んでいた毒のせいだ。

「……ゴブリン！」

　そこまで思い出してようやく、サーシャは気づいた。

　自分はゴブリンと戦っていて、多少優勢ではあったが、想定外の強敵の登場で劣勢に追い込まれた。そして、足に槍の一撃をもらい、痺れ毒が回ってきた。それでも抵抗したが、棍棒の強烈な一撃を後頭部に叩き込まれ、意識が途絶えた。

　そんな蛮行をやってのけたのは誰あろう、眼前のゴブリンの群れである。

　いや、もはや組織と呼んでもいいだろう。槍や盾を装備し、毒を使い、確実に敵を仕留める。そうして敵の死体から剥いだ武器でさらに強化され、いっそう勢力を強める。

　サーシャのそばには、ゴブリンが何匹かいて、彼女が武器を奪わないようにメイスを守っている。彼女の武器も、きっとゴブリンを強くする力の一部となるのだ。

「お前たち、サーシャ、どうするつもりだ！」

　噂で聞くところによると、ゴブリンは集団で人間の雌をなぶる場合があるらしい。それはサーシャにとって、殺されるよりもずっと恥である。

「犯すつもりなら殺せ！　サーシャ、生き恥、さらさない！」

　その言葉が、ゴブリンに届いたのかはわからない。

　しかし、何十匹といるゴブリンたちは、サーシャを慰み者にするつもりはなかったようだ。証拠として、それらはすみかの奥から、とんでもないものを引っ提げてきた。

　巨大な棍棒。ゴブリン三匹がどうにか持ち上げて、やっと動くくらいの代物だ。

　こんなものをどう使うかなど、決まっている。思いきり振り下ろして、サーシャの頭をつぶすのだ。そうなれば、彼女の頭は体にめり込み、即死する。あるいは頭のない体をオブジェとして飾るつもりなのだろうか。

　手足を縛られたサーシャには、逃げるという選択肢は毛頭なかった。というより、どれだけ動きたいと思っても動けないのだから、どちらにしても逃げられない。

　洞窟内は広いが逃げ道は狭い。彼女の前後はゴブリンたちに塞がれているからだ。仮に拘束を解けたとしても、いっせいに襲いかかるゴブリンの群れと戦うのは多勢に無勢だ。

　これまでかと、サーシャの脳裏に、自身の最期がよぎる。

　トレイル一族のひとりとして、魔物を倒し続け、その名を永劫に残すつもりだったが、まさかこんなところで最期を迎えるとは。フォンとの決着もまだ、ついていないというのに。

　サーシャが思い浮かべたのは、あのとぼけた忍者の表情だった。

「……？」

　ふと、彼女は自分の目を疑った。そのとぼけた顔が、ゴブリンたちの中に紛れていた。

　サーシャの見間違いでなければ、間違いなく、わずか一瞬だが、自分の処刑を楽しむゴブリンの群れの中に、フォンの顔が見えたような。

　もう一度まばたきをすると、その姿はなかった。彼女がなんとかして、もう一度フォンの姿を捜そうとするよりも先に、ゴブリンたちが巨大な棍棒を振り上げた。じっと待ってくれるはずも、辞世の句を詠む時間を与えてくれるはずもない。これで終わりだ。

「……ッ！」

　サーシャは息をのみ、目を閉じた。

　そしてただ、死を待った。待った。

　ほんの一瞬でやってくるはずだった確実な死を、待った――。

「……？」

　こなかった。サーシャの頭は、まだそこにあったし、つぶれてもいない。

　サーシャは目を開き、驚くべき光景を目の当たりにした。

「――フォン！」

　フォンだ。ここにいるはずのない忍者が手にした小刀が、棍棒を持ち上げた処刑役のゴブリン三匹の頭を、まとめてはね飛ばしたのだ。

　いくらゴブリンたちが興奮していたとしても、人間ひとりが紛れていれば気づくはず。しかし、フォンは今この瞬間まで完全に気配を絶ち、まったく気づかれないままゴブリンに奇襲を仕掛けた。

　つまり、フォンの忍者としての気配遮断が優れているからだ。

　ごろりと、ゴブリンの首が地に落ちる。支える者を失った重い棍棒が、鈍い音を立てて地面に落ちたのと同時に、呆気にとられていた仲間たちが、いっせいに騒ぎだした。槍を持ち、盾を構え、処刑役を暗殺したフォンに向かって襲いかかろうとする。

　サーシャが『危ない』というよりも先に、フォンが叫んだ。

「クロエ、今だ！」

　彼のかけ声と共に、細い穴から顔を出したクロエ――弓を構えていたクロエが身を乗り出し、すみかの奥に向かって矢を放った。

　矢はゴブリンに刺さったが、今さら仲間が一匹死んだだけでは、魔物の勢いは止まらない。サーシャはそう直感しており、ゴブリンも仲間の死を無視して突進するが、そうはいかなかった。

　――ドカン！

　クロエの笑顔と共に、矢の先端にくくりつけられていた赤い筒が、爆裂した。
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　火属性の魔法か、それよりももっと強大な爆発。耳をつんざく轟音と、すさまじい勢いの風と共に、十何匹かのゴブリンの体が吹き飛ばされた。

　同時に、サーシャの体が、ふわりと持ち上がった。

「逃げるよ、サーシャ！」

　いつの間にか、彼女はフォンに抱きかかえられていた。

　細い穴を、フォンが走り抜ける。脇にかかえられながらも、サーシャは彼に怒鳴る。

「サーシャ、助け、いらない！　お前、邪魔！」

　そう言われることは、フォンにとっては想定の範囲内だった。

「今さら遅いよ、もう助けちゃったから！　クロエ、援護お願い！」

　フォンはサーシャの言葉を軽く聞き流すと、細い穴の入り口で待機していたクロエに向かって叫んだ。

「りょーかいっ！」

　彼女は事前に打ち合わせていた通り、再び赤い筒が取りつけられた矢を放った。フォンが通り抜けた穴の中の壁に突き刺さったそれは、わずかな間を置いて、またも爆発を起こした。

　追いかけてきたゴブリン数匹が、爆弾によってばらばらになった。細い穴も、衝撃に耐えきれずがらがらと大きな音を立てて崩れた。これでは、辛うじて爆発を逃れて無事だったゴブリンたちがどうがんばっても、岩をどかして穴を貫通させることはできないだろう。

　間一髪で細い穴から抜け出したフォンに抱きかかえられていたサーシャは、すさまじい爆発と地響きを目の当たりにして、自分では絶対にできない妙技に呆然としていた。

「お前、あの爆発、魔法か!?」

「火か遁とん『爆砕の術』……使ったのは魔法じゃなくて、爆薬だ。僕は魔法を使えないけど、低級忍術なら、火薬を使ってそれに近い爆発は繰り出せる」

「か、カヤク？」

「詳しくは話せないけど、不思議な粉だよ！」

　忍者が使う火薬。火を起こすのに必要な道具だが、一般的には使われていないし、知られてもいない。だから、サーシャが知らないのも当然だ。

　だが、これだけでは終わらない。

「クロエ、矢を射って！」

　フォンの指示で、クロエが普通の矢を二本、それぞれ巣穴に通じる、さっきよりも大きな穴に向かって放った。矢が穴の壁に刺さると、なんと砂でできた城のように、そちらの岩も崩れ落ちてしまったのだ。

　こんな芸当、魔法としか思えない。サーシャは体の痺れも忘れて、驚いた。

「巣穴への入り口が、つぶれた……!?」

　ただ、なんということはない。超人的な技術であり、魔法でもない。

「地の利を活かし、的確な位置にひびを入れることで洞穴を崩壊させる低級忍術、土ど遁とん『岩崩しの術』。これならすぐには追ってこられない」

「まさか、こんなにうまくいくなんてね。サーシャ、怪我はない？」

　クロエがサーシャに近寄ると、彼女は体をじたばたと動かして抵抗した。

「怪我、ない！　サーシャ、なにも……うっ……」

　しかし、抵抗にすらなっていない。どうやらサーシャも、ゴブリンの毒によって体の動きを御されていたのだ。

「やっぱり、痺れ毒を……それに体へのダメージも多い。ここから逃げ出す体力のことも考えると、ちょっと乱暴な手を使わせてもらうよ」

　フォンは巻物が入っているのとは別のポーチを開き、中に入っていた小袋から真っ黒な団子を取り出し、サーシャの口に押し込んだ。

「これを食べて。かなり苦いけど、解毒と気付け、一時的な体力増強の効果がある」

「ぐ、うぶ、ん……！」

　すさまじい苦みでもだえるサーシャを見て、クロエの口に、苦みがよみがえってくる。

「うわ、苦そ……フォン、私が今朝食べたやつと、どっちが苦いの？」

「効能は味に比例する。クロエが食べたものの十倍は苦いよ」

「うえぇ……」

　フォンの言う通り、効果は絶大なようだ。体を動かせるようになったサーシャは、ぎろりとフォンを睨み、せき込みながらも叫んだ。

「う、げほ、げほ……お前ら、なんでサーシャ助ける!?　掟か、使命か!?」

　今度は、フォンは迷わず答えた。

「どっちでもない。掟よりも大切なのは人の命だ。どんな相手だって、救える命があるのなら手を差し伸べることが、僕にとってなによりも大事なんだ」

　クラークたちの姿を見て――あるいは自分がどうするべきかを考えて、フォンの心は決まったのだ。掟よりも大事なものを見つけたのだ。

　フォンはようやく、自分の生きる道を見つけられたともいえる。クロエとの出会い、サーシャからの問い、クラークとの決別、すべてが答えを導き出してくれた。

　サーシャは感銘も感動もしなかったが、ぷい、と顔を背けて言った。

「……フン。サーシャ、礼、言わない」

「こんなときまで強情なんだから。それよりもほら、さっさと逃げないと――」

　あきれた様子のクロエが微笑むのと同時に、洞窟内に轟音が鳴り響いた。

「――な、なに!?」

　どう考えても、爆薬の音ではない。いったいなにがあったのかと、周囲を見回していると、最後に岩を砕いて封じたはずの穴が、再び貫通していた。まるで、強力な魔物が、内側から乱暴にこじ開けたかのように。

　それはあながち、間違ってはいなかった。

　穴から這い出てきたのは、巨大な茶色のトカゲ。人間よりずっと大きく、鋭い牙と爪を持っている。きっと、あれで無理やり岩を砕き、穴を掘り進めて貫通させたのだろう。

　トカゲはただ巨大なだけでなく、茶色の肌らしい部位がすべて、岩のように硬質化している。その魔物と、それを飼い慣らしているらしい、上にのっているゴブリンを苦々しく見つめるサーシャの表情で、フォンは察した。

「……なるほど、サーシャがゴブリンに遅れをとった理由が、あれだね？」

「そう。サーシャ、あいつの攻撃でやられた。あいつ、硬くて強い」

　クロエは魔物の名称までも知っていた。

「ロックリザード。洞窟の長を、まさかゴブリンが飼い慣らしてるなんてね」

　フォンたちを狙うように、ロックリザードは彼らを見て唸った。

「グル、グルル……！」

　そのうしろから、武器を構えたゴブリンがぞろぞろと出てきた。数はさっきよりも少ないが、どれも武器を構えていて、おまけに殺気立っていて、相当危険である。

「しかもほかのゴブリンまで出てきたよ！　フォン、どうする!?」

　だとしても、やるべきことは決まっている。ひとつは逃げる。もうひとつは、戦う。

　フォンは、自分が誰の相手をすべきかをすでに見定めていた。

「僕がロックリザードの相手をする。みんなはゴブリンを倒してくれ……サーシャ、動ける？」

　苦無を構えるフォンの問いに、サーシャは地面に転がしていたメイスを勢いよく持ち上げて、応えた。クロエもまた、返事こそしなかったが、弓を構えた。

「サーシャ、最初から動ける。お前の助け、いらない」

　サーシャは戦える。ゴブリンは追ってくる。ならば、答えはひとつ。

「ならよかった――それじゃあ、みんなの命を守るために、僕も本気で行くよ！」

　忍ばず、戦う。大切なものを守るべく、忍者のすべてを、ここで見せるのだ。

　いっせいに襲いかかってくるゴブリンに対して、クロエとサーシャが動いた。

「よーし、フォンから渡された毒薬とか爆薬とか、全部使ってやる！」

　クロエの矢筒に入った矢には、いずれも特殊な加工が施されていた。爆薬もそうだが、先端が黄色や紫色に濡れている矢を、クロエは率先して放った。

　すると、矢が刺さったゴブリンは、小刻みに震えて痙攣し始めた。また、ほかのゴブリンは嘔おう吐としながらのたうち回ると、息をしなくなった。いずれもフォンがクロエに渡した、忍者にしか調合できない特殊な毒薬である。

　さらに、爆薬で大量の敵を爆散させていくクロエ。そのうしろでは、サーシャがメイスをこれでもかと豪快に振り回し、近づいてくるゴブリンを叩きつぶしていた。

「ぬおらあぁぁっ！」

「ちょ、さっきまで体が痺れてたんでしょ!?　そんなバリバリ動いちゃって大丈夫なわけ!?」

「サーシャ、力もりもり湧いてくる！　さっきの団子、すごい！」

　そう言うサーシャの顔には血管が浮かび上がって、目は爛々と輝いている。ゴブリンの猛攻などものともしないサーシャは、文字通り暴れ狂っている。

「ヒョウロウガンってすごいね、二日酔いからドーピングまで……うりゃっ！」

　クロエが笑いながら、ゴブリンの目を射貫いた。

　その奥で、フォンとロックリザード、それを操るゴブリンが対峙していた。

　ロックリザードの両隣には、それを警護するゴブリンが合わせて十匹ほど群れている。どう考えてもフォンの方が不利だが、それは忍術を使わなければ、の話だ。

「クロエは敵の攪乱、サーシャは敵を順調に倒せてるね。だったら、僕は――」

　もう、フォンは忍ぶ気はなかった。

　彼はポーチに手を突っ込むと、青色の巻物を取り出し、ためらいなく開いた。

「こっちの敵を倒す！　まずは、ゴブリンからだ！」

　紙に刻まれた青色の文字の上で指を走らせると、文様の中からごぼごぼと水があふれてくる。宙を漂う巻物から、フォンが忍気によって生み出した水は、彼の両手のひらの内側で球体となり、迫りくるゴブリンの群れの姿を映した。

「上級忍術――水すい遁とん、水すい流りゅう槍そうの術！」

　次の瞬間、フォンが両手をしならせて振るうと、水球は多数の槍のような形をとり、いっせいにゴブリン目がけて解き放たれた。

　勢いよく発射された水の槍は、接近するゴブリンの頭を的確に貫いた。まさかゴブリンも、水が頭を貫通するとは思っていなかったようで、慌てて逃げ惑う。

　だが、フォンの上級忍術は敵を逃がさない。轟々とうなる水流の槍は、ロックリザードを護衛していたすべてのゴブリンをたちまち仕留めてみせた。

　血を噴き出して倒れるゴブリンの群れを見て、フォンは青い巻物をしまう。

　ひとまず、これで小物は始末できた。残るは、ずんずんとこちらにせまる大物だけだ。

「まずは小手調べ！」

　ロックリザードを見据えたフォンは指を軽くしならせると、どこからか手裏剣を八枚取り出しながら屈んで、すべての指に挟んだ手裏剣を魔物目がけて投げつけた。

　ゴブリンを狙わないのは、それがロックリザードを操っているからだ。主を失ったロックリザードが暴走するに違いないと、フォンは察していたのだ。

　しかし手裏剣は突き刺さらず、岩のような肌にはじかれた。ならば、と今度は赤い筒を苦無にくくりつけた。近くの岩肌でこすってそれに火をつけ、フォンは投とう擲てきした。

「火遁、爆砕の術！」

　苦無は吸い込まれるようにロックリザードに向かって飛んでいたが、魔物が乱暴に体を反らすと、苦無は突き刺さらずにはじかれ、空中で爆散した。

　ゴブリンであれば確実に死んだ一撃でも、この〝怪物〟には通用しないようで、ロックリザードは煙の中から平然と姿を現した。

「……やっぱり、硬い。低級忍術じゃあ、あの鎧は破れないか」

　ゴブリンも「この程度か」と言いたげに、にやにやしている。

「でも、体のすべての部位が硬いわけじゃないはず！」

　爆薬でも無傷なのは予想外だったが、それならそれで、フォンにも次の手段がある。

「グオアアァァ！」

　ロックリザードは大声と共に突進してきたが、フォンは逃げようとしなかった。代わりに、手のひらいっぱいに軽く握っていたものを、思いきり魔物の足もとに投げ込んだ。

　かまわず、ロックリザードは突っ込んできた。しかしそれが、最大の過ちだった。

「ギギャアアア！」

　ロックリザードは急に動きを止め、片足を思いきり地面から浮かせた。その場に立っていられないと言わんばかりの挙動は、魔物を操るゴブリンにとっても想定外のようで、どう命令すればいいか、困惑しているらしい。

「どうだ、忍具『撒まき菱びし』の踏み心地は！」

　実際、ロックリザードは鋭いものを踏みつけていた。いつの間にかフォンがまいていた、鉄でできたとげとげの道具は撒菱といい、鋭く尖った部分が必ず上にくるように設計されている。人が踏みつければ甲を貫通するそれは、魔物にとっても激痛をもたらす代物だった。

　そして、片足を持ち上げ、バランスを崩したのなら、フォンにとって絶好のチャンス。

「よし、あとは鎖鎌で……はぁっ！」

　彼は腰の鎖鎌を取り出すと、鎖を勢いよく、ロックリザードの地についた方の足に投げつけた。ぐるぐると巻かれた鎖を見て、クロエは彼がなにをしようとしているのかに気づいた。

　フォンは、姿勢を崩したロックリザードを転ばせるつもりなのだ。

「いやいやいや、いくら姿勢を崩してるからって、あんなでかい魔物を転ばせられるわけがないでしょ！」

　人間であれば、とうてい不可能。だが、忍者に不可能はない。

　ロックリザードの重心がずれる。フォンの両手に思いきり力が込められ、筋肉が浮き出る。細身だが剛力よりもずっと強い、忍者の腕力ならば、持ち上げられない重さではないのだ。

「ふん、ぐ、でえりゃあああああああああぁぁっ！」

　フォンの雄お叫たけびと共に、ロックリザードがひっくり返った。

　やわらかそうなピンク色の腹部を露出しながら、じたばたともがく巨大生物を見て、ゴブリンたちも、クロエも、サーシャですらも驚くばかり。

「……うっそぉ」

「あ、あいつ、サーシャより力持ち!?」

　そして、フォンは弱点を見逃さなかった。

「予想通り、腹もやわらかいと見た――そこだっ！」

　ロックリザードの腹が弱点と踏んだ彼は、鎖鎌を投げ捨て、赤い巻物を開いた。

　黄色が雷、青が水とくれば、赤色の巻物になにが秘められているかは決まっている。フォンが巻物の文面を指でなぞると、彼の右手に真紅の火が現れた。

　小さな火は次第に大きくなり、フォンの背丈よりも巨大な炎となる。ロックリザードがおののくほどの爆炎は、今や敵を食らいつくす竜のような姿をかたどっていた。

　唸り声すら聞こえてきそうな威圧感を放つ炎の竜は、めらめらと空気を燃やし――。

「火遁、大だい轟ごう炎えんの術――さらば！」

　フォンが手を勢いよくかざすのと同時に、魔物に突撃した。

　ロックリザード目がけて突き進む轟炎の竜は、ピンク色の腹に直撃した。そして、刹せつ那なの静寂ののち、ロックリザードはものすごい勢いで燃え上がり、大爆発を起こした。

　一瞬でバラバラの肉塊へと姿を変え、魔物は絶命した。あらゆる攻撃をはじく岩のような肌も、やわらかい腹で起きた爆発に対してはなんの意味もなかった。

　爆発の後、巻物をしまったフォンはゆっくりと、煙の中へ近づいた。そこには、まだ敵が残っていた。ロックリザードを操っていたゴブリンだ。飼い慣らしていた魔物が転倒した際に下敷きとなり、爆発に巻き込まれてもまだ生きていた。

　ただ、体の半分以上が吹き飛んだ、無惨なありさまだった。虫の息のゴブリンを、クラークならば嘲笑っただろうが、フォンは違う。

「……あれだけの大物を飼い慣らすとは、見事だよ」

　ゴブリンの頭に小刀を突き刺し、一瞬にして絶命させた。魔物であっても、フォンはその強さと命に、敬意を払ったのだ。その証拠に、彼は敵に一滴の血すら流させなかった。

　敵に誇りある死を与えたフォンは、クロエとサーシャのことが気になり、小刀を引き抜かずに置いたまま、ふたりを見た。

　果たして、フォンの援護など不要であった。

　辺りに散らばる無数の屍しかばねの中に、クロエとサーシャは立っていた。すっかり空になった矢筒を背負ったクロエと、血を滴らせたメイスを地に突き刺すサーシャは、まったくの無傷だった。

「フォンが一匹倒す間に、ゴブリン全滅させちゃったね、ははっ！」

「ゴブリン、サーシャの敵じゃない。サーシャ、やっぱり、強……」

　強がっていたサーシャだが、いよいよ限界だったのか、ふらりと倒れた。

「サーシャ!?」

　咄嗟にフォンが彼女を介抱したが、ある意味では予想通りだった。もとより毒でやられた体を無理やり動かしていたのだ、戦闘中に倒れなかったのが奇跡だ。

「兵糧丸のドーピングが切れたんだ。しっかり体を休めた方がいい、早めに街に戻ろう」

「うん、そうしよう……フォン」

「ん？」

　ふと、クロエの声を聞いて、フォンは彼女を見た。

「初めて会ったときより、いい顔してる。私は今のフォンの方が好きだよ」

　クロエはフォンの答えを――今の自分自身をどう思っているのかを、ここで聞きたいと言っているようだった。

　そんな彼女の思いを察したのか、サーシャとメイスをまとめて担ぎながら、彼は答えた。

「……僕は忍者だ。忍者は陰に潜む者だって、掟でも定められてる。けど、僕は掟より、忍者のあり方より――仲間を信じたい。『人不殺』の誓いを信じて、人を助けたい」

　忍者とはなにか。

「だから、僕は僕の思う忍者であり続けるよ」

　きっと、正しい答えはないだろう。

　ただ、人を助けたいと強く願うフォンの思いこそが、今の彼にとっての答えであった。










忍者、新たな仲間とパーティーを組みます




　翌日、何事もなかったかのような朝。

　フォンとクロエは、冒険者ギルドでいつものように、依頼をあさる。大抵の依頼はこなせるとわかったので、報酬が高いものを選ぶ。それは冒険者にとってはあたり前の光景。

　しかし、今日は少し違った。

「……で、なんでサーシャは、まだここにいるのよ」

　不思議そうに尋ねるクロエの隣に、顔や腕に包帯を巻いたサーシャがいるのだ。

　クロエの反対側でフォンを挟むサーシャは、別段彼を気に入ったからだとか、助けてもらった恩だとかでここにいるわけではない。じとりとした目つきが、そう言っていた。

「サーシャ、フォンと決着つけてない。フォン、逃がさない。サーシャ、見張る」

　じろじろとサーシャに見られて、フォンは困った様子だ。

「あ、あはは……」

「戦いが終わるまで、サーシャ、お前を離さない」

　どうやら、先日の決闘の決着をつけるまで、彼女はずっとフォンと一緒に居続けるつもりなのだろう。フォンは苦笑いするほかなかった。

「とにかく、ゴブリンの被害は抑えられて、サーシャも助かったし、一件落着ってところかな。あ、そういえば、勇者パーティーは――」

　クロエがふと思い出したように、勇者たちについて話そうとしたときだった。

「俺たちを呼んだか？」

　噂をすればなんとやら、冒険者ギルドにクラークと仲間たちがやって来た。

　サーシャも怪我が多かったが、クラークとマリィ、パトリスはもっとひどかった。魔法を使って怪我を治してくれる特別な診療所で治療してもらったというのに、サーシャより包帯とガーゼが目立つ。ジャスミンとサラに至っては、ここにいもしない。

　フォンを見るだけで嫌悪感をあらわにしていた彼らだったが、なぜか今日はそんなそぶりを見せない。普段と様子が違うクラークに、クロエが嫌みっぽく言った。

「呼んでないけど、いやー、ひどいありさまだね」

「それでも、この怪我で済んだのは、フォンさんが解毒薬をくれたおかげで……」

　パーティーの中では唯一毒されていないらしいパトリスが、礼を言おうとしたが、それより先にクラークがずい、と前に出た。

　そして、不快なくらい上ずった声で、フォンに言った。

「なあ、フォン。昨日、あの後みんなで話し合ったんだ。俺たちがお前のおかげで助かってたところも、もしかしたらあるんじゃないかってよ。で、結論が出たんだよ」

　結論とはなんのことか。理解できないフォンの前で、クラークは続けた。

「もう一度、俺のパーティーに雇ってやろうかと思うんだけどよ、どうだ？　報酬は弾むし、マリィなんかは特に、お前を待ってるぜ？」

　もう一度雇ってやるなどという話を、誰が受け入れることができるだろうか。

「あんた、頭おかしいんじゃないの!?」

　クロエが声を荒らげるのも当然だった。さんざん小馬鹿にして、足あし蹴げにした相手が有用かもしれないと知るや否や、完全に上から目線で〝もう一度雇ってやる〟と言ったのだから。

　もっとも、クラークが下した手てに出てお願いしてきたところで、筋違いであることには変わりない。

　しかも、彼の考えは仲間にも伝播しているようだ。

「フォン、もう一度、私たちと一緒に冒険しない？　サラとジャスミンはまだ診療所だけど、昨日も納得してくれたし、また楽しく冒険に……」

　ややまともな感性を持っているはずだったマリィまでもが、その提案の異常さに気づいていない。

　楽しく冒険に出かける。

　言い換えれば、もう一度奴隷として使ってやる――という意味である。

　狂った連中に耐えかねたクロエが矢に手をかける前に、フォンが静かに口を開いた。

「――僕がいた里の掟じゃ、裏切りに対して、四肢を裂くか、肛門に鉄の杭を打ち込むかの罰が下される。理解できないだろうけど、裏切りは忍者にとって重罪だ」

　いきなり掟の話をされて、クラークはぽかんとした。

「は……？」

「どちらにしても、僕はもう君たちと組む気はない。それだけは言っておく」

　もう、なにがあっても、フォンはクラークのもとには戻らない。今よりちやほやされても、ずっと高い給料を支払うと言われても、フォンは首を縦に振るつもりはない。

　クラークが己のあり方を見直せば可能性はあるが、今はあり得ない。

「なんだと、つけ上がりやがって！」

「まだ怪我は治ってないんだろう？　無理はしない方がいいよ」

「うるせえよ、フォンのくせに――」

　激高したクラークは、剣の柄に手をかけた。

「――え？」

　クラークの動きは、決して遅くなかった。しかし、彼が剣を鞘から引き抜こうとした時点で、すでにフォンの方が一枚上うわ手てだった。

　彼は苦無を構え、クラークの喉もとに突き立てていた。フォンは首に黒い刃を刺しはしなかったが、もしクラークの剣がこれ以上動くようなら、躊ちゅう躇ちょなくその喉を裂くつもりでいる。

　フォンの目は、クラークを見据えていた。

「忍者の前で感情なんて見せない方がいいよ。敵なら、なおさらね」

　フォンにとってクラークは決して仲間ではない。敵なのだ。

　しかも、彼らを敵としているのは、フォンだけではなかった。

「あと、今の僕は、今までみたいにひとりじゃない。仲間ならいる」

　彼のうしろでは、クロエが弓を構え、サーシャがメイスに手をかけていた。どちらも、フォンに仇あだなす敵を仕留めるため、ただそれだけのために武器を手にした。つまり、彼の敵は、今や彼女たちの敵でもあるのだ。

「そういうこと。あんたなんてお呼びじゃないってわけ」

「サーシャ、仲間、違う。でも、サーシャより先にフォンを倒す、許さない」

　さて、こうなると、クラークに勝ち目はない。マリィもパトリスも、完全に戦意を喪失しているし、なによりクラーク自身が気圧されている。

「う、ぐ……！」

「どうする？　もしもやるなら――本気でやるよ。殺しだけは、しないけどね」

〝本気で倒す〟とまで告げられた勇者は、ゆっくりと後ずさりをした。すでに、クラークは戦おうなどと微み塵じんも思っていない。

　それに気づいたフォンたちは、クラークたちを見つめながら、ゆっくりと武器をしまった。

「……いつか、後悔させてやる。俺の誘いを蹴ったことをな！」

　怯おびえる感情をごまかしつつ、クラークは叫んだ。そして、マリィとパトリスを引き連れ、逃げるように去っていった。

　なんとも惨めな光景を見て、クロエはさっぱりした表情だった。サーシャは無言でカウンターに目をやったが、フォンはまだ、冒険者ギルドの入り口を見つめていた。

　もしかすると。そう思い、クロエは聞いた。

「……フォンは、後悔すると思う？」

　クロエに振り返り、フォンは忍者らしからぬ笑顔で、答えた。

「しないよ、絶対に」

　クロエの心配は杞憂だった。

　フォンが戻るところは決まっている。

　かつていたパーティーではない。

　灰となった里でもない。

　それは、クロエとサーシャの隣だ。彼女たちのそばにいてこそ、フォンは忍者でいることに意味を持つ。

　大切な仲間と命を守る――自分なりのやり方で。

　フォンは心に強く誓い、仲間たちに微笑んだ。










忍者、忍術を使う猫に会います




　夢を見ていた。

　――木々と霧、朝焼けと冷たい空気に覆われた、幻想のような切り立った崖。

　その上で、十人の子供たちが修行を積んでいた。

　彼らは男女問わず若草色の衣服を身にまとい、空気に向かって拳を振るい、爪先をぶつける。一糸乱れず、誰に命令されたわけでもないのに、拳闘の訓練を一心不乱に繰り返す。

　子供とは思えない鍛錬に心を注ぐ彼らの両手足は、いずれも包帯が巻かれていて血が滲にじんでいる。なのに、誰ひとり呼吸を乱さず、呻き声をあげることもない。

「――ふむ、修行に励んでおるようじゃの、皆の者」

　ふと、修行に没頭する子供たちのうしろから、霧を裂くような声が聞こえた。

　姿を見せたのは、異様な姿の人間だった。緑の唐草模様の着物を身にまとった、全身包帯まみれの老人。黒い右目以外はすべて包帯で隠れており、ゆがんだ木製の杖をついている。

　彼の姿を見た途端、子供たちはいっせいに彼に向き直り、両手を合わせて挨拶をした。

「「オハヨー、レジェンダリー・ニンジャ！　マスター・ハンゾー！」」

　妙な挨拶だが、ここでは常識のようだ。ハンゾーと呼ばれた忍者は、包帯の奥で笑い、杖に重心を傾けながら崖の際まで歩いていく。

「今年の弟子は学問に優れ、武術にも長たけ、集中力も例年より抜きん出ておる……じゃが、お主らはまだ忍者には遠い」

　いよいよ落ちるか落ちないか、石ころが揺れるほどのところで立ち止まると、瞳の奥でじっと子供たち――弟子たちを見つめ、杖で空を切りながら言った。

「この崖、落ちればただでは済まぬ。人はおろか、魔物でも死ぬじゃろう」

　白い布に包まれた顔は目しか見えないのに、顔中で笑っているように見えた。

「しかし、じゃ。〝生〟ではなく、〝死〟にこそ忍者の本質がある。わしからの命令じゃ――我こそは忍者を目指す模範だと思う者は、ここより飛び降りて死ぬがよい」

　ハンゾーの笑いは好奇心や喜びからではなく、意地の悪い挑発からだろう。

　弟子の表情に、あきらかな焦りと陰りが見えた。レジェンダリー・ニンジャとまで呼ばれる者の命令であれば絶対だが、同時に崖の高さも知っている。ハンゾーの言う通り、落ちればまず助からない。

　目を逸らし、隣の同胞を小突く弟子たちを見て、ハンゾーはわざとらしく首をかしげる。

「どうした？　忍者を目指すが、死ぬのは怖いか？」

　誰も、肯定も否定もしなかった。

　代わりに、ひとりの少年が、ほかの弟子を置いて一歩前に出た。

　口を固く真一文字に閉ざし、暗くよどんだ目をした、茶髪の少年。周囲の弟子よりひと回り小さいが、あきらかにまとっている雰囲気は、未熟者のそれではない。

「お主、名は？」

　ハンゾーが問うと、少年は無機質さすら彷彿とさせる声で答えた。

「ありません。フォンに拾われました」

「ふむ、例の捨て子じゃな……よかろう、死んでみよ」

　名もなき少年はうなずくと、ためらいなく崖へと歩き出し、そして落ちた。

　切り立った崖。真下の地面にぶつかる前に、壁に激突して体を削り取られて死ぬ人間がほとんどだろうが、彼はそうではなかった。

　落下する体が岩にぶつかる直前に、掌しょう底ていや裏拳を叩き込み、衝撃を殺しながら落下していく。殴るたびに包帯がほどけ、血が噴き出す。だが、即死には至らぬまま、とうとう眼前に地面が迫ってきた。

　それすらも、少年にとっては予測の範囲内だった。地面に激突する寸前、彼は何度も体をひねり、崖に激突することなく、見事に地に足をつけた。

「――見事」

　両手足を血で濡らし、崖の上を見つめる少年と、ハンゾーは目が合った。目だけで笑ったハンゾーの顔は、これまで弟子たちに一度だって見せたことのない表情だった。

　老人はくるりと振り向いて弟子に告げた。

「もし、敵に追われているときに崖から飛び降りれば、追手は自死したと思うじゃろう。正しくわしの言葉通り、あの者ははたから見れば死んだ。しかし、その実は生きておる」

　誰もが息をのむ。彼らが目指すものの覚悟と、たやすくやってのける異常性に。

「なにより、死をためらわぬ精神。命よりも使命を尊び、自ら死を選ぶその姿、忍者と呼ぶにふさわしいじゃろう……〝道具〟として、最も必要な条件じゃ」

　道具。すなわち、忍者。

　忍者がどのようなものであるかを悟り、少年の心に様々な感情が去来する。

　待ち受ける結末に気づいていれば、心を壊していなければ、自分には違う未来が残っていたのだろうか。あるいはそのどちらでもなく、ただ忍者としての道しか残っていなかったのか。

　なぜ、どうして。

　思考と思案が永遠に巡り、視界が真っ黒に染まって――。

「……ん……」

　彼は――フォンは目を覚ました。

　彼が体を起こしたのは、とある街の宿の一室。窓から差し込む朝日が部屋を照らして、ここが夢とは違う現実で、朝を迎えたのだと教えてくれる。

「……夢、か……」

　ベッドの上で、フォンはじっと、こわばった自分の手のひらを見つめていた。

　部屋の扉を誰かが叩いているのにも気づかず、忍者として逃れられない呪縛を感じ、彼は目を細めた。自らの選んだ道を進むと決めたとしても、まだ自分の中には、掟に縛られ、過去に心臓を掴まれた自分がいることに、嫌気がさす。

　過酷な修行だけならまだしも、忍者の世界には非道な任務という名の闇、他者の命を奪う残虐さや醜さしかない。そんな過去を誰かに話せば、きっと距離を置かれるだろう。

　ようやくできた仲間が、忍者のすべてを知ったなら――そう考えただけで、フォンの背筋を悪寒が走った。

《フォン、起きてるー？》

　はっと、フォンは我に返った。

　ずん、と沈んだ気持ちを浮き上がらせるように、木製の扉の外から、声が再び聞こえてきた。正確には、さっきからずっと名前を呼ばれていたのだが。

「お、起きてるよ！　ごめん、すぐ行く！」

　フォンは慌てて返事をしながら、ベッドから飛び起きた。

　半袖の寝間着を脱ぎ捨て、いつもの格好に着替える。傷痕だらけの体と、腕や足に巻きつけた武器や暗器を隠すように、パーカーとカーゴパンツに着替える。軽く顔を洗い、首もとにバンダナを巻いた彼は、鏡の自分を一瞥し、部屋の外に出た。




　フォンが現在住まうのは、ギルディアの街。

　冒険者の街とも呼ばれており、街の中央に鎮座する冒険者への依頼を斡旋するギルドを囲むように冒険に関わる施設、つまり武具屋や宿、雑貨屋がひしめく。

　街の内外から冒険者がやって来て、魔物の討伐や希少品の納品といった依頼をこなし、生計を立てている。そのため、ギルドはいつだって人で賑わっているし、宿に泊まれない貧乏人は食事も注文できる。なので、ここはいつも半ば酒場のように騒がしい。

「フォン、大丈夫？　なんだか元気がなさそうだね」

　そんなギルドのロビーに乱雑に並べられたテーブルを囲むのは、フォンと彼の仲間、クロエ・ディフォーレンとサーシャ・トレイルだ。サーシャはフォンの命を狙って決闘する機会を狙っているが、今は休戦中で、彼とはやや不思議な関係にある。

　朝食のパンケーキを頬張り、ジョッキ一杯の茶色い飲み物をがぶがぶと飲む三人。

　服装も振る舞いもまとまりがなく、はたから見てもおかしなパーティーだが、実力はお墨付き。そんな三人は、冒険者として今日も今日とて、依頼を受注しに冒険者ギルドにやって来たのだ。

「大丈夫だよ、心配してくれてありがとう。そういうクロエこそ、顔色悪いけど」

　フォンはともかく、クロエにははっきりと思いあたることがあるようだ。

「あー、昨日自分の部屋で飲みすぎたからかも……いや、いい、兵糧丸はいいから！」

　フォンが腰のベルトに取りつけた小物入れから取り出そうとしたのは、黒い指先サイズの食糧らしい球。それがどんなものかを知っているクロエは、慌てて首を横に振る。

「どうして？　これひとつで気分が楽になるよ？」

「それより、兵糧丸を飲んだショックの方がきついんだよね……口の中で、カメムシが爆発したような味なんだから」

　口に苦すぎる良薬を拒むクロエと、それをしまうフォンを見て、サーシャはフン、と鼻を鳴らす。テーブルに立てかけられた彼女の背丈よりも大きな鉄製のメイスが、彼女の剛健さを物語っている。

「体調管理、戦士の鉄則。お前、戦士の自覚ない。サーシャ、健康」

「フォンとサーシャの胃袋が異常なの。ったく、うちのパーティーは化け物揃いなんだから」

「サーシャ、お前たちと組んでない。サーシャ、フォンを倒す。フォンを監視するため、お前たちと一緒にいる、それだけ」

　孤高を好むサーシャは、いつもこの調子だ。

　しかし、年下とはいえ、クロエはサーシャを丸め込む術を知っている。

「はいはい。でも、ひとりじゃ受けられない依頼があるのは事実よね？」

「むう……」

　クロエがさらりと言うと、サーシャは押し黙った。

　たしかに彼女の実力は、ひとりでそれなりの魔物を討伐できるほどではある。だが、依頼には往々にして、一定数の人数でパーティーを組んでいないと受けられないものもある。

　一匹でも多くの魔物を狩って、さらにトレイル一族の名を上げようとしているサーシャにとっては、人数制限だけで狩れない魔物がいるのは無念でならない。なれ合いを嫌う彼女がパーティーを組んでいるのは、そんな理由もあるのだ。

　マフラーを揺らしながら、クロエは話を変える。

「実際、私たち三人で組み始めて、ちょっとずつだけどギルディアの街では有名になりつつあるんだよ。ほら、この前のマンイーター討伐依頼とかね」

「マンイーター……僕が燃やした、植物の魔物だ」

　フォンが思い出すようにつぶやくと、クロエが微笑む。

「そうそう、あの魔物に庭園を占拠されてた依頼人、有名な富豪だったのよ。報酬も弾んでくれたし、名前も広めてくれたみたい」

　三人がパーティーを組むきっかけとなった依頼――ゴブリン討伐の一件以降、彼らは何度か依頼をこなしてきた。そのいずれも、三人は成功させた。

　サーシャがあらゆる魔物を叩きつぶし、クロエが射手としての腕前やサバイバル知識を活かす。フォンはというと、あらゆる面で、普通の冒険者が百人集まっても相手にならないほどのスペックを発揮した。

　特に、フォンが使う忍術は、この世界で用いられる『魔法』と呼ばれる超自然的な能力と比べても遜色ないどころか、魔法を上回ってすらいる。世界でただひとりの忍者である彼が使う力は、火や閃光を操り、すさまじい筋力と威圧で魔物すら圧倒する。

　気づくと、少しずつではあるが、彼らの名声は広まりつつあった。歴戦の冒険者ほどではないにしても、彼らに任せれば少しばかりは安心だろう、という程度には。

「あとは、六色水晶の納品とかね。あれもフォンがすぐに採掘場所を見つけてくれたから、結構あっさりと終わったけど、本当なら半月はかかる依頼なんだって。そんな依頼をサクサクこなしたから、私たちが有名になるのも、まあ当然ってわけ！」

　うれしそうなクロエの表情が示す通り、名声が上がれば、名指しの依頼が入ってくるのもそう遠くない。ほかの者に横取りされない仕事は、それだけで価値があるのだ。

「有名になれば、指名での依頼もあるだろうし、ありがたい話だね」

　同じくうれしそうなフォンだが、サーシャだけは相変わらず仏頂面。

「どうでもいい。サーシャ、フォンと決着つける、それだけ」

　ぎろり、と睨みつけてくるサーシャに対し、フォンはまいった様子で苦笑い。

「あはは……」

　とにかく、三人で結成されたパーティーは、すっかり平らげられた朝食のように、かなりの好スタートを切っていた。

　ただし、何事もいい話ばかりではない。世の中には、少しの問題が必ずある。

「私としては、もうちょっと有名になるのも悪くないって感じかな。指名依頼は報酬も高くなるし、財布が肥えれば酒代も……」

　クロエがジョッキの中身を空にしながらしゃべっていると、話はある声に遮られた。

「――ぎゃああぁぁッ!?」

　――突然、鋭い悲鳴が聞こえてきた。

　大の男が泣きわめくような叫び声だったので、思わずフォンたちは動きを止めた。彼らが硬直したのだから、ギルド中の人々が固まるのも当然だ。

　とはいえ、それだけであれば、フォンは食事をする手を止めなかっただろう。

「……忍者だと……なに言って……わああぁっ！」

　忍者。どこかの誰かが、外でそんな言葉を発さなければ、だが。

「忍者だって!?」

　クロエやサーシャが止める間もなく、フォンはギルドの外へと向かって走り出した。あまりに唐突だったので、クロエはただ彼に呼びかけることしかできない。

「フォン、どこに行くの!?」

「今、忍者って聞こえたんだ！　里は滅びたのに、僕のほかに忍者がいるはずがない！　三代目フォンとして、確かめないと！」

「聞こえたからって、そんな……ああ、もう！　サーシャ、私たちも行くよ！」

　真偽を確かめるというだけでギルドを出て、駆け出したフォン。クロエが追いかけない理由はなく、席を立ち、パンケーキを頬張ったままのサーシャを引きずっていってしまった。

　一方で、フォンはクロエたちを待たずに、すでにギルドを離れてしまっていた。

「忍者……まさか、忍者なんて！」

　冒険者ギルドを出て右に走り、フォンは立ち止まる。

　サーシャと決闘したときのように、ギルドのすぐ前で騒動が起きているわけではないようだ。人だかりも周囲には見えないが、フォンはむやみに走り回りなどしない。

　目を閉じて、感覚を研ぎ澄ます。人の足音、わずかな声、風の流れで居場所を割り出す。

「声が聞こえてきた方角、人の流れ……あっちだ！」

　声のする方角が、自身が立つ場所から北北東に向かって進んだ先だと気づいたフォンは、目を閉じると体を前に屈めて、ぐっと足に力を込めて駆け出した。

　フォンの脚力は並の魔物や馬よりもずっと強く、走るのも速い。しかも足音をまったく立てず、わずかな砂ぼこりすら巻き上げない静かさを持ち合わせている。

　彼の俊足は、たちまち彼を騒動が起こっている現場へとたどり着かせた。

「――いた！」

　彼の視界の先には、大通りに立ち並ぶ露店と群衆、尻餅をついた三人の屈強な男たち。

　そして、頬を赤く腫らしたふたりの子供を守る、妙な格好の少女がいた。

　髪型は青いショートヘアに二本のアホ毛。目は猫のように丸い黄色で、眉も髪と同じ色。低い背丈に不つり合いなコートを羽織っている。はいているのは短いプリーツスカートと、革製の長靴。

　年は見たところ、十四か十五といったところだろうか。彼女の背はフォンより頭ふたつ分ほど小さいが、出るところはしっかり出た、いわゆるトランジスタグラマー体型。

　指を突き出した構え、敵意をむき出しにした瞳は、あきらかに普通の少女ではない。

　そんな彼女とトラブルを起こしたらしい男たちは、痛めつけられた様子の肩や腹、尻をさすりながら、少女に向かって怒鳴り散らした。

「な、なにしやがるんだ、テメェ！　いきなり殴りかかってきやがって！」

「しかも忍者だと、なに言ってやがる！　訳のわかんねえことを！」

　周囲の人々がびくりと震えるような怒声に、少女は獣のような甲高い声で返した。

「黙れ、悪党ども！　いたいけな子供にぶつかっただけでなく、暴力まで振るうとは悪逆無道！　拙者の目が黄色いうちは、そんな非道は許さんでござる！」
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　彼女の話が正しければ、どうやら男たちが子供にぶつかり、暴力を働いたようだ。そこに通りかかった彼女が、子供をかばって攻撃したと推測できる。

　少女はというと、男たちの視線など無視して、子供に振り返り、にっこりと微笑む。

「大丈夫でござるか、童わらべたちよ。拙者が来たからには、もう安心でござるよ」

　子供たちは怯えながらも、小さくこくこくとうなずく。一方、悪党など敵ではないといわんばかりの彼女の態度に、悪漢の怒りは頂点に達したようだ。

「とんちきなしゃべり方しやがって、ムカつくぜ！」

「俺たちにぶつかったガキに、身の振りようを教えてやってなにが悪いってんだ！　さっきのはまぐれだ、お前ら、やっちまうぞ！」

　ぎりり、と拳を握りしめた男たちは、背を向けた少女にいっせいに殴りかかった。

　フォンよりずっと大きな体躯の持ち主が襲ってくるのだ、子供たちが悲鳴に近い声をあげるのも当然である。ところが、背を向けたままの少女は、ちっとも動じなかった。

「甘い！」

　それどころか、男たちが殴ろうとした瞬間、くるりと宙に舞って、攻撃を避けた。

「なん、だ、とぉ!?」

　駄犬のひと噛みをかわす猫のごとく、三回転した少女は敵の背後に手足を使って着地する。地を揺らさず、ひらりと四肢を用いるさまは、フォンにとってはもう疑いようがない。

　男たちは動揺しつつも、振り返りもう一度殴ろうとしたが、今度は相手も黙っていない。

　枯草の入った小瓶を取り出した少女は、蓋を開き、瓶口に鋭く尖った指を差し込む。そうして少し緑色に染まった指をかざし、彼女は瓶をしまうのと同時に拳を振り上げた敵に向けて、なぐようにして爪をかすらせた。

「もっと痛い仕置きが必要みたいでござるな――火遁、火柱の術！」

　それぞれ三人の腹、右腕、胸もと。

　わずかにかすらせただけだというのに、なんと爪があたった部位から、火が噴き出したのだ。

「う、が、あぢいいいいぃぃぃっ!?」

　いきなり肌や服を火で舐なめられた男たちは、熱さと恐怖でパニックに陥る。ばたばたと転がり火を消そうとするが、枯草に特殊な加工を施してあったのか、鎮火する気配がない。

　周囲の見物人すら一歩退くほど奇怪な発火現象だが、フォンにはからくりが見えていた。

（火遁『火柱の術』！　ただ炎を起こすだけじゃない、敵の周囲を火柱で包んで燃やす忍術！　低級忍術とはいえ、あれだけの術を使えるなら、間違いない！）

　少女が火をおこすのに用いたのは、忍者が使う、通称『枯かれ火び草そう』。乾燥させると中に熱をため込み、ほんの少し擦るだけで炎をおこす。彼女の場合は、鋭い爪で火花を熾したのだ。

　少女が忍者だと確信するフォンの前で、彼女はやや焦げた爪をちらつかせながら、火を消そうと必死になる敵を戒めるように言った。

「特殊な薬草を混ぜ合わせた発火剤でござる、触れるだけで燃え上がるでござるよ！　さあ、童たちに詫びる気になったでござるか！」

　彼女としては恩情を与えたつもりだろうが、状況が悪すぎる。

「ぎゃあああ！」

「だれが、みず、みずうう！」

　彼らは火を消すのに必死で、話などちっとも聞いていない。

　これでは説教もなにも、まるで意味がないのは明白だったが、少女は彼らが反省していないと捉えてしまったらしく、小さくため息をついて、別の小瓶を取り出した。

「返事なし……やはり、悪党の説得など無駄でござるな！」

（……油、まさか！）

　瓶の中で揺れるのは、狐色の液体。フォンは油だとわかったが、群衆はわいわいと騒ぎ、不安がるばかりで、気づいてもいないらしい。こんな状況で油を取り出し、どうするか、道はひとつに決まっている。

　彼女は文字通り、悪漢を焼き尽くす気だ。

「火遁『釜揚げの術』、骨も残さず燃え尽きるがいいでござる！」

　油を使えば、炎は想定外に燃え上がる恐れがある。人が集まっていれば、なおさら危険度が増す。

（いくら低級忍術だとしても、油を使えば周りの人まで……仕方ないっ！）

　群衆に被害を広げさせないためにも、フォンは意を決した。陰に潜む忍者でありながら、野次馬の中から飛び出して、瞬時に戦いに割って入ったのである。

　少女は、自分と男たちの間にフォンがすべり込んできて初めて、彼の存在に気づいたようだ。

　双方が声をあげるよりも早く、フォンは靴の底をすべらせるようにして、すさまじい勢いで石畳を削り取った。ほんのわずかに削られた石畳、地面を覆っていた砂塵が、フォンの介入で発生したとてつもない風圧と共に舞い上がり、男たちに降りかかる。

「――ッ!?」

　当然、これは攻撃手段ではない。さっきまでどうしたって消えなかった、体にまとわりつく火が、風と砂によって吹き飛ばされて消えたのだ。

「ひ、ひが、ぎえだ……!?」

　火傷をしてはいるものの、困惑しつつ暴れるのをやめた男たち。

「……低級忍術『砂嵐の術』……ここは砂が少ない石畳だけど、うまくいったみたいだね」

　彼らの前でひと安心したフォンは立ち上がると、油の入った瓶を持ったまま、こちらを憤ふん怒ぬの形相で睨みつける少女と向き合った。

（鍛えられた身のこなし、目つき、火をたやすく操るあの術。間違いない、彼女は――）

　フォンの目に映る少女は、火を操る奇怪な人というだけではなかった。

（しなやかな動き、すさまじい風を巻き起こすあの術。間違いないでござる、彼は――）

　少女の目に映る少年は、風と砂を操る唐突な介入者というだけではなかった。

　ふたりともわかっていた。目の前にいる者、奇怪な術を操る者の正体を。

（（――忍者だ））

　互いに、忍ぶもの――忍者であると。

　双方の腹の内を探るような短い沈黙を破ったのは、少女からだった。

「お主、何者でござるか！　名を名乗れ！」

　この質問を投げかけられた時点で、フォンは面食らった。

　忍者の世界では、お互いが忍者である場合は話しかけた者が先に一礼して、名乗るのが礼儀だ。忍者の里でも、礼儀は最も貴ぶべきものだった。

　なのに、彼女は礼もせず、フォンに名を尋ねた。もしかすると、と思い、フォンは試すように、少女に問いを突き返した。

「……忍者の掟、第一項、その四十二。名を尋ねるのなら、まず己から名乗るべし……忍者の礼儀であり、初歩中の初歩だよ。知らないわけはないだろう？」

「ふむ、それもそうでござるな！　拙者はカレン、十二代目カレンでござる！」

　少女はさも当然であるかのように、納得して自身の名を告げた。

　フォンは彼女の名前を聞いて、表情をひとつも変えないまま思案を巡らせた。

（――カレン、聞いたことがあるな）

　彼は、カレンという名を知っていた。

　里にいた忍者は、フォンだけではない。友達同士の関係性というわけでもないし、それぞれが同業者について詳しくなくても、少なくとも名前くらいは知っているパターンがほとんどだ。

　今回のフォンとカレンの関係性が、正しくそれだ。会話を交わしたことがなくても、十一代も名を継いだ忍者がいるのなら、当然名前を知っている。レジェンダリー・ニンジャ、ハンゾーが名前を呼んでいた記憶も、うっすらとある。

　ただ、正しく後を継いだとするのなら、今度は矛盾点が生まれてくる。

（仮にカレンという名を継いだ忍者がいたとして、掟を知らないというのか？　忍者なら掟を覚えるのは基本中の基本なのに、なぜ？）

　フォンの読みは、あたりつつあった。彼女は、忍者の掟を知らない可能性がある。

　もちろん、忍者の里で修行を受けたのならば、四百七十三の掟、すべてを暗唱できてあたり前である。むしろ、これくらいできなければ、忍者の修行など受けさせてもらえない。百歩譲って聞いたことのない名前は、偽名などで納得できるが、こちらはそうはいかない。

　掟を覚えていないというより、掟の存在すら知らない忍者など、到底あり得ない。

　おかしなところだらけのカレンに困惑させられるフォンだが、ここは動じてはならないと、つとめて平静に、カレンに聞き返した。

「……三代目フォンだ。それでカレン、彼らにどうして暴力を？」

「決まっているでござる、そやつらがいたいけな子供を殴りつけていたからでござる！」

　どうやら、こちらの情報と状況に関しては、フォンの推察が正しいらしい。

　偶然子供がぶつかったのが暴漢で、あっさりと許せば自分たちの沽こ券けんに関わると思ったのか、頬をはたくか、つついてやったのだろう。そこに偶然カレンが通りかかり、悪党に裁きを下そうとしたのだ。

「……彼女の言ってることは、正しいのかな？」

　念のため、フォンが少しだけ振り向いて悪漢に問うと、彼らは火傷の痕を痛そうにさすりながら、半ば涙目でわめき散らした。

「ぶ、ぶつかってきたからつい、カチンときたんだよ！　俺たちはそれなりにワルで名が通ってるんだ、ナメられるわけにはいかねえから小突いてやったら、あいつが……！」

　やはり、とフォンがうなずくより先に、カレンが叫ぶ。

「ほれ見たことか、こいつらは自分で自分を暴漢と認めたでござる！」

　蒼あおい髪を逆立たせ、黄色の目をこれでもかと開いたさまは、まるで猫のようだ。

　しかし彼女は猫ではなく、正義感に燃えた忍者である。しかも、大きく開いた手のひらを前方にかざし、臨戦態勢までとっている始末。

「悪党に容赦の必要なし、情けも無用、あるのは死のみ！　拙者は忍者として正義を貫き、目に映る悪党を皆殺して名を広める責務があるでござる！　それこそが先代カレンの望み、拙者の忍者としての道でござる！」

　おまけに、正義感が強い――いや、これでは強すぎる。

（あきらかに忍者らしくない。掟を知らないどころか、修行を受けていないようだ）

　少女に向き直ってフォンの中の違和感が大きくなるにつれて、周囲のひそひそ話のボリュームも大きくなる。忍者である彼の耳には、会話の内容が、嫌が応にも入ってくる。

「忍者って？」

「さあ、なんのこったか……」

　忍者の名が広まるのは仕方ないとしても、忍者の力が広まるのは絶対によくない。

（周りもざわつき始めてる。とにかく、早々にこの場を収めないと）

　カレンの正体を突き止めたい感情を押し殺し、フォンは暴走する魔物をいさめるかのごとく、静かな口調でカレンに言った。

「はっきり言っておく、君の正義は自分本位だ。たしかに暴力はよくないけど、応報として殺すというのは、どう考えてもやりすぎだよ。これ以上の攻撃はよすんだ」

「悪党の肩を持つつもりでござるか！」

「違う。僕は、いや、忍者はいつでも中立だ。君の忍術の使い方は褒められない」

「なにをぉ!?　拙者の火柱の術を侮辱するとは！」

　忍術に関してはことさら自信があるのか、カレンは八重歯が見えるほど口を大きく開き、噛みつき殺しかねないばかりにほえる。それこそ、子供たちが怯えるほどに。

　本末転倒の仕草に気づいていないのかとあきれつつ、フォンは話を続けた。

「いや、粗削りだけど腕は確かだと思う。問題なのは、過剰な忍術の使い方だ。目くらましくらいならまだしも、周囲を燃やしかねない油を使うなんて言語道断だよ」

「説教など聞くつもりはないでござる！　さっさと正義の執行を……!?」

　カレンは痺れを切らして襲いかかろうとしたが、手遅れだった。

　彼女の視線の先にいるのは、とっくにフォンだけだった。悪漢たちは、フォンの話にカレンが夢中になっている間に、すたこらさっさと逃げてしまったようだ。

「……奴らが逃げる時間を稼いだのか、お主……！」

「さてね。忍者なら、彼らが逃げていること自体、気づいて当然だろう？」

「ぐぬぬ……」

　進退窮まる姿を見せるカレン。あとひと押しだと思ったフォンは、優しく微笑む。

「人が集まってきてる。これ以上争えば、無関係な群衆にも被害が及ぶ。倒すべき相手は逃げてしまったし、ここは爪を収めてくれないか？」

　周囲の視線に気づいただけでなく、こうとまで言われれば、さすがの正義の味方も、忍者同士の戦いを続けるわけにもいかないと悟ったようだ。

「……正義の行いを邪魔立てしたこと、後悔するでござるよ！　さらばっ！」

　捨て台詞ぜりふを吐いたカレンは、どこからか取り出した山ほどの葉っぱを辺り一面にばらまいた。フォンや群衆の視界が少しばかり遮られ、目をもう一度開いたときには、カレンの姿はどこにもなかった。

（低級忍術『木の葉隠れ』……忍者には間違いない。けど、腑に落ちないな）

　木の葉隠れは、木の葉で目をくらましている間に、屋根などに飛び移ってあたかも姿を消したかのように見せかける忍術だ。

　彼女がどこに行ったのかと慌てる人々や子供たちの中で、フォンだけが近くの家屋の屋根に視線を向けながら、思案に暮れた。

　そんな彼を瞑想の世界から引きずり出したのは、次第に散り散りになっていく群衆の中から、唯一こちらに駆け寄ってくるふたりの女性だ。

「フォン、やっと見つけた！」

　クロエとサーシャ。

　ギルドからフォンを追いかけてきた彼女たちが、ようやく追いついたのである。クロエだけならもう少し早かったのだろうが、彼女はパンケーキの突き刺さったフォークをいまだに握っているサーシャを引きずって、ここまで来たのだ。

「お前、はぐ、いきなり飛び出した、もぐ。サーシャ、お前が消えると、むぐ、困る」

　大口を開けて三枚連なったパンケーキを頬張るサーシャと、クロエを見て、フォンは疑念の影を取り払い、いつもの穏やかな、少し申し訳なさそうな表情を取り戻した。

「クロエ、サーシャ。ごめんね、どうしても気になったから……」

「謝らなくていいよ。それよりも、どうだった？　やっぱり、忍者だった？」

　クロエの問いに、フォンはうなずいた。

「うん、間違いない。忍術を使い、すばやい身のこなしで暴漢の攻撃を軽くかわしてみせた。間違いない、彼女は忍者だ」

「彼女？　女の人でも忍者になるの？」

　首をかしげるクロエに対し、フォンは再びうなずく。

「本人が望むなら、忍者には男女老若問わずに入門できるよ。女性なら潜入できるところも増えるし、繊細な作業もこなせるから、一時期は女性の忍者――『くのいち』の方が多かったくらいだ」

　忍者の世界では、女性の忍者は『くのいち』と呼ばれる。

　由来は女性を意味する東国の文字〝女〟を分解するとそう読むことができるようになるからとか、諸説あるが、現在はフォンが言った通りの固有名詞として使われている。事実、フォンの同期の弟子には、女性が多くいたのを、彼は覚えている。

「くのいち。お前、忍者の秘密、しゃべっていいのか？」

　残ったパンケーキをすべて口の中に押し込み、ひとのみしてからサーシャが聞いた。

「信頼する仲間にならね。それにしても、僕以外にまだ、忍者が生きているなんて」

　忍者の秘密よりも、彼にとっては、自分以外の忍者がいるのが驚きなのだ。事情こそ今は言えないが、彼は忍者が滅んだ理由も、滅んだという確信も持っている。

　なのに、こうもあっさりと見つかるとは。どうも納得がいかない。

「……そんなに、ほかの忍者がいるのが驚きなの？　どこかでこっそり里をつくって、こっそり修行を積んでるかもよ？」

　クロエのジョークに対し、フォンは肩をすくめた。

「……かもしれないね。ところで、ふたりはどうしてここに僕がいるってわかったの？」

　しかし、これ以上考えても仕方ないと、今度はフォンがクロエに聞いた。

「さっき、マルモ一家の奴らが逃げてきたのを見たの。火傷を負ってたし、もしかしたらトラブルが起きてるんじゃないかって思ってね」

「マルモ一家？」

「この辺りで幅を利かせてる連中だよ。表向きは用心棒として稼いでるんだけど、裏じゃ闇取引やコソ泥、人身売買なんてのにも手を染めてるって、もっぱらの噂だね」

「危なそうな相手だ。そんな連中と、騒動を……」

　カレンと名乗った忍者は、相当な腕前の持ち主ではあるが、相手が悪そうだ。

　まともな忍者であれば、用心棒程度なら百対一の人数差でもたやすく皆殺しにできるが、彼女は正規の忍者とはどこか違う。もしもの事態を、考えずにはいられない。

　フォンの表情から複雑な事情を感じ取ったクロエは、彼の肩を叩いて言った。

「とりあえず、なにがあったか聞かせてほしいな。ギルドで依頼を受けるついでにね」

「わかった、ギルドに戻りがてら話すよ。マルモ一家と子供が――……」

　軽く微笑み、フォンは、サーシャを引きずったままのクロエと共に、冒険者ギルドへと歩き出した。辺りの群衆はいなくなり、子供たちも親らしい人物に抱き寄せられていた。

　いつも通りの露店の風景が返ってきて、客引きの声も戻ってくる。

　そんな人通りの中で、フォンたちをじっと見つめていたツインテールの少女の影があった。彼女はフォンが歩いた方向とは別の道を、すたすたと走っていく、

　少女は精肉店の角を曲がると、ちょうど仲間を待っていた四人に声をかけた。
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　フォンと仲間たちが冒険者ギルドで依頼を受注し、カレンの騒動についての話をひと通り共有できた頃には、すでに太陽が真上に昇っていた。

　ギルドを出た三人は、万屋に備品を買いに行きがてら、依頼内容について話す。

「今回の依頼は『テナガオーク五匹の討伐』、か……長い手と棍棒で人を襲う魔物だね」

　テナガオークの討伐を依頼してきたのは、森の近辺の住民だった。人よりもずっと大きな魔物が縄張りをつくってしまったせいで、狩りもろくにできないらしい。

「しょぼくはないけど大型案件でもない、まあまあって感じの依頼だね。たまにはこういうのもアリかな」

「ごめん、クロエ。僕が忍者を追っている間に、目をつけてた依頼がほかのパーティーに受注されてたなんて……先にそれだけでも済ませておけばよかったね」

「気にしないで、今日の依頼はどれも報酬額で言えば横並びみたいなもんだから！」

　依頼に関しては、基本的に受注は早いもの勝ちである。朝方に冒険者がギルドに集まっているのは、朝食をとるためだけでなく、条件のいい依頼を探す意味合いもあるのだ。

　しょげ返るフォンを慰めつつ、クロエは話を流すように、話題を変えた。

「で、問題はフォンが出会った忍者だね。カレンだっけ？」

「火を操る忍者。サーシャ、火、嫌い。なんでも燃やす、一族みんな嫌う」

　火炎に嫌な思い出でもあるのか、顔をしかめるサーシャの隣で、フォンはカレンのことを思い出していた。火を自在に放つ、猫のような身のこなしの忍者だ。

「そう、カレン。この世界にはたしかに僕以外の忍者はいないはずだけど、彼女は忍者を名乗り、正義の味方として人を殺しかけてた。真っ当な修行を受けていたなら、もってのほかだと教わるはずなのに、どうしてだろう？」

　フォンは忍者の中でも堅かた物ぶつに分類されると自覚していたので、礼節に厳しいのは当然だ。

　しかし、仮に修行して間もないの頃の彼と比べても、カレンの態度や思考は、とても忍者として容認できるものではない。

「フォンみたいに、自分が最後の忍者だって、あっちも思い込んでるのかも。それで、掟なんて知ったこっちゃないって感じで、悪党をやっつけてるとか？」

「いや、あきらかに掟自体を知らないようだった。まるで独学で、忍者の修行を――」

　小さなため息と共に、フォンが物事の確信に近づきかけた、そのときだった。

「――見つけたでござるよ、フォン！」

　今朝耳にしたばかりの、キンキン耳に響く声が聞こえてきた。

　まさか、とフォンが思った通りである。彼らの前には、ぶかぶかのコートと大きな胸を風になびかせて仁王立ちするカレンがいた。

　周囲の人々が、奇人を見る目で距離を置いてもちっとも動じない彼女の姿を目の当たりにして、カレンもサーシャも、大まかに彼女が何者であるかを悟ったようだ。

「……あれが、カレン？」

「そうだね、あれがカレンだ」

　そんな三人のちょっぴり冷たい視線などかまわず、カレンはフォンを指さす。

「悪党を守った悪の忍者め……ややっ、しかも今度は仲間まで引き連れて！」

　しかも、彼女はフォンの両隣にいるクロエとサーシャまでも敵として狙いを定めたようである。ギルディアを巡回している自警団がいつ来るやもしれないほどの大声で叫びながら、カレンは爪を出し、臨戦態勢をとった。

「かくなる上はまとめて成敗してやるでござる！　さあ、観念するがいいでござる！」

　反対にフォンは、ずいぶんと落ち着いた様子で、武器も拳も構えず冷静に聞いた。

「悪の忍者、か。『物事の善悪を安易に定めるべからず』、忍者の掟だよ。特に大事な掟だ。今朝も言ったけど、まさか忍者なのに覚えてないはずはないね？」

　フォンからすれば簡単なクエスチョンだが、カレンは体をたちまちこわばらせて、表情に陰りを見せた。あきらかに彼の質問の答えを知らないので、どうすればごまかせるかを考えている顔色――つまりは、わずかばかり青くなっている。

　爪を引っ込め、目を泳がせてから、カレンは見え見えの嘘をつくことに決めたようだ。

「うっ……も、もちろん知っているでござる！」

「掟を知ってるんだね？　じゃあ、忍者の掟、その三百十二を言ってみてくれるかな？」

「……ええい、悪党の問答に付き合う必要などないでござる！」

　そして、一瞬で嘘をつくのすらも放棄し、強硬手段に出た。

　よもやここまで短気だとは思わなかったのか、今度はフォンが少しばかり焦る番だ。黙らせて事情を聞き出すつもりだったが、忍者を名乗る者がここまで怒りっぽいとは。

　人通りが多く、こちらを見ている人もいるが、仕方ない。

　すでに怒りを爆発させているカレンを拘束して無力化するべく、フォンは裾に仕込んだ苦無をそっと手に取ろうとした。だが、それよりも先にクロエが口を開いた。

「ちょっと待って。要するに、フォンが悪い忍者じゃないって証拠があればいいんだよね？」

　フォンの前に出たクロエを見て、カレンは目を細める。

「む、お主は何者でござるか！」

「私はクロエ、こっちはサーシャ。少し前からフォンと一緒にパーティーを組んで、冒険者稼業をしてるんだ。で、どうかな？　フォンが悪人じゃないところを見せれば、納得する？」

　フォンが、悪漢を守った悪の忍者でないとわかれば、カレンの考えも変わるだろう。

「……どうやって証明するつもりでござるか？」

　少なくともクロエはそう思っていたし、カレンが訝いぶかしげにでも聞いてくれば、もう彼女の思惑は半分達成したのも同然だ。説得よりももっと簡単な手段を、彼女は知っている。

「明日、私たちと一緒に魔物の討伐についてきて。フォンが悪者どころか魔物すら殺さない、優しい忍者だってところを、そこで見せてあげる」

　いつものフォン――温和な彼を見せるだけという、簡単な手段を。

　クロエとしては、なかなかの良案。フォンが悪人でないと一番よく知っているのが彼女とサーシャであり、半日一緒にいるだけでも、彼に対する見方も変わるだろうと踏んだのだ。

　ただ、当のフォンは、困った表情を今度こそ隠しきれなかった。

「く、クロエ!?　彼女を連れていくって、本気!?」

　忍者らしからぬ慌てぶりを隠そうともしないフォンに、クロエは笑いかける。

「当然、私はいつだって本気だよ。フォンが悪人だなんて、いつもの態度を見ればすぐにそんな印象、なくなっちゃうと思わない？」

「だとしても、忍者の手の内を見ず知らずの人にさらすなんて、僕は……」

　己の技術をひけらかす――そのつもりがなくとも披露してしまうのはよくないと言った矢先に、忍者を同伴させるなどと、フォンにはとても容認できない作戦だ。

「サーシャ、クロエに賛成」

「さ、サーシャまで!?」

　しかし、サーシャまでもが納得し、首を縦に振れば話は別である。

　クロエの提案を聞いて、サーシャは理屈がわからないなりにも、感覚的に彼女の意図と作戦について納得したようだった。むしろ、フォンが底抜けの善人だということは、命を助けられたサーシャの方が、クロエより心に刻み込んでいる可能性だってある。

「お前、悪い奴じゃない。あいつ、いつものお前見る、納得する。一番簡単」

「ほら、サーシャもこう言ってるし。忍術をひけらかさなくても、いつも通り魔物を生け捕りにするだけでいいから、ね？」

　やや内向的なきらいのあるフォンだが、ふたりに顔をずい、と近づけられると反論できない。クロエとサーシャを説得しきるのは、至難の業だ。

　こうなると、彼に残された道はひとつである。

「……普段は生け捕りなんてしないのに……今回だけだよ、ほかの人の同伴なんて」

　肺の中の空気をすべて吐き出すようなため息と共に、フォンは了承した。

　彼の背中を優しく叩きながら、クロエはこれまたにっこりと笑った。

「ありがとっ。さて、こっちの意見はまとまったけど、そっちはどうする？」

　そうしてクロエは、いまだに会話にすら抵抗があるらしいカレンに問いかけた。二、三度、うんうんと唸って考え抜いた末に、カレンはこちらもため息と共に答えた。

「……乗ったでござる。フォンとやらが拙者の思う通りの悪人か、お主らの話す通りの善人か、この眼でしっかりと見極めさせてもらうでござる」

　結論として、自分自身に渦巻く正義を妥協させたらしい。カレンは渋々、ちっとも納得していないのだとアピールするかのように、クロエの話に乗った。

「交渉成立。明日の朝に、街の東側の門で待ち合わせってことでよろしく」

「あいわかった。くれぐれも逃げようなどと考えるな。逃げれば地の果てまで追いつめて、拙者の正義の炎で焼き尽くしてやるでござる」

「寝坊しないようにね。じゃあ、私たちはこれから万よろず屋やに行くから。また明日ね」

　淡々と会話を交わし、クロエはカレンのいる方向に歩き出す。当然、彼女と喧嘩するためではなく、これから歩いていく方角に万屋があるからだ。

　カレンは、すれ違うクロエに手を出さなかった。次いでサーシャがのそのそと歩いても、やはり手を出さなかった。

　最後に、フォンが困った顔でカレンの隣を通り過ぎようとしたときだけ、彼女はまだざわめきの収まらない人々の視線も無視して、侮蔑を含んだ目線を突き刺していた。ひとつの偏見だけでここまで怒りを湧き上がらせられることに、フォンは内心驚いていた。

　うしろから爪でひっかかないか、牙をむかないかと警戒しながら、フォンはすれ違った。

「……フン」

　そして、彼女が鼻を鳴らしてすたすたと立ち去った瞬間、彼は気づいた。

「……？」

　獣のにおい。それも、強いにおいだ。

　今この瞬間まで、彼女のにおいに気づかなかったわけではない。火を操る忍術を基本として扱うカレンは、常人では無臭に感じる程度に油で体臭をごまかしているのだと、フォンは見抜いていた。

　しかし、肌が触れ合うほどの距離まで近づけば、フォンの嗅覚は欺けない。犬に近い性能を持つとすらいわれる彼の鼻は、カレンから――カレンの肌そのものから、獣のようなにおいを感じ取ったのである。

　人間では到底出せないそれの正体を探ろうと振り返ったときには、カレンはどこにもいなかった。気配を絶って姿を消す、忍者の初等技術を使ったのだろう。

「フォン、どうしたの？　カレンになにか言われた？」

「……なんでもないよ。きっと、僕の気のせいだ」

　クロエに声をかけられ、立ち止まったままのフォンは、平静を装って歩き出した。

　ふたりと並んで歩き、万屋へと向かう彼の頭の中には、ある推測が渦巻いていた。

（カレンの気配、人間のそれじゃない……まさか、『禁術』を使ったのか？）

　任務遂行のためならあらゆる策を用いる忍者ですら、忌避する力。忍術の中でも禁じられた術。それが、禁術。

　もし、フォンの勘があたっているとすれば、彼女の正体は予想以上に厄介である。

　結局、万屋で備品を調達し、昼食をとってクロエたちと話している間も、フォンの懸念は頭から離れることはなかった。




　翌日、フォンたちは依頼をこなすために、朝からギルディア東部の周辺にある森に来ていた。

　この森は、フォンとクロエが以前行ったタスクウルフの生息地とは違う、ギルディアの街から東に歩いたところにある森。前者よりもずっと危険で、熟練の冒険者でも命を落とすケースがあるほどの場所だ。

　そんな森の入り口から少し進んだ先にいるのは、フォンとクロエ、サーシャ。

「……で、この森にテナガオークとやらがいるでござるな？」

　そして、ぶすっとした顔で同伴した、忍者を名乗るカレンだ。

　約束通り、彼女はフォンの行動の善悪を確かめるべく、テナガオークの討伐についてきた。じっと見つめる彼女からの目線に慣れないのか、フォンは少し落ち着かない様子だ。

「本当はもうちょっと奥の森に住んでるんだけど、縄張りをつくってすっかり人の味を覚えちゃったみたいなんだ。子供を襲う可能性もあるから、討伐の依頼がきたの」

「童を襲うとは……卑劣でござる、絶対に許さんでござる！」

　どんな相手であろうと、子供を襲う者は等しく悪。ならば子供が大人を襲えばどんな反応をするのか、とクロエが首をかしげる。

　彼女の話を聞いたフォンもまた、別の意味で首をかしげた。

「討伐依頼なんだろう？　危険な魔物みたいだし、殺さなくていいのかい？」

「処分方法は定められてないからね。生け捕りにして売り飛ばしても、被害が及ばないようにすれば依頼は達成扱いになる。だからサーシャの出番はないかもよ」

「サーシャ、退屈」

　トレイル一族最後の闘士、サーシャの役割は敵を滅し、つぶし殺すこと。敵を倒せないと知った彼女は、黒のポニーテールを指でいじり、ずいぶんと退屈そうな顔をしていた。

「普通に討伐するだけなら銀貨五枚だけど、捕まえて街はずれの業者に引き渡せば、追加で銀貨三枚はもらえるってわけ。フォン、今回はよろしくね！」

　もっとも、フォンにとってはそうはいかない。出番がないどころか、今回は主役同然だ。

　魔物の生け捕りは、殺すよりもずっと難しい。殺してしまわないように立ち回り、攻撃をしないといけないのに、敵はこちらを殺す気で来るのだ。魔物の討伐に慣れた冒険者がうっかり殺された、などという話は枚挙にいとまがない。

　もっとも、フォンとしてはまったく問題ない。自分の背丈より五倍近く大きな魔物を、無傷で十匹狩るまで里を追い出されるという恐るべき修行よりはずっとましだ。

「そういう話なら、わかった。僕に任せて」

　陽光を遮るうっそうとした木々の先を進もうとしたフォンだが、カレンが躍り出た。

「待てぃ！　お主のような忍者に頼らずとも、拙者の力があれば外道のテナガオークなどとるに足らず！　悪の忍者は、そこで指をくわえて見ているがいいでござる！」

　ずいぶんとやる気のようだが、どうやら役に立とうという気持ちよりも、自分の力を見せつけてフォンを屈服させようという気持ちの方が強いようだ。見せつけるような技術の使い方はよくない、と言われた矢先にこんな態度でいるとは、まるで反省の色が見られない。

　ならば、フォンもやりようを変える必要がある。つまり、カレンの本質と実力をしっかりと見極めるだけでなく、若輩の自分なりに、忍者としての姿勢を教える必要が。

「まずは、テナガオークの手がかりを探すでござる！　忍者はこういう場合……」

　意気揚々と魔物の居場所を探し始めようとしたカレンだが、その必要はない。

「うん？　もう見つけてるよ？」

　フォンはすでに、手がかりを見つけていた。

「……なぬ？」

　きょとんとするカレンに見せつけるように、フォンは近くの黒ずんだ岩を指さした。

「そこの岩の削り跡と泥の一直線、テナガオークが棍棒を引きずった跡だ。テナガオークは指先が脛まで届くから、どうしても手持ちの棍棒が擦れる。辺りの木がへこんでるのは、休息をとるときにもたれかかったからだ。彼らは横になって眠らないからね」

　彼の言葉通り、岩と地面の間くらいに、擦ったような白い一直線の痕跡が残っている。さらにフォンが岩に近寄ると、ブーツを汚すぬかるみの中に、別の手がかりが見つかる。

「三本指の足跡が地面に残ってる。雨で薄れてるけど、これだけ見えれば十分追えるよ」

　これで手がかりは揃ったわけだが、負けたように思えたのか、カレンは納得しない。自分の方が優れているのだと証明しようと、半ば躍起にすらなっている。

「むぅ……ならば、最も安全な道を教えるでござる！　足跡をたどりながら……」

　それすらも、フォンは許さなかった。

　カレンの言葉を遮るように、フォンは一番手近な木を垂直に登って、少ししてから飛び降りた。無論、戯れなどではなく、その合間に周囲の地理をすべて把握するためだ。

「ここから足跡をたどっていくと谷にぶつかるから、テナガオークは向かってないはず。痕跡を探しながら別の道を使って森の奥に行こう。東側に行けば、比較的安全なはずだよ」

「オッケー。じゃ、行こっか」

　ぬかるみとは別方向の木々の奥を指さしたフォンに従い、クロエたちが歩いていく。

「ぐ、ぐ、ぐぬぬ……！」

　フォンを親の仇かたきのごとく睨みながらついてくるカレンを見て、彼は悟った。

（やっぱり、今確信できた。彼女は忍術を使うけど、基礎はてんで駄目だ。つまり――彼女の忍者としての修行は、完全に独学だ）

　この程度の技術も会得していないカレンは、忍者の修行を受けていない。

　つまり、カレンは忍術が使えるだけの、ただの少女である。

（襲名したとは言ってるけど、教えを受けたと思えない……なのに、なぜ名前を？）

　十二代目カレンとやらを名乗れた理由をフォンが考えていると、わなわなと体を震わせたカレンが立ち止まり、とうとう彼を指さして怒鳴った。

「じゅ、術を見せびらかすなと言っておきながら、なんでござるか、その行動は！」

「こんなのは術ですらないよ。ただの技能のひとつだ、修行すれば誰だってできる」

「ふぬぬー……！」

　カレンは顔を真っ赤にして、今にも湯気が出そうなほど怒っているが、フォンからすればなにひとつおかしな話ではない。センスが求められる忍術と違い、相応に修業を積めば誰だって会得できる技能で、忍者の基礎中の基礎ともいえる。

　それができないカレンが、忍者の常識からすればおかしいのだ。

　憤死しかねない表情のカレンを見て、クロエがこっそりフォンに耳打ちした。

「フォン、もしかして、実力差を見せつけるためにこんなことを？」

「半分はね。慢心させないためにやったんだけど、逆効果だったかも。もう半分は、彼女が修行を受けていないのを確かめたかったんだ」

「修行を受けてない？　そんなので、忍者になれるの？」

「まず無理だね。けど、僕の予想があたっているなら……」

　眉を寄せたフォンはクロエに自分の意見を告げようとしたが、先にとうとう、カレンの癇かん癪しゃく玉だまが炸裂した。

「ええーい、こうなれば拙者が先にテナガオークを見つけ、ひとりで生け捕りにしてやるでござる！　お主らの助けなど不要、いつまでもいい気になるなでござるよ！」

　なんとカレンは、フォンよりいいところを見せつけてやるのを目的とすげ替えてしまい、三人を差し置いてずかずかと大股で歩き出していってしまったのだ。

　通り過ぎられたフォンとクロエは今度こそ、あきれを隠しきれなかった。

「本来の目的、忘れてない……？」

「こいつ、忍者より戦士に向いてる。熱い血潮、サーシャ、感じる」

　どんどん歩いていくカレンを、誰も止めようとはしない。特にフォンは、やれやれといった調子で、彼女が今最も聞きたくない文言を羅列していく。

「……忍者の掟、第三項、その十七。高ぶりを表に出すなかれ。続いて掟、その十八……」

　口を開けば掟の話ばかり。忍者なら守って当然、知っていて当然と言われ続けるだけでなく、制約を延々と聞かされているようで、カレンからすれば耐えられなかった。

「掟、掟と！　そんなに掟が大事なら、それだけを守って生きていれば――」

　早歩きしながら振り向いて、ぎゃあぎゃあとわめくカレン。

　前も見ず、どかどかと不慣れな泥道を進めばどうなるか、彼女以外は知っている。

「――え、ちょ、ぶぎゃぁっ!?」

　素っ頓狂な声と共に、地面から隆起している太い幹に足が引っかかり、カレンは思わずつんのめってしまった。

　勢いあまって泥に突っ込むかと思いきや、それだけでは済まない。木の幹の先にあったのは、平らな道ではなく、陥没した大きな穴だったのだ。受け身をとることすらできず、カレンの姿は鈍い音と共に、三人の視界から消えた。

　身体能力は高いが、忍者特有の勘は鈍いようである。

「――高ぶりに目を奪われることなかれ。ついでに言っておくと、掟に縛られるのと、掟を心に留めておくのとはまるで違うよ。覚えておいた方がいい」

　小さなため息をつきながらフォンが遅い警告をすると、クロエが笑った。

「ふふ、フォンはそのあたり、一番実感してるもんね。ところで、カレンは……」

「穴に落ちたみたいだね。のびてるみたいだし、引き上げないと」

　自業自得とはいえ、カレンにいつまでも穴の中で気を失わせておくわけにはいかない。三人はぬかるみを避けながら、木の葉の影になって薄暗く見える穴に近づき、覗き込んだ。

　きっと、泥だらけで目を回している、情けない女の子がいるのだろうと思った。

　もしくは、憮ぶ然ぜんとした表情で、悪の忍者が自分より優るのに納得しない表情をしているカレンが大の字で寝転がっているのだろうとも思った。

「……え？」

　果たして、どちらでもなかった。

　少し深い穴の奥でぐったりとしているのは、人間ではなく、なめらかな藍あい色いろの毛並みと二又の長い尻尾を持つ、人ほども大きな猫だった。

　クロエも、さすがのサーシャも、息をのんだ。落ちているのが正義感にあふれた、間の抜けた人間であれば納得できたが、まさか目を閉じて時折呻くだけの猫がいるなど、とても予想などできなかったのだ。

　カレンの代わりに転がっている猫から目を離せず、クロエが思わずつぶやいた。

「なに、これ？　でっかい猫の、魔物？」

　一方で、フォンはさして驚きもせず、静かに言った。

「……やっぱり」

「やっぱり？　フォン、お前、知ってたのか？」

　彼の顔を見ながら問うサーシャに、彼はじっと猫を見つめたまま答えた。

「昨日すれ違ったときのにおいと、歯の形、四つ足の挙動。こうして見るまでは信じられなかったけど、間違いない――彼女は人間じゃない、猫型の魔物だ」

　フォンは昨日すれ違う前から、初めて向き合った瞬間から、カレンの正体が人間ではなく、魔物か、その類いの生き物ではないかと予測していた。

　四足獣特有の戦闘態勢、人よりは獣に近い体臭、明るさで変わる瞳孔の細さ、そのほかの気になる点をあげればきりがない。とにかく、フォンが彼女を煽ったのは、カレンの真の姿を探る目的もあったのだ。

　大まかではあるが正体を掴んでいたフォンとは違い、クロエはぎょっと驚いた。

「この魔物が、人間に化けてたの!?　聞いたことないよ、そんなの！」

「たしかに、人に化ける魔物はいても、猫型の魔物でそんな能力を持った種族はいない。けど、手段はある。忍者の使う術の中でも、使用を禁じられた術――」

　フォンは、正確に言えばごく一部の限られた忍者は、知っていた。

「――禁術『獣じゅう人じん変へん化げの術』なら、可能だ」

　忍者ですら使うのをはばかられる、禁忌の忍術――『禁術』の存在を。

「禁術……？」

　クロエとサーシャは、目を見合わせた。フォンもまた、カレンをじっと見つめるさまから、これまで一度だってお目にかかったことがないのだろう。

「使用を禁じられた忍術の総称だよ。僕の知る限りなら、この忍術は『獣人変化の術』……獣に巻物を読ませ、人間に変える術だと聞いたことがある。もっとも、理屈は僕にもさっぱりだけどね」

　どうやら、忍術の中にも危険性が高い術があるようだ。フォンは軽々と操ってみせるから、クロエとしては忍者の間でも使われない忍術があるとは考えてもみなかった。

　たしかに、獣を人間に変身させる奇怪な忍術など、普通の忍術以上に悪用できる。変身を自在に行えるのならば、なおさらだ。

「サーシャ、魔法だと思った」

「魔法なら、マナを使った名残がある。けど、カレンからはそれが感じられない……おっと」

　サーシャとフォンがそんな話をしていると、カレンにようやく変化が起きた。わずかな身震いをしてから、藍色の大きな猫が、ゆっくりと大きな黄色い目を開いたのだ。

「……う、拙者は、いったい……ッ!?」

　猫は、人語を話した。

　人間に化けた状態で人語を話す魔物の存在を、クロエやサーシャは聞いたことがあった。だが、本来の姿のまま話すことができる魔物は、探してもそういないだろう。

　やはりか、と言いたげに見つめている三人と目が合ったカレンは、全身の毛を逆立てて起き上がったかと思うと、ひと跳びで穴の外、フォンたちの反対側に出た。

　ギザギザの歯を赤い歯茎が見えるほどむき出しにする態度から、あきらかに動揺し、また警戒しているのがよくわかる。

「お主ら、拙者になにをした!?　よくも見たな、拙者の真の姿を！」

「なにをしたって、なにもしてないんだけどなあ……」

　耳を震わせ、黄色い目でこれでもかと睨みつけてくるカレンは、自滅したとしか言いようのない落下の原因をぶつけられる三人の温度差に、いつ気づくだろうか。

　いや、きっとあり得ない。これまでの彼女の行動を見るに、自爆とは絶対に認めない。

「拙者の姿を見られたからには、生かしてはおけぬでござる！　もとより悪党の集まり、この際まとめて始末してやるでござる！」

　やれやれ、と肩をすくめるクロエに対し、カレンは二又の尾を立てて怒鳴った。

　このまま会話をしたところで、カレンはまともに取り合わないだろうし、どうせ最終的には彼女は爪を立てて襲いかかってくるだろう。

「また目的を忘れてるし……仕方ない、ちょっと静かにしてもらおっか」

「任せるよ」

　クロエがフォンと相談を交わしたとき、もうカレンは我慢の限界だった。

「なにをごちゃごちゃと！　いざ覚悟――」

　しかし、仮に我慢できなかったとしても、カレンはもう少し敵の動きに注意を払うべきだった。

「――ちく？」

　ちくり、と、妙な感覚が肩に走ったのを感じた頃には、手遅れだった。

　急に視界が揺らいだかと思うと、カレンは急に、自分の体に力が入らなくなった。それどころか、筋肉と神経がびりびりと痺れて、意思に反して体が横に転がってしまった。

「あ、あら、あらら？　拙者の、体が、痺れ、て？」

　瞳しか動かないカレンがどうにか目を向けると、クロエは口もとから黒色の細い筒をはずしていた。彼女もカレンの視線に気づいたのか、軽く微笑んだ。

「フォン特製の『麻痺毒薬』と、私の吹き矢の併せ技。弓手が矢を構えてないとなにもできないなんて、油断しちゃ駄目だよ」

「み、身動きが取れないでござる……おのれ……！」

　じたばたと手足の先しか動かせないカレンに、三人が近寄り、顔を近づける。

「さて、それじゃあカレン、あなたについて聞かせてもらおっか。どうして魔物が人間になれたのか、忍術を学べたのか。正義の味方を名乗って、悪党をやっつけてるのか」

　クロエはなるべく優しく聞いたつもりだったが、カレンは思いきりそっぽを向く。

「お、お主らに話すことなどなにもないでござる！　殺すなら殺すがいいでござる！」

「ふうん？　サーシャ、この子、〝死んでも〟なにも言わないんだってさ」

「わかった」

　カレンが自白する気がないと判断したクロエは、サーシャにそう言った。

「ひっ……！」

　その途端、サーシャはカレンの眼前に座り込むと、背中から引き抜いたメイスを彼女の首筋、すぐ隣の地面に突き立てた。一撃でえぐれた地面を見て、カレンは破壊された土と自分の首を重ねてしまい、思わず喉の奥から引きつった声をあげた。

「サーシャ、お前を殺すの、ためらわない。頭をつぶすから、遺言、サーシャに言え」

　彼女は、殺すと言えば殺す。ハイライトのない目で死刑宣告をされたカレンは、ほんの少しだけ間を空けて、媚びを売るような顔で弱々しく答えた。

「……わ、わかったでござる。教えるから、武器をしまってほしいでござる！」

　三人の予想をはるかに下回り、あっさりとカレンは口を割った。

（僕が言えたものじゃないけど、これじゃあ、忍者と呼ぶには難しいな）

　彼女を忍者と思っていた自分が情けなく見えて、フォンは苦笑いするほかなかった。

　びりびりと体の痺れをまだ残したカレンは、自分について話し始めた。

「拙者、もとは海猫マリンキャットという種族の魔物だったでござる。あ、海といっても水の中に住んでいたのではなくて、あくまで毛の色が海色なのに由来した名前でござるよ」

　ごく普通の魔物として森の奥で生きてきた海猫マリンキャット。それが、カレンの正体らしい。

「拙者はただの魔物で、親も姉妹もいたでござるが、両親は猟師に狩られ、姉妹はほかの魔物に騙されて食われたでござる。拙者が悪党を許さないのは、そういった――」

「いや、海猫マリンキャットでもなんでもいいの。聞きたいのは、どうして変身能力もない魔物が、人間に化ける力を持ってるのか、ってこと」

　見当違いな自分語りをクロエが修正し、ようやくカレンは己のいきさつを話し始めた。

「……そんな拙者のすみかに、盗賊に襲われた忍者が転がり込んできたでござる……といっても、その忍者はすでにほぼ死に体であったでござる」

　目を閉じれば、カレンのまぶたの裏に、今でもあの夜の光景が思い浮かぶ。

　まだカレンという名すら持たず、家族を失った彼女が、すみかとしている洞窟で孤独に眠りに就こうとしていたとき、外がやけに騒がしくなった。

　何事か、もしや餌でも転がり込んできたのかと思い、洞穴の中から出ていこうとすると、逆に騒動の種の方から転がり込んできたのだ。必死に声を押し殺し、息も絶え絶えな、全身を赤い血で濡らした人間の女性が――。

「――忍者？　彼女が盗賊に襲われたと、どうしてわかったんだい？」

「彼女が拙者に、そう言ったからでござる」

　その忍者は遠ざかる声が聞こえなくなるまで黙っていたが、辺りが静かになると、魔物であるカレンに声をかけてきた。盗賊に襲われ、自分は瀕死の状態であると。カレンが人語を解するかどうかも怪しいのに、彼女は続けざまに、遺言のごとく言葉を吐き出していった。

「彼女は拙者を魔物と知っていながら、自分が十一代目カレンであると、盗賊に襲われたと……かかえている鞄の中に巻物があって、それを開くと人間になれると言ったでござる。獣から人へ、人から獣へ変化できる理由は、今でもさっぱりではあるが……」

　クロエたちは奇き天て烈れつな術があるのかと驚いたようだが、フォンは別の事柄が気になって仕方がなかった。

「だけど、たしかに妙な話だ。大前提として、盗賊に忍者が遅れをとっているのがおかしいね。忍者なら、盗賊くらい、両手足を縛られて目隠しをされても簡単に倒せるのに」

「それって、フォンくらいなんじゃないの？」

「修行の一環でさせられるから、誰でもできるよ。あと、忍者が持っている巻物や荷物の詳細を、仲間でもない他者に教えるのもおかしい。相手が魔物なら、なおのことだ」

　フォンが気になった点はふたつ。ひとつは、忍者が盗賊に遅れをとった点。どれだけ忍者が深手を負っていたとしても、盗賊相手に瀕死になるまで追い込まれるとは考えにくい。

　修行を積んだ忍者ならみんな、たとえ敵が二、三十人いようとも、傷を負っていても打ち勝つか、逃げきるだけの技術を身につけている。だから、普通なら一いっ蹴しゅうして終わりであるはずだ。

　もうひとつは、巻物の中身をあまりにも簡単に他者に漏ろう洩えいした点である。

「僕ら忍者は、基本的に巻物の中身を見せてはならない、物によっては命より優先しろって教えられるんだ。ましてや禁術の記されたものなんて、本来なら門外不出なのに、どうして……」

　フォンが同じ事態に直面したなら、まず巻物を燃やす。または埋めるか、修復不可能な状態になるまで切るか破るか、噛み砕く。そのどちらでもなく、中身を教えるとは。

　里に戻れば即刻処刑される愚行の理由を考えるフォンに、クロエが言った。

「でも、フォンも私に、巻物や忍術について教えてくれたでしょ？」

「あ、あれは酒の席だったし、それにクロエは仲間だったし……えっと……」

　フォンが少し慌てた様子を見せると、クロエが悪戯いたずらっぽく笑った。

「深く考えても仕方ないんじゃないかな。当人は死んじゃったんだし、今はあれこれ詮索する前に、カレンの知っていることを全部聞いておこうよ」

「……そうだね。それで、巻物を開いて、中身を見たカレンは人間になったわけだ」

　話を戻したフォンの問いに、カレンは辛うじて首を動かし、うなずいた。

「正しくその通りでござる。彼女の背負った麻袋の中から赤い巻物を取り出し、紐をちぎって開いてみると摩ま訶か不ふ思し議ぎ、光に包まれた拙者は、人間になっていたでござる！」

（指でなぞらずに発動した忍術……禁術だから、発動条件も特殊だったのかも……）

　紙に刻まれた文字がカレンの瞳の中に飛び込んでくると、文字が光り輝き、すさまじくまばゆいフラッシュが身を包んだ。

　手足をばたつかせているうち、毛がつるつるの肌に変わり、二足歩行となり、牙が小さくなって、気づけば倒れた者と同じ人間の姿になっていた。どうしたのだと慌てていると、カレンと名乗る忍者はなにやら安心したようで、静かに寝息を立てた。

「……それから、拙者は彼女にいろんなことを教わったでござる。人の体の動かし方、持っていた忍具の使い方……本当にいろんなことを、彼女は教えてくれたでござる。拙者も、怪我を治すために、薬草や食料を集めたでござる」

　カレンが思い出すのは、孤独な日々を塗り替える、先代との楽しい日々だ。

　人の姿を得て、カレンは人語を理解できるようになった。先代は四肢を動かせないほど弱っていたが、彼女にたくさんの話をしてくれた。

　家族を失ったカレンにとって、そんな日々はどれほど楽しかったか。先代もいつも楽しそうに微笑んでいて、怪我が治ったら、いつか忍術も教えると約束した。

「とても……とても、楽しかったでござる。けど……先代は日に日に弱っていって……」

　幸せは、長く続かなかった。

　いつものように、近くの川でふたり分の食料として魚を取ってきたカレンが洞窟で見た光景は、血を吐いてもだえ苦しむ先代が倒れ伏せる姿だった。

　どこか痛むのか、どうしたらいいのか。

　もとはただの魔物だったカレンには、とても処置の施しようがなかった。これまでたまたま生きながらえていただけだという事実に、彼女はついぞ気づかなかった。

　死なないで。ひとりにしないでと、彼女は必死に呼びかけた。

「先代は……先代は苦しんだ末に、息を引き取ったでござる。鞄の中に、忍者の格闘術と忍術について記した書物を残して……」

　だが、涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにした猫がうなだれる前で、先代は事切れた。

　そうして、彼女の墓を建てたカレンは洞窟を出ていき、今に至るのだ。

「で、先代が残した資料を読んで、実践した結果、忍者になったのね」

　自由の利かない体のまま、カレンはにっこりと笑った。

「うむ！　長い修行の末、拙者はとうとう、忍者になったのでござるよ！」

　どれだけの年月を経たのかはともかく、独学の末に、彼女は忍者としての技術を習得したのだ。獣の高い身体能力が残っていたのも、忍者になれた要因のひとつだろう。

　ただ、忍者にとって大事な項目の修行が、彼女からはすっぽり抜け落ちている。

（なるほど、戦闘の技術しか身につけられなかったのか。道理で、掟や心得を知らないわけだ）

　フォンが最も気にかけていた、精神面、道徳面の修行が欠落したままなのだ。

　そういうことなら、彼女が忍術の種類を理解していないのもうなずける。精神を鍛える修行もせず、忍気の使い方も半端で、巻物の記し方も知らない。特殊な薬草や油を使い、辛うじて低級忍術を会得したといったところか。

（心得の抜けた忍者は、心得に殺される。掟を忘れた忍者は、義賊を経て山賊となる。彼女の場合は、どちらもあてはまるから……早死にするだろうな）

　そうわかっていても、フォンはカレンをこのまま放っておく気にはなれなかった。

　そんな彼の心配など露知らず、ようやく毒の痺れが抜けてきたのか、カレンはゆっくり両脚を使って立ち上がった。

「忍者になった拙者は、先代の遺志を継いだのでござる！　すなわち、先代を殺めたような悪党を倒して回り、正義の味方になり、カレンの正しい名を広めると！　きっと先代も、それを望んでいるはずでござる！」

　カレンはっきりと宣言しながら起き上がり、短い手で鞄の中から巻物を取り出した。

　それを開いた彼女の姿が、みるみる変わっていく。

　青い毛が肌に変わり、獣の顔が人間の顔に変わっていく。豊かなふたつの膨らみができていくにつれて、前脚が腕となり、あっという間にカレンは人間の少女の姿となった。

　衣服も変化と同時に生じるのか、裸ではなく、先ほどと同じシャツとスカート、コートとブーツも着ている。白い鞄だけは、獣だった頃から装着していたのでそのままだったが、改めて変化の瞬間を見ると、これこそ不思議な変化である。

　胸を張って、自分の目的を言い放ったカレンを見つめ、各々が感想をつぶやく。

「たぶんだけど、正義感は魔物だった頃から強かったっぽいね……」

「こいつ、おもしろい。サーシャ、気に入った」

「拙者の忍者としてのあふれる才覚に気づくとは、お主、なかなか見る目があるでござるな！　拙者を殺そうとしたのは水に流してやるでござるよ！」

　クロエはともかく、サーシャはカレンに気に入られたようで、彼女は痺れ毒にやられたのもすっかり忘れた様子でからからと笑った。

「忍者の才覚、か……」

　しかし、そんな上機嫌も、顎に指をあてたフォンの言葉で、たちまち不機嫌に戻った。

「む、なにか言いたそうだな、悪党！　話してみるがいいでござる！」

　指さされたフォンには、どう言っても、彼女が激怒する未来しか見えなかった。

　それでもカレンの心に少しでも響く方がいいならば、とフォンは口を開いた。

「じゃあ、ふたつだけ。ひとつは、慢心した忍者の行く先は常に破滅だよ。真に才能のある忍者は常に謙虚であるべきだ。そうでないと、足もとをすくわれるからね」

「…………」

「もうひとつは、正義への偏執だ。やっぱり忍者は善悪に偏っちゃいけないし、バランスを崩すようなことをしちゃいけない。感情を消して命令にだけ従えとまでは言わないけど、強すぎる意志と暴走した行動の果ては、やっぱり破滅だから、ね？」

「黙るでござる！　老人のように小言をぶつぶつと！」

　最初の方こそ顔をしかめるだけだったカレンは、やはり牙をむいて怒った。

「お主のようなとぼけた顔つきの忍者がなにを言っても、説得力がないでござる！　忍者の実力は武と術によって決まるもの！　手がかり探しや木登りが速いくらいで、拙者より立場が上だと思うなら、とんだ勘違いでござるよ！」

　慢心するな、暴走するな。いずれも忍者どころか、生きていく中ですら必要になる教えである。守らなければ破滅すると、懇切丁寧にフォンが教えたのに、返ってきたのは彼を見下すカレンの態度そのものだ。

「とぼけた顔つきって……それに、立場が上だなんて、ちっとも……」

　よかれと思ってとった行動だが、それがもたらした結果にがっくりとうなだれるフォンの肩を、サーシャが叩く。フォンのために反論するほどの気もないが、彼を慰めようとするのが、サーシャの優しさだ。

「……そっか、わかった」

　もっとも、クロエはそうではないようだった。

「ねえ、フォンの実力を見たら納得する？　彼が私たちの手を借りずに、一瞬でテナガオークを生け捕りにしたら、彼の言い分を認めて、受け入れる気になるかな？」

　彼女はカレンの黄色い目をじっと見つめながら、そんな提案を持ちかけた。

「善悪を見極めるではなく、言い分を認めろと？　拙者よりも弱い悪の忍者の戯言を？」

「フォンはカレンよりもずっと強いし、技巧で見ても優れてるんだよ。カレンが本気を出すよりも、もっと早く魔物を捕えてみせるから！」

　クロエの話はつまり、これから見せるフォンの実力を認め、彼のアドバイスをしっかりと受け止めろというものだ。カレンは首を曲げながら、少し悩んで答えた。

「……ううむ、拙者より強いとは到底思えんが、そこまで言うなら了承するでござるよ」

　小馬鹿にした調子で納得したカレンとは裏腹に、フォンは焦ってクロエに振り向いた。クロエの出した条件通りに戦うなら、忍術の使用は必須条件だ。

「ちょ、ちょっと、クロエ!?　そこまでハードルを上げたら……」

　ただ、これこそがクロエの目的である。

「忍術を使わないといけない、でしょ？　ここには私たちとカレンしかいないし、一度しっかり見せてあげた方がいいよ……現実ってのを」

　フォンを見下した態度をとるカレンを見るクロエの瞳は、微かすかな怒りを宿していた。

「……クロエ、怒ってる？」

「ちょっとね、仲間を馬鹿にされたんだし。フォンには悪いけど、本気になってもらえるかな？　そうしたらきっと、今日でカレンは喧嘩を売ってこなくなるよ」

　フォンはクロエの真の目的を理解した。彼の人間性が悪でないと証明して、カレンに言い分を受け入れさせるだけでなく、彼女の長い鼻をへし折ってやることだ。

　少々きついお灸の据え方になるが、カレンのためを思えば、なにもしないよりはよっぽどましだろう。フォンもようやく了承し、とんとん、と軽くその場で二回ほど跳んだ。

「そこまで言うなら――ちょっと、探してくるよ」

　――そして、三人がまばたきをする間に、フォンはその場から姿を消した。

「……へっ？」

　クロエも、サーシャも、カレンでさえも呆気にとられた。

　忍者であるフォンの俊敏さは知っているつもりだったが、まさかここまでとは思っていなかった。というより、こんなに速く動くフォンを見るのは初めてだった。

「フォン？　どこに行ったの、フォン!?」

　瞬時に視界から消えたフォンを、クロエがきょろきょろと見回しながら捜そうとすると、彼女よりも先にサーシャが手がかりを見つけた。

「……あいつ、魔物、探しに行った。向こうの木の葉、揺れてる。あっち行った」

　サーシャが指さした先には、微かに揺れる、木の枝の先の小さな葉っぱ。

　フォンは、木を伝って走っていったようだ。緑の葉を揺らしているのは、恐らくクロエたちに自分が進んだ先を知らせる、いわば道しるべとしての役割だろう。

　逆に言えば、彼はもうテナガオークの居場所を把握しているに違いない。

「まさか、もう魔物の居場所まで把握してたの？　とにかく追わないと！」

　フォンの後を追い、クロエたちも走り出した。

　いろんな方向で揺れる葉っぱを、三人は見逃さないように追いかける。フォンはわざと三人がついていけるように目印をつけているようで、彼との距離はそう遠くないようだ。

　右へ、左へとはならず、先ほどフォンが話した通り、足跡のある方角とは別方向に一直線。追いかけるのはそう難しくないが、フォンの姿はちっとも見えてこない。聞こえるのは木々がざわめく音だけで、足音はまるで聞こえてこない。

「それにしても、どこまで走っていったんだろう、フォン……」

　息が切れそうなくらい走っているクロエが、心配を含んだ声でそう言ったときだった。

「「ブモオオォォ！」」

　豚の喉を絞って出したような、とんでもなく甲高い声が、森の奥から響いてきた。

「……今の声、あっちの岩場の奥からだ！」

　クロエの弓矢使いとして培ってきた耳は、声がした方角を察知した。声がしたのは、すぐ右側に見える、大きな岩がたくさん重なったところからもう少し先に行った場所からだ。

　フォンの声は聞こえなかったが、どう考えても複数の魔物の声が聞こえてきたのだから、彼が関連していないとは思えない。岩場に近づき、なにが起きているのかと顔を出した三人の目に飛び込んできたのは、やはり、魔物の群れに囲まれたフォンだった。

「いた、フォンだ！」

　クロエの視線の先にいる魔物は、醜悪そのものであった。奴らが、テナガオークだ。

　豚のような顔に大きな顎、せり出した牙。ぶくぶくと太った体に緑色の肌と、干し草で作った腰巻。二足歩行の彼らは、爪先が地面に届きそうなほど長い腕の先に、棍棒を握りしめている。

　特に五匹全員が携えている棍棒は、フォンの体と同じくらいの大きさと太さだ。

　それをテナガオークの剛腕によって振り回されれば、人間などたやすくつぶしてしまうだろう。

「あれが、テナガオークでござるか……」

　カレンはテナガオークを見るのが初めてだったのか、フォンが彼よりもずっと巨大な魔物と対面する光景を前にして、息をのんでいる。

「五匹の討伐、知ってた。けど、五匹で群れ、組んでる。サーシャ、予想外」

「体格差がありすぎるでござる、あやつのような忍者ごときでは、棍棒で叩きつぶされてしまうでござる……ま、悪党の末路などそんなものでござるがな」

　無言で戦況を見つめるクロエの隣で、カレンが予想するフォンの末路を鼻で笑う。

　すると、獲物を逃がさないように取り囲んだテナガオークが、同時に動いた。

「グブオォッ！」

　肥えた腹と肉の塊のような体つきに似合わず、テナガオークの動きは俊敏だ。しかも五匹が同じ動きで攻撃を繰り出したのだから、並の人間ではまず避けられない。

　――ただし、フォンは並の人間の限りではない。

　テナガオークの振り下ろした棍棒がフォンに直撃する間際、彼の姿が消えた。魔物の攻撃が命中したのはぬかるんだ地面で、泥をまき散らすだけに終わった。

「な、あんなに速いので、ござるか!?」

　カレンが驚くのも当然だ。あらゆる動作が彼女の動体視力では捉えきれない。はっきり言って、カレンに同じ所作はできないだろう。

　しかも、フォンは攻撃をよけて、テナガオークたちの背後に回り込んでいただけではない。魔物さえも知らない間に、魔物の首には真っ黒な縄が巻きつけられていた。棍棒を持ち上げた彼らが、互いにかけられた首縄の存在に気づいたが、もう遅い。

「少しの間、眠っててもらうよ――縄締めの術」

　五本すべてを束ねた縄を持つフォンが、彼らに背を向け、勢いよく縄を引いた。

「ブグ、オ、ブモォ!?」

　自分よりもずっと小さいはずの人間の力で、テナガオークたちは頭を同時に引っ張られた。首にかけられた縄が締めつけられるだけでなく、五匹は頭から地面に激突した。

　いくら地面が多少なりともやわらかいとはいえ、フォンの腕力で顔面を叩きつけられれば、ひとたまりもない。牙がへし折れたテナガオークは、一匹残らず昏こん倒とうし、痙攣するばかりとなってしまった。死んではいないが、立ち上がりもしないだろう。

　実力を再確認するサーシャ、結果を予期していたクロエ、そして唖然と口を開くばかりのカレンの前で、フォンは彼女たちを見ずに言った。

「クロエ、テナガオークは僕が森の外まで運ぶよ。ふたりで近くの村の人に、引き取り業者を呼んできてもらえるよう、お願いしてくれないかな」

「わかった。お仕事お疲れさま、フォン」

　フォンの頼みを聞いたクロエの前で、彼はテナガオークをてきぱきと拘束していく。

　全力を出したようにも見えないさまを目の当たりにして、カレンはただ呆然と口を開くことしかできなかった。認めたくなくても、実力差を脳に刻み込まれたのだ。
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「……あれと同じことを、同じ速さでできる？　殺さずに、カレンにできるかな？」

　うしろからかけられたクロエの声を聞いても、彼女は振り向けなかった。

「……せ、拙者は……」

　腹の底からどうにかまともな声を絞り出したカレンに、クロエはぴしゃりと言った。

「今回は生け捕りをお願いしたけど、フォンはね、できるだけ殺さないで済ませる手段を選ぼうとする。特に人間は、絶対に殺さない。それはフォンが甘いからじゃない、彼の強い信念の表れなの」

　それでもどうにか、自分はいつでも正しいのだと言ってやりたいと、カレンは口をわなわなと震わせた。だが、クロエに両肩を掴まれて無理やり振り向かされた。

「ひっ」

　ぎろり、と睨むクロエと目が合って、彼女はたちまち委縮した。忍者なら決してあり得ない感情の露呈だが、この時点でほぼ確定していた。

　彼女は忍者ではなく、正義感を振りかざすだけの魔物――忍者のなりそこないである。

「覚悟を持った忍者を馬鹿にする資格は、カレンにはない。フォンが悪人じゃないってわかったなら、街に戻って、二度とフォンに関わらないで」

　生まれて初めてのアイデンティティの崩壊で、カレンは肩の力が抜けるのを感じた。

「…………」

　自失状態となったカレンの、黄色の目の焦点が合っていないのを見たクロエは、軽く彼女の肩を叩いて森の出口へと歩き出した。サーシャもまた、クロエについていった。

　フォンはカレンを一瞥すらせず、しばらくしてからテナガオーク五匹をひとつの縄で縛り上げた。そして、彼の体重の二十倍は重いはずの肉塊を、たったひとりで引きずりながら立ち去った。

　森にはただ、立ち尽くすカレンだけが残っていた。










忍者、猫忍者に襲われます




　その日の夕方、カレンはただひとりでギルディアの街へと戻ってきていた。

「……拙者が、ここまで未熟とは……」

　彼女は結局、フォンたちが依頼を達成するのも見届けずに、クロエに警告されるがまま、森からひっそりと姿を消していた。

　大通りの人混みをとぼとぼと歩く彼女に去来するのは、大きな悲しみと痛み。

（今まで拙者は、悪党などに敗北を喫した覚えがなかったでござる。今回も、負けるなどあり得ないと確信していたでござる。しかし……）

　忍者になってから、悪党に挑んで一度だって負けたことがなかった。数がどれだけいても燃やしてやったし、一対一の戦いではどんな敵でもノック・アウトしてきた。

　ところが、フォンだけは、これまでの敵とはわけが違った。

（自分以外の忍者と出会ったことがなかったとはいえ、あのフォンとやらと拙者の間に、こんなに力の差があるなど思ってもみなかったでござる。俊敏性、腕力、判断力、そして忍術のキレ……すべてが、拙者より上だったでござる）

　フォンは敵を瞬時に見つけ、テナガオーク五匹を一撃で倒した。

（なにより、忍者としてのあり方……決して慢心せず、己の力をひけらかさなかったでござる。掟を教えるときも、拙者に注意するときも、拙者を思って話してくれたのでござるな）

　彼はあきらかに自分よりも強い忍者でありながら、まったくそんなそぶりも見せず、暴言にすら穏やかな態度で接していた。怒りも嫌悪もなく、優しさだけがあった。

　人の視線が気になって仕方なくなり、カレンは無意識にいつもの路地裏に入っていた。ここを左に曲がり、まっすぐ進むと、近頃カレンが手に入れた寝床にたどり着く。

　家屋と家屋の間を擦り抜けるように、夕暮れに染まる細い道を歩く。青い髪が橙だいだい色いろに移り変わるカレンの脳裏に、ある想いが浮かぶ。

「……もしかすると、拙者の歩んでいる道は間違っているのでは……」

　フォンの言うように、善悪のあり方を今一度考えないといけないのではないかと。

（仮に間違っていなくとも、正義を貫くには力も足りなければ、フォンの言う忍者としての心得も足りていないでござる。独学では、ここが限界でござるか……）

　そもそも今まで、彼女は忍術と体術についてはきっちりと学んできたが、フォンがずっと話していた掟や道徳心は巻物や書物にはひとつも記されていなかった。彼にはお見通しだったが、実際、それらについて勉強したことなど一度もなかったのだ。

　今からでも、まだ遅くないはず。過去の学びに加えて新しい知恵を得ることで、本当に正しい忍者として成長できるのではないだろうか。

（二度と顔を見せるなと言われたが、教えを乞うべきではなかろうか。自分より強く、忍者の掟をしっかりと学んだ者に――）

　ふう、と大きなため息をつきながら、曲がり角に差しかかろうとしたときだった。

「――それって、本当に？」

　角の先から、女性の声が聞こえてきた。

「……？」

　まさか先客がいるなんて、と思い、カレンは反射的に足を止めた。聴覚を研ぎ澄ますと、そこにいるのはどうやらふたりのようだ。

「ああ、聞いたところだとフォンって奴、かなりの悪人らしいぜ」

　しかも、もうひとりは男の声だ。おまけに、フォンについて話している。

　カレンは咄嗟に壁に身を寄せ、ふたりの話に聞き耳を立てた。魔物としての猫の耳が出てきてしまうほど集中していたカレンに気づかない様子で、何者かは話を続ける。

「表向きはただの冒険者らしいが、裏じゃ借金の取り立てに略奪行為、金になるならなんでもやるんだってよ。あんなもん、悪党以外の何者でもねえだろ」

「じゃあ、マルモ一家との付き合いも……？」

「噂は本当みたいだぜ。連中と組んで、身寄りのない子供の人身売買にまで手を染めてるんだとよ。まったく、とんでもない奴らだぜ……」

　何者かが話しているのは、人の血が流れているのかと疑うほどの残酷な取引や、冷酷な犯罪だ。しかもそれらを、あのフォンがやっているというのだ。

　フォンについての信じられないくらい邪悪な話が、これでもかと出てきた。

　気づけば、カレンは歯を軋ませすぎて血が出てくるほど怒りに顔をゆがませていた。

　ほんの一瞬でも、彼や彼の仲間が心優しい人間だと勘違いした自分がどこまでも間抜けで、愚かに見えた。それ以上に、自分に掟を説いたフォンが略奪に暴行、果ては人身売買までやってのける大悪党と知り、今度こそ腸が煮えくり返る気分だった。

「……やはり、あの一味……どうしようもない、悪党だったでござるか……！」

　道理で、昨日戦ったマルモ一家の肩を持つような態度をとっていたわけだ。闇取引の仲間であれば、正義の味方と敵対し、悪を守ろうとするのはなにもおかしくない。

　そんな人間を、カレンはこれまでどうしてきたか。

「危うく騙されるところだったでござる！　人身売買までしている外道どもの教えなど乞う必要なし！　絶対に、絶対に許さんでござるっ！」

　決まっている。正義の名のもとに、叩きつぶしてきたのだ。

　今回も同様だ。ぐっ、と拳を握りしめたカレンは、寝床に帰るのも忘れて大通りへと戻っていった。重くも力強い足取りは、フォンだけでなく、彼の仲間も等しく地獄に叩き落としてやろうとする、悪魔の足音であった。

　そんな彼女のうしろ姿を、角から顔を覗かせて見ていたのは、噂話のふたり組。そっと角の奥に戻ると、男はにやりと笑った。

「……ジャスミンの尾行が役に立ったな。報告通り、この路地裏に来てくれたぜ」

　狭い裏道で喉の奥から笑っていたのは、勇者パーティーのリーダー、クラークだ。その隣にいるのは、クラークの恋人にして魔法使いの役割を務める、栗毛の少女マリィ。

　そう。カレンを尾行したジャスミンから、クラークは彼女の通り道を聞いていたのだ。

　曲がり角で姿を見せないよう待ち伏せし、カレンに聞こえるようにフォンについてあることないことを吹聴し、ふたりは彼女の怒りに火をつけた。愚か者の手で、目障りなフォンや彼の仲間を始末させるために。

「クラーク、ここに書いてあることを読んだだけで、うまくいくの？」

　紙をひらひらと揺らすマリィ。クラークは、ぎらぎらした歯を見せていっそう笑う。

「ああ、あの女が暴れてくれりゃあ、フォンを守ろうとする仲間たちと同士討ちしてくれる。あいつは居場所を失って、また元鞘に戻るしかなくなるのさ」

「……だったら、うれしいな。またフォンと冒険ができるなんて」

　残酷な手段でフォンを引き戻す未来を予想して口もとをゆがませるマリィ。その隣で、クラークはどう転んでも勇者パーティーは復権すると確信し、心から喜んでいた。

「悪くても邪魔者が死ぬだけだ。俺たちが処理する手間もないしな、ククク……」

　憂いなどなにひとつない。

　仮に同士討ちに失敗しようとも、自分たちが焚きつけたとばれる心配はない。顔に泥を塗られてカレンに恨みを持つ連中が、彼女を――うまくいけば、フォンたちもどうにかしてくれる。

　銀の髪をなでつけるクラークの頭に浮かぶのは、明るい未来だけだ。

　夕暮れが闇に染まる街の影で、彼の笑い声は大通りの喧騒にかき消された。
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　夜の帳とばりが降りた頃、フォンたちはなじみの宿に戻ってきていた。

　予定通りテナガオークを魔物引き取り業者に預け、依頼を達成した彼らはギルディアの街に帰ってきた。今回もまた、三人は見事に仕事をこなしたのである。

　青い屋根が目立つ二階建ての宿の階段を上り、しばらく借り続けている部屋の前まで来た。

「じゃあ、明日は朝から日用品を買い込んで、依頼の受注ね。おやすみなさーい」

「おやすみ」

　クロエがひらひらと手を振ると、サーシャはひと言だけ返して部屋に入った。一方、ふたりに挟まれた部屋を借りたフォンだけは、浮かない顔をしていた。

「うん……クロエ、カレンのことだけど……」

　フォンがずっと気にかけていたのは、森からいなくなっていたカレンのことだった。

「さっきも言ったけど、気づいたらいなくなってたんだ。きっと、フォンの実力を見て、どこかで反省してるんじゃないかな？」

「……やっぱり、もう少し遠慮した方がよかったかな……」

　お灸を据えるつもりだったのが、やりすぎてしまったかもしれないと、フォンは宿に戻ってくるまでずっと不安に思っていた。彼の甘い性格を知るクロエは、長い金色の髪を揺らし、フォンの肩に優しく手をかけた。

「もともとこっちが難癖つけられたんだし、自業自得だよ。あまり気に病むこともないよ、フォンはたまに、優しすぎるんだからさ」

　微笑んだクロエの顔を見て、フォンの心は穏やかになったようだった。

「……ありがとう、おやすみ」

　フォンも少しだけ微笑んで、クロエと別れて自室に戻った。こういう時、仲間がいるというのはとてもありがたいと思えた。

　上着を椅子にかけ、ベッドに腰掛けたフォンは、考えを巡らせる。

（……カレン、いや、先代カレン。彼女はどこかおかしい。死因も、カレンが忍者になった理由も含めて、できすぎてる。意図的に魔物を忍者にしたと考えた方が納得できる）

　彼が疑問に思っていたのは、謎が謎を呼ぶ、カレンの出自についてだ。

　フォンは彼女の気持ちを気にかけてはいたが、それ以上に、忍者として信じられない事態が山積みとなっていることを納得しきれなかった。

　先代カレンとやらは、山賊に遅れをとった。巻物の中身を明かした。魔物を忍者にした。自らの名を広めるように言い残して死んだ。そのすべてがおかしく、忍者の掟からかけ離れている。わざとカレンに遭遇し、彼女が忍者になるよう仕向けたとしか思えない。

（先代カレンを始末したのが盗賊ではなく、連中に扮した忍者か、あるいは――）

　とても信じられない可能性を頭の中で思い巡らせながら、フォンは静かに口を開いた。

「――この部屋になんの用かな、カレン？」

「にゃっ!?」

　独り言ではない。この部屋に潜んでいる、カレンに向かって言ったのだ。

　フォンの視線はずっと、クローゼットの中に向いていた。そこに誰かがいるのを、フォンは部屋に入ってきたときからずっと気づいていたのだ。いつ出てくるだろうかと待っていたのだが、身を隠したままなので、こうして声をかけたのだ。

　フォンにすっかり居場所がばれていると気づき、猫が驚くような声と共に姿を現したのは、やはりカレンだった。怒りに爛らん々らんと目を輝かせている彼女に、フォンはベッドから一歩も動かず、またも優しい口調で聞いた。

「わざわざ忍び込んだんだ、僕に用があるんだろう？　話でも相談でも、いくらでも聞くよ」

　ところが、カレンはそうではない。

「……話すことなど……なにも、なにもないでござる！　死ね、悪党っ！」

　それどころか、両手の長い爪をしならせて、フォンに跳びかかってきた。

　こうなれば、さすがにフォンも立ち上がらざるを得ない。といっても、すさまじい勢いで攻撃を仕掛けてくるカレンとは違い、フォンは必要最低限の腕の動きでカレンを止めた。

「落ち着いて、カレン。昼間の件なら謝るよ。だから、まずは話を――」

　右腕一本でカレンの両手を受け止めるフォンに、彼女は噛みつきかねない勢いで叫ぶ。

「黙れっ！　マルモ一家と手を組み、身売りにまで手を染める外道と話すことなどっ！」

　ちっとも身に覚えのない罪状を聞いて、さすがのフォンもたちまち慌てた様子で表情を変え、カレンと距離をとった。

「て、手を組み？　身売り？　なんのことを言ってるのさ、カレン？」

「とぼけても無駄でござる！　街の人が噂しているのを聞いたでござるよ！　お主の真の顔が、借金の取り立てから略奪、人身売買まで、悪行三昧の大悪党であると！」

　びしっと指をさしてわめくカレンだが、いずれにもフォンには心あたりがない。

　金を貸した相手もいなければ、略奪行為などは人道面から最もはずれた蛮行で、やるはずがない。ましてや危険な組織と手を組んで人身売買など、もってのほかである。

　にもかかわらず、カレンは青い毛を逆立てて、フォンを邪悪だと言い張っているのだ。

「そんなお主の仲間も、どうせろくな奴らではござらん！　始末してやるでござる！」

　殺意をいっそう増して、彼女は再び跳びかかってきた。部屋中の壁を使って四方八方から迫る特異な殺法だが、冷静に動きを見定めるフォンは、すべての攻撃を受け止めた。

「待って、僕の話を聞いてくれ！」

「悪党の戯言に耳を貸す必要はないでござる！　それにしても、拙者の攻撃をことごとく防ぐとは、小癪なっ！」

　あらゆる手を先読みされているような感覚に、カレンは襲われる。あきらかに彼女が攻勢に出ているはずなのに、必ず防御の最善策を繰り出される。ほとんど間髪を容れず攻撃を叩き込み続けているのだが、まるでフォンには命中しない。

　簡単に攻撃をかわされ、よけられ、カレンの怒りはさらに増大していく。フォンとしては、やろうと思えば彼女を一撃で死に至らしめられるが、そうする理由はまったくない。

「まずいな、まったく話を聞いてくれない……とにかく冷静になって、忍者の掟では……」

　だから、説得しようとして、フォンはまたも掟について語ろうとした。

　ところが、彼の行動は火山に水をかけるようなもので、カレンの憤怒に対して、まるで無意味だ。

「掟の話で拙者を黙らせるつもりでござろうが、そうはいかんっ！　かくなる上は拙者の『鬼火の術』で、部屋ごと悪党を燃やし尽くすのみ！」

　すなわち、カレンの怒りを収めるのは無理だということだ。

「どこをどう、話を飛躍させたらどうなるのさ!?」

　むしろ、火に油を注いでしまったようだ。

　フォンの腕を蹴飛ばして距離をとったカレンは、とうとうコートの中から妙な形の筒と小瓶を取り出した。形からして、筒の方は、蓋らしい部分を押し込めば発火するタイプの忍具だ。

　薪などの着火に用いる道具ではあるが、これと油の入った小瓶を用いる鬼火の術とは、広範囲を一瞬で燃やす忍術だ。その気になれば、宿を焼き尽くすのは造作もない。

（まずい、本気で部屋を燃やすつもりだ！　手を出すのは気が引けるけど、仕方ない！）

　暴走した正義の炎が宿を燃やすのを、さすがに放ってはおけない。瞳孔が開き、呼吸まで乱れたカレンの大暴れを止めるには、彼女を倒すしかない。

　ただ、時間は迷いからもたついたフォンを待ってくれない。

「食らうがいいでござる！　火遁『鬼火』の――」

　青い髪をこれでもかと震わせ、カレンが牙をむき、筒の蓋を押し込もうとした瞬間。

「――きゃおらああぁっ！」

「ごふっ!?」

　宿の壁が吹き飛び、がれきから突き出した鋼鉄のメイスが、カレンを殴りつけた。

　彼女の華奢な体が宙を舞い、クローゼットに激突する。軽く痙攣しながら木片と埃まみれになる彼女の姿に驚くフォンをよそに、ぽっかりと開いた壁の穴に手をかけ、メイスを片手に、のそりと破壊神は姿を現した。

「サーシャの眠り、邪魔した。お前、サーシャの、敵」

　長い黒髪、寝ぼけた目、猫背。床をメイスで擦りながら現れたその正体は、サーシャだった。

　囚人服のような麻のシャツとズボン――恐らく彼女なりのパジャマに身を包んだサーシャは、メイスをカレンに突きつける。

　メイスの一撃が相当効いたのか、呼吸すらままならない様子で、カレンはよろよろと立ち上がった。ゴブリンをミンチにする打撃を食らって、もとの形を保っているのは幸運と言っていいだろう。

「ぐ、うう、お主はごぉ!?」

　カレンが口を開くより先に、まだ寝ぼけているサーシャの拳が、腹に直撃した。

　黒い筒を握ったまま、カレンは地面にうずくまる。床に転がったメイスの打撃でなかったのが、彼女にとっては幸いだろう。もしもメイスのひと突きを腹に食らっていれば、内臓が破裂していたはずだ。

　なにかを吐き出しそうな苦く悶もんの表情を浮かべるカレンを見て、サーシャはようやく我に返ったようだ。うとうととしていた目をぱっちりと開き、サーシャは不思議そうな声で言った。

「……お前、カレン。なんでここにいる？」

　首をかしげたサーシャに答えたのは、カレンではない。

「さあ、なんでだろうね？　理由は知らないけど、とりあえず動かないでね」

　部屋の扉を開き、弓を構えるクロエだ。

　彼女はパジャマに着替えておらず、サーシャのように寝ぼけてもいない。代わりに、フォンを二度も狙われた怒りが、白銀の矢尻に込められていた。

「しかも、フォンの仲間まで……!?」

　ふらふらとよろめき、狼狽するカレンが動くたび、クロエの矢の矛先も変わる。足をほんのわずかでも動かせばクロエの矢が放たれると直感したのか、カレンは一歩も動けない。

「先に言っておくけど、私は二度も見逃すほど甘くないよ」

　クロエはフォンのように遠慮はしないし、サーシャのように眠りを邪魔されたから迎撃したわけでもない。フォンを狙うなら少しの遠慮もしないと決めている彼女は、ある意味忍者以上にダーティーなのだ。

　そんな射手と、戦闘狂と、忍者に囲まれたカレン。

「この……し、しかしまだ、拙者には忍術が……食らうでござる！」

　それでもどうにか黒い筒の蓋を押し込んだカレンの手もとから、勢いよく火が広がろうとした。火を操って、三人を丸焦げにしてしまえば、まだ勝機はある。

「そうはさせないよ」

　しかし、忍術を使った抵抗を、フォンは許さなかった。

　彼が炎を起こした右の手のひらをかざすと、そこから緑色の炎の球が飛び出し、カレンの小さな火に触れた。炎同士は一瞬だけ共鳴したように見えたが、そうではない。

　瞬またたく間にごう、という轟音を響かせながら巨大化した緑色の炎が、たちまちカレンの忍術をのみ込んでしまった。有害な火を食い尽くす光景は、間違いなく、彼がいつの間にか開いていた巻物から力を得た上級忍術によるものだ。

「……そんな……」

　呆然とするカレンの前で、火はあっという間に消えた。

「延えん焼しょう炎えんの術。火だけを焼く特殊な炎で、無理やり火炎を鎮める火遁忍術の一種だ。火事を消し止めたりするのに使うんだけど、今回は例外だね」

「ぐ、うう、そんな……悪党に、遅れをとるとは……」

　事もなげに巻物を収めるフォンを見つめ、カレンは心底悔しそうに唸る。

「悪党、ね。まだそんなこと言ってるんだ、ならさっさと始末しよっか」

「サーシャ、同意。こいつ、戦いを挑んできた。死、覚悟してる」

「ふたりとも落ち着いて、まだ殺すと決めたわけじゃないから、ね？」

「フォンは甘いの。言って聞かないなら痛めつけるか殺す。冒険者の常識だよ」

「うっ……！」

　純粋な殺意を向けられ、カレンはおののく。そんな様子を見て、サーシャは目を細める。

「お前、死の覚悟なしに来たのか？　死ぬ覚悟ない、お前、甘ちゃん」

　今さらだが、彼女たちは、フォンのためなら己の手を汚す。

　フォンも同じだが、クロエやサーシャと違うのは殺人が最終手段ではない点だ。フォンが殺さないのだから、その仲間も自分を殺めないなどと思い込んでいるカレンの甘ったれた妄想である。

　ようやく、とんでもない敵に囲まれた――敵に回してしまったと気づいたのか、カレンの顔が青ざめていく。この場でフォンに許しを請うても、きっとクロエが許さないだろうし、三人まとめて始末しようとすれば、サーシャのメイスが彼女の頭をつぶす。

　なにより、どんな選択であろうと、屈することだけはしたくない。

　となると、手段はひとつ。

「こ、こうなったら！　いざというときの煙玉、でござる！」

　よろめく体をどうにか起こしながら、カレンはクロエが頭を射貫くよりも先に、コートの中から手のひら大の灰色の玉を床に目がけて叩きつけた。

　すると、ぱっくりと割れた玉の中からもくもくと煙が噴き出してきた。その勢いはすさまじく、たちまち部屋中を覆い尽くした。フォンがかつてクラーク一味から逃げる際に用いたものと、まったく同じ低級忍術だ。

「げほ、ごほっ……煙幕で目くらましなんて！」

　煙を払おうと必死にクロエが手を払っていると、その間に部屋の窓が割れる音がした。

　どうにか追いかけようとしたが、視界が晴れた頃には、カレンの姿は影も形もなかった。窓を突き破って外に飛び出したのか、窓の向こう側から人のざわめきが聞こえてくる。

「……あいつ、窓の外に逃げた。フォン、どうする？」

　サーシャがメイスを担いで問うが、フォンの考えは決まっているようだ。

「追いかけよう。嫌な予感がする」

　窓から虚空を見つめるフォンは、やはり彼女を捨て置けなかった。

「そうだね、フォンの言う通り。今度こそしっかりとすりつぶして、二度とフォンに、ギルディアの街に寄ってこられないように脳味噌に刻み込んでやらないと」

「いや、そうじゃなくて。そんな乱暴はしないよ」

　クロエも同意だったが、意図するところはフォンとはまったく違った。

　部屋の奥に入ってきて、微塵の猶予も与えないままにカレンを殺す気満々のクロエだったが、フォンは両手のひらを振り、彼女とまったく違う思惑があることを伝えた。

「カレンは、僕たちが悪事を働いているって聞いたから成敗しに来たと言ってた。こっちの身に覚えがなければ、誰かが作り話を吹聴してるか……嘘を吹き込んだかだ」

　彼は、彼女の襲撃が、すべてカレンの思考のもとで成り立っているとは思っていなかった。

　悪党を倒すとだけ言って襲いかかってきたのなら、まだ彼女が、フォンが正しい忍者であると納得していない可能性もあった。だが、悪事をどこかで聞いたから攻撃してきたなら、どこかでフォンたちの虚偽の情報をたれ流している者がいるのだ。

　フォンに恨みを持っているか、フォンを殺そうと企んでいる者が、背後に。

「吹き込んだ？　なんのために？」

「理由はともかく、偽りの悪行を吹き込んだ人は僕に恨みを持っているはず。そいつは僕とカレンのトラブルをどこかで見ていて、使えると判断したんだ。僕とカレンを戦わせて、あわよくば双方共倒れになるように仕向けたんだよ」

　もしもカレンとフォンの関係性を知る機会があるとすれば、昨日の朝方に起きた騒動だろう。忍術のぶつけ合いだけを見れば、敵対関係にあると思って差し支えない。

　第三者によるものだという可能性が濃くなる中で、クロエにはひとつの疑問が浮かぶ。

「それは間抜けすぎない？　カレンが私たちに半殺しにされて、真相を話したら？」

　カレンの自白という危険性。それすらも犯人は対処していると、フォンは読んでいた。

「僕が見たところ、カレンは窮地に追い込まれたとき、逃げ腰になる傾向がある。忍者によっては、さっきみたいな状況に追い込まれてもなんとしても敵を討つ人もいるけど、カレンはまずあてはまらない。命を捨てる勇気は、彼女にはない」

「半殺しにされる前に、すたこらさっさってわけね。そんな子をそそのかしたってことは、フォンや私たちを本気で殺すつもりってよりは、殺せればラッキーってとこかな？」

「カレンの実力を見誤ってなければ……絶対に殺せると思ってなければ、そうかもね」

　もしも、本気でカレンの実力がフォンと拮抗していると思い込んだ末の作戦であれば、立案者はかなりの間抜けである。一度の手合わせを見ただけでカレンの実力を過大評価し、勝てると確信して暗殺を決行するとは。

　今のところは、ちょっかいをかけるべくカレンをけしかけたと考えるのが無難である。ただ、嫌がらせの道具に使われたカレンには、相応の未来が待ち構えているのだ。

「仮に僕がカレンを殺せば、真相は藪やぶの中。真犯人からすればなんのデメリットもない。もしも半端に逃げおおせても、彼女を追っているのは僕たちだけじゃない――彼女とトラブルをかかえている連中がいるからね」

　作戦に失敗した場合、黒幕が処理しなくても、カレンを恨んでいる者に任せればいい。

　幸い、カレンには怨恨の種があった。子供にぶつかったというだけで殴りつけた結果、体を焼かれたというひどく大きな恨みを持つ連中が、この街に。

「……マルモ一家に、始末を任せるつもりで!?」

　つまり、悪名高いマルモ一家だ。彼らがカレンを見つければ、嬉々として捕まえようとするし、そのときはきっと三対一では済まない。圧倒的な数の力で制圧するだろう。

　そうなれば、彼女には死よりも恐ろしい災難が待ち構えていることになる。

「真犯人、頭いい。忍者を道具として使う。けどサーシャ、卑ひ怯きょう、嫌い」

「そうだね、忍者を道具として見るなら、正しい使い方だ……けど、彼女はまだ未熟な忍者だ。そんな終わりは迎えさせない」

「ってことは、フォンはカレンを助けるつもりで？」

　振り返り、フォンはさも当然であるかのように言った。

「最初から、そのつもりだよ。ふたりがよければだけど、捜すのを手伝ってくれるかな？」

　自分の命を狙い、さんざん罵ののしってきた相手を、それでもフォンは助けるつもりだ。

　どうしようもないほど善人で、ともすれば愚かとすら形容されてしまうほどの優しさを、クロエもサーシャも知っていた。だから、彼女たちはあたり前のように返事をした。

「サーシャ、手伝う」

「……しょうがないな、フォンは。こういうのは、今回きりだからね」

　あきれるくらい、くすりと笑ったふたりに、フォンは微笑み返した。

「ありがとう。それじゃあ、早速捜しに行こう……といっても、あてはあるけど」

「あてって、どこに？」

　クロエとサーシャの頭には浮かばないが、フォンは大まかに察していた。ある意味では一番残酷な発想ができるフォンだからこそ、思い浮かぶ最悪のあて。

「マルモ一家の根城さ。遅かれ早かれ、彼女はきっと捕まってしまうから――」

　フォンが敵の根城に乗り込もう、と言い終える前に、廊下からどたどたとやかましい音が響いてきたかと思うと、パーマの女性が部屋に飛び込んできた。

「――こらああっ！　部屋になんてことしてくれてんだい、あんたたちはっ！」

　この宿の家主であるおばさんの怒声の原因を、彼らは理解した。

「……あっ」

　同時に、三人は、壁の穴と割れた窓の修理費を払わなければならないと悟った。
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　さて、敗走したカレンだが、彼女はどうにか逃げおおせていた。

「ふう、ふう……ここまで来れば、なんとか……」

　彼女が転がるように倒れ込んだのは、寝床として使っている、路地裏の隅。ベッド代わりの積み重なった藁しかないが、もとは獣であるカレンからすれば立派な宿だ。

　こんなところでしばらく寝泊まりしているのだから、忍術でごまかさなければ、きっとひどいにおいだろう。ただ、放っておいたなら、あるいは獣のにおいがばれなかったかもしれないが。

　そんな藁の山に仰向けになり、カレンは苛立った調子で、卑ひ怯きょう者ものへの怒りをぶつける。

「悪党どもに遅れをとるとは、この十二代目カレン、一生の不覚！　しかもよりによって、あのフォンでなく、仲間に気圧されるとは……！」

　気圧される。

　そこまで言って、彼女は気づいた。自分が負けた事実が、脳に刻み込まれているということに。

「いや、いや、そんなはずはないでござる！　拙者は正義の忍者、悪の忍者に負けるなどあり得ないでござる！　あの火遁『鬼火の術』さえ成功していれば、きっと……」

　首を振り、必死に芽生えた弱気を押し殺そうとするが、もはや手遅れだ。正義の意志が、クロエやサーシャの言葉によって崩され、綻び落ちていく。

『覚悟を持った忍者を馬鹿にする資格は、カレンにない』

『死ぬ覚悟ない、お前、甘ちゃん』

　自分がどんな忍者か、知ってしまった。

　勝てる相手とだけ戦ってきた。同じ忍者と戦った経験など一度もなかった。なにより、勝つに決まっていると思い込んでいるのだから、死の覚悟など少しもしてこなかった。

　その結果がこれだ。大敗を喫し、ちっぽけなプライドが崩壊した。

「……拙者は……怯えたのでござるか？　破れかぶれでしか、覚悟のない、拙者は……」

　覚悟などない、見かけ倒しの臆病者。己の正体を悟り、カレンの目に涙があふれる。

「……うっ……ぐす、ひっぐ……うええぇぇん……」

　堰を切ったようにあふれてきた涙は、もう止まらなかった。

　あんまりにも自分が惨めで、情けなくて、どうしようもなくて、カレンはひたすら泣いた。きっと、涙の訳には、死と敗北への怖れもあったのだろう。

「うう、う、ぐす……」

　このままずっと、ひとりで泣いていたかった。

　気が済むまで、心が落ち着き、これからどうしようかと考える余裕ができるまで。

「――ようやく見つけたぜ、クソガキ」

　ところが、世の中はそう甘くない。

「えっ……ぶごぉ!?」

　涙を流して間もないうちに、カレンのすぐ目の前から野太い男の声がした。

　誰だろうか、とカレンが赤くなった目をこすろうとするよりも先に、カレンの腹に、太い足から繰り出された蹴りが直撃した。口から唾をたらし、苦く悶もんに顔をゆがませたままもんどり打つカレンの傍らで、蹴りを叩き込んだ男が叫んだ。

「お前ら、昨日のガキだ！　こんなところでピーピー泣いてやがったぞ！」

　どうにか顔を上げたカレンの視界に飛び込んできたのは、顔に火傷の痕がある男。彼に呼ばれてやって来るのは、体の一部に火傷を負った男。

　間違いない。昨日、カレンが罰を与えたマルモ一家の男たちだ。しかもそのうしろから、彼らの仲間らしい連中が三、四人やって来る。いずれも強こわ面もてで、筋肉質の野蛮人である。

「な、なにをするでござ、ぐ、う、うがあぁ!?」

　ぜいぜいとどうにか息をしながらわめくカレンに与えられたのは、さらに鋭い男の蹴り。

「なにをするじゃねえよ！」

「昨日はよくもやってくれたな！」

　今度は、一発では済まない。二発、三発、ひとりにつき一発、もっと、もっとだ。

「ぐ、ふ、ひぎぃ！　ま、まっで、やべで、まっで……！」

　瞬く間にカレンの体はあざだらけになる。

　威勢はあっという間に消え失せ、体を縮こまらせてどうにか説得を試みようとするが、暴漢が命乞いなど聞くはずがない。

「自分から首突っ込んどいて、待ってはねえだろうよ！」

「まさか、自分はやられねえとでも思って、高をくくってたのか？　そんな覚悟もしてなかったなら、半端な気持ちで俺たちマルモ一家に手を出したのを後悔するんだな！」

　忍者としてはおおよそあり得ない惨めな懇願は、罵声と激痛にかき消される。

　またも覚悟を問われ、返事すらままならず、カレンは顔や体、手足、至るところを踏みつけられ、とうとうぐったりと動かなくなってしまった。

　呼吸すら弱々しくなったカレンを見てもまだ報復し足りないのか、男たちが足を大げさに振り上げる。腫れた顔面に狙いを定めて、踏みつぶすかのごとく――。

「……お前ら、その辺にしとけ。もうのびてるだろう」

　しかし、路地の入り口から聞こえたしゃがれ声を聞いて、一同はゆっくりと足を下ろした。

　路地の入り口に立っているのは、五十代くらいに見えるいかめしい白髪の男。夜よ闇やみに溶け込むような緑青色の着物を身にまとった彼を見て、男たちは姿勢を屈め、深く一礼した。

「マルモの親分！　はい、たぶん気を失って……あっ、これは!?」

　マルモ一家を仕切る親分、マルモが子分たちの近くに来ると、成果を報告しようとした彼らの前で驚くべき変化が起きていた。

　なんと、気絶したカレンの体が形を変え、獣毛に包まれた猫の魔物となってしまったのだ。目を丸くする子分の前で、興味深そうにカレンに顔を寄せたマルモがつぶやく。

「……驚いたな。まさか正体が人間に変身した魔物だとは、思ってもみなかったぜ」

「こいつは海猫マリンキャットです、普通は人間に変身しねえはずですぜ。親分、どうします？」

　子分の話を聞き、マルモは少しだけ考え込んだ。

　このままカレンを蹴り殺すのは簡単だ。だが、本来は持ち得ないはずの特殊な力を持った魔物は、一部のマニアからすれば喉から手が出るほど欲しいオンリー・ワンだ。

「……孤児よりもよっぽど高く売れるぜ。人に変身する海猫マリンキャットなんてな」

　軽く鼻で笑い、マルモは子分に命じた。

「お前ら、こいつを縛り上げてアジトに連れていけ。今度開かれる闇オークションに出品して、高値で売り飛ばしてやろうじゃねえか」

「「へい、親分！」」

　子分たちは隠し持っていた縄で獣姿のカレンを縛り上げ、路地裏からこっそりと走っていってしまった。夜も更けた闇の中で、彼らの姿は誰にも見られなかった。

　カレンは抵抗すらできず、ただ呻くばかりだった。




　どれくらい、時間が経っただろうか。

　疼うずくような痛みが、覚醒を促すようにカレンの肌に刺さった。

「……ここ、は……？」

　薄暗く寒い空間。窓のない部屋で、カレンはゆっくりと目を覚ました。

　獣の姿のままの彼女は、最初、自分がどこにいるか理解できなかった。なにが起きているのかと、うまく動かせない頭をゆっくりともたげると、彼女が転がっている冷たい床と視界の奥の狭間に、鉄格子が挟まっていた。

　加えて、カレンの両手足には重い鉄の枷かせがはめられている。

　つまり、彼女はマルモ一家にリンチされた後、どこかに拉致されたようだ。

　鞄も持っていない自分が、拘束されているのだと理解した彼女はがしがしと体を動かすが、ちっともはずれる気配がないし、体に力も入らない。唸りながらそれでも力を入れていると、牢の外から彼女を嘲笑うような声が聞こえてきた。

「おうおう、ようやくお目覚めか？　ここはどこだって、てめぇをさんざんボコってやった俺たちマルモ一家の地下牢だよ。獣にはおあつらえ向きだろ？」

　彼女を見下すように椅子に座り、げらげらと笑っているのは、手袋をはめ、汚れた服を着た人相の悪い痩せぎすの男だ。誰とは知らないが、恐らくマルモ一家の構成員で、カレンが脱走しないように見張っているようだ。

　拉致されたという予想があたり、ぎり、と歯を軋ませるカレンを男は小馬鹿にする。

「それにしても、まさか正体が魔物だなんてな。近頃は孤児も捕まらなくて、資金繰りに焦ってたんだが、てめぇみたいな珍しい魔物ならいい値で売れそうだぜ。明後日、闇市場のオークションでどんな値がつくか、楽しみにしとけよ！」

　しかも、捕まえただけでは飽き足らず、闇市場でカレンを売り飛ばすらしい。彼の言う通り、人に変化する魔物は、下劣な意味合いでの愛玩動物として高く売れるだろう。

「き、貴様ぁ……はずせ、この枷をはずすでござる！」

「急に威勢がよくなるもんだなあ、こいつ。もう一発殴ってやれば黙るかぁ!?」

「ひぃっ……！」

　カレンはどうにか虚勢を張ろうとするが、男が格子を蹴り飛ばすと、たちまち体を縮こまらせた。受けた傷が治っていないのもあるが、精神的にもダメージを受けていたため、今の彼女では、とても自分を殴った連中に勝てないと思い込んでしまっているのだ。

　涙目で抵抗しなくなるカレンを見て、男は腹をかかえて大笑いする。

「だははは！　勝てない相手だとわかった途端にビビりやがって、滑稽だぜ――」

　なんと惨めで、みっともない姿だろうかと自分を責め立てるカレン。

　人間の姿にすら戻れない弱さに歯噛みしていると、男は急に笑うのをやめた。

「――なんてね。でも、これで君の本質は見えたわけだね」

　次に発した男の声は、さっきまでの意地汚い声ではなかった。

「……え？」

　思わず、カレンは怯えるのも震えるのもやめて、じっと男の顔を見た。

　男は彼女の前で、首もとの皮に爪を立てた。そしてバナナの皮をむくようにめくり上げ、自分の皮膚を剥ぎ取ってしまった。

　思わずカレンは小さな悲鳴をあげかけたが、その下にあったのは血管や筋肉ではなく、男よりもずっと白い肌だった。

　男がめくった肌は首からどんどん剥がれていき、口を過ぎ、目もとを越える。そして顔の肌が完全に剥がれて地面に投げ捨てられ、彼がポケットから取り出した黒いバンダナを首に巻いたとき、カレンの目に映ったのは悪党ではなかった。

「驚かせてごめんね、変へん装そうの術で忍び込ませてもらったんだ。ここはたしかにマルモ一家のアジトの地下牢だけど、この場にいるのは僕だけだよ」

　格子の向こうでにっこりと笑ったのは、フォンだった。

　どうやら彼は、特殊な方法で作り上げたマスクを顔にかぶり、マルモ一家の子分に成り済ましていたようだ。こんな忍術を、カレンはちっとも知らなかった。

「フォン……!?」

「こうなると思って、先回りしてたんだ。今、牢の鍵を解くからちょっと待ってて」

　驚くカレンに簡単に説明を済ませて、フォンは格子にかけられた南京錠に手をかける。彼女がまばたきを二、三度している間にかちゃ、と音がして、堅牢な錠ははずされた。

「か、鍵をあんなにたやすく……」

　静かに鉄でできた扉を開き、フォンが牢の中に入った。彼が手を差し伸べたことからも、彼がカレンを助けに来たのは明白だ。

「さあ、早くここから出ようか。ぐずぐずしてると地上のマルモ一家にばれちゃうしね」

　ところが、カレンは少し迷ったような仕草を見せてから、そっぽを向いた。

「……拙者は……悪党の、助けなど、借りんでござる」

　強がりにもならない強がりとプライドから、カレンはフォンの助けを突っぱねた。

　青い毛はしなだれて、暗がりでもわかるほど体中があざだらけなのに、カレンはプライドを優先させた。ここで朽ち果てるとしても、彼の助けを借りるものかと決心していた。

「正義の忍者として、せ、拙者は……ひとりでも、ここから……」

　ただ、フォンはカレンの本質を見抜いたと言った。

　だから、次にフォンが放った言葉は、説得でも、優しいなだめでもなかった。

「――忍者を名乗るなら、こんな程度の連中に捕まるな」

「……っ!?」

　厳しい声だった。

　振り返ったカレンが見たのは、険しい顔をしたフォンだった。

　クロエと一緒にいたときのとぼけた顔でも、カレンに掟を説くときの優しい顔でもない。子を叱る親のように険しい表情をしていた。

　息をのむカレンは、目を逸らせなかった。怒りへの恐れと、自分がさんざん小馬鹿にしていた相手の豹ひょう変へんに困惑していたからだ。

「自己顕示欲と力の誇示のごまかしに忍者を使うな。プライドが高いのなら、それ相応の力を身につけて初めて忍者を自称しろ。未熟ならせめて謙虚になれ」

　これまで何度も話した内容。違うのは、フォンが真剣に怒りを伴って話していること。

　蛇のごとく睨みつける瞳に射すくめられ、カレンは反論すらできない。

「できないなら、ごっこ遊びなんてやめてしまえ。今のお前は、ただの恥さらしだ」

　たとえ、忍者ではないと言われても、カレンは受け止めるほかなかった。

　自分に覚悟がないと知った今、フォンの言い分はすべてが正論だった。

　そして、それらはカレンの胸に深く突き刺さった。自分がやってきたのは単なる忍者ごっこで、正義を盾にしたお遊戯だというフォンの言葉を聞いて、カレンはうつむくしかなかった。

　そんな彼女の様子を見てか、はたまた地上が少しだけ騒がしくなってきたのが聞こえたからか、フォンは硬い顔を解き、昨日と変わらないとぼけた顔で彼女に近づいた。

「……まあ、説教は後にしようか。上でクロエたちが作戦を始めたみたいだし」

「作戦？」

　カレンを縛りつける枷を、錠のように簡単にはずしながら、フォンは答えた。

「ああ、むさくるしい男連中ばかりには効果てきめんの作戦をね」

　微笑む彼はそう言いつつも、少し心配そうでもあった。










忍者、マルモ一家と戦います




「――だから、踊り子なんて呼んでねえっつってんだろ！　とっとと帰れ！」

　フォンがカレンを地下から救出している頃、怒鳴り声がとある屋敷に響いた。

　ギルディアの街から少し離れたところにぽつんと建つ一軒家。緑色の武骨な屋根が目立つ、木造の少し大きな屋敷は、誰あろうマルモ一家のアジトだ。誰も立ち寄ろうとはしない。なにが起きても誰も助けてくれない、暗い夜ならなおさらだ。

　ところが、今は違う。屋敷の入り口で強こわ面もての男が怒鳴っている相手は、堂々と一家のアジトに入り込もうとしていたのだ。

「そう言わないでよ。私たちみたいなセクシーな美人がタダで踊ってあげるんだからさー？」

「うふん、あはん」

　それは紛れもなく、クロエとサーシャだった。

　ただし、格好だけはいつもと違う。まるで下着のような肌面積の、服というよりは下着に近い衣服しか身にまとっておらず、口もとは薄手の布で隠している。どちらの衣装も紫色で、男性の劣情を催すには十分すぎるくらいきわどいデザインだ。

　そんな格好をしていれば、普通の男性なら鼻の下を伸ばして部屋に連れ込むだろう。しかし、問題があるとすれば、その人選だった。
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「そりゃあ、もっとセクシーでナイスバディな美女なら踊らせてやらなくもねえぞ！　だけどな、ガキのダンスになんざ興味ねえんだよ！」

　ふたりの体つきは、お世辞にも悪党が望む、踊り子に向いている容姿とは言えなかった。

　クロエはかわいらしい顔つきと体躯だが、裏を返せば豊満であるとも妖よう艶えんであるとも言えない。サーシャはたしかに美人で体も引き締まっているが、体の至るところに傷がつき、腹筋はしっかりと割れて筋骨隆々。

　どちらも相当魅力的であるものの、目の肥えた男たちの食指は伸びなかったようだ。

「……そ、そんなこと言わないで、ね？」

　顔を引きつらせるクロエだが、どうにか話を続ける。

「私たち踊り子見習いなのよ。ちょっとは実績を上げないとクビにされちゃうし、天下のマルモ一家で躍らせてもらえたら箔がつくだろうし、だからいいでしょ、一回だけ！」

「うふーん、あはーん」

「知らねえよ、クビにでもなんでもなっちまえ！　ほら、出てけ出てけ！」

　苛立ちが限界を超えた男が、半ば乱暴にふたりを追い出そうとした。

　それでもふたりが（正確にはクロエだけが）どうにかと説得しようとすると、家の奥の一番大きな椅子にふんぞり返った白髪の男、マルモの親分が酒瓶をテーブルに置いた。

「待て、今日はいい獲物が手に入ったんだ。祝いも兼ねて、躍らせてやろうじゃねえか……よく見りゃあ、どっちも器量はよさそうだしな」

　マルモの命令で、子分は納得いかない表情のまま、舌打ちして入り口からどいた。

「やったー、ありがとうございますぅー！」

「うふんあはーん」

　ふたりは踊り子らしからぬ様子でどたばたとアジトの中に入ると、早速中央に躍り出て、へばりつけたようなこわばった笑みを浮かべたまま仁王立ちになった。

「では早速、踊らせていただきますね、親分！」

　そして、たくさんの男たちが見守る中、ふたりは艶なまめかしい踊りを、無音で始めた。

　酒が入った悪漢の中心で、踊り子たちが舞う。普通ならへべれけの連中が手を出しかねない光景のはずだが、マルモ一家は誰も手を出さなかった。

　なぜなら、クロエもサーシャも、踊りが壊滅的に下手なのだ。

　演舞、舞踊の素人であるはずの子分たちの目で見ても、ふたりの動きは踊りというよりは死人のうごめきにしか見えなかった。にやにや笑っている顔も、異様さを煽り立てる。手をうねらせ、足をくねらせる死霊の盆踊りを見せつけられる面々は、一様に顔をしかめる。

（……下手、だよな。色気もねえし、退屈だぜ）

（ああ、下手くそだ。本当に踊り子か、こいつら？）

　何人かが目を逸らし、げんなりした表情になり始めた頃、とうとう我慢できないと言わんばかりにマルモが立ち上がり、静かに、かつきっぱりと言い放った。

「……もういい、見るにたえねえ。帰れ」

「えぇー、そんなこと言わずにぃ……」

　しかし、クロエの視線はマルモではなく、その少し奥に向いていた。

（フォンだ、それにカレンも。うまく脱出できたみたいだし、そろそろ引き際かな）

　マルモ一家が誰も気づいていない、地下に通じる階段からこっそりと出てきているのは、フォンとカレンだった。そしてこの状況こそが、クロエの作戦だった。

　彼女たちの踊りで周囲の気を引いている間に、フォンが地下に忍び込んでカレンを救出する。頃合いを見てふたりが脱出すれば作戦成功、という予定であったが、この調子だとなにもせずとも帰してもらえそうだ。

　まともにダンスを見せたつもりだが、とんとん拍子で作戦がこなせたものだと、周囲からひそひそと悪口をささやかれるクロエは内心安堵した。

「――フォン、お前、なにしてる？」

　さも当然であるかのように、フォンに声をかけるサーシャの存在がなければ。

「サーシャ!?」

　思わず素っ頓狂な声をあげてしまったクロエもそうだが、カウンターの裏を、カレンを担いで歩くフォンも驚いたようだ。一同にマルモ一家の視線が注がれるのは当然である。

「ちょ、ちょっと、なんでフォンを呼んじゃうの!?」

　クロエは慌ててサーシャの服を掴み、耳を寄せてひそひそと話す。

「ふたりで連中の気を引いてるうちに、フォンがカレンを地下から助け出す作戦でいくって、ここに来る途中で何回も説明してたじゃない！」

「なんで小声で話す。サーシャ、普通に話しても、聞こえる」

「ばれるからに決まってるでしょ！　もしかして、作戦も聞いてなかった……」

　作戦を理解していないサーシャをこそこそと叱りつけるクロエは、ふと気づいた。嫌な汗を首筋から流しながら、ゆっくりと視線を正面へと戻した。

　――マルモ一家の全員が、内緒話をするクロエたちを睨んでいた。

「……あ、あはは……私たち、言われた通りに帰りますね、はは……」

　クロエはサーシャを引きずって入り口まで戻ろうとしたが、扉が閉まる音がした。

「……そうはいかねえな。マルモ一家を騙そうとしたんだ、ただでは帰さねえぞ」

　マルモとその子分が、クロエたちを取り囲んでいた。しかも、フォンとカレンも逃すまいとガンを飛ばしながら、壁に追いつめるように近寄っているのだ。

　つまり、フォンたちは袋の鼠。一家を統べるマルモは、コソ泥に死刑宣告を下した。

「お前ら、こいつらに教えてやれ。俺を敵に回すとどうなるかをな！」

「「おうっ！」」

　マルモは椅子にどっかりと座り、子分に始末を任せた。

　じりじりと距離を詰めてくる敵を見て、クロエは覚悟を決めて叫ぶ。

「仕方ない、フォン、作戦変更！　忍ばないでやっつけるよっ！」

　それを聞いて、フォンの目つきも変わった。クロエの指示は、つまり、ひとつの結論。

「わかった――忍び忍ばず、いざまいる！」

　忍者らしく忍ぶのは終わり――敵を全員、叩きのめしてやれという号令である。

「サーシャ、思いっきり暴れてやりなさい！　遠慮しなくていいからね！」

「わかった！　サーシャ、暴れるっ！」

　酒瓶や椅子を担いで襲いかかってくる悪漢を前に、クロエたちはまったくひるまなかった。

　下着同然の格好だというのに、命令を受けたサーシャは一番近くの男の頭を鷲わし掴みにすると、血がたぎるままに、床にめり込むほどの勢いで顔面を叩きつけた。

　びくびくと痙攣するだけになった男から手を離すと、今度は間髪を容れずにほかの敵に蹴りをお見舞いする。ふたりの男を動けなくしたサーシャの頭を悪漢が酒瓶で殴るが、彼女はちっとも動じない。それどころか、頭突きを食らわせ、敵の顔をへこませた。

「んぎゃああ!?」

「こいつの筋肉、伊達じゃねえぇ！」

「サーシャの筋肉、一族の誇り！　馬鹿にする奴、サーシャ、つぶす！」

　メイスを使わずとも暴漢を叩きのめすサーシャの隣で、クロエは辺りに落ちていた箒ほうきを拾った。そして武道家のごとく頭の上でくるくると回して構え、不敵に笑ってみせた。

「さてと、私もエロダンスで鼻の下を伸ばしてる奴らをぶっ飛ばそうかしら！」

　艶やかな肢体で敵を誘惑したつもりの彼女だが、彼らはちっとも動じていない。

「エロダンスなんて、なに言ってやがる！」

「あんな下手くそな踊りを見せつけたんだ、迷惑料払わせてやるからな！」

　むしろクロエの踊りは、敵の怒りを助長していたようだ。

　ただし、怒りを助長したのは、色気がないと言われたクロエも同様だが。

「……ほーう、私に色気がないって、そう言いたいわけ!?」

　すっかり頭に血が上ったクロエは、箒を縦横無尽に振り回し、男たちをなぎ払った。

　もちろん、怒っているとはいえ乱雑な攻撃ではない。台風のような回転棒術を辛うじてかいくぐった敵の一撃を箒でいなし、顔や股間に攻撃を命中させる。軽やかな動きとしなやかな体つきが、ここでは功を奏しているようだ。

「な、なんだぁ!?」

「箒で棒術を、ぶっぐぅ!?」

「弓手だけど、武術はひと通り勉強してるからね。あんたたちみたいに女の魅力が理解できない連中に、矢の一本すら使ってやるのももったいないっての！」

　迂う闊かつに近寄れない敵に、遠距離からクロエが敵の頭を片っ端から殴り倒す。台風を超えて嵐のごとき乱撃は、テーブルや椅子をはじき飛ばし、武器としても使わせない。

「「うぎゃああぁっ！」」

　黒髪と金髪、ふたりの大暴れを見つめるカレンは、ただ唖然とするばかりだった。

「あ、あいつら、とんでもなく強いでござる……」

「僕なんかよりずっと頼れる人だよ、クロエもサーシャも」

「そうなのでござるか……って、のんきにしている場合じゃないでござる、敵が！」

　さらりと彼女たちを褒めるフォンだが、担がれたカレンが慌てる通り、彼も敵に取り囲まれている。しかも、クロエとサーシャが相手する数よりもずっと多い敵に。

「おいおいおい、俺たちの商売道具をどこに連れてくつもりだぁ？」

「あいにく男は売りもんにならねえんでな、遠慮してやらねえぜ？」

　男たちは、フォンをたいした敵とは認識していない。もっとも、それはフォンも同様である。

　彼は悪漢の言葉など無視するかのように、カレンを壁にもたれかからせる。そして、敵に背を向けて青い毛をなで、安心させる意味も含めて静かに言った。

「カレンはここでじっとしてて。動いちゃ駄目だよ」

　彼らが敵にすらならないと言っているようなフォンの態度に、木製の椅子を持った男がとうとう激怒して、背後から殴りかかった。フォンの背中に目がついていると知っていれば、こんな愚行は起こさなかっただろう。

「人の話を無視してんじゃねえぞ、クソガキがぁ、ぶ、おごっ！」

　彼はうしろをいっさい見ずに、首もとに巻いているバンダナをいつの間にかほどいて、敵の顔面に強烈な勢いで叩きつけていた。

　はたから見ればバンダナをぶつけただけだが、男の口からは歯がはじけ飛び、一瞬にして意識を失った。どう、と倒れた男に周囲が戸惑っているうち、フォンが立ち上がる。

「この程度の敵なら、忍術は使わないよ。君たちには悪いけど、これひとつで十分ってところかな」

　カレンを守るようにして立つフォンの右手には、しなだれた黒いバンダナ。

「バンダナだぁ!?　そんなもんでなにが――おっぼごぉ!?」

　近くにいたもうひとりの男が、すっかり油断した様子で、酒瓶片手に攻撃を仕掛けてきた。フォンはあきれながら、スナップを利かせてバンダナを放ち、敵の眼球に直撃させる。

　男は目がつぶれるほどの激痛でしゃがみ込んだ。もだえ苦しむ仲間を見て、敵もバンダナの威力に気づくと同時に、フォンがただの少年ではないと察したようだ。

「……先にひとりやられてるんだから、ちょっとくらいは警戒した方がいいよ」

　ゆらりと揺れるような姿勢で、フォンはバンダナを指先でくるくると回す。

「ちなみにこのバンダナだけど、『ノワールサラマンダー』の皮膚を織り込んで作られてる。完全防火、防水、ついでに硬くてよくしなる……こんなふうにね！」

　そして、手近な悪漢ふたりの顔面目がけて、バンダナという名の凶器をぶつけた。

「ごぶぇ!?」「んばがぁ！」

　フォンにかかれば、石ころや木の破片ですら簡単に武器となる。破れかぶれに投げたり振り回したりというのとは違う、一流の騎士すらあっさりと殺してしまうほどの武器となる。

　石や木でそうなのだから、武器にすることを前提としたアイテムならどうなるか。

　その答えは、今まさに、カレンの視界に広がっていた。フォンよりもずっと大きく、乱暴で、危険な暴漢連中が拳を一発もフォンにあてられないどころか、返しの一撃でことごとく気絶、あるいは急所を破壊されて動けなくなる――そういうことだ。

「……バンダナひとつで、敵を簡単に……!?」

　相手も拳を振りかざし、椅子を投げ、酒瓶で頭をかち割ろうとしてくる。しかし、フォンはあらゆる方向からの攻撃を見ずともかわしてのける。

　カレンが呆然とただ見つめるのは、おとぼけから縁遠い、凛として闇を討つ忍。

（忍術に頼らずとも、最低限の力で敵を殺さず倒す……これが、忍者……！）

　独学で学んだ気になっていたカレンは、ようやくフォンと自分の、天地の差ともいえる実力の違いをひしひしと思い知らされた。

　真の忍者とはいかなるものか、いかに強いのか。

　カレンが痛感していた頃には、十人以上いたはずの悪漢は、黒いバンダナと汚れた服をまとったフォンの残影の足もとに転がっていた。

「さすがだね、フォン。こっちも、もう終わったよ！」

　死屍累々の真ん中に立ったまま首にバンダナを巻き直したフォンは、クロエたちの方を見た。彼女たちも、助平な男を全員気絶か、再起不能にまで追い込んでいた。

　やや視線のやり場に困る格好が気になるのか、フォンは少し目を逸らして言った。

「クロエ、サーシャ、そっちも片づいたみたいだね。だったら、カレンを――」

　だが、戦いが終わったと認識していたフォンの耳に、年季の入った声が響いてきた。

「――そこまでにしときな、小僧」

　声の主は、部下が全滅しながらなお、椅子に座り続けていたマルモ。

　まるでここからが本番だと言わんばかりに、白髪の男はゆっくりと立ち上がり、椅子のそばに置いてあった鞘に手をかけ、白銀の刃を引き抜いた。

「さんざん暴れてくれたな、代償は命だけじゃ済まねえぞ」

　鈍い光の下、ぎらりと剣をきらめかせるマルモをフォンが見据える。

「高みの見物をしていた人の言葉とは思えないな。それに、部下だけで僕たちを倒せると踏んでいたなら、クロエやサーシャを見くびりすぎだ」

「女ふたりじゃねえ、一番狂った目をしてるのはお前だろう。言っておくが、子分は前座みてえなもんだ……俺ひとりの力は、こいつら全員を合わせたよりも強いぞ」

　フォンは、たしかにそうかもしれない、と思った。

　年齢の割にマルモの体は鍛えられている。しかも、何度も死線をくぐってきたのか、味方が全滅したというのにまったく動じていない。それは恐らく、度胸だけでなく、手にした剣の殺傷能力も関係しているのだろうと、フォンは推測した。

「サファイアを食うドラゴンの牙から削り出した剣だ。俺の剣技とあいまって、斬れねえもんはなにもねえっ！」

　なんせ、彼は剣を構えたかと思うと、力任せに突進してきたのだから。

　あらゆる策を鋭さと切れ味でねじ伏せられると確信していなければできない荒業。恐らく、今まで数あま多たの敵をこの奇襲で刺し殺してきたのだろう。

　そしてマルモの思惑通り、なんの防御もしていないフォンの胸を、彼の剣が貫いた。ドラゴンの牙から削り出した剣の切れ味は鋭く、精巧にして俊敏な突きは、彼が着ていた衣服を裂いた。

「フォン!?」

　カレンやクロエたちの目が見開かれ、マルモは剣の柄から伝わる手応えに口もとをつり上げる。

「油断したな、小僧が！　心臓をひと突き、確実に死んだ――」

　確実に死んだ、と言いたかった。

　手もとに感じる切っ先の重さが、急になくなるまでは。

「――な、に？」

　顔を上げたマルモの目に映ったのは、フォンではない。さっきまでフォンが着ていた汚い服がふわふわと、投げ捨てられて宙を舞うかのように浮いているだけのもの。それはマルモに見すくめられ、刃の上にゆっくりと落ちた。

　彼は聡い方で、自分が貫いたのはフォンではなく、瞬時に脱ぎ捨てた服でしかないのだと理解した。だとすれば、本体はどこに行ったのかとも考えたが、少しばかり遅かった。

「分ぶん身しんの術。衣服を瞬時に捨て、あたかも人間が立っているように錯覚させる忍術だ。そしてマルモ、あなたとの戦いの決着はもうついた」

　声が聞こえてきたのは、マルモの背後。

　シャツと、いつの間にかはき替えたカーゴパンツをまとったフォンのささやきが聞こえた刹那、マルモは振り向こうとしたが、かなわなかった。

「なんだとおおがああぁぁ!?」

　フォンがマルモの両手のひらを重ねるようにして掴むと、右手に構えた苦無で、それらを縫い合わせるように串刺しにしたからだ。

　手のひらに風穴を開けられたマルモだが、フォンの追撃は終わらない。苦無の柄に開けられた穴には、同じく黒くてとても太い紐がくくりつけられていて、彼は器用に腕をくるくると回して、ふたつの手のひらが離れられないようにしてしまった。

　すさまじい激痛で剣を落とし、顔にしわが増えたマルモは反射的に膝から崩れ落ちた。

　だが、フォンはこれでは済ませない。今度はズボンのポケットから取り出した苦無を左手に構え、着物に似合わない靴を履いた足に突き刺した。

　靴を貫通する刃の鋭さに絶叫するマルモの声など聞こえないかのように、フォンは手のひらと同じように、紐で足をくくりつけた。

　こうして、マルモは自由を奪われ、床に転がるばかりとなった。

「荒いやり方だけどね……紐縫いの術だ。抵抗すればするほど食い込むよ」

　フォンの言う通り、マルモはどうにか紐を切ろうとするが、もがけばもがくほど肉をえぐる苦痛が体中に滲みる。

　苦無から紐を切り、手足を縫い終えたフォンを、マルモは殺意を込めた目で睨んだ。

「ぐうう、俺の手を、足を、串刺しにしやがってえぇぇ！」

「必要以上に動かなければ失血死しないよ。それより、取引と行こう」

「取引だとぉ!?」

　わめくマルモの怒りなど無視して、フォンは彼の前に立ち、少し冷たい声で告げた。

「約束してほしい、二度とカレンや僕たちに関わらず、ギルディアで悪事を働かないと。誓えるなら、自警団を呼んで怪我の処置をさせるよ。犯罪者として王都まで連れていかれるだろうけど、命あっての物種だろう？」

　彼の言い分はつまり、悪事から足を洗えというもの。

　そんな若造の要求を年老いた男が、ましてや悪党の親玉が聞くはずがない。

「ふざけるな、俺を誰だと思ってやがる！　マルモ一家の親分、マルモ……」

　だが、それ以上に、フォンが反論を許すはずがなかった。

「――お前が誰かは聞いてない。僕の目を見て、問いにだけ答えろ」

　マルモの言葉を最後まで聞かずに、フォンは彼の目と鼻の先に苦無を突き立てた。鼻先が切れるか切れないかのところで鈍く光る苦無を握るフォンと、マルモは目が合った。

「ひっ……！」

　間違いなく、マルモの心臓はほんのわずかな間、止まった。

　それくらいの恐怖が、全身をほとばしった。蛇のようなフォンの目は、簡単にマルモから反抗心を奪い去った。なぜなら、マルモの目に映っているのはフォンではなく、人をかたどった地獄の番兵だったからだ。

　逆らえば死ぬ。黙っていても死ぬ。顔中から汗を噴き出すマルモに、フォンはもう一度だけチャンスをやるかのように、同じ質問をした。

「言い方を変えよう。カレンと犯罪から手を引け、いいな？」

　今度は、マルモは抵抗しなかった。こくこくと、震える首と頭で小さくうなずいた。

　マルモが完全に戦意を失ったと理解したフォンは、絶対零度のごとき冷たい目を、仲間たちに見せるような朗らかな笑顔へと戻した。

「……ありがとう。でも、約束をたがえれば必ず始末しに行くから、忘れないようにね」

　といっても、発言は物騒で、マルモの未来を刈り取るようなものだったが。

「自警団はもう呼んであるから、彼らを待ってるといいよ。それじゃあみんな、帰ろうか」

　立ち上がったフォンが仲間たちにそう言った頃には、サーシャがカレンを担ぎ、クロエと一緒にアジトの入り口で待っていた。フォンが勝つと最初から知っていたかのような余裕の表情で、ふたりはフォンを迎える。

「ねえ、いつの間に自警団なんか呼んでたの？　そいつらに任せればよかったのに」

「ここに来る前に、ちょっとね。自警団に任せるとカレンの処遇がどうなるかわからなかったから、僕たちが先に来るようにしておいたんだ」

　命がけの戦いの後に、あたり前のような日常の会話。

　ただの小僧ではないとマルモは思った。無数の痛み、苦しみ、悲しみ、絶望を越えた先にしか存在しない、想像を絶する異常さをフォンの中に垣間見て、思わずマルモは問いかけた。

「お、お……お前は……いったい、何者だ……!?」

　彼は立ち止まって振り返り、にこりと笑って答えた。

「フォンだよ。闇に忍ぶ、ただのフォンさ」

　ただのフォン。悪党を壊滅させ、親分を畏怖させたのは、ただのフォン。

　おどけた表情だけを残して、フォンは仲間と共に、マルモの親分と血と、悪党の残骸で埋め尽くされたアジトを出ていった。




　外に出たフォンたちは少しだけアジトから離れて、近くの木陰にカレンを寝かせた。

　脚や尻尾など、まだ傷が残っているカレンを、フォンがズボンのポケットにしまっていた医療用品で処置する。手際よく包帯を巻く彼のうしろで、いまだに過激な格好のままのクロエが、おもしろい光景を遠目に眺めていた。

「……ナイスタイミングだね。ちょうどギルディアの自警団が来たみたい」

　頃合いを見計らっていたように、ギルディアの街を警護する自治体、自警団の面々がアジトに乗り込んでいったのだ。青いジャケットを着て、剣を携えた七、八人が大声でわめきながら悪党を縛り上げている様子が目に浮かぶ。

「外で騒動が収まるのを待っててくれたのかもね。マルモ一家が僕たちについて話さなければいいんだけど」

　にんまりと笑うクロエは、サーシャの肩にもたれ、フォンにうしろから語りかける。

「話したら、どうする？」

「殺しはしないけど、話したその日のうちに、全員の口を封じる」

「わーお、怖いねー」

　マルモ一家のアジトからぞろぞろと悪党が引きずり出されていくのをおもしろそうに見ているクロエとサーシャ。

　彼女たちが話しているのをフォンが聞いていると、カレンが口を開いた。

「……どうして……」

「ん？」

「……どうして、拙者を……助けたので、ござるか……？」

　痛みは引いているはずだが、弱い声だった。

　たった二日で信条を覆されたカレンは、もう生きる希望すら失っているようだ。

　少し顎に指をあてがって、フォンは包み隠さず理由を話した。

「そうだな……単刀直入に言えば、君は忍者と呼ぶにはほど遠い未熟者だからだ」

　フォンは静かに言った。

　カレンは未熟だった。身勝手で、傲慢で、典型的な自己破滅型の人間は、誰から見ても未熟としか評価しようがない。

　牙だらけの口を閉じ、虚しい瞳でただ空を見つめるカレンは、答えを予期していた。フォンの口から直接聞いて、納得したかったのだ。

「けど、だからこそ忍者としての失敗で死ぬ必要はないとも思った。それに、忍術ですらない僕のバンダナ攻撃で驚いているような子が入るには、生死の世界は厳しすぎる」

　だが、続きの話をカレンは予想していなかった。

　フォンの説教のすべてが、優しさを根幹にしているとは予想していなかった。

「死……フォンは、死を、与えなかったでござる」

「生かすのは、殺すよりも難しい。だからこそ背負う価値がある、それだけさ」

　ぽん、とカレンの青い毛をなでるフォンの顔は、どこまでも温かかった。黄色い目に映る彼の笑顔は、悪党を殲せん滅めつした忍者とはとても思えないほどだった。

「僕の師匠がそうだった――師匠の実力にはちっとも届いてない僕が言うのもなんだけど、カレンにもその大切さがわかってもらえたなら、うれしいな」

　そんなフォンの笑い顔こそが、大事なことを教えてくれた。

（……フォンは、拙者とは違う。背負うものも、覚悟も、本当の意味でなにもかも）

　暗い闇を背負っていながら、どこまでも明るい太陽のような少年。

（正義と名付けた殺人を繰り返した拙者が入門するには、果てしなく遠い道……それが、忍者という道でござったか）

　忍者とはなにか。フォンの姿こそが体現しているのだと、カレンは気づき、目を閉じた。

　同時に、尻尾に包帯を巻き終わって、フォンの応急処置は完了した。

「……よし、大まかな怪我の手あては終わったよ。あとはこの鞄だね」

　フォンがいつの間にか持っていた白い鞄の存在を聞いて、もう何度目かも思い出せない驚きをカレンは隠しきれなかった。

「鞄!?　いったいどこから!?」

「忍者の秘密だよ」

　鞄をカレンの足もとに置き、自分の唇に人さし指をあてたフォンは悪戯っぽく見えた。

「僕たちは街に帰るから、あとは自由にしてくれ。じゃあ、またいつか」

　フォンはそう言うと、ひらひらと手を振り、カレンに背を向けて去っていった。

「もうむやみに、人に喧嘩売るんじゃないわよー」

「……フン」

　クロエとサーシャも、フォンのうしろについていく。すっかり静かになってしまったマルモ一家のアジトの明かりが消え、辺りには冷たい夜の闇だけが残る。

　カレンはただ、作り物のような暗黒の帳をじっと見つめていた。

（……このまま忍者をやめ……立ち去るなど、絶対に違うでござる）

　どうすればいいか、どうやって生きていけばいいのか。

　カレンの行く先のような寂しさと虚しさを詰め込んだ闇。もしも、霧中のごとき暗黒に心がのみ込まれていたのなら、惨めな生涯を送る道を選んでいただろう。

　しかし――。

（真の覚悟とは、忍者とは、すべてを学ぶために必要なのは……！）

　猫の瞳には希望の光――進むべき道が見えていた。




　一方、カレンと別れてギルディアへと歩く三人。

　大きな仕事を終えた彼らは無言で帰路に就いていたが、ふとクロエがフォンに聞いた。

「――ねえ、フォン。カレンをあんなに気にかけてた理由、ほかにあるんでしょ？」

　少し不思議に思うような表情をしたまま、フォンはクロエを見た。

「……どうしてそう思うの？」

「フォンが忍者でも、私はフォンより年上。そういうのはお見通しだよ」

「サーシャ、お前より年上。でも、サーシャ、お前の頭、覗けない」

「そこはまあ、得手不得手があるから……で、実際のところどうなの？」

　どうやら、フォンが忍者として学んできた多くの読心術や人心掌握術では想像が及ばないような力が、年上であるというだけで備わるらしい。

　彼女の冗談をちょっとだけ違う形で理解したフォンは、わずかにうつむいて、足を止めた。

「……僕を見てるようだったんだ」

　そうして告げた返事は、自身の過去の重苦しさをはらんだ、どこか悲しい声だった。

　クロエとサーシャはぴたりと歩みを止めて、同時にフォンを見つめた。

「フォンを？　まさか、カレンとフォンは真逆のところにいるように思うけど」

「……昔の僕だよ。ここに来る前の僕だ」

　彼の脳裏には、ありし日がフラッシュバックしていた。

　温和さなどない。優しさなどない。文字通りの人間兵器、それが過去のフォン。

「命令だけを信じていた。従い、邪魔する者を殺す。ただそれだけが真実で、ほかのすべてを信じていなかった。僕に手を差し伸べた人に、刃を突き立てたこともあった」

　人間性を極限まで削ぎ落とし、代わりに殺人と潜入技術のすべてを詰め込んだ、人の皮をかぶった凶器。己の正義を信じ込むカレンと、命令だけが絶対であると信じ込んで蛇のような瞳だけをたたえた過去の自分の姿が、彼にはどうしても重なって見えたのだ。

　フォンはとある事情に、カレンはフォンに救われたが、そうでなければ、そんな人間の行き着く先など決まっている。利用され、使いつぶされた果ての破滅だ。

「今思えば、暴走していたんだ。道具としての僕は、虐殺や殺さつ戮りくを正しいと……」

　目の奥がよどみ、フォンの心に闇が広がったのを、クロエは見逃さなかった。

「はい、そこまで。フォン」

　クロエは彼の両肩を掴んで、無理やり自分のもとに寄せた。彼女の胸もとに顔を埋めたフォンは、羞恥というよりも、闇を明るく照らすような光を感じ取れた。

　やわらかい、女性特有の匂いが鼻腔をくすぐる。ゆっくりと離れたフォンの両肩を抱いたまま、クロエはこれ以上ないくらいの笑顔を、月を背にして彼に見せた。

「今は違う。フォンは変わった、私が保証するよ」

　サーシャもまた、フォンのうしろで腕を組み、うんうんとうなずいた。

「お前、正しい魂、持ってる。サーシャ、わかる」

　彼女たちの説得は、フォンには十分すぎるほどの自信を与えてくれた。今のフォンは正しくまっすぐだと言われ、彼はうれしさを隠せず、照れくさそうに笑った。

「……ありがとう、クロエ、サーシャ」

　クロエもまた、フォンの瞳に光が宿ったのに気づき、手を離して微笑んだ。

「なんだかさ、フォンがカレンを放っておけないのと一緒でね、私もフォンを放っておけないんだ。手のかかる弟っていうか、そんな感じ」

「弟……？」

　フォンは首をかしげたが、クロエは話を続ける。自分を姉と思ってくれればいいと。

　天涯孤独の彼に家族はいなかった。だが、もしも家族がいて、いろんなことを相談できる姉がいるとすれば、きっとクロエのような女性だろうかとも思えた。

「私やサーシャのこと、お姉ちゃんだと思ってさ。もっともっと、なんでも頼ってくれていいからね、フォン！」

　だから、ガッツポーズをとったクロエを呼ぶとすれば、これしか思い浮かばなかった。

「うん、もっと頼るよ――ええと、クロエ姉さん？」

　姉さん。

　前述した通り、フォンに姉はいない。たどたどしい、初めての呼び方。

「……おうふっ」

　そんな頼りない弟系の態度とその様子が、どうやらクロエにはクリーンヒットしたようだ。彼女はフォンとサーシャの前で、心臓を押さえて前かがみになってしまった。

「ど、どうしたの、クロエ!?　ごめんね、変なこと言って！」

「あー……気にしないで大丈夫。ただ、その、なんというか……ズルいね」

　もじもじしながら、慌てた様子でクロエは顔を隠す。フォンとサーシャは互いに顔を見合わせ、クロエはなにをしているのだろう、と目を丸くする。

「ねえ、クロエの顔が真っ赤なの、なんでかな？」

「サーシャ、わからない」

　きょとんとするふたりに隠れるように背を向けたクロエの顔は、弟には見せられない。

　どこか放っておけないのに、甘いくらい優しいのに、いざというときに頼りになる弟には、こんなにやついた笑顔は見せられないとクロエは思った。

（……クロエ姉さん、ね。えへへっ）

　頬を紅潮させたクロエは、しばらく顔を上げられそうになかった。ギルティアの街に向けて再び歩き出すまで、どうやらあともう少しだけ時間がかかりそうだ。

　どこかおかしな態度のクロエと、首をかしげるフォン、サーシャ。

　雲ひとつない空と月光が、三人を照らしていた。










忍者、猫忍者の師匠になります




　どたばたとした夜だろうと月が陰り、日が昇れば朝が来る。

　フォンが借りている宿の部屋、その窓にも朝日が差し込んできて、彼のまぶたの裏を少しだけ明るく染めた。普段ならここで目が覚めるのだが、実は彼は、すでに覚醒していた。

「……？」

　部屋の中で、隠そうと努力しているらしい足音がぱたぱたと聞こえるのだ。しかも気配はより顕著に醸し出されていて、おまけにフォンには覚えがある。

（この気配、カレンのものだ。どうしてまたここに？）

　恐らくこの部屋でなにかをしているカレンの雰囲気は、どうやってもごまかしきれていない。どうして戻ってきたのかは知らないが、放っておくのもよくないだろう。

　心の中でため息をつきながら、フォンはゆっくりと目を開き、体を起こした。

「ふう、こんな朝からなんの用で――」

　そして、眼前に広がる世界が夢であることを切に祈った。

「――お目覚めでござるか、師匠！」

　やはり、部屋にいたのはカレンだった。

　ただ、格好は昨日とあまりにも違いすぎた。人型ではあるが、問題はその衣服だ。

　なんせ羽織っているのは、フリルのついた白いエプロン一枚。それ以外はなにも着用していない。シャツもコートも、靴すらもつけていないので、低い背に似合わず顔ほどの大きさもある乳房や、桃のような尻がエプロンでしか隠されていない。

　そんな格好で箒片手に部屋中を掃除しているのだから、フォンが思わず布団を首もとまで寄せて、目を白黒させてうろたえるのは当然だ。

「カレン!?　な、ななな、なんだい、その格好は!?」

　フォンの問いに、カレンは箒を振り、青い髪と胸を大げさに揺らしながら答えた。

「もう少しで掃除が終わるでござる、師匠は今しばらくお休みくだされ！」

「いや、ちょっと、返事になってない……師匠？」

　尻尾を尻と一緒に振って八重歯を見せるカレンは、猫なのに犬のような表情だ。加えて、彼女の発言の中におかしな呼称が――『師匠』とあったのに、フォンは気づいた。

「はい！　拙者は昨晩、あなたに言われたことをよく考えたでござる！　これまでの行いを深く反省し、自分が持ち得る力を世のため、人のために使うにはどうすればいいかと！」

　話すたび、クロエやサーシャよりも女性的魅力の詰まった体を揺らしながら、カレンはフォンに近づいてくる。彼女の性格からして、きっと故意ではなく、小さなエプロンから白い肌と乳房がまろび出そうになっているのも気づいていない。

「その末に、拙者は気づいたのでござる！　あなたに師事し、真の忍者とはなんたるかを学ぶことこそが、先代の望みを叶える夢に、本当の忍者になるために必要なのだと！」

　しかも、話している内容だってしゃれにならない。なんと彼女は、フォンに師事して忍者の基礎を学ぶとまで言いだしたのだ。いくらフォンの実力が彼女より優っているとしても、フォンの性格上、誰かに物事を教えるのは大の苦手だ。

「僕に師事!?　冗談だろう、僕は里にいた頃でも『マスター・ニンジャ』の資格を得てないんだ！　その資格を得ていない者に、忍術を教えることは許されてないんだよ！」

「そんなはずはないでござる！　師匠ほどの忍者に、人を教える力がないなど！」

　里の掟では、忍術や忍者について教えるならば相応の称号が必要だった。フォンは掟を知っているから謙遜するが、カレンは師匠にフォンこそがふさわしいと言ってきかない。

　しかも、カレンはもうベッドにまで上って、フォンの目と鼻の先まで来ていた。これ以上近づけば、やわらかい部位がすべて接触する距離に、たじろぎながら彼は目を逸らす。

「ちょっと、近い、近いよ！　目のやり場に困ってるんだ、さっきから！」

　そこまで言われてようやく、カレンは自分の格好が布一枚だと知ったかのような態度だった。恥じらいなどまったくなく、見せつけるように彼の前で布を伸ばす。

「目のやり場？　ああ、この格好でござるか。人間が読んでいた書物の中にあった、殿方が身の回りの世話をしてもらうときに最も喜ぶ衣装でござる」

「わかった、わかった。僕はそんなにうれしくないから……」

　フォンは世間での流行りに聡いわけではなかったが、彼女の服装が『裸エプロン』と呼ばれるものだとは知っていた。男女の営みの前に気分を高める格好だとも聞いた。

　彼女と男女の仲になるつもりなど毛頭ないフォンは、ゆさゆさといろんなところが揺れる服からいつもの服に戻ってくれと言いたかったが、やはりカレンは曲解した。

「む、これでは物足りないでござるか！　やはりえぷろんを脱ぎ、生まれたままの姿での奉仕こそが、忠誠心の表れでござると、そういう意味でござるな！」

「そういう意味ではないね!?　ほんと、こぼれちゃうから、見えちゃうから……！」

　ずいずいとベッドを這うように、カレンはフォンに顔を近づける。

　彼はどうにか目線を上に向けているが、腹から胸もとにかけて、重くやわらかい物体がのしかかっている。カレンが気づいてくれればいいのに、彼女はフォンを見つめっぱなし。

　これではまるで、魅力の暴力だ。ここまででも相当な威力なのに、カレンはエプロンに手をかけ、今まさに脱ぎ捨てようとまでしている。

　誰でもいい。この状況から救ってほしい。フォンの願いは、果たして叶えられた。

「……なにしてんの？」

　いつの間にか部屋の扉を開け、こちらを凝視しているクロエとサーシャによって。

　彼女たちの視線は、ベッドの上で狼狽するフォンと、ほぼ裸の格好で誘惑しているようにしか見えないカレンに注がれていた。クロエもサーシャも、部屋でいかがわしい行為をしているとしか思っていないのは、彼女たちの顔を見ればあきらかだ。

　これ以上ないくらい侮蔑したような顔を見せるふたりに、フォンはできる限り朗らかな表情を作り、誤解のないよう懇切丁寧に事情を話そうとした。

「……クロエ、サーシャ、おはよう。誤解してほしくないんだけど……」

「ううん、なにも誤解してないよ？　昨日別れたはずのカレンにそんな格好させて、朝からスケベなことさせてるフォンだって、それ以外には見えないよ？」

　なにもかも無駄であった。

　クロエはフォンがなにをしているかを理解していたし、無言のサーシャもだいたいは察しているようだった。だから、彼への対応は完全に冷え切っていた。

「先にギルドに行ってるね、フォン。どうぞ、ご・ゆっ・く・りっ！」

　弟のように思いかけた少年の淫行に激怒するクロエは、砕けるのではないかと思うほどの勢いで扉を閉めた。そして、どうして怒っているのかと半ば理不尽にすら感じられるほどの足音と共に、廊下を歩き去った。

　こうなると、困るのはフォンだ。数少ない助けが失われ、残ったのは気合を入れてすっぽんぽんになろうとするカレンのみ。

「ま、待ってよクロエ！　僕は……カレン、脱いじゃ駄目だよ、こんなところで！」

「ここで脱がずしていつ脱ぐか！　拙者の奉仕の心意気、とくと拝みくだされ、師匠！」

「どうなってるのさ、ほんとにもうーっ！」

　フォンが目を閉じ、間髪を容れず、エプロン一枚が宙を舞った。




「――それで、フォンに弟子入りするためにカレンが部屋に入ってきたって？」

「お前、カレンと交尾してると思った」

　クロエたちからだいぶ遅れて冒険者ギルドにやって来たフォンは、テーブルに腕を組んで座っているふたりに、今朝の誤解を解くべく必死に事情を説明していた。

　あの格好はフォンが望んで着させたのではなく、カレンをフォンが呼び込んだわけでもないと。彼女はフォンに弟子入りし、真の忍者とはなにかを学ぼうとしているとしっかり話すと、ようやくふたりは納得したようだった。

　とはいえ、はたから見ればサーシャの言う通り、性せい行こう為いにふけっていたように誤解されるのも当然だ。交尾と聞いて、フォンは顔を赤くして否定する。

「こ、交尾なんてしてないよ！　今説明した通りだ、師事なんて断ったんだけど……」

　少なくとも、フォンとカレンがいい仲であると勘違いするのは、仕方ない。

「さあ師匠、どうぞお口を開けてくださいでござる！　殿方が一番喜ぶ食事法は、女性に食べさせてもらうことだと書物に記されていたでござる！」

　パンケーキをフォークに突き刺し、顔と手をこれでもかと近づけてフォンの口に運ぼうとするカレンが、隣にいるのだから。

　さすがにエプロン一枚の格好ではなく、昨日と同じシャツとスカート、コートを着用しているが、顔は完全にとろけてしまっている。彼女が敬意と愛情を込めたかのようにゆっくりと口に持ってきたパンケーキを含みながら、フォンは余計にげんなりした。

「……この様子なんだ。これじゃ弟子っていうより、しもべかなにかだよ」

　彼女の豹変ぶりに、クロエも、サーシャすらも驚いているようだ。

「こいつ、昨日までと違う。おかしな奴」

「昨日までの拙者は捨てたでござる！　これからは師匠の弟子として新たな道を歩むでござるよ！　改めてよろしく頼むでござる、クロエ、サーシャ！」

「私たちは呼び捨てなのね」

　こういうとき、女性の方が適応能力は高いようで、恋人のようにフォンに近づくカレンの存在をあっさりと受け入れた。彼女は皿に山盛りの朝食をのせフォークを振りながら、フォンのためならなんでもやると言わんばかりの態度で、にこにこと笑顔を見せる。

「師匠、次はなにをするでござるか？　身の回りの世話、依頼の補助、弟子としてなんでもするでござる！　師匠がお望みとあらば、拙者はなんでもやるでござるよ！」

　なんでもと言われても、フォンの今一番の望みは、できる限り離れてもらうことだ。

　直接そんな言葉をぶつける度胸のないフォンは、少し考え、彼女に命令した。

「――クローゼットを閉め忘れたかも。カレン、確かめに行ってくれるかな？」

「クローゼットでござるな、あいわかった！」

　カレンは首がちぎれるのではないかと思うくらい強くうなずくと、勢いよく皿とフォークをテーブルに置いて、手足を使ってギルドを飛び出してしまった。

　自分が獣か人間か忘れるほど興奮しているらしい彼女は、短いスカートから隠した尻尾と中身が見えかねないほどの速さだった。驚く周囲の冒険者の視線がカレンから自分に向いたのに気づいたフォンは、頭をかかえたい気分だった。

「……カレンってば、フォンに助けられて惚れちゃったのかもね」

　サンドイッチを頬張りながら、冗談めかして笑うクロエの話も、今ばかりは笑えない。

「まさか、僕に男としての魅力なんてないし、それこそあり得ないよ。おまけに師匠だなんて、僕はマスター・ニンジャの資格なんてないのに」

「忍術を教えられるのは、マスター・ニンジャだけなの？」

「うん、次の世代に正しく忍術を教える義務があるからね。功績や実力から見て、忍者の中でも優秀な人材が選ばれるんだ。僕なんかじゃ到底及ばないような人たちばかりさ」

　自分は忍術を教える域には達していないと、フォンは本気で思っていた。しかし、クロエからすれば、そう深く考えるような悩みでもないように思えた。

「でも、その里はなくなったのよね。私、フォン以上の適任はいないと思うよ？」

　あっけらかんと、あたり前のようにクロエが言った。

　フォンは、豆鉄砲を食らったような表情を見せた。人に教え、導き、学ばせる師匠としての役割に、自分が適任だと言われたのが驚きだったのだ。

　だが、それ以上に、信じられる仲間からの言葉は信用できるものでもあった。

「……いいのかな、カレンを導くのが、僕で」

「とがめる奴、いない。フォン、優しい。サーシャ、納得」

　サーシャもまた、クロエと同じ意見のようで、無表情で彼の力を肯定する。

「もちろん、今朝みたいにエッチなことをしないなら、だけどね」

「そ、そんなつもりじゃないんだって、あれは！」

「あはは、冗談だよ、冗談……かわいい弟分が誘惑されるのは、ほっとけないけど」

　にやにやと笑うクロエの、ちょっとした独占欲を滲ませた言葉を、フォンは聞いていなかった。

「ん？　なにか言った、クロエ？」

「ううん、ただの独り言。それよりも――」

　クロエは、ある話を切り出そうとした。カレンとの出会いからマルモ一家とのトラブルまでいろいろなことがあったが、ひとつだけ謎が残っていた。

　彼女はその謎――諸悪の根源について話そうとしたが、さらりと邪魔されてしまった。

「――まだこの街にいたのかよ、フォン」

　少し前と同じような状況で、また聞きたくもない声が、背後から聞こえた。

　フォンはなるべく振り向きたくなかったが、放っておけば延々と居座りそうだったので、なんとも言えない表情のまま、渋々振り向いた。

「……クラーク、マリィ」

　さも当然のように不遜な態度で立っているのは、やはり勇者のクラークだった。逆立った銀髪をなでつけるのが癖の彼のうしろにいるのは、栗毛の恋人、マリィだ。

　ほかのパーティーメンバーがいないのは幸いだったが、このふたりがいるだけでも厄介極まりない。静かながらトラブルの空気を感じ取ったのか、クロエとサーシャが席を立った。

「私たちがここにいると、都合が悪いの？」

　つんとした顔でクロエが問うと、クラークはしらばっくれた様子で答える。

「……さあな。昨日、宿屋が襲われたらしいじゃねえか。すっかりビビって、街から出ていったと思ってたって、それだけだ」

　どう考えてもそれが理由ではなさそうだが、クロエは言及しなかった。彼女が突き止めたいのは、もっと確信につながる部分だ。

「ふぅん、ちょうどいいや。あんたたちがせっかくここにいるんだから、話を続けよっか。私たち、いや、フォンがマルモ一家とつながってるなんて噂を流した奴は、誰だろうね」

　つまり、クラークが噂を流したのだと、クロエは遠回しにそう言っていた。

「クロエ、その話は……」

　なるべくクラークと長く会話をしたくないフォンはクロエを制止しようとしたが、もう遅かった。クラークのうしろで、マリィがこれでもかと、不快な表情をしているのだ。

「私たちがいるのと、その話を続けることがどう関係しているのかしら？」

「はっきり言うとね、私は誰かがフォンを始末するために、カレンをけしかけたと思ってる。で、あんたがいるのと、話を続ける関係性だけど……フォンがいなくなって得をする奴なんて、ちょっと考えたらわかるでしょ？」

「噂の出所、調べればわかる……お前ら、額に汗、流れてる」

　単なる推測とはいえ、クロエたちにある程度真相を掴まれていたのは想定外だったのか、ふたりの額には無意識のうちに汗が流れていた。

「……ひどいことを言うのね、あなたは」

　サーシャの指摘で、クラークとマリィは自分たちの変化に気づいたらしい。

　マリィはつとめて平静に受け流し、クラークはふんぞり返ってごまかすことに決めた。

「ま、フォンと仲間だから、噂を信じたくないってのは仕方ないかもな。けど、噂が裏で広がってたかもしれないし、第一、事実じゃないとも言いきれないぞ？」

　しかも、ただごまかすだけではない。フォンに対する、信じられない侮蔑も交えて。

「俺たちとパーティーを組んでた頃から、命令されたことを疑わず、なんでもやった奴だ。マルモ一家の下にこっそりついてて、悪事に手を染めてた可能性だってあるだろ？　命令を聞くしか能がねえんだから、悪党の小間使いなんかはお似合いじゃねえか」

　もしかすると、クラークは人の怒りの地雷を踏む才能があるのかもしれない。高慢ちきなハンサムフェイスと下劣な話しぶりが、他者の怒りをさらに増長させる。

　そんなクラークの発言が、クロエとサーシャを本気で怒らせないわけがなかった。

「……お前、よくしゃべる豚。サーシャ、黙らせる」

「ぶっ殺されたいなら、最初からそう言えばいいのにね」

　すさまじい形相で激怒するふたりは、背負っていた弓とメイスをそれぞれ手に取り、ギルドの中だというのに臨戦態勢をとる。クラークもまた、剣に手をかける。

「自分から話を切り出しておきながらその態度かよ。ナメた女どもだぜ」

　まるで、ここでクロエたちが喧嘩を売ったのを大義名分にして、斬り殺そうとたくらんでいるかのような態度だ。

　マリィですらクラークを止めず、ギルド中の冒険者たちが野次馬になるほどの大一番が始まろうとしている中、フォンはただひとり仲間の前に躍り出て、必死に止めようとした。

「ふたりとも、待ってくれ！　噂のことなら、もう――」

　ただ、そんな必要はなかった。

「え、熱っ」

　ちり、と、クラークの背中からなにかが焦げるような異臭が漂った。

　彼を含めて、冒険者ギルド中の人間が制止した。なにが起きたのか、当の本人が理解した頃には、すでにクラークの背中一面を熱が舐め回していた。

「――うあぁ熱うああああぁぁぁっ!?」

　なんと、クラークの背中が突然燃え始めたのだ。

「だ、誰か、水、みずううぅ！」

　剣を携えた手を離し、泣きながら暴れて水を求めるクラーク。フォンたちですらそうなのだから、野次馬や受付係たちは誰も自分から炎になど触れようとはしないし、彼はただわめいて転げ回るだけである。

「クラーク!?　どこから火が……水波アクアシャワー！」

　そんな彼の背中に、魔法使いのマリィが杖の先から水流を放った。たちまち火は鎮まったが、代わりに彼のお気に入りの衣服は焼け焦げ、背中は赤く膨れていた。

「ぐお、うう……なんでだ、どうして俺の背中が燃えたんだよ!?」

　這いつくばりながら一同を睨むクラークへの返事は、彼のうしろから返ってきた。

「――くだらぬ悪口が聞こえたでござる。お主が剣に手を伸ばすのも見えたでござる」

　めらめらと燃えるような激高の視線を焼けた背中に感じ、クラークは振り向いた。

「拙者の目の黄色いうちは、師匠への侮蔑は絶対に許さんでござる。弟子としてな」

　青い毛を猫のごとく逆立てて、黄色い目をかっと見開いた、魔物の様相。

　小瓶を片手に、修羅の形相で立っていたのは、カレンだった。

　状況を見れば、マルモ一家の雑ぞう兵ひょうに火をつけたのと同じ手口で、彼女が得意とする火遁『火柱の術』を使ってクラークを燃やしたのは明白である。

　クラークもまた、理屈はわかっていないが、カレンが攻撃したのだとは理解していた。

「こ、このクソアマァ！　よくも勇者に手出ししやがったなぁ！」

　勇者であるクラークの実力に鑑みれば、普通は自分から手出しをする冒険者などいない。だが、忍者を志すカレンにとって、そんなことは些末な差にすぎない。

「関係ないでござる。師匠に仇なすなら誰であろうと敵でござる」

「クソが、よりによってフォンの味方になりやがって！　なんのために噂で騙したと――」

　そんなカレンの態度に苛立った勇者は、乱暴に立ち上がると、思わず叫び散らした。

　ただ罵倒するだけならまだましだっただろうが、すっかり怒りで頭を支配されたクラークは、完全に失念していた。自分の発言の中に、とんでもない事実が紛れ込んでいるのに。

「クラーク！」

「あぁ!?　なんだよマリィ、でけえ声出して……あっ」

　マリィに指摘され、ようやくクラークは我に返った。そして、周囲の視線が集中した理由が、言い放った言葉であるとも察し、瞬時に顔が青ざめていった。マリィも同様の顔色だったが、ふたりは取り繕うように笑顔を浮かべ、はぐらかすように言った。

「……利用されてた、みたいだな。はは、俺はさっぱり知らないけどな」

「なにを言っているのでござるか、この男は」

　ほとんどの衆人のリアクションが、カレンと同じようなものだったのが幸いだった。一方、フォンやクロエたちは真相を悟ったのか、彼らを白い目で見つめていた。

「とにかく、まだやるつもりなら拙者は容赦しないでござる！　さあ、いかがいたすか！」

　カレンからすれば、フォンに敵意を向けるふたりをどうするかの方が問題だった。

　クラークのようにプライドが高く、勇者としての実力を自覚している者からすれば、こんな子供に背を向けるなどあり得ない。喧嘩を売られたのだし、買って当然だ。

「ぐ、この……！」

「……退きましょ、クラーク。まだ機会はあるわ」

「ちぃ……」

　うしろにいるマリィは、クラークより幾分冷静だった。ここで暴れればギルド内でも評価が落ちる、そしてカレンのスペックが未知数であると悟っていた。

　だからこそ、クラークをなだめるように肩に優しく手を置いた。彼は醜くゆがんだ顔を、次第に世間に見せられる程度に戻すと、焼けた背中を擦りながらどかどかと歩き出した。マリィもまた、彼のうしろについて出口に向かっていく。

　そうして外に出る間際、クラークは大げさに振り返って怒鳴った。

「てめぇらこそ、ギルディアででかいツラできると思うなよ！　まだ俺たちの邪魔をするってんなら、勇者としてただじゃおかないからな！」

　捨て台詞を残したクラークは、扉をひびが入るほどの勢いで閉め、外に出ていってしまった。マリィはというと、フォンを名残惜しそうに一瞥し、彼を追った。

　少しだけざわつきが残っていたが、喧嘩はしょっちゅう起きるギルドだ。次第に冒険者たちの関心は失せ、いつも通り騒がしい依頼と受注者の集う場所に戻った。

　カレンはというと、敵が完全に視界からいなくなるまで、扉をずっと睨みつけていた。そしてクラークたちが外に出ていき、辺りが落ち着きを取り戻していくと、ようやく彼女は逆立った髪を落ち着かせ、三人に向き直った。

「やるじゃん、カレン。炎を操る忍術なんてね」

「サーシャ、火、苦手」

　忍術を褒められたカレンはうれしそうに頬をかきながら、フォンに言った。

「師匠、どうでござるか？　拙者の火遁、火柱の術でお守りできて、なによりでござる！」

　彼女としては、フォンの危険を退けたのだから、感謝されるのは予想の範囲内だった。だとしたらうれしいのだが、彼の口調は静かで、喜んではいないようでもあった。

「……たしかに助かったよ、危険な事態は避けられた」

　カレンの経験上、人が最初に物事を褒めるときは、大抵その後に説教が待っているものだ。

　彼女もそれをわかっていたので、少しだけ真面目になって、彼の話を聞いた。

「けど、忍術を派手に使う態度は今後改めないといけないね。忍者の力は乱用するものじゃない。師匠として今後しっかり教えていくから、忘れないように」

「そ、それは申し訳ないでござ……え？」

　前半は、予想していた。後半は、おおよそ予想していなかった。

　カレンは師事すると言い続けていたが、フォンはあまり乗り気ではないようだった。カレンもそんな態度は察していたし、どうすればフォンが認めてくれるだろうかと内心考えてもいた。だからこそ、クラークを退けて実力を知ってもらおうとも思った。

　しかし、フォンは静かに言った。師匠として、教えていくと。

「い、今、師匠と？　拙者の師匠になると言ってくれたのでござるか？　ござるな？」

　猫の髭が出てきてしまいそうなほど驚くカレンが、クロエたちに確認してみると、ふたりとも自分のことのように笑っていた。

「フォン、言った」

「フォンも、心を決めたみたいだね」

　これは夢ではない。紛れもない現実。

「……僕にできる範囲で君を導いていく。これからよろしくね、カレン」

　その証拠に、フォンはカレンに、今までで一番の笑顔を向けた。

　手を突き出し、握手を求めるフォン。

　彼に対して、カレンはこみ上げた喜びの涙を抑えきれず、己の中で思いつく限り最高の愛情表現でフォンに応えた。

「――ししょーっ！　拙者、一生、一生尽くす所存でござるぅーっ！」

　つまり、思いきり跳び上がってからの、抱きつきである。

　握手で応じてくれると思っていたフォンは面食らった。そして同時に、彼女ととてつもなく密着しているのも感じ取ってしまった。今までどうにか距離を保ってきたやわらかさの暴力が、フォンに襲いかかってきているのだ。

「わぶ、ちょ、急に抱きつかないでよ、カレン……あたってる、あたってるから！」

「む？　あたっているとは、なにがでござるか？」

　色仕掛けへの免疫がさほどない未熟者にとって、カレンの胸のやわらかさと大きさは凶器そのものなのに、彼女は無自覚に胸をすり寄せてくる。フォンはクロエたちに助けを求めようとしたが、その前に彼女たちの顔を見てしまった。

「……ずいぶんうれしそうだね、フォン。やわらかーいのが好きなんだね、へぇー」

　ふたりがいちゃつく姿を見せつけられるクロエとサーシャの表情は、今朝以上に冷めきっていた。まるで、嫉妬しているような、自分にない物をうらやんでいるような。







[image: ]







「どこもうれしそうじゃないよ、助けてほしいんだけど!?」

　フォンの必死な助けなど、ちっとも聞いていない。自分たちの胸もとを軽く触りながら互いに顔を見合わせて、悔しさとあきれを滲ませながら、踵きびすを返した。

「邪魔しちゃ悪いし、ほかの酒場にでも行こっか、サーシャ」

「サーシャ、同意。フォン、助平、放っていく」

　クロエもサーシャも、すたすたとギルドの外へと歩く。

　置いていかれてなるものかと、フォンはどうにかしてカレンを説得しようとするが、どこからこんな力が湧いてくるのかと思うほどに彼女は引っついて離れない。

「スケベって、そんなんじゃないってば！　カレンもほら、離れて、師匠命令だよ！」

「嫌でござる！　今このうれしさだけは、師匠とわかち合いたいでござるーっ！」

　たっぷりの愛情表現で、カレンの体が温かい。周囲の目も、なんだか生温かい。

　誰よりも目立つことを嫌うフォンの結論は、ただひとつ。

「――過度な接触は、今後いっさい禁止だぁーっ！」

　師匠になって最初の命令は、なんとも格好のつかないものだった。










忍者、勇者パーティーと激突します




　とある朝、ギルディアの街。

　冒険者が集まる、国全体を見ても賑やかで、それでいてちょっとばかり危ない街。

　そんな街の、ほどほどの値段で泊まれる宿の一室で眠っていたクロエ・ディフォーレンは、近頃毎朝聞こえるようになった声で目を覚ました。

「――師匠……今のは……」

「まただ……ちゃんと集中……」

　カーテンの向こう、土と木々で囲われた宿の庭から聞こえる声にはなじみがある。彼女は、髪を整えもせずにカーテンを開ける。

　からりと晴れた空のもと、窓を開くと、やはりいつも通りの光景が広がっていた。

　庭の真ん中、早朝から逆立ちをしているのは、フォンとカレンの忍者師弟だ。

　マルモ一家との騒動以降、フォンはカレンを弟子として鍛え上げることに決めた。それからずっと、朝はこうして忍者としての鍛錬を積んでいるのだ。

　もっとも、ふたりが修行をしているところを見たのは、クロエは初めてだった。いつもは声を聞いているだけだったので、修行用の『道着』と呼ばれる白い衣服を着ているのも、右手の人さし指一本で逆立ちをしているのも初めて見た。

　しかもなぜか、ふたりの隣には木の棒を携えたサーシャまでいる。彼女はいつも通りの黒のポニーテールと古びたマントの格好をして、カレンの動きをじっと見つめている。

「もっと邪念を削ぎ落して、カレン。常に感覚を研ぎ澄ますイメージをするんだ」

　フォンは平然と指一本で体を支えているが、カレンは震えていて、今にも転びそうだ。

「は、はいでござる、師匠！」

　必死に修業する彼女を見たクロエはくすりと笑うと、窓の外にいる三人に声をかけた。

「……朝から精が出るね、フォン」

　そう大きな声ではなかったが、フォンたちはクロエに気づいた。人さし指だけで全体重とバランスを支えながら、フォンは顔を彼女に向けて返事をした。

「ああ、おはよう、クロエ。ごめんね、起こしちゃった？」

「ううん、気にしないで。それより今日は、どんな修行なの？」

「忍者の体幹と集中力を養う基礎訓練だよ。簡単な人さし指の片手逆立ちだけど、緊張感を持たせるために、ちょっとでも体が揺れたら――」

　フォンが言い終えるよりも先に、カレンの体がぐらりと揺れた。

「――ひぎぃっ！」

　彼女は転ばないように姿勢を整えたが、サーシャは見逃さず、彼女の尻を木の棒で思いきり叩いた。ただの棒とはいえ、サーシャの力で叩かれれば相当痛い。

　素っ頓狂な声をあげながらも必死に姿勢を整えるカレンを一瞥してから、フォンは顔色ひとつ変えずに、クロエへの説明とサーシャへの礼を兼ねて言った。

「サーシャにお仕置きしてもらってる。付き合ってくれてありがとう、サーシャ」

「かまわない。お前、修行して強くなる。サーシャ、強くなったお前、倒す……動いた！」

「んぎゃっ！」

　またもサーシャがカレンの揺らぎを見逃さず、尻を叩いた。今度は体勢を整えるまでにずいぶんと時間がかかり、サーシャが構えたのを見て、慌てて逆立ちを続けた。

　一度精神がぐらついたカレンが己を整えるには、どうやら時間がかかりそうだ。

「……これ以上やっても、お尻が赤くなるだけだね。クロエも起きたし、今日の修行はここまでにして、ギルドへ依頼を受けに行こうか」

「うう……尻が腫れる前に精神修行を終えて、忍気を会得したいでござる……」

「僕だって、そんなに早く忍気を使えるようになったわけじゃないよ。気長にやっていけば、いずれカレンにも上級忍術が使える日が来るさ」

　フォンは軽く笑いかけると立ち上がり、クロエに告げた。

「クロエ、僕はシャワーを浴びてから一階に行くよ。少し待っててくれるかな？」

「急がなくていいよ、私も今から準備するしね」

　彼が逆立ちを終えたのが修行の終わりの合図だと判断したのか、カレンもぴょん、と跳ね上がり、尻を擦りながら汗だくの道着の襟首を扇いで言った。

「では拙者も、師匠の背中を流してから向かうでござる！」

　キラキラした瞳で、あまりにも余計なひと言を足して。

　隣にいるフォンは顔を真っ青にし、クロエは早朝から顔をしかめる。サーシャですら、カレンの発言がなにを意味するのかを知っているようで、冷めた視線を彼にぶつける。

「……フォン、そういうことさせてるの？」

「してない、してない！　カレン、訳のわからないことを言っちゃ駄目だよ!?」

「いえ、今日からさせていただく予定だったでござる！」

　フォンは本当にそんなことをさせていないのに、カレンの発言がいっそう場をかき乱す。

「背中を洗い流すのは奉仕の精神、弟子の拙者が師匠に奉仕するのにおかしなこともありますまい！　もちろん、いつも通りすっぽんぽんでまいりますゆえ！」

「「いつも通り!?」」

　とうとう、クロエとサーシャがぎろりとフォンを睨みつける。

「そ、そりゃカレンだってシャワーを浴びるときは裸だろう!?　語弊だよ、これは！」

　どうにかこうにかフォンは必死に説得するも、損ねたふたりの機嫌を直すのは相当な時間がかかるだろう。そして今のフォンには、そうするだけの技術はない。

「……シャワーを浴びる前に、保護者としてちょっとお話だね」

「サーシャが認めた奴、ふしだら、許せない。お前、説教」

　窓が乱暴に閉まり、戦士がどかどかと宿に戻り、残ったのは愛しい様子の海猫マリンキャットだけ。

「……なんでこうなるのさ……」

　かれこれ何度目になるかわからない誤解に頭をかかえながら、フォンの一日は始まった。




「――とにかく、さっきも言ったけど、僕とカレンはただの師弟関係だからね。部屋はたしかに一緒だけど、それ以上でも以下でもないから、ね？」

　いろいろと話をしていたからか、宿からギルドまでの道のりはいつもより短く思えた。

　シャワーを浴びてから宿の一階で仲間と合流したフォンは、クロエたちに、自分がカレンとそういった関係ではないと説明するのにひどく労力を費やした。

　たしかにカレンから、親睦を深めるために背中を流すとか、同じ釜の飯を食べるとかの提案は受けたが、フォンはすべて断ってきた。現在は一緒のベッドで眠ってはいるが、互いにぐっすり眠るばかりで過ちを犯すような事態には発展していない。

　女性との交わりが戦士の格を落とすと考えるサーシャの方は、あっさりと納得した。クロエはというと、冒険者ギルドの前まで来ても、やや懐疑的だった。

「……不純異性交遊は、私の目が黒いうちは見逃さないからね？」

　クロエはカレンを嫌っているのではないが、過度なスキンシップは見逃さないらしい。

「わかったよ。クロエ、なんだか過保護なお姉さんみたいだ」

「みたい、じゃなくて、もうすっかりお姉ちゃん気分だよ。過保護な、は余計だけどね」

　明るさの中に不安を交えたクロエの表情は、まるでフォンに悪い虫がつかないように注意する、娘を持った父親のようでもあった。

（僕とカレンがそういう関係だと、なにか困るのかな？　心配されるのはうれしいけど）

　ちょっとした嫉妬心にフォンが気づかないまま、ようやく話が落ち着いてきた。

　一行は冒険者ギルドに入り、巨大なボードが貼られた受付カウンターへと向かっていく。騒々しい冒険者の集まりの間を抜け、山ほどの書類をクロエは一枚一枚精査する。

「さてと、今日はどんな依頼がきてるかな。最近ちょっとしけた依頼ばかりだったから、多少難しくても報酬が豪華な依頼があるといいな……お、これなんてどうかな？」

　一同の中で最も冒険者としての経験が長いクロエは、数多の依頼の中から一番報酬が高額な依頼を見つけ出し、紙をピンから引き抜くと、三人に内容を説明した。

「『黄金獅子ゴルドレオの討伐』、結構珍しくて危険な魔物だけど、報酬が金貨三十枚だって！」

　フォンだけでなく、ほかのふたりも驚く額だった。どれだけ強力な魔物でも金貨三枚が相場だ。銀貨十枚で金貨一枚なのだから、これだけの報酬は破格ともいえる。

「金貨三十枚、ただの魔物の討伐にしてはずいぶん報酬を弾んでくれるんだね」

　無言のサーシャも、フォンも懐疑的だったが、カレンはずいぶん乗り気である。

「拙者と師匠、仲間であれば問題ござらん！　早速受注を――」

　両手をぱん、と叩き、カレンが意気込んで受付係の女性に声をかけようとしたときだった。

「――おいおい、その依頼はお前らみてえな新人連中にはまだ早ええよ。悪いことは言わねえ、黙って勇者に譲りな」

　近くのテーブルに座っていたとある一団が、のそりとやって来て、開口一番フォンたちが受注するつもりだった依頼を譲れと言ってきた。近頃はあまり声を聞かなくなったはずの面々が近づいてくるのを、一行は正面から見る羽目になった。

　剣を携えた銀髪のハンサムガイを筆頭とした五人。フォンは声だけでも誰かがわかるが、わかりたくもなかったし、もっときつく言えば関わりたくもなかった。

「……クラーク」

　勇者クラークと、彼が率いるパーティーの面々だ。

　まさか彼が、依頼の受注にまで口出しするとは。受付係がどうしたものかとまごついていると、赤紫のツインテールが目立つ少女が、口を尖らせてフォンに詰め寄った。

「聞こえなかったのー？　あんたたちへっぽこにはそんな依頼できっこないんだから、ほかのにしとけって、兄ちゃんが言ってるんだけど？」

「クラーク、ジャスミン、言いすぎじゃ……」

　仲間のきつい口調を、盾を背負うブロンドのナイト、パトリスがなだめるが、ジャスミンもクラークも意に介さない。だが、無視する態度は、クロエも同じだった。

「……受付係さん、この依頼の受注処理をお願い。隣の馬鹿は無視していいから」

　冷たいクロエの態度に、挑発してきた勇者パーティー側が苛立つ。ずいぶんと不条理な態度ではあるが、赤い短髪の武闘家、サラは男勝りの口調で身を乗り出す。

「ちょっと待ちなって、こっちは好意で言ってやってんのにさ！」

「フォン、あなたはともかく、そこの三人には荷が重いわ。サラの言う通り、あなたたちのことを案じているのよ。今回は譲ってくれないかしら？」

「俺のマリィもこう言ってやってんだ、優しさに甘んじたらどうだ、あぁ？」

　彼女のうしろにいる魔法使い、栗毛のマリィの口調はサラよりも穏やかだ。しかしその瞳からは、穏やかさとは真逆の意思も感じ取れる。

　おまけにクラークはマリィの肩に手をのせて、フォンから奪い取った自分の恋人であるとフォンにアピールする。これで優しいというのだから、図太さもたいしたものだ。

　フォンが反論しないのをいいことに好き勝手をわめく連中だが、周りは違った。

「余計なお世話でござるよ。拙者が言うのもなんだが、お主らは野犬のようでござるな」

「……なんだと？」

　フォンの弟子であるカレンは、目を黄色く光らせて、クラークに向かって唸っていた。

「カレン、僕は気にしてないよ。だから喧嘩腰は……」

「――私も同感だな。キャンキャンほえる犬って、ほんとにやんなっちゃうよ」

　フォンはカレンを制そうとしたが、彼を侮辱された仲間は、もう止まらなかった。

　フォンが言い返せない温和な性格と知っているのは、勇者パーティーだけではない。

　だからこそ、クロエとサーシャ、カレンはフォンの前に立った。カウンターの周りが騒然とし、受付係の女性が困った顔をしているのもかまわず、争いの火蓋が切って落とされかける。

「お前ら、嘘つき。優しさ、欠片もない。考えてるの、自分の利益だけ」

「フォンに難癖つけて逆恨みで絡んできてさ、暇なの？　報酬額に目がくらんでるのが見え見えだし、素直にそう言った方がかわいげあるんじゃない？」

　サーシャの言葉通り、優しさで進言しているわけではないのは明白だ。

　クロエの読み通り、逆恨みされたうえ、高額の報酬をもらえる依頼を譲り渡すなど、最悪の状況であることは間違いない。

　ここまで言われると、邪よこしまな意図を持っていたクラークの方が苛立つ始末。

「この、つけ上がりやがって、雑ざ魚こどもが……！」

　ジャスミンやサラと同様に沸点の低い彼が、邪魔者を斬るべく剣に手をかける。

　あわやカウンターの前で自警団を呼ばなければならない事態に陥りかけたが、冒険者ギルドの入り口から聞こえた声が双方の動きを止めた。

「――まあまあ、そこの冒険者たち。そうカッカしなさんな」

　老人の声だった。

　こちらに向かって歩いてくる姿も、やはり老人だった。ややくたびれた薄い黒髪、曲がった背、分厚い老眼鏡。高価な木製の杖をつき、燕尾服をまとっている様子からして、この辺りに住んでいる老人ではないとフォンは気づいた。

「……あなたは？」

　彼が老人にそう聞いたときには、彼はフォンとクラークたちの間に来ていて、眼鏡の奥でにこにこと微笑んでいた。しわだらけの顔を緩ませ、彼はフォンの問いに答えた。

「私はマッツォ、街の人々からはマッツォ卿などと呼ばれている」

「卿、ってことは貴族かな？」

「一応はね、そして『黄金獅子の討伐』依頼を出した者……いわゆるコレクターだよ。依頼について詳細を更新しようと来てみたら、どうやら依頼の受注でもめているようだね」

　喧嘩――クラークの一方的な難癖を仲裁するように、彼は静かに告げた。

「結論から言うと、私は二組同時の受注でも歓迎するよ。互いに協力してもいいし、どちらかが先に狩ってきてもいい。報酬も出そう……それくらい、事態は厄介なんでね」

　マッツォ卿が出した結論は、フォン一行も勇者パーティーも、どちらも同じ依頼を受けていいというものだった。しかも、ふた組分の報酬まで準備しているというのだ。

　このような例は、かなり珍しい。通常はひと組分の報酬しか用意していないし、ギルドもそれを前提として動いている。

　マッツォ卿の提案を聞いた受付係たちは、ためらうことなく即座に書類を修正する。

　どうやら彼には、依頼修正分の費用など簡単に出せるくらいの資産があるのだろう。

　フォンは話の後半部分が気になったが、クラークにとっては前半だけが大事なようだ。

「俺たちも依頼を受けられるみたいだな。ありがとよ、マッツォ卿とやら」

　にやりと笑ったクラークは、銀髪をなでつけながら、少しずついつも通りの騒々しさに戻っていくギルドの雰囲気に溶け込もうとするかのように、受付係の女性の手を握った。

「……ごほん、受付さん、悪いが俺たちの受注処理もしといてくれ」

　受付係はやや引きながらも、クラークの手をさらりと離して、そそくさと依頼受注の処理を始めた。彼らは満足した顔で、しかしフォンを睨みながら、自分たちの定位置である奥のテーブルにどっかりと座った。

「あの変わりよう、二重人格かなにかを疑っちゃうよ、ほんとに……」

「それでマッツォ卿よ、厄介とは？　詳細の更新となにか関係があるでござるか？」

　嫌な連中とのトラブルを忘れるように、カレンを含めた四人は老人に話を聞く。

「ああ。実はこちら以外でも腕利きの連中を送り込んでいたんだが、今朝、彼らから任務の中断連絡をもらってね。どうやら黄金獅子を仕留めようとした仲間が全滅したらしい」

　これを聞いていないクラークたちは大丈夫かと、フォンが心配するほどの追記である。

「全滅って……たしかに黄金獅子は謎が多い魔物だけど、そんなに強いの？」

「ゲムナデン山の頂にすみ、雷を操るという情報が入っている。そんな魔物の亡骸なきがらを剥製にしたいと思っているのだが、君たちをハンターより信頼してもいいのかね？」

「サーシャ、トレイル一族最強の戦士。強さを疑う、サーシャへの侮辱」

　ふん、とサーシャが鼻を鳴らすと、マッツォ卿は喜びを隠せない様子で笑った。

「ははは、そう言ってくれるなら期待しよう。それでは、任せたよ」

　何度も深くうなずきながら、マッツォ卿は一行に背を向けて、ギルドの外へと歩き出した。それとほぼ同時に、受付係の女性がぎっちりと文字が記された書類をクロエに手渡した。

「お待たせしました、受注処理は完了しましたよ。いろいろと大変かもしれないですけど、がんばってくださいね」

　クラークの近頃の豹変ぶりを知っているのか、受付係もどこか温かい態度だ。

　クロエは深く追求せず、ウインクして書類を受け取った。

「ありがと。ええと、目的地はゲムナデン山脈……ここから馬車で一日くらいのところだね。早速準備して、パパッとこなして、ぎゃふんと言わせちゃおう！」

「うむ、そうしよう！」

「サーシャ、同感」

「なんだかみんな、変にやる気が出てるね……」

　こうして『黄金獅子の討伐』依頼を受注した一行は、つとめてクラークたちを見ないようにしながら、扉の外へと出ていった。

　勇者たちがこちらを見ているのに気づいていたが、フォンは彼らを一瞥することもなかった。










忍者、黄金獅子と一騎打ちします




　ギルドを出て、冒険に必要なアイテムを調達できる店が立ち並ぶ通りの方角に向かったクロエは、早速これからの予定を話し始めた。

「まずは馬車の手配だね。その後に備品を揃えて出発するって感じで、どう？」

「了解した。できるだけ早く出発したいなら、僕が準備をするけど、いいかな？」

　フォンからの提案に、クロエは少し驚いた。

　仲間から頼まれて行動するこれまでのフォンと違い、自発的に準備すると言ったのだ。

　サーシャも、彼の変化に目を丸くした。完全に補助に回る体質のかつてのフォンと比べると大変な成長だと、クロエは驚きながらも優しく微笑んだ。

「フォンにならなんだって任せられるよ。一応ソロ活動をしてたときに、山の方面には何度か行ったことがあるけど、忍者はどんな準備をするの？」

「冒険者が持っていく荷物とだいたいは同じだと思うよ。それに鉤かぎ縄なわや手て鉤かぎ、打竹と干し飯いい、依頼をこなす地域によっては水グモが必要になるんじゃないかな」

「ウチタケ？」

「ミズグモ？」

　ふたりが歩きながら首をかしげるふたつのアイテムは、火を起こす忍具と水面を歩ける忍具なのだが、きっとすべてについて説明すると日が暮れてしまうだろう。フォンは彼女たちの反応を楽しむ仕草を見せながら、カレンの肩を叩いて言った。

「あとは、野宿をするためにいくつか道具を足すくらいだよ。カレン、部屋の棚――四の一、三、七、七の順で開けて、中の荷物を持ってきてくれ」

「あいわかった！　すぐに持ってくるでござる、師匠！」

　師匠に頼み事をされてうれしそうなカレンは、青い髪をなびかせ、四足を用いてあっという間に走っていった。残されたクロエたちはというと、目を点にしてぽかんとしている。

「……今の数字、なに？」

「暗号だよ。詳しくは言えないけど、部屋に隠してあるものには全部ロックをかけてあるんだ、カレンに教えたのはそれを解除する順番だ」

　暗号。胸ときめく不思議なワードに、サーシャもクロエも、目を輝かせる。

「……サーシャ、それ、知りたい」

「うんうん、私も知りたい！　フォン、後で暗号のこと、教えてよ！」

「クロエとサーシャのお願いでも駄目だよ。大事なものを隠す暗号だからね」

「いいじゃん、けちーっ！」

　おどけた様子でフォンを小突くクロエと、なんだか楽しそうなフォンと、自分の口角がつり上がっているのに気づいていないサーシャ。

　カレンが帰ってきて、業者から馬車をレンタルしてギルディアの街を出るまで、フォンと大事な仲間たちの間には笑顔が絶えなかった。




　◇◇◇◇◇◇




　一方その頃、ギルドの奥でどっかりと座ったままの勇者パーティーの面々は、いまだに準備もしておらず、ただフォンの悪口を言い合うのに時間を費やしていた。

「せっかく兄ちゃんが忠告してやったのに、フォンってば調子に乗ってるよ！」

「ムカつく奴らだよ、マジで。そう思わない、クラーク……クラーク？」

　ジャスミンとサラの口が悪いコンビは苛立った様子でテーブルをこつこつと叩いていたが、いやらしい笑顔を浮かべたクラークだけは、静かに建設的な発言をした。

「……おい、ドレイクの手配をしとけ。だが、俺たちはあいつらより後に出るぞ」

　なんと、負けず嫌いのクラークが、フォンより遅れて出発すると言いだしたのだ。

　ちなみにドレイクとは、ドラゴンの紛い物として扱われる翼を持ったトカゲ。人間よりふた回りほど大きく、街の中の業者に頼めば馬車同様に乗り物として貸し出してくれる。馬車より高価だが空を飛べるので、資産に余裕がある冒険者に重宝されている。

「冗談でしょ!?　フォンに遅れをとるっての!?」

　思わず立ち上がったサラだが、驚いたのは彼女だけではない。ほかの面子も、まさかフォンを最も敵視しているはずのクラークがそんな手段を選ぶとは思っていなかったのだ。

　しかし、クラークには作戦があった。

「逆だ、あいつらに先に行かせるんだよ。荷物持ちをさせてやってたときから、フォンは魔物を探すのには長けてたからな。今回は、それを利用してやるのさ」

　彼は、フォンを認めていた。ただし、自分にとって使える道具として。

「黄金獅子のもとまで案内させるんだ。できるなら連中が追いつめるまで……トドメと魔物の死骸は、俺たちがかっさらうぜ。抵抗するなら、ぶちのめすだけだ」

　ここまで説明すると、ようやく一同はクラークの意図を理解した。

　いいところだけをかすめ取る。邪魔をするなら山の中で立場を教え込む。

「……わかった。ドレイクの手配をしてくるよ」

　意地の悪い笑みを浮かべたサラたちが席を立ったのを見たパトリスも、考えを把握したようだったが、どうにも自分の行いに納得できないようだった。

「マリィ、いいんでしょうか？　私たち、もしかして卑ひ怯きょうなことを……」

　だが、恐らく最も邪悪な笑みを浮かべているマリィとクラークは、彼女を丸め込んだ。

「卑怯じゃないわ、パトリス。私たちは警告したもの。ね、クラーク？」

「そうだな、俺は警告したぜ――あいつらには重荷だってな、ガハハ！」

　マリィの肩に手を回して抱き寄せるクラークは、大口を開けて笑った。

　パーティーの中で唯一まともな感性を持っているはずのパトリスは、クラークの胸板に顔を寄せるマリィを見て、ただうつむくことしかできなかった。
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　翌日、予定通りフォンたちはゲムナデン山の麓に入り、山頂周辺を目指していた。

　切り立った岩やごつごつした道が目立つこの山は、ギルディアの街から馬車を使って一日ほどかかる。なので、彼らは最も近い別の町で一泊し、翌日の昼に入山した。

　天候が変わりやすく、かつ魔物も非常に多い山だと聞いていたので、四人とも装備は充実させている。全員が灰色のリュックを背負い、サーシャ以外はいつもの服の上から、雨をしのぐためのマントを羽織っている。

「ゲムナデン山……なんだかおかしいな」

　木々と岩が連なる山道を、ざくざくと音を立てながら登る一行だったが、フォンのひと言で全員が足を止めた。

「サーシャ、同感」

「私も。ちょっと変だなって」

　ふたりも同意するが、カレンだけはスカートから見える尻尾と一緒に、首をかしげた。

「おかしい？　師匠、なにがおかしいのでござるか？　たしかに魔物の気配はずっとするでござるが、ここは魔物の巣窟でござるよ？」

「そこだ。ゲムナデン山は魔物がうようよいる、いつでも魔物が争っている危険な地域だって聞いてたのに、誰も攻撃してこない。気配だけを残して、警告してるみたいだ」

「魔物、餌見つけたら、襲う。余裕、与えない」

　事前に聞いた情報、危険な山という話との矛盾が今この場で起きている。

　フォンとサーシャの説明で、カレンもようやく納得した。

「ふむふむ、つまり拙者たちの行動は何者かに見られている、というわけでござるな」

　周囲から感じる気配の答えを知り、カレンは黄色い瞳でぐるりと辺りを見回した。

　魔物がうようよいるはずの山で、そろそろ中腹に差しかかるというのに、まだ魔物が襲ってこない。正確に言えば、どこかからずっとこちらを観察している。そして魔物の習性として、そんな猶予を与える動きはそう見られない。まったくない、と言ってもいい。

「おまけに雨も降りそうだし……だいたい、あのクラークの姿が見えないのもなんだか不安だね。あの連中なら、血反吐を吐いてでも私たちより先に魔物を討伐しそうなのに」

　草むらや木々の影、岩場の隙間から突き刺さる視線を受けながら、クロエは空を眺めた。どんよりと曇った空にも、ここまでの過程にも、クラークたちの姿は見えない。

「いずれにしても、早めに討伐して戻った方がよさそうだ」

　嫌な予感を払ふっ拭しょくするべく歩き出したフォンの前に、カレンが躍り出た。

「よし、ならば師匠との修行で成長した拙者の力の見せ所でござるな！　恐らく黄金獅子は山頂にいると見た！　拙者、早速偵察に行くでござる！」

　どうやらしばらくの間の修行で得た力をお披露目しようと、彼女は大層意気込んでいるらしい。山頂にいると聞いた魔物を自分で見つけようとがんばる姿勢はたしかに微笑ましい。

　ただ、今ばかりはその専行ぶりはまずい。

「ちょっと待って、カレン、その先は――」

　フォンが止めようとしたときには、カレンの周囲の陰という陰から、なにかが飛び出してきた。

「――へ？」

　それは、五匹の魔物。巨大な猪、大木ほども太い緑色の蛇、体中傷だらけのハイエナが三匹。いずれも牙をむき、いっせいにカレンを肉塊へと変えるべく大口を開けていた。

　カレンは咄嗟に、服の内側に忍ばせた忍具を取り出そうとしたが、必要はない。

「おりゃあああっ！」

　魔物よりも速く動いたフォンの忍具、クロエの矢、サーシャのメイスが魔物に直撃し、一撃で死に至らしめていたのだ。

　背丈よりも大きなサーシャのメイスの打撃も、クロエの同時に放たれた二本の矢も的確に魔物を倒したが、特にフォンはすさまじい。

　彼が腰に差した鞘から引き抜いたのは、人の腕ほどの長さがある剣――刀と呼ばれる武器だ。しかも、クラークが使う剣とは違い、黒い柄と片面だけしかない刃がきらめいている。

「いくぞ――無む惨ざん独ご楽まの術！」

　魔物たちに高速で接近したフォンは、体をよじらせて強烈な速度で回転した。そして、まるで刃のついた独楽のように、魔物をたちまち斬り刻んだのだ。

　巨大な弓矢とメイスを構えた女性ふたりと、彼女たちに近寄りながら回転を止めたフォンに囲まれて、カレンは着地した。同時に魔物も、すべて地に伏せて動かなくなった。

「な、なんでござるか!?　いきなり魔物が襲いかかってきたでござる！」

「彼らのテリトリーに踏み込んでしまったんだ。向こうからすれば、警告してたのに入ってきたから襲った、ってところかな。それにしても……」

　曇り空がいっそう濃くなっていく中ですら、四人を取り囲む十数匹の魔物たちの種族が一様ではないのは、ひと目でわかった。青い毛のハイエナ、牙まで斑まだら模様の猪、顔より長い耳を携えた巨大なコウモリ。その多様性は一目瞭然で、普通ならそれらが一致団結できるとは思えない。

　なのに、彼らは結束している。共通の意思を持って、侵入者を排除しようとしている。

「アオハイエナ、マダライノシシ、キバコウモリ。群れの種族、違う」

「しかもどれも、群れをつくらない魔物ばかり……なのに、どうして集団で？」

「わからないけど、これだけの数だ。簡単に通してくれなそうだし、やるしかない」

　疑問は多いが、刀を握りしめ、フォンは敵を睨みつける。

「カレンは帰ったら説教！　みんな、まずは魔物を退かせるよ！」

「しょ、承知！」

　ついでにカレンへの罰則を告げると、彼女はようやく我に返ったようだ。両手の爪を獣特有の長さへと変貌させ、姿勢を屈め、仲間と前線に立つ。

「行くよ、サーシャ！」

「わかった！　サーシャ、叩きつぶすっ！」

　魔物たちの怒号に応じるかのように、フォンたちはサーシャが先陣を切り、敵へ突撃した。

　もしかすると、マッツォ卿が雇った者たちはこの魔物の群れに蹂じゅう躙りんされてしまったのかもしれない。そう思えるほど、魔物の質と勢いは軽視できなかった。

　ただし、フォンと仲間もあっさりやられるほど甘くない。

「獣にはうってつけの術があるでござる！　鬼火の術！」

　カレンが白い鞄から取り出し、枯草を固めた物体を爪でこすると、固形物はめらめらと燃えだした。彼女は勢いよく炎の玉を投げ、直撃した魔物にたちまち引火した。

「ガガアアァァ!?」

　一匹が燃え、近くにいたキバコウモリやマダライノシシに引火する。火を恐れる魔物の動きが鈍ったのを見たカレンは、ガッツポーズをしてフォンに振り向く。

「魔物といっても野生生物、火を嫌うのは自明の理！　どうでござるか、師匠、拙者の火遁『鬼火の術』の威力は……っと!?」

　彼の評価をもらうより先に、フォンはカレンの背後から迫ってきていた巨大な蛇を刀で一刀両断にした。彼がそうしていなければ、きっと蛇はカレンの頭を丸のみにしていただろう。

　自分のあり得た末路にぞっとしていると、フォンが刀についた血をぬぐいながら彼女の隣に立つ。

「術のキレはいいね、成長してる。けど詰めが甘い、忍者なら油断しないようにね」

「は、はいでござる！」

　そうして弟子の気を引き締めさせ、師匠は迫る二頭のマダライノシシを攻撃する。

　ふたりの活躍ぶりを見ているクロエにも、少なくとも多くの魔物を相手にしながらサーシャと話すだけの余裕があった。サーシャも同様で、もとはソロで活動していた彼女たちにとっては、まだまだ余裕なのだろう。

「フォンとカレン、すっかり師匠と弟子って感じだね！」

　大きな岩の間を飛び交い、身の丈ほどの弓で矢を放ち、魔物を貫く。

「フォン、師匠になって強くなる！　サーシャ、強くなったフォン、倒すっ！」

　爪や牙の攻撃を素手で受け止め、身の丈以上のメイスを振るい、魔物の頭をつぶす。

　四人が四人とも、持ち前の技術をフル活用して魔物を撃退していく。しかし、相当な数を倒し、殺しているはずなのに、魔物の数が減っているように見えないのだ。

「これで十匹目……敵が退く様子がないな」

　むしろ、種族が増えている。顔がふたつある牛や、今度は赤いハイエナまで交じっている。

「やっぱりおかしいよ、フォン。これだけ種類の違う魔物がひとつの群れになって、しかも私たちを始末するっていうひとつの目的で襲ってきてる。これじゃあまるで……えいっ！」

　矢筒の中身を気にしながら、接近する魔物の頭を弓で殴りつけるクロエ。

　そんな彼女の言葉を聞いて、フォンの脳裏に、ある仮説が浮かんだ。

「……まさかこいつら、誰かの命令で動いてる……？」

　彼らは群れ――種族の壁を超えた群れだ。ならば、頭がいる。

　だとすれば、頭を守る命令を受けているのだとすれば彼らは忠実に従う。部下が死滅するまで続くならば不利であると判断したフォンは、魔物を分銅で殴りながら叫んだ。

「みんな、いったん退こう！」

「撤退するのでござるか!?　この程度なら、師匠が全力を出せば余裕でござるよ!?」

「全力を出して彼らを倒したところで、次の魔物が来るだけだ！　カレン、修行で教えた通り、敵を囲むようにして撒菱をまくんだ！　クロエとサーシャは目と耳を塞いで、僕が合図するまで目を開けちゃ駄目だよ！」

「うん、わかった！」

　クロエとサーシャが敵と距離をとり、武器をしまって目を閉じて耳を塞ぐ。

　魔物たちが好機とばかりにふたり目がけて襲おうとしたが、カレンが鞄から取り出し、敵の足もとに投げつけた鉄製の撒菱を踏みつけ、唸り声をあげて足を止めた。

　それだけでも効果はあるが、フォンは黄色の巻物を取り出して開き、五本の指に白い雷光の忍気を走らせた。サーシャの目をくらませた巻物よりも強い光を指先にため込みながら、彼は勢いよく地面を殴りつけた。

「雷遁、雷らい鳴めい裂れっ破ぱ！」

　その途端、暗い木々の隙間を白く染める閃光と、鼓こ膜まくをつんざく音が辺りを埋め尽くした。

「ギギャウ!?」

「グゴオォ！」

　まるで雷がその場に落ちたような衝撃に、魔物が耐えられるはずがなかった。

　耳と目を封じたクロエたちは無事だったが、なんの対策もとっていない魔物からすれば、攻撃以上の脅威だ。音で物体を探知するとされるキバコウモリは、耳の機能が破壊されてしまったようで、地面に突っ伏してのたうち回っている。

　ちなみにフォンはというと、目を開けているし、耳も塞いでいない。想像を絶する過酷な訓練を受けた彼にとって、閃光も轟音も、日の光や大声と大差ないのだ。

「みんな、目を開けて僕についてきて！」

　ほぼすべての魔物がもんどり打っているのを見たフォンが三人にそう言うと、仲間たちは耳から手を離し、ぱっと目を開いた。そして小さくうなずくと、踵を返すようにして魔物に背を向けたフォンについていき、山頂へと走り出した。

　背後から魔物の呻き声が聞こえてくる。

　しとしと、ざあざあと雨が降ってくる。

　フードをかぶり、一行はできる限り魔物から距離をとるべく、切り立った岩の間を駆け抜ける。

「光と炸裂音、撒菱で足止めはできたから、このまま逃げよう！　雨も降ってきたし、においはどうにかごまかせるはずだ！」

「サーシャ、逃げるの、屈辱！」

「今は我慢して、サーシャ！　後で好きなだけ戦えるから……たぶん！」

　蹂躙を邪魔され、ふて腐れるサーシャをクロエがなだめる。

　フォンとしては、正直なところ、魔物がいっそうひしめく可能性もある中では撤退も視野に入れていた。今回は依頼達成を考慮して上を目指したが、吉と出るか、凶と出るか。

　――少なくとも、空を飛ぶ三匹のドレイクに乗った連中にとっては、彼らの行動は吉として働いていた。

「……あの光、フォンたちだな」

　何者かといえば誰あろう、クラーク率いる勇者パーティーだ。

　雨の中、マントも羽織らないでひたすらフォンを追うことだけに集中していた彼らは、その成果もあって、うっそうとした山の中で目立つ光を見つけられた。

「近くにドレイクを降ろしましょう。魔物がいる方角と逆側から、彼を追うわ」

　クラークのつぶやきに、別のドレイクに乗ったマリィが同意した。馬車と違い、ドレイクはマリィが首からつるした笛を吹けばすぐにやって来るという利点を活かすのだ。

　光が見えた方角から山頂に向かうべく、三匹のドレイクは山に飛んでいった。




　しばらく走っている間に、日が傾き、雨が少しだけましになってきた。

　魔物の声もすっかり聞こえなくなったし、気配も感じない。どうやら、山に潜む怪物の襲撃からうまく逃れられたらしい。フォンが開けたところで足を止めると、仲間たちもようやく落ち着いた様子で、大きく息を吐いた。

　もともとゲムナデン山は日中でも薄暗いが、日が傾くと一気に辺りが闇に染まる。これ以上暗がりを進んでも危険が多いと判断したフォンは、倒れた大木に腰掛けた。

「……魔物の気配が完全になくなった。みんな、日も暮れたし、ここでいったん休もうか」

「野営でござるな。師匠、あれを使うでござる！」

「そうだね。カレン、設置は任せるよ」

　クロエはてっきり、マントを木の枝に引っかけて野営する程度だと思っていたが、カレンは鞄の中から折りたたまれた灰色の布の塊のようなものを取り出した。

「あれって……うわ、すごっ！」

　どうやって使うのかと、クロエとサーシャがじっと見つめていると、カレンは何度か布の塊を上下に振った。すると、たたまれていた布があっという間に広がり、大きなタープとなった。四人が入ってもあまるくらいの大きさで、雨もしのげるだろう。

「これだけの大きさ、鞄、入らない。お前、どうやって入れた？」

「忍者の道具は全部、ある程度折りたためるんだ。そうじゃないとかさ張っちゃうからね。焚火も今のうちに起こしておこうか」

　カレンがせっせと布の内側の骨組みを整えて設置する隣で、フォンはリュックの中から乾いた木を何本か取り出すと、完成したタープの下に置いた。そして今度は腰に提げている黒い袋から細く短く切った竹を取り出すと、木の間でもぞもぞと動かした。

　タープの内側に入ったクロエがじっと見つめていると、ぱちぱちと火が起こった。

「こっちもすごいね、魔法でも忍術でもないのに、あっという間に火がつくんだ」

　目を丸くするクロエと顔を寄せるサーシャのそばで、フォンは道具を袋にしまった。

「打竹だよ、中に火を起こす機能が詰まってる。カレン、鍋を貸してくれ」

「承知でござる！　水も、こちらの水筒に！」

「ありがとう。さてと、沸騰したら食事にしようか」

　鍋すらも折りたたまれていたのに驚いたが、フォンの言うところの食事に、クロエはちょっぴり苦笑いをしてしまった。今は獣を狩れる状況でもないし、そうなると待っているのはフォンお手製の携帯食――まずい丸薬を思い浮かべていたのだ。

「食事……兵糧丸以外でお願いできたらうれしいな、あはは」

「兵糧丸は薬みたいなものだから、今回はなし。忍者流の携帯食を持ってきてるから、そっちでちゃんと栄養をとろう。で、さっきから気になってたんだけど――」

　フォンはリュックの中を覗き込み、荷物をあさりながらそう言ったが、ふと言葉を止めた。

「――クラーク、隠れてても気配はわかるから、出てきたらどうかな？」

　少し語気を強めてさらりと言ってのけたが、今度はフォンを除く三人とも跳び上がった。

　どこにクラークがいるのか、誰かが尾行してきているのに気づいたのか、三人が聞くよりも先に、岩場の陰からクラークを含めた一行が顔を覗かせた。クラークの後に続いて、マリィやパトリス、渋い顔をした武闘派コンビが出てくる。

「……なんでばれたんだよ、オイ」

「なんでって、気配を感じてからずっと……ドレイクから降りたときから気づいてたよ？」

　理由がさっぱりわからないが不愉快だと言いたげな顔をしたクラークの、ひねり出したような声に、振り向いたフォンはあっさりと答える。

　ドレイクから降りた時点で、フォンは彼らの気配を察していた。フォンを追いかけるために近場に降りたのが仇となったようだが、彼らの移動手段はクロエにヒントを与えてしまったようで、なるほど、といった様子で彼女は言った。

「……ああ、なるほど、わざと遅れたのはフォンが黄金獅子を見つけたところをかすめ取ろうって寸法だったわけね。勇者パーティーの名が廃すたるよ、ほんとに」

　直感で悪企みを見抜かれた一行、特にジャスミンは顔を真っ赤にして否定する。

「な、なんの証拠があって言ってんのさ、おばさん！」

「あんたたちから横取りだと？　馬鹿にしやがって！」

　雨の中、口を尖らせて腹を立たせる彼らだが、怒りの声はサラとジャスミンの腹の虫の鳴き声でかき消されてしまった。

　どうやら彼らは、フォンたちの尾行に集中力を割きすぎてしまったようだ。それに、雨が降るとは思っていなかったのか、マントもつけずにびしょ濡れである。フォンがいないことの副次的なトラブルなのかもしれないが、その真相は誰にもわからない。

　雨に打たれる姿が、まるで飢えた獣のようでもある勇者パーティーを見たフォンは、顎をかいてから、あたり前のように言った。

「……僕からの提案だけど、みんなで夕飯を食べない？」

　彼の底なしのお人好しぶりは、時として仲間すらも驚かせた。

「フォン!?」

　クロエたちにしてみれば、フォンからそんな台詞が出るのが驚きだった。さんざん貶められ、パーティーをクビにされた張本人だというのに、恨んでいないどころか食事すら与えると言ったのだ。しかも、哀れみからではなく、慈愛の気持ちを優先して。

　双方から見つめられながら、フォンは話を続ける。

「見たところまだ食事をとってないみたいだし、寒そうだし……それにさ、同じ鍋を囲めばわだかまりが解けるかもしれない。これを食べたくないなら、話は別だけど」

　父親のような笑顔を浮かべる彼の手もとの鍋の中には、いつの間にかフォンが入れていた固形の携帯食が溶かされていた。茶色のスープの中には具がたくさん入っていて、ジャスミンとパトリスは鼻の奥をくすぐる匂いに、よだれが出かけている。

「うまそう……」

「おいしそうですね……」

　双方のぶつかり合う視線が、塩気たっぷりの匂いによって和らいでいく。このまま睨んでいても体が冷えるだけだと思ったのか、クラークは苦々しげに言い放った。

「……チッ、今回だけだぜ。俺たちも腹は減ってたし、いただいてやるよ」

「ありがとう、クラーク。さあ、カレン、器にみんなの分のスープをよそってあげて」

　にこりと微笑んだフォンにそう言われても、カレンだけは納得していないようだった。

「あいわかった……痺れ毒のひとつでも――」

「カレン？」

「な、なんでもないでござる！」

　フォンにじろりと睨まれ、カレンは慌てて木製の椀に食事をよそい始めた。

　広いタープの下、詰め込まれるようにフォン一行と勇者パーティーが大木に腰掛ける。フォンとパトリス以外は、互いを信用していない様子で椀を手に取る。

　こうして、鍋を囲んで奇怪な夕飯の会が始まった。

　フォンの作ったスープは、肉や野菜が入っていて、塩気の利いたスープ。固形の具材を水に溶かすだけで作った簡単な料理だが、体が温まるおいしい料理だ。

　ただし、ジャスミンは野菜が苦手なようで、ひとすすりして渋い顔をする。

「うえー、私、野菜多いの苦手なんだよねー」

「文句抜かすと放り出すよ。私はまだ、気を許してないんだからね」

「おいしいのは間違いないね。隣の筋肉女がいなきゃあだけど」

　その隣では、サラが別の意味で渋い顔をする。

　フォンとしてはよかれと思って焚火を囲んだのだが、クロエやサーシャはいまだに警戒を解いていないし、カレンは目を細めてずっとマリィを睨んでいる。勇者パーティーもまた、舌鼓を打つのに夢中なパトリスを除き、まだ気を抜けないようだ。

　ただ、クラークだけはスープを木のスプーンですくいながら、ぽつりとつぶやいた。

「……フォン、どうしてクビにした俺に、飯を？」

　彼の質問は、至極真っ当なものだった。

　一方、フォンとしては、さほど悩むほどの動機でもなかった。

「おいしい食事は分け与えるべきだと、師匠から教わったからね。それに、まだ話し合える機会はあると思ったんだ。クビになったのには、僕にも責任はあったしね」

　ついでに言うならば、これまでの関係性を水に流す提案も抱いていた。クロエたちがサラやジャスミンと火花を散らし合っている隣で、フォンは言った。

「一緒に黄金獅子を討伐しないかい、クラーク？　実のところ、僕は電撃に少し弱いんだ。でも、僕たちみんなで力を合わせれば、きっと討伐できる……どうかな？」

「フォン……」

　じっとクラークを見つめるフォンは、己のわずかな弱点を吐露するほど、勇者に気を許していた。クラークが同じ焚火を囲んでくれたことへのうれしさがあったのかもしれない。

　普段のフォンからは信じられないほどの甘さを前に、クラークは自分の行いを恥じたかのようにうつむくと、周囲の騒ぎ声にかき消されるくらいの声で、ぽつりと問う。

「……じゃあ、お前はもう、黄金獅子の居場所を突き止めてるのか？」

「大まかにだけどね。魔物たちから逃げてる途中に、山頂から少し下のところ……東側に何度か雷が落ちているから、黄金獅子が噂通り雷を操るなら、その辺りにいると思う」

「間違いないか？」

「間違いないとまでは言えないけど、僕の経験上、八割はあたってるかな――」

　器を置いたフォンが、提案に乗ってくれたクラークに微笑みかけた。

　師匠が教えてくれた料理、ミソシルでこれまでのわだかまりを解くことができたのだと思うと、口もとがつい綻んでしまった。

　だから、彼は自分が忍者であると一瞬、ほんの一瞬だけ忘れてしまった。

「――それだけ聞けりゃあ十分だよ！　やれ、マリィ、お前ら！」

　――ぞっとするほど邪悪な意志がこもったクラークの言葉に、フォンは我に返った。

　だが、彼が動くよりも先に、まるでリーダーの言葉を待っていたかのように、サラが鍋の揺れる焚火を蹴飛ばし、たちまち周囲をもとの暗黒に戻してしまった。

「なっ……!?」

　それだけではない。ジャスミンがクロエの足を蹴り、サラがサーシャを突き飛ばして姿勢を崩させる。サーシャやフォン、カレンがあまりにも唐突な襲撃に対応しようとしたときには、マリィが杖からまばゆい電撃を放ち、四人にぶつけた。

　なにをするのか、と言いたかったが、口が痺れて動かない。フォンですら、体の自由が利かないようで、どうにか立ち上がろうとすることしかできないようだ。

　筋肉が痛み、思うように挙動ができない彼らの前に、にやにやと卑劣な笑みを浮かべるクラークたち勇者パーティーが立ち、その中のマリィが一歩前に出た。

「ごめんなさいね、フォン。仲間のみんなも、雷魔法で少しだけ痺れていてもらうわ」

「あんた、な、なにを……！」

「弱点を突ける機会をくれてありがとう……お礼に、確実に消すわね」

　クロエの問いに、マリィは答えない。

「炎突破フレイムウェイブ！　風穿破エアウェイブ！」

　代わりに与えたのは、杖の先端に巻き起こる炎と風の融合体。彼女が狙いを定めるのは四人ではなく、テントのうしろに聳そびえ立つ岩肌。

　マリィはためらうことなく、炎の槍と風の波を解き放った。タープの背後、山の一面ともいえるほど巨大な岩に激突すると、轟音が鳴り響き、砕けた岩の崩落が始まる。

「食らいやがれ、勇者魔法玉砕剣ブレイブエッジ！」

　おまけにクラークまでもが、いつの間にか抜いていた銀の剣の先端にため込んだ赤い光を、まだ残っている岩に目がけて放った。魔法使い以上に優れた破壊力を持つエネルギー波を受け、今度こそ岩壁がとてつもない勢いで砕けた。

　人よりも大きな岩石が十個、二十個以上も降ってくる。こんな物が頭上高くから落ちてくれば、どうなるか。

「嘘でしょ、ちょっと、きゃあああぁっ！」

「ししょおぉーっ！」

　クロエとカレンの叫び声を最後に、タープと四人の上に、岩が落下した。勇者パーティーのように避ける間もなく、防御するための時間すら与えられず、フォンたちのすべては黒茶けた岩石に圧しつぶされてしまった。

「ぎゃはははっ！　俺たちが飯を一緒に食った本当の理由にも気づかねえなんて、しかも共闘なんざ、甘ちゃんにもほどがあるだろうがよぉ！」

　そんな彼らのありさまを、クラークは涙を流すほど大爆笑して見下す。なんの返事もない岩の山に足をかける完全なる勝利者は、笑いが止まらない様子で話を続ける。

「黄金獅子の居場所さえわかりゃあ、あとは俺たちが討伐するだけだぜ！　前々から目障りなてめぇらには、ここらで永遠に消えてもらうからよ！」

　高らかに勝利宣言をするクラークの傍らで、ジャスミンが泥だらけのリュックを持ち上げる。サラも同様で、それらはクロエとサーシャのリュックだ。

「へへへ、兄ちゃん、こいつらの荷物はどうする？」

「あァ？　そんなもん、そこらに放っとけ。あの量の岩じゃ、あいつらが戻ってくるなんてありえねえし、泥まみれの荷物なんて持ちたくねえからよ」

　彼がそう言うと知っていたかのように、サラとジャスミンはリュックの中身をひっくり返すと、まるでクロエやサーシャを踏みつけるようにぐしゃぐしゃにしてしまった。そんな光景を楽しそうに見つめるマリィだったが、彼女は目的を優先する方を選んだ。

「行きましょう、みんな。雨も小降りになってきたし、今が好機よ」

「そうだな、さっさと行くか。お前ら、ついてこい」

　クラークの命令に従い、仲間たちは満足して山の東側へ走り出した。雨もますます小降りになり、まるで勇者パーティーの再出発を祝っているかのようだ。

「うう……」

　ただひとり、パトリスだけは自分の行いに、疑問を抱いているようだった。

　埋まってしまった彼らを一瞥すらせずに、小雨の中を勇者パーティーは突き進んでいく。

　邪魔者は排除した。魔物の気配もない。そう急ぐ必要もないのだが、厄介なフォンを始末できた喜びが、足に乗っかっているかのように、一同は走っている。

「……残念だね。あの田舎者の女と生き埋めで決着ってのは。いつか私が、この拳でブチ殺してやろうと思ってたのに」

「いいじゃん、それくらいさ！　帰りがけにでもあいつらのブサイクな死に顔でも見てやったら、ちょっとは気晴らしになると思うよ、きゃはは！」

　サラとジャスミンは彼らをひたすらうっとうしい連中としか思っていなかったようで、生き埋めという末路を笑うばかり。こう見えても、世間的にはまだクールな格闘家とかわいらしい一流剣士で通っているのに、彼女たちのファンが下卑た顔を見たら卒倒するだろう。

「残念というなら、私もよ。フォンはまだ使い道があったかもしれないのに……」

　マリィはマリィで、小柄で温和な性格の持ち主のはずが、パーティーだけしかいないときにはすっかり狡猾な一面しか見せなくなっていた。揺れる栗毛に愛らしさはなく、フォンを気にかけているのも、まだ利用価値があったのではないかと思っているからだ。

「仕方ねえだろ、フォンはともかく周りの奴が邪魔なんだよ。あいつらがいる限り、フォンを引き戻そうとするよか、ブチ殺してやった方が俺たちのためだぜ」

　そんなパーティーのリーダーなのだから、クラークが世間的に抱かれている印象通りのナイスガイなはずがない。歯を見せて笑う今の彼は、下劣の具現と言ってもいいだろう。

　批難されてしかるべきはずの彼を仲間は持ち上げるのだから、自浄など到底望めない。

「そうだよ、フォンだってマリィの魔法で動けなくなってたし、どうせたいしたことないって！　兄ちゃんひとりいれば大丈夫だよねーっ！」

「俺を頼ってくれるとうれしいな、ジャスミン！」

「あんたほど頼れるリーダーはいないよ、クラーク！　あっははは！」

　げらげらと爆笑するクラークだが、彼らの中で唯一、パトリスだけが浮かない表情をしていた。重い鎧を揺らしながら走る彼女は、つい、ぽつりとつぶやいた。

「……これで、本当によかったのでしょうか」

　なにげない心中の漏れだが、先行するサラたちにはしっかりと聞こえていたようだ。

「パトリス、あんたなに言ってんだ!?」

「もしかして、あいつらの肩でも持つつもり!?」

　振り向いたふたりに怒鳴りつけられたパトリスは、半ば涙目で言い訳をする。

「あ、い、いえ！　せっかく食事までいただいたのに、生き埋めになんて……」

　足を止めそうになったパトリスをかばうように、うしろのマリィが肩を叩いてささやいた。

「食事は向こうが勝手に提供してくれたのよ、気にする必要はないわ」

　かばう、慰めるというよりは、洗脳と呼んだ方がいいだろうが。

「彼らがいれば、いずれ必ず私たちの障害になり得るわ。それに、ほかのパーティーだって、表向きでどれほどいい顔をしていても、裏でほかの冒険者になにをしているか……そうでもしなければ生きていけないのが、冒険者稼業というものなのよ」

「そ、そういうものなのでしょうか……」

　彼女は純朴で優しい。だからこそ、この辺りでしっかり勇者パーティーになじませておかないといけない。ほかの面子は少なくとも、彼女に余計な考えを持たせたくはなかった。

　クラークもマリィの話に乗って、パトリスを自分色に染め上げようとしたときだった。

「そういうもんなんだよ。パトリスも現実を見て……止まれ！」

　先頭を走るクラークが急に止まった刹那、彼らが進もうとしているすぐ前方に、雷が落ちる轟音が鳴り響いた。光も同時に瞬き、木々が何本も砕けた音がした。

「わっ!?　なに、なんなの!?」

　勇者に続いて格闘家、剣士、騎士と続き、最後に魔法使いが足を止めた。

「今の音……しかも、光が近づいてきやがる！　お前ら、構えろ！」

　ジャスミンが一対の剣を鞘から抜き、パトリスが大きな盾を担いで四人の前に出る。

　その間にも、雷が一定のテンポで落ち、見えないなにかの存在を一行に伝えている。雨で濡れた銀髪をかき上げるクラークの隣で、ジャスミンが赤紫の前髪が額にくっつくのもかまわず、同じ周期で光り出す闇の奥を、じっと見つめる。

「雷!?　街で聞いた噂は本当だったんだ、雷を操るって言ってたのは！」

　少女の言う通り、雷はある生物を伴って近づいていた。岩と樹木の間をすり抜けるように、ゆっくりとやって来た魔物は金色の毛並みを持ち、悠然と姿を現した。

「……向こうから、出向いてきたのね」

　神々しさすら感じる姿に、マリィは杖をぎゅっと握りしめ、パトリスは反射的に盾を自分の正面に置く。本能的な防御動作を見ても、金色のたてがみをなびかせる魔物は動じない。

　彼女の予想はあたっている。山で暴れ放題、騒ぎ放題の連中を罰する神の使いであるかのように、その魔物は勇者パーティーを睨みつけているのだ。

　人よりひと回りほど大きく、金色の瞳と白銀の牙をむいてうなる、黄金の獅し子し。

　紛れもなく、マッツォ卿が討伐を依頼した魔物、黄金獅子に違いない。

「お望み通りぶっ殺してやるぜ、黄金獅子……！」

　剣を構えたクラークは、自身が持つ剣技と魔法の力、勇者のスペックをもってすれば、おおよそかなわない相手などいないと確信していた。仲間たちも同様だ。

　――ツインヘッドブル討伐の失敗を覚えていれば、こんなふうに慢心はしなかっただろう。

　油断した彼らの実力など、怒り狂う伝説の魔物の前では意味がないのだ。
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　勇者パーティーと黄金獅子が遭遇する、少し前。

　ところ変わって、こちらはクラークたちによってつくり上げられた岩の墓標。その下に、フォン一行が埋められている。

　降りしきる雨の影響か、強烈な魔法で周囲の地面がはじけた影響か、今は隙間に泥まで挟まっている。これこそ紛れもなく墓であり、納められているのは遺体にほかならない。

「……う、く……」

　だが、遺体が声を発するなど――岩の隙間から腕を突き出すなど、あり得るだろうか。

　謎の腕はしばらく手首を左右に振ると、すぐにそれを岩の中へと引っ込めた。そうして、少しだけ間を空けてから、なにかの重さに耐えるような、くぐもった声が聞こえてきた。

「……みんな、ちょっとだけ我慢して……土ど遁とん、螺ら旋せん土もぐ竜ら！」

　声の主――フォンがなにかを言い終えた、そのときだった。

　高く積まれた岩が勢いよく隆起したかと思うと、中から飛び出してきた尖った黒い岩によってはじき飛ばされた。無数のねじれた岩の棘はフォンたちを埋めていた岩をことごとく破壊し、人間が数人通れるほどの穴を、空に向かって造り上げた。

　そうして完成した穴から、泥だらけのフォンが這い出てきた。いかに忍者として鍛えられた彼でも、指先が血で染まり、体中泥と傷だらけになっていた。

　ちなみにフォンが使った『螺旋土竜』は、巻物の中に封じ込められていた忍気を黒い螺旋状の岩に変え、周辺を破壊する土ど遁とんの上級忍術だ。岩の隙間や亀裂を破壊するように棘は生えてくるので、掘削や建物からの脱出に用いられる。

「にゃ、にゃぎゃ……」

　穴の端に長い爪を引っかけて、閉じ込められていたカレンが顔を出した。

　土にまみれた彼女が転がるように墓の外に出ると、次いでクロエ、サーシャがのっそりと姿を見せる。せき込みつつ、クロエが荒い息と共に言った。

「げほ、ごほっ……どうなったの、私たち……？」

「フォン、サーシャに覆いかぶさって壁に、げほ、なった。お前、大丈夫か？」

「僕なら大丈夫だよ。それよりも……」

　岩から地面にすべり降りた一行は、自分たちが持ってきたすべての残骸を眺めた。

「雨除けも荷物もやられたでござる……クラークたちが、全部つぶしていったでござる！」

　勇者パーティーによって落石に閉じ込められたフォンたちだが、忍者が三人に覆いかぶさるようにして盾となっていたおかげで、どうにか脱出できたのだ。

　しかし、タープは破壊され、荷物はいっさいがっさいひっくり返されて踏みつぶされ、使い物にならない。唖然とするクロエたちの隣で、フォンは己を恥じてこめかみに指をあてた。

「ごめん、みんな。僕のせいだ……クラークと同じ目的で戦えるのなら、共に冒険者として活動できるんじゃないかって思ったんだ……！」

　彼は、クラークとの関係性の修復を、まだあきらめてはいなかった。

　人命を軽んじる態度に怒った。自分の手を汚さない態度にあきれた。だとしても、心のどこかでフォンの甘さは彼を生涯許せない相手には認定できなかった。

　加えて、勇者との確執は、感情に流されず、動じないはずの忍者であるフォンが、唯一気がかりに思っていた事柄だった。遜へりくだるとまではいかずとも、顔を合わせればトラブルに陥ってしまう事態を、どうにかしたいと思っていた。

「忍者として失格だ、僕は……本当に、ごめん……！」

　敵として定めた相手を、許してわかり合おうとした自分の、なんと愚かなことか。掟から離れ、忍者として忍ばない生き方を選んできたことで、ここまでさびて鈍ったのか。

　うつむき、己の顔を殴りたい衝動に駆られて拳を握りしめるフォンに、クロエは言った。

「……フォンが謝ることじゃない。フォンが責められるなんて、絶対にあり得ない」

　感情を押し殺せない声を聞いたフォンが顔を上げると、クロエは山頂を見上げていた。

「甘いくらい優しいのは知ってる。もしかすると仲よくやれるかもなんて夢を抱いたとしても、それがフォンだもの。そういうところも含めて私たちはフォンが好きなの」

　彼女は自分のためにというよりは、他人のために怒っていた。それも、フォンが今まで一度だって見たことがないほど、すさまじい形相で瞳を揺らしていたからだ。

「私が許せないのは――フォンを悲しませたクズ野郎だよ」

　すべては、優しさにつけ込み、過去のつながりもすべて捨てて殺そうとした勇者への怒り。

　クロエだけではない。もとより喜怒哀楽が激しいカレンも、常に意志を腹の奥に閉じ込めているサーシャですら、怒りのあまり歯を軋ませ、握った拳に血管が浮き出ている。

「あいつら、飯の恩、仇で返した。飯を作った人への侮辱、償わせる！」

「師匠の恩情を無下にし、あまつさえ殺そうとまでするとは。不肖カレン、フォンの弟子として師匠がなんと言おうと、絶対に許せんでござる」

　土汚れ、泥まみれでマントもボロボロ、サーシャとクロエに至っては縛った髪が解けているのに気にも留めていない。まずい、と思い、フォンはなだめるように声をかける。

「でも、僕は……」

　クロエは、フォンを見ない。ただ敵がいるだろう方角をじっと睨む。

「クラークは山頂に向かったんだよね。フォン、どっちに行ったか、わかる？」

「大まかには、けど荷物もやられて天候も悪いから今は――」

　今はやめよう、と言おうとしたが、三人はもはや聞く耳など持たなかった。

「――行くよ、サーシャ、カレン。邪魔する奴は魔物だろうとなんだろうと蹴散らして、クラークと取り巻きどもをぶっつぶす！」

「承知！」

「サーシャも、承知！」

　フォンの仲間である三人は、彼と自分たちを陥れた勇者一行を叩きのめして、打ちのめすことだけを頭に入れ、ずんずん歩き始めた。

　しかも、フォンに道を聞いておきながら、明後日の方向に三人揃って歩き出す始末。どうやら、怒りのあまり自分たちが進む方角すらあやふやになっているようだ。

「フォン、あいつらのところまで案内して！」

　フォンが察しているクラークの進んだ先――泥に埋もれたわずかな足跡やそのほかの痕跡から確定したルートをクロエに教えるために、フォンは悲しみの感情をいったん忘れて、彼女たちを先導する。

「わ、わかったけど、目的を忘れてないかな……？」

　魔物の気配はたしかにする。まだ雨は降っているが、たしかにどこかからこちらを見つめる気配はしっかりと感じ取れる。

　しかし、クロエたちから放たれる覇気に恐れをなしているのか、なにも近づいてこない。

　これはこれでありがたいと思いながらも、復讐鬼を引き連れたフォンは、クラークが黄金獅子を追って進んでいった先を追っていくように、山頂を目指すことにした。

　勇者パーティーのように走りはしなかったが、怒りを伴った確かな歩みは、彼らとの距離を縮めていると確信できるものだった。

　時折落ちてくる雷の音も、魔物の視線も、三人は一向に意に介さない。あるのはただ、フォンを裏切ったクラークたちへの破滅的報復と、殲滅のみである。

「魔物が寄ってこないね。ありがたいけど不穏にも思えるよ」

「近づいてきたら、殴りつぶす。サーシャ、気が立ってる。サーシャ、尖ったナイフ」

　大股で歩く三人はそんな話をしているが、フォンからすれば当然だ。

（今のみんなに近づくなんて、忍者でもためらうよ……）

　三人の怒りを恐れているのか、相変わらず魔物は寄ってこない。おまけに雨もやみつつあるのだが、どういう訳か、雷鳴と雷が落ちる音だけは、ひっきりなしに聞こえてくる。

「それにしても、さっきから雷が何度か落ちてくるね。雨はそんなに強くないのに……」

「しかもこの山に落ちているでござるな。拙者も、すっかり慣れてしまって――」

　歩いているとはいえ早歩きしており、全力疾走したと推測できるクラークに追いつきこそせずとも、声や雰囲気といった手がかりくらいは見つかるだろうと一行は考えていた――。

「んぎゃあああぁぁぁーっ！」

　するとそのとき、いきなり悲鳴が聞こえてきた。

　しかも男の、とんでもない絶叫。一緒に雷が轟いて、閃光が目を覆うくらい近くに落ちてきたのに、その叫び声は四人の耳にたしかに届くほど大きかった。

　唐突な異常事態を察知して、さすがのクロエたちも足を止めた。落雷と悲鳴も理由なのだが、魔物の気配がいっせいに引き、周囲になにも感じなくなったのである。音に紛れてこちらを襲うのならまだしも、撤退するのは理解できない。

「……今の声は!?」

「雷が落ちた方角から聞こえたでござる！　間違いなく、人の声にござるよ！」

「それに男の声……まさか！」

　今のゲムナデン山で、叫ぶ男などひとりしか思いあたらない。フォンが悲鳴の主を察したのと同時に、カレンが斜め上、前方の空を指さして言った。

「師匠、なにかが飛んでくるでござる！」

　てっきりキバコウモリの類いの魔物が飛んできたのかと思ってフォンは構えようとしたが、飛来する物体には四肢がある。ぐるぐると宙を舞っているが、人の形が見て取れる。

　最初は小さかったのが、だんだん大きくなってくる。力なく重力に負けて飛んでくるそれを、フォンはがっしりと受け止めた。そして、腕の中にいる何者かの正体を知った。

「――サラ!?」

　それは、勇者パーティーの一員、勝ち気な格闘家のサラだった。

「サラ、大丈夫かい!?　サラ！」

　ただ、フォンが焦った様子で声をかけるが、彼女の体はボロボロだった。

　体中が擦り傷と切り傷だらけ、おまけに火傷の痕まで見て取れる。何者かの一撃でどこかからフォンたちのいるところまで叩き飛ばされたのだから、打撲も見えない箇所にできているのは間違いない。

　いずれにせよ、限界を超えた痛みで気絶していて、戦うどころではないのは確かだ。

「……のびてる。さっきの悲鳴、こいつじゃない」

「たいした奴じゃないにしても、勇者パーティーの一員がここまでやられるなんて……」

「相手が魔物だとしたら、相当危険な魔物でござるな……」

　サーシャ、クロエ、カレンが各々の意見を述べる中で、ふと、カレンが気づいた。

「……魔物……雷……まさか！」

　頻発する雷。魔物の存在。このふたつが合致するとすれば、もしや。

「そのまさかだ、カレン！」

　彼女の隣で、フォンも同じ結論に至っていた。すなわち、今回討伐対象としている魔物が、すぐそこまで迫ってきているという結論に。

　どうしてこれまで、迫りくる魔物の気配に気づかなかったのかと思いながら、フォンは抱きかかえていたサラをサーシャに手渡した。

　そして、鞘から刀を引き抜き、逆手に握りしめた。

「悲鳴をあげたのがサラじゃないとしたら、まだ誰かが雷を落としてる魔物と戦ってるはず！　みんな、僕は先に行って状況を確かめてくるから、サラを頼んだ！」

　フォンは三人がまだ立ち止まっているのに、ひとりだけとてつもない速さで走り出した。

「あ、フォン、ちょっと待って！」

　クロエの制止も虚しく、フォンの姿はあっという間に見えなくなった。仮に危機が及んでいるのが勇者パーティーだとしても、想像し得る最悪のパターンが起きていると思うと、彼の正義感が勇者たちを放っておくことを許さなかった。

（魔物の気配が強まってる、それにすぐ先に強い殺意も感じる！）

　付け加えて言うならば、自分たちの危機にもなりかねないほど魔物の力は強いのだという確証が、フォンにはあった。相手の動作、思考、なにもかもが強者のそれだからだ。

（僕の予想が正しければ、相手の方からこっちにやって来たんだ！　雷の頻度がその証拠だ！　崩落の音を聞いたからか、僕たちが暴れすぎたからか……）

　魔物は恐らく、逃げるなんて選択肢を選ばない。むしろ、侵入者を滅ぼす道を選ぶ。

（いずれにしても、自分の縄張りを荒らす相手を始末するために現れたんだ！）

　ここが自分の縄張りであると宣言しているのか、あるいは眼前の敵を滅そうとしているのか、雷が鳴る頻度はどんどん増していく。

　マッツォ卿の言葉は、正しく真実だったのだ。まだ目にはしていないが、これから直進した先ですさまじいオーラを放つ魔物は、間違いなく雷を操っている。

「雷を操るなんて、これだけの力を操る魔物は危険すぎる！　もしかすると……ッ！」

　落雷が人に命中すればどうなるかなど、火を見るよりもあきらかだ。

　クラークやマリィといった魔法を用いた防御に精通した人物か、パトリスのような騎士として巨大な盾を用いる腕があれば、防御壁を形成して多少は防げるだろうが、それでも自然の猛威をもろに受けるのだ。かすり傷で済まないのは、サラが証明している。

　彼女は吹き飛ばされて、戦場から離れた。ならば、残りの四人はどうなっているのか。

　はやる気持ちを抑えるように、フォンは目を閉じ、忍者として最初に教えられる精神統一のまじないを心の中で唱えた。

　ほんの一瞬、わずかな間で心を整えた彼は、目を開き、開けた場所へと飛び出した。

「クラーク……！」

　彼の口から漏れたつぶやきのような光景が、そこには広がっていた。

　倒れ伏す魔法使い、剣士、騎士。

　そして、呆然と立ち尽くす勇者だけがいた。

　見る者が見れば心を折られるほどの惨状が、木々に囲まれた一帯に広がっていた。

　圧倒的な力によって、草むらに頭から突っ込んだジャスミンの剣はふたつともへし折られていた。パトリスの盾はひしゃげ、鎧をまとった騎士は木にもたれかかっていた。魔法使いの杖は無事だったが、本人はクラークの背後に転がされていた。

　いずれも傷だらけで気絶しているようで、ぴくりとも動かない。

「ジャスミン、パトリス！　マリィまで……クラーク、どうなってるんだ!?」

　フォンは剣を手から落としそうなクラークに問いかけるが、彼は唖然としたまま、一向に動かない。反応を待っていられないフォンは彼に歩み寄り、肩を掴んで振り向かせた。

「ぼさっとしてないで！　魔物はどこに行ったんだ、答えてくれ！」

　きっと睨みつけ、揺さぶりながら怒鳴りつけると、ようやく勇者は我に返った。

　彼の第一声は、怒りではなった。ただ震えながら、フォンの背後を指さすばかりだった。

「……あいつ、あいつは……あそこに……！」

　可能ならば、指さすよりも先に、その発言が欲しかった。

　クラークの顔に浮かんだ恐怖が最高潮に達した途端、フォンの背後からすさまじい轟音が鳴り響いた。次いで、反応が遅れるほどのすばやさを有したなにかが跳びかかってきた。

「――ッ!?」

　フォンは辛うじて受け身の体勢をとり、なにかによるタックルを受けても着地できたが、クラークはマリィと一緒に後方へと殴り飛ばされてしまった。

　振り向き、再度刀を構えたフォンは、ようやく雷と突撃の正体を目の当たりにした。

「……グルル……」

　人間よりも大きく、全身が金色に輝くライオンのようだ。時折黄金色の瞳から稲妻のようなものがほとばしり、唸り声を巨大な口から放つたびに、威圧感がフォンを襲う。これこそがゲムナデン山の主にして一帯の王者、黄金獅子。

「あれが黄金獅子、雷を操る魔物……すさまじい殺気だ……！」

　一瞬でも気を抜けば死がもたらされるほどの眼力に睨まれていたフォンだが、彼は目の前の敵を倒すよりも、地を這うように倒れ伏せるクラークに駆け寄るのを優先した。

「クラーク！　大丈夫か、クラーク！」

　後方への警戒を解かないまま、フォンがクラークを揺らすと、彼は苦しそうに呻いた。

「ぎ、うぎぃ……痛でえ……！」

　銀髪のハンサムガイも、大枚をはたいて買った鎧も見る影がない。泥まみれのローブをまとったマリィもそうだが、腹部を押さえて悶もん絶ぜつするさまで戦えるはずもない。

　とにかく、最優先事項はクラークやマリィを黄金獅子の標的にしないことだ。そのためには、できるだけ敵の気を引かず、少し離れたところに待機させなければ。

「草むらの中に隠れているんだ！　絶対に外に出るんじゃない、いいね！」

「なにを、言って……逃げよう、ぜ……今のうちに……」

「言ってる場合じゃないだろう！　気づいてないのか、周囲はもうとんでもない数の魔物に囲まれてる！　少しでもここを離れれば、彼らはいっせいに襲ってくる！」

　フォンが怒鳴りつけてようやく、クラークは目を丸くして、自分が置かれた状況を理解したようだった。彼がぱくぱくと口を動かしながら木々の向こうに目をやると、フォンの言葉通り、猪や虎、コウモリ、蛇、数多の魔物が目を光らせ、じっとこちらを睨んでいた。

「……なん、だと……？」

　押し黙るしかないクラークを突き放すようにして、フォンはマリィを担ぎ上げ、草むらの中に投げ入れた。近くに魔物もいたが、誰も彼も、彼女を食い殺そうとはしなかった。

　フォンもその事実を知っているからこそ、パトリスやジャスミンには触れなかった。彼女たちがまだ安全な地域にいるのを確認しつつ、フォンはクラークのそばに立った。

「これは、彼らのルールだ。自分の縄張りに入ってきて乱らん暴ぼうを働いた僕たちに対する裁きなんだ。山の主である黄金獅子が動けば裁判が始まり、逃げようとすれば必ず食い殺される。マリィたちがまだ襲われていないのは、裁きが終わってないからなんだ」

「裁き……？」

　フォンには、心あたりがあった。滅多に見られない、稀有な魔物の取り決めを。

「すべての裁きを終えて、初めて魔物の餌になるのさ。さっきまではまだクラークが立っていたから食われなかった……今は、僕がいるから襲われない。裁判は進行中だ」

「……どうして……わかるんだよ……？」

「黄金獅子じゃないけど、僕が過去に相手した魔物に同じようなのがいたんだ。縄張りとルールを徹底的に順守して、罰を執行する、とても知性の高い魔物だ……とにかく、クロエたちがこっちに来るまで、僕が戦うしかない」

　人をむやみに襲うわけではなく、警告を聞かなかったからこそ襲う。非常に理知的で、ある意味では慈愛に満ちている魔物ですら倒すしかない状況にいるのも、フォンは理解していた。

　一方、クラークはただ呻きながら、自分よりも弱い男の虚勢をいさめようとする。

「できるわけ、ねえだろ……俺が、勇者が、かなわねえんだぞ……！」

「どうだろうね。僕は勇者じゃないけど、忍者だ」

　悔しさと痛み、ふたつの意味で顔をゆがめるクラークを守るように立ったフォンは、ようやく彼を敵として捕らえた黄金獅子に、挑むように言った。

「黄金獅子、僕が六人目の罪人だ。さあ、裁判を続けようじゃないか」

　雨が強くなる中、黄金獅子は、どうやら刀を突きつけたフォンを次なる敵と認めたようだ。

「――グオオオオォォォッ！」

　耳をつんざく王者の雄叫おたけびと共に、黄金獅子はフォンに狙いを定めた。

　降りしきる雨と無数の魔物に囲まれたリングで、最初に動いたのは黄金獅子だった。

「ガルオオォォ！」

　彼が両前脚を地面に叩きつけてほえると、真上の雷雲が轟き、雷を放とうとする。どういう理屈で落雷を操れるのかは不明だが、雷を受けるフォンにとっては、どうでもいい。

　問題は、これから自分目がけて落ちてくる黄金獅子の裁きを回避できるかどうかだ。

（落雷を避ける訓練は受けてたけど、うまくいくかどうかっ！）

　過去に何度か訓練を受けたが、まったく同じ雷が落ちることはないため、ほぼ直感が物を言う。

　雷雲が光る直前に、フォンは黄金獅子に向かい、右側から攻撃を仕掛けた。その刹那、雷が落ち、さっきまでフォンが立っていた場所を粉々に砕いた。

　姿勢を屈め、敵を見据える。黄金獅子は雷が回避されたのに、少し驚いているようだ。

（避けられなくはない、ほとんど勘だけど黄金獅子の予備動作を見ればなんとか回避できる。けど、こっちから接近するために動けば間違いなく落雷に撃たれる！）

　フォンとしては、正直なところ回避が精いっぱいだ。しかも、黄金獅子は毛に雷をまとわせているので、生身どころか、刀を接触させることすらできない。もしも迂闊に触れようものなら、雷撃で肉を焼かれて即死するだろう。

　近づきたいが、近づけない。そんなフォンの心境を見抜いたかのように、黄金獅子は雄叫びをあげながら突進してきた。

「ガウゥ、ガルオアァァ！」

　雷とまではいかずとも、黄金獅子の攻撃は速く、力強い。前脚を紙一重でかわすと、巨躯の突進が迫ってくる。これもかわすが、いずれも直撃すればフォンでも耐えられない。

「ちぃっ！」

　魔物の視線を背中に受けながら、彼は黄金獅子と距離をとった。

　しかし、黄金獅子は敵と離れれば即座に雷を落とす挙動を見せる。

（仮に長期戦に持ち込まれれば、雷を操れる相手側に分がある！　だったらやはり……）

　このまま戦い続けたところで、不利になるのはこちらだ。だとすれば、これ以上の交戦を避けつつ、なおかつ必要最低限の挙動で仕留めるほかない。

　ただし、今のフォンにはそれだけの力はない。常に受け身であり、相手の動きをうかがう、冒険者となってからのフォンの動きでは、黄金獅子に回避されてしまうだろう。

　ならば、手段はひとつしかない。

（風ふう遁とん、水すい遁とん、雷遁……僕が使える上級忍術を、連続で、かつ全力で叩き込む！）

　自分が持つ、忍者としての最大の術を使うのだ。

　そのためには、いっさいの感情を取り払った、道具となった自分を思い出す必要があった。

　彼は極力、仲間の前でそんな姿は見せたくなかった。

　できれば永遠に封印するつもりではあったが、もう彼の覚悟は決まっていた。

（誰も見ていない……なら、戻れる！　あの頃の、冷徹だったときの、僕に――）

　黄金獅子が唸り声を喉の奥から鳴らす眼前で、フォンは刀を放り投げ、がくりとうなだれた。焦りや恐れといった感情を一瞬だけ感じなくなり、黄金獅子は雷を鳴らすのをやめた。

「――目標指定、殲滅開始」

　そしてそれが、黄金獅子の最大の過ちであると、魔物は背筋を走る怖気で理解した。

　顔を上げたフォンの瞳からは、ハイライトが消えていた。表情からは欠片の感情も感じ取れず、雨で濡れた前髪の間から目を覗かせる姿は、まるで幽鬼のようだ。

　あの日に戻ったこれこそが、かつてのフォンである。忍者の里で修行を受け、任務のすべてを確実にまっとうする者。闇に忍び、闇そのものと化して感情を殺した、完全なる道具。

　死を体現した彼の瞳を直視し、黄金獅子は落雷の発生が遅れた。これもまた、過ちだ。

「水遁、棘とげ雨さめの術っ！」

　フォンはくぼませた右手のひらにためていた雨水を、右手首のしなりだけで黄金獅子の両目目がけて投げつけた。威圧した隙にためた水は、フォンが用いれば目つぶしの凶器となる。

「ガル、グウオァッ!?」

　黄金獅子は叫び声をあげ、目をつむった。回復までは一瞬だし、完全に動きを封じたわけではないが、一瞬あれば事足りる。そもそも、本格的に動きを止めるのはこれからだ。

（目くらまし、成功。上級忍術、始動）

　間髪を容れず、フォンは両腰のポーチを完全に開き、三つの巻物を宙に放り投げた。

　ポーチから引き出した時点で紐を解かれているそれらは、すべて色が違う。青、黄、緑の巻物に記された文字が光り、主に解き放たれる瞬間を待っている。

　獅子が目を開き、雷を落とそうとしたときには、すでに巻物はフォンの眼前にあった。

　唸り声と雷鳴が辺りを支配するよりも早く、フォンは三つの巻物の文様を同時になぞった、様々な色の光が交じり合い、フォンの指先と手のひらを輝かせる。

（獅子の攻撃をはじく。雷遁忍術、発動）
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　一番初めにフォンの手の色を変えたのは、白と紫の交ざった光だった。

　黄金獅子が雷をフォン目がけて落とした瞬間、彼も叫んだ。

「雷遁、紫し電でん壁へき！」

　彼の声に応じるかのように、手のひらからほとばしる紫と白の雷撃が、黄金獅子の攻撃をはじいた。

　雷同士が激突するすさまじい音が響いたが、獅子の放った雷が押し負けて、フォンの忍術に破られてしまった。まさか雷を雷で返され、しかも無力化されてしまうとは思わなかったのか、黄金獅子の目は驚愕を隠せなかった。

　そして、裁きを与える者のプライドにひびが入ったのを、フォンは見逃さなかった。

「複合忍術――水遁、滝たき昇のぼり！　風遁、竜たつ巻まき乱らん舞ぶ！」

　残ったふたつの巻物から放たれる青と緑の忍気を手のひらに込めて、フォンは腕を前に突き出した。すると、彼の両腕を軸に風と水が渦を巻いて回り、竜巻のようなエネルギー波が黄金獅子に襲いかかった。

　全身に電撃をまとわせ、攻撃を防いでいるらしい黄金獅子だが、とてつもない勢いの激流と突風の前では、防御壁など意味がない。獅子の体はたちまち水と風によって持ち上げられ、空に向かって押し上げられた。

　獅子は必死にもがくが、水と風で体を打ちつけられ、まともに動けない。目立った傷はなくとも、肉体の内側にはかなりのダメージが蓄積している。

　ここまでやって、ようやく黄金獅子にダメージを与えられる。まとっていた雷が剥がれ、接触が可能になったのなら、フォンが一撃を叩き込む絶好の機会となる。

（外傷なし、内部損傷を確認。手足の機能制御解除――決める）

　普段は制御している身体機能、能力をフル稼働するべく、意識を向けた。全神経に血がたぎり、敵を仕留めることだけに特化した忍者としての肉体が取り戻される。黄金獅子はというと、忍術の乱打を受け、空中で姿勢の制御もできずに落下してくる。

　彼はそのまま、両手の指をまっすぐ伸ばし、上空の黄金獅子に向けて突き出す姿勢をとった。

　フォンが最も得意とする、『貫ぬき手て』と呼ばれる平手の指の先端に力を集中する打撃。素人がまねをすれば指を骨折しかねない構えだが、フォンのそれは全力を出せば岩を砕き、風穴を開ける。

　この一撃で決着をつける。そう思って動いたとき、彼の耳に声が入ってきた。

「――フォン！」

　クロエの声だった。フォンが想像していたよりもずっと早く来てしまった仲間たちの前で、それでもフォンは自分の動きを止められずに、刷り込まれた通りの忍術を遂行した。

　雨が降る。魔物たちがしばたたく。クロエやクラークが、一歩踏み込む。

「え？」

　あらゆる行動、事象の刹那、秒間の狭間。

「――八はっ極きょく八はっ掌しょう」

　光を超えたかのような速さで獅子に肉薄したフォンは、獣の体に硬く伸ばした指先を叩き込んだ。

　ぼこ、べこ、と肉がへこみ、衝撃が走る。呼吸が止まり、目をかっと見開いた獅子は、声すら出せぬまま、しかし血の一滴も流さず喉を震わせて倒れた。

　フォンは、その背後に悠然と立っていた。彼はさも散歩の途中のような雰囲気でありながら、クロエが一度も見たことがない――雷鳴のような速さで、山の主を倒したのだ。

　クロエたちには、打撃が一発にしか見えなかった。しかし、この恐るべき忍者は、毛並みに打撃の痕が残るほどの威力で、なんと八か所に攻撃を加えていたようだった。

　剣を鞘に納めるように、フォンが冷たい目をしたまま手を軽く払っていると、木々の間から口をあんぐりと開けたままのカレンの声が聞こえた。

「師匠、今のは？　なにをしたのでござるか、動きが速すぎて、なにも……？」

　彼女は、いまだになにが起きたかを理解していない。腰を抜かしたクラークならまだしも、彼女たちに最も見せたくない姿を見られた。心苦しく思いながら、フォンは自分の中に潜んでいた暗黒の意志を心に押し込めて、いつもの穏やかさを取り戻していく。

　魔物のざわめきを受け流し、フォンはいつものフォンになった。

「……秘伝忍術奥義、八極八掌。あらゆる生物に存在する頭部二か所、手足四か所、胴体二か所の急所を貫手で突き、一時的に生命活動以外のすべての動きを封じた」

　つまり彼は、まばたきの間に八箇所の急所に攻撃を叩き込んだことになる。さも当然のように、人間離れしたすさまじい奥義の説明をしてのけたフォンを、クロエたちやクラークはただ唖然と凝視していた。

　当の本人であるフォンは仲間に笑顔を見せてから、獅子に静かに向き直った。

「雌雄は決したよ、黄金獅子」

　フォンの髪からたれる水滴があたっても、いくら雨に打たれても動かなかった。

　意識こそあるものの、獅子は石のように硬直していた。

「……とにかく、無事に黄金獅子を討伐できたみたいだね、フォン」

　クロエは胸をなで下ろした。その隣のカレンも、サラを担いだサーシャも、フォンが勝利したのにはとりあえず安心したようだ。

　フォンも同様に、ようやくひと呼吸置いてクロエに告げた。

「討伐というよりはまだ意識があるから、動けなくしただけだよ。黄金獅子をどうするかも大事だけど、クラークたちを一緒にどうにかしないと」

「わかってる。穴を掘って全員埋めるって、そう言いたいんだよね」

「恐ろしいこと言わないでよ、クロエ……どうあっても人命には代えられない。せめて、山の麓に止めてあるはずのドレイクの近くまで運んであげないと」

　尻餅をついたままのクラークを含めて、のびている勇者パーティーの面々をひと通りじろりと睨んだクロエの結論は、すでに決まっていた。

「お前、甘すぎる。こいつら、死んで当然。サーシャ、こいつら、許さない」

「拙者が焼き払いたいくらいでござるよ。特にそこの、勇者とやらは！」

　サーシャとカレンも、クロエとほぼ同意見だった。死んで当然とまで言われ、猫と野獣からの視線をぶつけられたクラークは、ただ委縮するばかりだ。

「う、ううっ……」

　そんな勇者、もとい敗北者のありさまを見ても、フォンは意見を変えなかった。

「そこをなんとか、今だけは、ね？」

　フォンとしては、仲間を危機に巻き込んでしまっただけでなく、その元凶をかばっているのだから、言い分が二転三転しているのも、立場が弱いのもわかっている。

　だとしても、命を奪うまでには至れなかった。誰も見ていないとしても、仲間を傷つけられてもまだ報復しないフォンの甘さに、とうとうクロエが大げさなため息をついた。

「……もう、変なところで頑固なんだから」

　自分のせいで仲間を傷つけたのに、傷つけた相手を許してくれと頼み込む。我ながら間抜けな話だと、フォンは小さくうつむき、どっちつかずな自分を心の中で責めた。

「わかった。サーシャ、サラをあそこの木陰に下ろして、周りに倒れてる奴らを同じところに集めて。カレンと私、フォンで黄金獅子を連れ帰る準備に取りかかろう」

　だからこそ、クロエの的確な指示を聞いて、フォンは顔を上げた。サーシャも深く言及せず、むしろ納得したかのようにうなずいて、辺りに転がっている人間を回収し始めた。

　驚くフォンに振り向き、クロエは悪戯っぽく笑ってみせた。

「今回だけだからね、フォン？　次甘いこと言ったら、げんこつ落としちゃうんだから」

　こんなことを言いながらも、クロエはフォンの甘さに付き合って、彼が困るなら背中を押してくれるのだ。いつもよりもずっと、もっとフォンは彼女に感謝した。

「……ありがとう、クロエ。それじゃあ魔物を……」

　そうしてはにかんだフォンを含む一行が、倒れた黄金獅子に近づこうとしたときだった。

「……!?」

　なんと、周囲でこっそりと隠れていたたくさんの魔物たちがいっせいに飛び出し、黄金獅子を守るようにして立ちはだかったのだ。

「どういうこと？　魔物の群れが、獅子を守るように……？」

　麓で襲われたときのように、様々な種族が壁のごとく立っている。なのにいずれも敵意を示さない。実力を目の当たりにし、勝てる相手ではないがせめて壁になるといわんばかりの態度を見て、勇者パーティーを拾い上げるサーシャも、遠くのクラークも驚いた。

「サーシャ、驚いた。ほかの種族の魔物、守る。サーシャ、見たことない」

「師匠、拙者が彼らに理由を聞くでござるよ。拙者は魔物と話せるでござるからな」

　カレンは、もとは海猫マリンキャットという名の魔物だ。他種族との会話もできるらしいが、フォンは彼女が躍り出ようとするのを手で遮った。

「……いや、今は話さなくても大丈夫。彼らの事情はわかったよ」

　彼は魔物に囲まれた環境、そして彼らの行動から、獅子の立ち位置を察していた。

「彼は、山の主というだけじゃない。この群れの長なんだ」

　黄金獅子は、孤高の存在ではない。山の魔物すべてをまとめ上げる長なのだ。

　彼の仮説に、クロエもサーシャも、今度こそ信じられないといった様子で目を見開いた。

「長って、種族もなにもかも違う魔物の!?　そんなの、初めて聞いたよ!?」

「僕も初めて見る、けどそうとしか説明しようがない。恐らく、これだけたくさんの魔物がいるゲムナデン山で無益な縄張り争いを避けるために、この獅子が長になったんだ……この山そのものを、獅子の群れの縄張りにして、均衡を保っているんだ」

　きっと、黄金獅子の存在は、頻発していた魔物同士の争いを減らしたのだ。危険だとされているゲムナデン山の平定は彼によってもたらされており、だからこそほかの魔物は身を挺してでも、今こうして壁になろうとしている。

　そんな魔物を殺せば、山の平和はどうなるか。考え、決意し、フォンは言った。

「……ここで僕が彼を殺せば、またゲムナデン山は危険な山になってしまい、人と獣の血が流れる……みんな、怒らないで聞いてほしいんだけど……」

「怒らないから言ってみて。フォンの言いたいこと、私はわかってるつもりだから」

　クロエの優しさと、仲間たちのうなずきに感謝し、フォンは話を続けた。

「僕は、黄金獅子を討伐しないでおこうと思う。彼を長として、ここに残したい」

　依頼が達成できないとしても、フォンは山の平穏と均衡の復元を選んだ。

　少しずつ雨が小降りになり始め、黄金獅子の指先がわずかに動いた。

　フォンの頼みは、おおよそ冒険者にとってはあり得ないものだった。

「……無理を言ってるのは承知だ、僕たちは獅子の討伐を依頼されたんだから」

　冒険者は依頼をこなし、報酬を得て生計を立てるのだから、その討伐対象を逃がすなど信じられない選択だ。言い方によってはパーティー内で争いが起きかねないだろう。

　だとしても、フォンは山の均衡を守る道を選びたかった。忍者が単なる戦闘集団ではなく、もとは世の平定を保つ組織であることへの思いがあったのかもしれない。

「けど彼らが、もし人間の身勝手が原因で争い合ってしまったらと思うと、僕は――」

　クロエたちの批判も覚悟で話すフォンの言葉は、途中で遮られてしまった。

「拙者は賛成でござる！　師匠の深い慈悲の精神は素晴らしいでござる！」

　屈託ない笑顔を伴った、カレンの同意によって。

　よく見れば、誰も怪訝な顔などしていなかった。クロエはあきれつつもはにかんでいたし、サーシャはいつもの無表情だが怒りなど欠片も抱いていなかった。

「依頼の失敗って結構印象に響くんだけど……ま、言い訳はいくらでもあるから大丈夫だよ」

「サーシャ、報酬、どうでもいい。獅子、誇り高い。サーシャ、尊敬」

　つまり、ふたりも同意してくれた、というわけだ。

「……本当に、みんな、ありがとう――」

　フォンは、同じように山の安寧を選んでくれた仲間にまたも深く感謝した。

　ところが、そのやり取りを聞いていた男が、呻くような声をあげた。

「――ちょっと待てよ……そんなもったいないこと、できるわけねえだろ」

　よろよろと立ち上がっていたクラークだけは、魔物の群れと黄金獅子を睨んでいた。

　フォンたちが相談している間は状況を見守っていた魔物だったが、クラークが落ちていた剣を拾い上げて突きつけると、たちまちぴりぴりとした空気を醸し出した。

「お前らがやらねえってんなら、俺がトドメを刺す。まだ痛みは残るがな……有う象ぞう無む象ぞうの雑魚どもをブチ殺して……黄金獅子の首を持って帰るくらいの、力は、あるぜ」

　クラーク以外に、そんな考えを持っている者はいない。

　クロエもサーシャも、カレンも、魔物ですら、助けてもらっておきながら漁夫の利を狙う彼の傲慢さに心底あきれているようだった。フォンもまた、もはや勇者を説得するのにも疲れてしまったのか、すたすたと彼の前まで歩いていった。

「……ごめん、クラーク」

「なにを謝ってんだ、てめぇはぶっごぉ!?」

　そして、顔面に叩き込んだ裏拳で、クラークを一撃で気絶させてしまった。

　泡を噴き、ハンサムな右頬を赤く腫らして倒れる勇者を、フォンは見下すことすらしなかった。代わりに魔物の群れに向き直り、彼らに近寄りながらもクラークに目をやり、勇者への詫びの言葉をつぶやく。

「僕の身勝手で悪いけど、眠っててもらうよ。説得はできなそうだし……」

「ナイスだよ、フォン。これからもムカついたら顔面ぶん殴ってわからせちゃえ！」

「暴力に頼るのは今回限りにしたいな。カレン、魔物たちに黄金獅子を殺すつもりはない、毛を少しだけ欲しい、って伝えてくれないかな？」

　人間の接近に警戒する魔物に、カレンがごろごろと喉を鳴らしながら声を出した。

「任せるでござる……にゃう、にゃあーお、ごろろ、にゃあーん、にゃあ！」

　本物の猫のような調子でカレンが話すと、人間からすれば理解できない言語ではあるが、魔物には通じたようだった。いまだ半信半疑の感情はぬぐえないが、魔物は黄金獅子を守る壁を掃はらい、長までの花道をつくった。

　フォンは敬意を払って一礼し、ようやく力が体に入ってきた獅子に近寄り、まるで偉大なる先駆者を労わるかのように、その毛をなでた。

「大丈夫だ、君たちの事情はわかった。君たちなりに、山の平穏を保ってくれたんだね」

　獅子の唸り声が、フォンに返事をしたように思えた。

　フォンは優しく伝えると、金色に輝く獅子の毛を少しだけ掴んで引き抜いた。彼がそれを、ポケットから取り出した小瓶に入れても、黄金獅子は抵抗しなかった。

「いつかまた、僕じゃない人間が来るかもしれない。彼らに敵意がないなら……できるだけ送り返してあげてほしい。人間の僕が、頼めることじゃないけどね」

　黄金獅子は、フォンの頼みにうなずきはしなかった。ただじっと彼の瞳を見つめていたのが、あるいは返事だったのかもしれない。

「にゃーご、にゃがにゃが、にゃろめにゃろめ」

　フォンが立ち上がり、獅子から離れると、カレンがわざわざ通訳までしてくれた。

「翻訳ありがとう、カレン。それじゃあみんな、帰ろうか」

　すべてを終えた表情のフォンがそう言うと、仲間たちは笑いながらうなずいた。

「はー、疲れた！　こいつらを引きずってドレイクのいるところまで連れていって、しかも一泊してから下山なんて、考えただけで目め眩まいがしそうだよ」

「クラークたちは僕が先に運ぶよ。カレン、その間に野営地を設置しておいてくれ」

「あいわかった！」

「忍者、なんでもできる。サーシャ、うらやましい」

「忍者がっていうか、フォンとカレンがなんでもできちゃうのかもね。ふふっ」

　勇者パーティーを担ぎ、彼らは山の主に背を向け、広場を去っていく。

　ちょっぴり疲れの混じった声を、いつの間にか立ち上がった黄金獅子と彼の群れが、フォン一行が山を下りるまで、ずっと、ずっと見つめていた。

　雨はやみ、暗い雲の隙間から月光が山を照らしていた。




　ゲムナデン山での死闘から、丸二日が経った。

「……ふむ、つまりこういうことかね？」

　顎を指でなでるマッツォ卿の前には、フォンたち四人が並んで立っていた。

　黄金獅子と別れた後、フォンは勇者パーティーを山の中に待機させていたドレイクのもとに連れていき、周辺で一泊した。そして山を去り、一日かけてギルディアの街まで戻ってきて、今こうしてギルドで待っていたマッツォ卿に事情を説明している。

　受付カウンターから少し離れたところで杖をつく老人は、やや納得いかないような表情で、真ん中に立つクロエが伝えた内容を反はん芻すうした。

「『黄金獅子と戦ったが、雨の影響で地盤が崩れた』『濁流に獅子がのまれ、生死はわからない』『戦いの最中に掴み抜いた毛しか持って帰られなかった』、と？」

「そうなります。すみません、依頼としては失敗しました」

「そうか、なるほど、なるほど……」

　ぺこりと頭を下げるクロエに、マッツォ卿はトーンを下げた冷たい声で言った。

「……真実を話してくれたまえ。私は嘘が一番嫌いなのだよ」

　彼は、四人がついた嘘を見抜いていた。

　魔物と戦った末にトラブルが起きた、すなわち仕事をしたが自然現象で逃げられてしまったなどという言い訳はあり得ないと、マッツォ卿の目は疑っていた。

「クロエ、師匠……」

　サーシャやクロエが押し黙り、カレンが戸惑う中、右端にいたフォンが口を開いた。

「わかってるよ、カレン。マッツォ卿、ここからは僕が話します。すべては僕の判断です」

　真摯な顔で、しかし罪人のごとく、彼は真実を述べた。

「あなたが討伐を依頼した黄金獅子は、魔物同士の争いが絶えなかったゲムナデン山を一匹でまとめ上げ、山の平定をつくり上げています。今ここで僕が彼を討伐すれば、再び山は騒乱の時代に戻り、人々に危害が及ぶ可能性もある。だから、僕は獅子を見逃しました」

　マッツォ卿が、目を丸くした。

「ほう、依頼をまっとうするのが仕事の冒険者が、討伐対象を逃がすと？」

「冒険者である前に、僕は平定を望み、忍ぶ者です」

　クロエが、彼を意外と頑固であると評した通り、フォンは自身が討伐対象である黄金獅子を逃がしたことについては非であると言わなかった。山の平穏を保つためには、獅子が主であることが大事だという意見は変えなかった。

　だが、同時に冒険者としては失格であるのは、間違いない。

「ですが、マッツォ卿を失望させたのは事実です。仲間の反対を押し切り、僕はこの案を強行しました。ペナルティを科すのであれば、どうか僕ひとりだけにしてください」

「フォン、そんな……」

　三人の前に出て、深々と頭を下げるフォン。

　なんと言おうとも、仲間である以上責任は共有される。

　だが、フォンは自分だけに非があり、己のみを罰してほしいとまで言った。

　偉大なる自己犠牲の精神を前にしても、マッツォ卿の表情は変わらなかった。

「……依頼は失敗だ、その事実は変わらない」

　失敗。信頼を失う言葉を聞き、四人は目をつむって最悪の事態を覚悟した。

「だが、強力な魔物から毛を抜き取ったのは成果のひとつだ。それは評価させてもらおう。そうだな、毛の入った小瓶ひとつを金貨二枚で買い取らせてもらおうか」

　彼の話の続きを聞き、四人はつむっていた目を驚きで見開いた。

　マッツォ卿は、朗らかに笑っていた。まるで、フォンたちを尊敬するかのようにもとれる微笑みは、一行に対する卿の印象のすべてを表していた。

「危険な魔物との戦いで生き延びた点への報酬だ。冒険者ギルドには、依頼失敗の評価がつく前に、こちらから依頼自体を取り下げておこう……フォン、君への敬意を込めてね」

　黄金獅子と戦い、生きて帰ってきた。山の平和と人の安全を考え、自分たちの名前に傷がつくのもかまわず、失敗と嘘をついてまで獅子を守ろうとしたフォンの姿勢に、マッツォ卿は心の底から尊敬の意を示したのだ。

　評価は下がらず、報酬もある。クロエとカレンが手を取り合ってはしゃぐのも当然だ。

「やったね、カレン！」

「やったでござるな、クロエ！」

　騒ぐふたりの隣で、サーシャも安心した気持ちを隠しきれないのか、小さく息を吐いた。そんな中でもあまり動じた態度を見せないフォンを、マッツォ卿はじっと見つめた。

「いやはや、その若さで死闘を生き延び、世の平穏を考えるのか。何者なのかね、君は」

　見た目は十代の少年。中身はどんな冒険者や戦士よりも洗練されたなにか。

　真っ当な人間とは違う性質を見抜かれたフォンだが、いつもの返事をするだけだった。

「……僕はフォン。どこにでもいる、ただのフォンです」

　それだけ。以上でも、以下でもない。これが、フォンの常じょう套とう句く。

　ただのフォンなど、到底信じられないと思っていても、マッツォ卿は理解するほかなかった。闇に踏み込んでまで、彼の正体を探る気はなかったのだ。

「……今は納得しておこうか。それよりも私としては、あちらに納得いかないのだよ」

　それに、彼の関心――悪い意味での興味の目線は、今は別の方向に注がれていた。

「あの勇者パーティーが、なんの実績もなく、満まん身しん創そう痍いで帰ってくるとはな」

　ギルドの休憩所の端、定位置のテーブルを囲んでふて腐れているクラークたちに。

　勇者パーティーは誰ひとりとして、無事な姿ではなかった。

　フォンたちが山を下りてから少し遅れて、ドレイクに乗っけられてどうにか街に戻ってきたクラークと仲間たちは、ひいひい言いながら診療所に運び込まれた。

　後方支援という立場上、最も怪我をしないはずのマリィですら傷だらけなのだから、ほかの面々が自分の怪我をどうこうできるはずがない。これまでは時折フォンが簡単な処置を施していたのだが、その恩恵に、こうなるまで彼らは気づかなかったのだ。

　とにもかくにも、剣が折られ、鎧が砕かれ、武器や道具は一いっ切さい合がっ切さい買い直し。そんな情けないありさまは街に伝わり、マッツォ卿の耳にも入ってきたのである。

「聞いたところでは、五人ともひどいさまでギルディアに運び込まれたらしいな。過去の実績もあるし、近頃はワイバーンを討伐したと聞いたから、期待はしていたのだが……」

　落胆するマッツォ卿に話すようではなく、かつ聞こえるようにクラークがつぶやく。

「……天候が悪かったんだよ」

「聞こえよがしに、よく言うよね」

　クロエの意見に、マッツォ卿も同意した。

「ふむ、素人の私が意見できたものではないかもしれないが、どのような状況でも一定の実力を発揮するのが冒険者だと思っている。そんな言い分で、なぜ彼らが勇者にふさわしい功績を上げてこられたのか、これでは甚だ疑問だね」

　これまで、勇者パーティーは輝かしい実績を打ち立ててきた。だからこそ、このようなぶざまな失敗はいっそう目立つし、マッツォ卿はさっきよりもずっと失望した。

　一方でクロエには、クラークたちの転落の理由が、フォンの不在にあるとわかっていた。

「そりゃあ、フォンがいたおかげで……」

「クロエ、僕は関係ないよ」

　フォンは謙遜するが、クロエは話をやめない。

「そうかな？　でも、結構がんばったんですよねー、勇者サマも。手柄を横取りしようとして失敗して、食事を分けてもらっておきながら私たちを生き埋めにして、そんな相手に助けられるなんて間抜けな結果になっちゃいましたけど」

　そして彼女は、クラークたちのとんでもない悪行までさらりと告げてしまった。

「……ほう？」

　クラークがすさまじい形相になったのに気づいていながら、マッツォ卿の目が眼鏡の奥で鋭く光り、クロエが意地の悪い顔で笑った。

「あ、口がすべりましたけど、全部私の独り言なんで気にしないでくださいね！」

　ギルド内が、さっと静かになった。次いで、ひそひそ話が辺りから噴出し始めた。

「そこまでしといて失敗って、カッコ悪すぎるだろ」

「勇者って、そんなに弱かったっけか？」

「名指しの依頼も減るだろうな、あの調子じゃ……」

　ほかの冒険者どころか、仕事を頼みに来た一般人までもが、勇者についてこそこそと話をしている。どれもこれも、評価の下がった彼らについてのささやきだ。

「ふん、ん、んぎいぃ……！」

　憤死しそうなほど顔を赤くするクラークと、憮ぶ然ぜんとした表情を隠そうともしない彼の仲間たち――しょげ返るパトリスを除いて――を一瞥したマッツォ卿は、もう話すこともないだろうといった様子で、軽く会釈した。

「……ともかく、依頼としてはこれで完了だ。私は受付係に依頼のキャンセルを申請してくるから、また機会があれば会おう」

「はい、いずれまた」

　ひらひらと手を振り、受付カウンターへと向かうマッツォ卿を見送った四人は、彼が歩いていった方とは逆の、ギルドの扉へと歩みを進める。

「――んーっ、スッキリしたー！　一時はどうなるかと思ったけど、報酬ももらえたし、実績に傷はつかないみたいだし、万々歳って感じだね！」

「これぞ正義は勝つ、でござるな！」

「サーシャ、腹が減った。報酬、もらった。サーシャ、肉、食いたい」

　冒険者ギルドがまた騒がしくなってきた。

　とにもかくにも、今回もトラブルを乗りきり、仲間との絆きずなを深められたのだ。

「そうだね、僕もなんだか疲れたかも。近くの酒場に新しいメニューが追加されたらしいし、無事帰ってきたお祝いでも……」

　フォンたちも、粗雑な冒険者の騒々しさに紛れながら外に出ていこうとしたが、彼らの喜びを心から憎む一団によって、道を阻まれた。

「フォン、話がある」

　クラークと、彼の仲間たちだ。

　剣の盾も、鎧すら修理に出しているのかと疑ってしまうくらい、彼らは冒険者らしい格好をしていない。怪我をしているのもあってか包帯まみれで、どちらかと言えば病人だと説明してもらった方が納得できる。

　そんな面子が殺意をむき出しにして立ちはだかるのだから、クロエたちも睨み返す。

「今まで見下してきて、悪かったな。俺たちの認識が甘かったぜ」

　ほかの冒険者が注視したのも、今は昔。誰も、双方の睨み合いなど気に留めない。

　だからこそ、クラークはためらいなく、フォンへと自分たちの思いを宣言した。

「これからは敵だ。ギルディアの覇権をかけた敵同士だ――全力で、つぶしてやるよ」

「……つぶす？」

「ああ、つぶす。ほかの冒険者は俺の邪魔にはならねえが、お前らだけは別だからな」

　それは事実上、クラークがフォンを認めた証拠だった。

　ただし、好敵手や友人としてではない。自分たちが勇者パーティーとしての誇りを取り戻すために、排除しなければならない『たんこぶ』としてだ。

「もうこれ以上、好き勝手はさせねえよ。俺たちはこれから、どんな手段を使ってでも栄光を取り戻してみせる。フォン、これは宣戦布告だ……図に乗るんじゃねえって意味だってことくらいは、わかるよなぁ？」

　クラークたちは今や、勇者と名のつく集団とはおよそかけ離れた、醜悪な目つきをしていた。

　彼以外は声を発さなかったが、マリィも、サラも、ジャスミンも勇者と同様に敵意をありったけ込めた目をしていた。パトリスだけがどっちつかずの表情で、四人より一歩だけうしろに下がっていた。

　パトリスを除いた勇者パーティーは間違いなく、フォンを邪魔者だと認定していた。過去のつながりなど完全に切り離した怒りを、たしかに忍者にぶつけたつもりだった。

「……どうでもいい」

　だが、返ってきたのは、フォンの静かな声だった。

　冷たい、では表現できない声。凍てつく吹雪のように、心臓を締めつけるような声。

「なんだと？」

「君たちの栄光に興味なんてないし、好きにすればいい」

　クロエやサーシャ、カレンはフォンの代わりに暴言を放ってやるつもりだったが、必要はなかった。彼女たちですら口や手を止めてしまうほどの威圧感が、彼の全身から解き放たれているのに、勇者パーティーは気づいていない。

「けど、僕の仲間を殺そうとしたのを、僕は忘れていない。『人不殺』の誓いがあるからこそ君たちを助けたし、まだ殺してない。その意味がわかるかい？」

「わからねえよ！　回りくどいこと言ってねえではっきりと……」

　理解できないならばとばかりに、フォンはクラークを睨んだ。

　そのときになってようやく、クラークも彼の仲間も、否応なく心に刻み込まれた。

「――僕は怒ってるんだよ、クラーク」

　髪を揺らし、瞳を見開き、フォンは怒っていた。

　ゴブリンの群れから逃げ出したときよりもずっと、もっと、フォンは静かに怒りを爆発させていた。感情を心の奥深くにしまい込む忍者が、表向きに発露させた怒りは、フォンの背後に悪魔のごとき幻影を生み出した。

　勇者パーティーの視界を埋め尽くす、想像を絶する負の感情。怒りを通り越した、憤怒の意志。

　二本の角を有し、無数の牙を伴ったおぞましき激高――『悪魔』のごとき影が口を開くのを見たクラークは、思わずその場にへたり込んでしまった。

「……あ、あ……？」

　彼だけではない。勇者パーティーは全員、言葉を詰まらせてしまった。圧倒的で完全な恐怖は、ジャスミンの両手足を震わせ、パトリスを気絶寸前にまで追いつめていた。

「僕の仲間に手を出すなら、次からは相応の覚悟をした方がいい。前にも言ったけど、今度は確固たる意志を持って言わせてもらうよ――君たちは、僕の敵だ」

　フォンは腰を抜かし、小刻みにしか呼吸のできないクラークの隣を通り抜けた。

「マリィ、クラークの介抱を頼むよ」

「フォン……」

　かつて好意を抱いた彼女に見向きもせず、フォンはギルドを出ていった。

　彼の仲間も、立ち尽くすか絶望するしかない勇者パーティーの間をすり抜けるようにして、フォンの後に続いて明るい日差しの下に出た。

　彼の背中は、仲間から見てもどす黒く、狂気とすら呼べるほどの闇に染まっているようだった。クラークへの思いや情けを完全に捨てきったように見えるフォンが、いつものフォンでないような気がしてならなかったのだ。

　そんな彼の心境を察しても、弟子として、カレンはフォンの肩を叩いた。

「……師匠、大丈夫で、ござるか……？」

　弟子に声をかけられ、フォンはゆっくりと振り向いた。一瞬、カレンは自分が知らない、師匠の最悪の一面が自分にも向けられるのではないかと思い、身構えてしまった。

「大丈夫、気を張らせてしまってごめんね。言いたいことを言えたから、満足だよ」

　果たして、それはカレンの杞憂だった。

　フォンの表情は、いつもと同じだった。ちょっぴりとぼけた、穏やかな表情。仲間と冒険者活動をしているときの、いつだってみんなに見せているフォンだ。

　少しばかり不安は残るものの、カレンは安心したようだった。もっとも、彼が闇の忍者とならずにほっとしているのは、クロエやサーシャも同じだ。

「やっぱり、ため込んじゃうところがあるんだよね、フォンってば。今度から難癖つけられたら無視なんかせずに、全員ぶっ飛ばしてやればいいんだって！」

「同意。サーシャ、あいつら、喜んでひねりつぶす」

　肩を並べて酒場へ歩いていくクロエたちの気持ちは、変わらない。

　しかし、フォンはなお、自分の結論を変えなかった。

「ううん。脅おどしはしたけど、僕のやることは変わらないよ――大好きな仲間たちと一緒に、忍者として、冒険者として生きていくだけさ」

　三人を振り返ったフォンの顔は、これまで見たことがないほどの笑顔だった。

　さっきまでクラークにぶつけていた闇が嘘のように、フォンは笑っていた。それに、初めて仲間たちに好意をぶつけたのだ。

　これが、今のフォン。人を殺めず、人を守り、人を愛するフォンなのだ。

　今まではどこかよそよそしかったフォンだったが、その明るい表情に、クロエたちの怒りも消失した。代わりにこみ上げてきたのは、彼につられて出てきた笑顔だった。

「だったら、私たちも同じだね。フォンと一緒に、依頼をこなしてガンガン稼いじゃおう！　それで、毎日おいしいものを食べて、おいしいお酒を飲むぞーっ！」

　さっきまでの威圧感もなにもかも忘れて、クロエは彼の肩に手を回した。

「フン。お前、笑ってる方が、いい」

「師匠は笑顔が一番でござる！　拙者も、師匠の笑顔を守るべく邁進するでござる！」

　サーシャは静かに微笑み、カレンはフォンに飛びつく。

　けらけらと談笑しながら大通りを歩く四人のうしろで、とある冒険者がたわいもない話をしていた。

「おい、お前聞いたか？　ゲムナデン山で迷ったあいつの話？」

「聞いた、聞いたよ。魔物に見つかったけど食われなかったどころか、見逃してもらったんだろ？　どういう訳だろうな、ありゃあ」

　フォンは知らない。

　彼の行いが、どこかで誰かの命を助けているのだと。
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　初めまして。いちまるです。

　胃が弱いのに、カレーとピザとハンバーグとトンカツばかり食べて生きています。

　さて、この度『勇者パーティーをクビになった忍者、忍ばずに生きます』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　小説投稿サイトで連載を始めてはや一年と少し、夢がひとつ叶った喜びに今も浸っています。

「忍者ってカッコいいよなあ」という小学生みたいな発想から執筆を始めた本作が、まさか自分にとって最初の書籍化作品になるとは思っていませんでした。一年前の自分にこのことを話しても、きっと信じてくれないと思います。

　そもそも、この作品が最初に世に出たのは、コミカライズ版の方でした。

　フォンが、クロエが、サーシャが、カレンが、勇者パーティーが漫画の世界で躍動するのを見て感動していたある日、担当様からご一報をいただきました。

「ノベル版も出るからがんばってね（意訳）」

　寝耳に水でした（笑）。

　漫画の方はゼロハチネット先生の圧倒的漫画パワーでおもしろくなりましたが、自分の文章力で果たしてやっていけるのか……正直なところ、少し心配でもありました。

　ですが、ここは気合一徹、根性爆発。

『どうせやるなら、とことんやる』の精神で突き進みました。

　編集の過程で、ｗｅｂウェブ掲載版やコミカライズ版と比べると『忍気』など大幅に設定を変えた点もありますが、結果としておもしろくなったと自分では思っています。

　そうして、気づけば一巻の刊行となりました。

　総合評価点数が一万ポイントを超えた作品もない、なにかしらの受賞経歴もない自分でも、こうしてデビューすることができました。




　もし、このあとがきを読んでいる作家志望の方がいましたら――あきらめないでください。

　あきらめさえしなければ、きっと夢につながるチャンスが掴めると、自分は信じています。




　改めて、コミカライズ版およびノベル版編集様。校正担当者様。

　ノベル版作画担当の弥南みなみせいら先生。コミカライズ版作画担当のゼロハチネット先生。

　そして読者の皆様。

　ここまでお読みいただき、本当にありがとうございました。次巻も楽しみにお待ちください。

　ではまた。


いちまる
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勇者パーティーをクビになった忍者、忍ばずに生きます
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